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はじめに

おことわり

適用される法律で許容される最大限の範囲内で、いかなる場合でも、本製品の故障、書類
またはデータの紛失、本製品およびそれに付属の取扱説明書の使用または使用不能から生
じるいかなる損害についても、製造者は責任を負いません。
重要な文書やデータのコピーやバックアップを常に取っておいてください。操作上の誤り
やソフトウェアの誤動作により、文書やデータが消去されることがあります。また、コン
ピューターウイルス、ワーム、およびその他の有害なソフトウェアに対する保護対策を講
ずる責任があります。
いかなる場合でも、製造者は、本製品を使用してお客様が作成した文書またはお客様が実
行したデータの結果について責任を負いません。

本書についてのご注意

• 製品の改良または変更により、このガイドのイラストまたは説明に、使用している製
品との差異が生じる場合があります。

• この文書の内容は、予告なしに変更されることがあります。
• この文書のいかなる部分も、提供者の事前の許可なく重複、複製、あらゆる形のコ
ピー、変更、または引用することを禁じます。

• 本書では、ディレクトリーパスの参照は、デフォルトパスのみを示しています。
RICOH ProcessDirectorやその一部のコンポーネントを別の場所（別のドライブなど）
にインストールする場合は、パスを適宜調整する必要があります。
たとえば、Windowsオペレーティングシステムを実行しているコンピューターのD:ド
ライブにRICOH ProcessDirectorをインストールした場合、ディレクトリーパスのC:を
D:に置き換えます。

使用説明書とヘルプの紹介

RICOH ProcessDirectorの資料 CDには RICOH ProcessDirectorの資料が収められていま
す。

使用説明書
ご利用いただける使用説明書は次のとおりです。

• 「RICOH ProcessDirector:他のアプリケーションと統合する」（本書）
この使用説明書には、他のアプリケーションとデータを交換するようにRICOH
ProcessDirectorを構成する方法に関する技術的な情報が記載されています。

• 「Linux、Windows用RICOH ProcessDirector：プランニング/インストールする」



この使用説明書では、使用しているオペレーティングシステムでのRICOH
ProcessDirectorについての計画とインストール手順について説明します。パブリケー
ションCDには、使用しているオペレーティングシステム（Linux、Windows）用の本取
扱説明書が収録されています。

• 「RICOH ProcessDirector:文書処理機能のインストール」
この使用説明書は、ジョブとジョブ内の個々の文書の両方を制御および追跡する
RICOH ProcessDirector機能のインストール方法について説明しています。

• 「RICOH ProcessDirector: RICOH ProcessDirector Plug-in for Adobe Acrobat」を使用す
る
この使用説明書は、RICOH ProcessDirector Plug-in for Adobe Acrobatの使用方法につい
て説明しています。Adobe Acrobatプラグインを使用して、PDFファイルでテキス
ト、バーコード、イメージ、およびその他の拡張を定義できます。拡張機能を制御
ファイルに保存すると、RICOH ProcessDirectorワークフローでは、制御ファイルを使
用してPDFファイルを同様に拡張できます。

• 「Font Summary」
この使用説明書は、InfoPrint Font Collectionのフォントの概念とさまざまな種類のフォ
ントについて説明します。「Font Summary」は英語版のみです。

• 「ホワイトペーパー -拡張 AFP機能を使用する」
この使用説明書は、拡張AFP制御ファイルを設定および使用する方法について説明しま
す。この使用説明書は英語版のみです。

• RICOH ProcessDirectorのreadmeファイル(readme.html)
このファイルには、他の使用説明書へのアクセス方法が示されています。README
ファイルは英語版のみです。

• RICOH ProcessDirectorリリースノート
このリリースノートには、新しい機能やアップデート、既知の制限事項、問題、回避
策、コード変更要求を含むRICOH ProcessDirectorのリリースに関する情報が記載され
ています。リリースノートは英語版のみです。

また、説明書はRICOHソフトウェアインフォメーションセンター (https://help.
ricohsoftware.com/swinfocenter/)からダウンロードできます。

RICOH ProcessDirectorインフォメーションセンター
インフォメーションセンターには、管理者、スーパーバイザー、オペレーターがRICOH
ProcessDirectorについて詳しく知るために役立つトピックがあります。インフォメーショ
ンセンターは、ユーザーインターフェースから使用でき、クイックナビゲーションと検索
機能を提供します。

ヘルプ
フィールドヘルプは、特定のタスクや設定に関する情報を提供するために、多くの画面で
利用できます。
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使用説明書とヘルプの読み方

RICOH ProcessDirectorを使用する前に
本書には、他のアプリケーションとデータを交換するようにRICOH ProcessDirectorを構成
するための指示および注意事項が記載されています。RICOH ProcessDirectorを使用して他
のアプリケーションとデータを交換する前に、本書を最後までよくお読みください。この
マニュアルはいつでも参照できるようお手元に置いておいてください。

使用説明書とヘルプの利用方法
使用説明書は、ニーズに合わせて使用してください。
RICOH ProcessDirectorの計画、インストール、開始方法を知りたいとき
「Linux、Windows用RICOH ProcessDirector：プランニング/インストールする」を参照
してください。パブリケーションCDには、使用しているオペレーティングシステム
（Linux、Windows）用の本取扱説明書が収録されています。

RICOH ProcessDirectorの操作、インストールされている機能を知りたいとき
RICOH ProcessDirectorインフォメーションセンターを参照してください。

ユーザーインターフェースでプロパティー値の設定方法を知りたいとき
フィールドヘルプをご覧ください。

他のアプリケーションとデータを交換できるようにRICOH ProcessDirectorを構成する方法
は、次を参照してください。
「RICOH ProcessDirector:他のアプリケーションと統合する」を参照してください。

文書処理機能のインストール方法:
「RICOH ProcessDirector:文書処理機能をインストールする」を参照してください。

の機能と基本操作について知りたいときを参照してください。 RICOH ProcessDirector
Plug-in for Adobe Acrobat
「RICOH ProcessDirector: RICOH ProcessDirector Plug-in for Adobe Acrobatの使用」を
参照してください。

資料を表示する
RICOH ProcessDirectorの使用説明書は、資料CDに収録されているため、アプリケーショ
ンをインストールする前にアクセスできます。

• 資料を表示するには、Adobe Acrobat Readerなどの PDFビューアーが必要です。

Windowsで RICOH ProcessDirector資料 CDにアクセスするには、次の手順に従います。

1. CDを CDドライブに挿入します。
Windowsシステムが CDを自動実行するように構成されている場合は、Windows
Explorerが自動的に開き、CDの内容が表示されます。
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2. Windows Explorerが自動的に起動しない場合は、手動で開いてから CDドライブの内
容を表示します。

3. readme.htmlを開き、CDの内容についての情報を参照します。
これらの資料の一部は、RICOH ProcessDirectorユーザーインターフェースからも入手可能
です。

• 資料を閲覧するには、RICOH ProcessDirectorのユーザーインターフェースにログイン
する必要があります。

RICOH ProcessDirectorのユーザーインターフェースのバナーで ボタンをクリック
し、以下の資料の中から1つを選択してダウンロードしてください。
• 「RICOH ProcessDirector:他のアプリケーションと統合する」
• 「RICOH ProcessDirector:文書処理機能をインストールする」
• 「RICOH ProcessDirector:Adobe Acrobat用 RICOH ProcessDirectorプラグインを使用
する」

• 「RICOH ProcessDirector：リリースノート」

インフォメーションセンターを表示する
RICOH ProcessDirectorインフォメーションセンターは、ユーザーインターフェースから利
用できます。
インフォメーションセンターを表示するには、次の手順に従います。

• RICOH ProcessDirectorのユーザーインターフェースのバナーで、 をクリックして
［ヘルプ］を選択します。

また、ブラウザーでインフォメーションセンターの位置にブックマークを付け、RICOH
ProcessDirector外部からいつでも開くこともできます。
各機能の使用と操作に関する情報は、機能がシステムにインストールされている場合にの
み使用できます。

関連製品情報

当社製品の詳細:

• リコーWebサイト (https://ricohsoftware.com)

• RICOHソフトウェアインフォメーションセンター (https://help.ricohsoftware.com/
swinfocenter/)

関連製品については、次の情報を参照してください。
• 「InfoPrint ManagerAIX用：スタートガイド」G550-1061

• 「InfoPrint ManagerAIX用:プランニングガイド」、G550-1060

• 「InfoPrint ManagerLinux用:スタートガイド」, G550-20263
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• 「InfoPrint ManagerLinux用:プランニングガイド」、G550-20262

• 「InfoPrint ManagerWindows用：スタートガイド」、G550-1072

• 「InfoPrint ManagerWindows用：プランニングガイド」、G550-1071

• 「InfoPrint Manager: PSF and Server Messages」、G550-1053

• 「RICOH InfoPrint XT for Linux：インストールおよびユーザーズガイド」、G550-20375

• 「RICOH InfoPrint XT for Windows：インストールおよびユーザーズガイド」、GLD0-
0025

• 「AFP Conversion and Indexing Facility User's Guide」、G550-1342

• 「IBM Print Services Facility for z/OS: AFP Download Plus」、S550-0433

• 「IBM Print Services Facility for z/OS: Download for z/OS」、S550-0429

マークについて

このマニュアルでは、内容を迅速に識別するために、次のシンボルが使用されています。

• 製品を使用する際に注意する点を示しています。次の説明を必ずお読みください。

• タスクを完了するために直接関係のない有益な補足情報を示します。
太字
［太字］は、ダイアログ、メニュー、メニュー項目、設定、フィールドラベル、ボタ
ンキーの名前を示します。

イイタタリリッックク
イタリック体は、独自の情報で置き換える必要があるマニュアルと変数のタイトルを
示します。

モモノノススペペーースス
モノスペース体は、コンピューターの入出力を示します。

省略語

AFP
Advanced Function Presentation

API
Application Programming Interface

CSV
Comma-Separated Values
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DNS
Domain Name System

HTTP
Hyper Text Transfer Protocol

IP
Internet Protocol

JDF
Job Definition Format

LPD
Line printer daemon

PDF
Portable Document Format

PSF
Print Services Facility

REST
Representational State Transfer

SMIT
System Management Interface Tool

SOAP
Simple Object Access Protocol

SSL
Secure Sockets Layer

YaST
Yet Another Setup Tool

商標

RICOH ProcessDirector™およびRICOH InfoPrint Manager™は、株式会社Ricohの米国およ
びその他の国における商標です。
Adobe、Reader、および PostScriptは、Adobe Systems Incの米国およびその他の国にお
ける商標または登録商標です。
IBM、AIX、MVS、Print Services Facility、およびz/OSは、International Business Machines
Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
Impostrip®は、Ultimate TechnoGraphics Inc.の登録商標です。
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Kodakは、Eastman Kodak Companyの登録商標です。
Linuxは、Linus Torvalds氏の日本およびその他の国における登録商標または商標です。
MarcomCentralは、Ricoh CompanyのMarcomCentralの登録商標です。
Microsoft、Windows、Windows Server、および Internet Explorerは、Microsoft Corporation
の米国およびその他の国における商標または登録商標です。
Oracleおよび Javaは、Oracleおよびその関連会社の登録商標です。
UNIXは、The Open Groupの登録商標です。
Xeroxは、Xerox Corporationの登録商標です。
Thales Groupコード：このライセンスアプリケーションのライセンス管理部分は、以下の
1つ以上の著作権に基づきます。
Sentinel RMS
Copyright 1989-2022 Thales Group
All rights reserved.

Sentinel Caffe (TM)
Copyright 2008-2022 Thales Group
All rights reserved.

Sentinel EMS
Copyright 2008-2022 Thales Group
All rights reserved.

Windowsオペレーティングシステムの正式名称は次のとおりです。
• Windows 10:

Microsoft Windows 10 Pro

Microsoft Windows 10 Enterprise

• Windows 11の製品名は次のとおりです。
Microsoft Windows 11 Pro

• Windows Server 2012 R2:

Microsoft Windows Server 2012 R2 Standard

Microsoft Windows Server 2012 R2 Enterprise

• Windows Server 2016:

Microsoft Windows Server 2016 Standard

Microsoft Windows Server 2016 Datacenter

• Windows Server 2019:

Microsoft Windows Server 2019 Standard

• Windows Server 2022の製品名は次のとおりです。
Microsoft Windows Server 2022 Standard
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本書に記載されているその他の製品名は、識別のためにのみ使用されており、各社の商標
の可能性があります。当社では、このような商標に関する一切の権利を否認します。

11



12



1

13

1.概要
•システムオブジェクト
•RICOH ProcessDirectorのWebサービス

RICOH ProcessDirectorは、いくつかのメカニズムで他のアプリケーションと対話しま
す。使用するメカニズムは、目標とアプリケーションの機能に依存します。
RICOH ProcessDirectorと他のアプリケーションを使用するときに達成したいであろう一
般的な目標は、次のとおりです。
1. ジョブを処理と印刷のために実行依頼します。
アプリケーションは、印刷ファイルをホットフォルダー入力装置にコピーできます。
これはRICOH ProcessDirectorが構成可能な間隔で監視するディレクトリーです。
RICOH ProcessDirectorは、印刷ファイルを受け入れ、印刷ジョブに変換します。
さまざまな方法を使用してホットフォルダーにジョブを送ることができます。ジョブ
定義形式 (JDF)ジョブチケットと共に印刷ファイルを実行依頼した場合、ホットフォ
ルダー入力装置はそのジョブチケットを使用してジョブプロパティーを設定できま
す。JDFジョブチケットは、処理中のジョブと共に保持されます。多くのジョブプロ
パティーとジョブチケットの値は、ジョブチケットが必要とされるときにいつでも同
期します。また JDFバッチ方式では、1つの MIMEパッケージで PDF、JDF、JMF情
報とともにジョブをホットフォルダーに送信できます。JMFは、DeviceIDとしてホッ
トフォルダーの名前を参照する必要があります。
アプリケーションが line print (LPR)機能を使用してファイルを送信する場合、ラインプ
リンターデーモン (LPD)入力装置に送信できます。LPD入力装置はホットフォルダー
入力装置に似ていますが、これは LPRを使用して送信されたファイルを受信するだけ
です。

2. RICOH ProcessDirectorで使用できない処理機能を印刷ワークフローに追加します。
アプリケーションが提供する処理が印刷ワークフローに組み込み可能な場合 (アドレス
のクリア、データストリーム変換、組み付けなど)、RICOH ProcessDirectorからアプリ
ケーションに印刷ジョブを送り、有効な戻りコードを待機し、RICOH ProcessDirector
で処理を続行するためのステップを作成できます。
ご使用のアプリケーションがホットフォルダーを監視している場合、作成するステッ
プは印刷ジョブをそれらのホットフォルダーの間でコピーできます。ご使用のアプリ
ケーションにコマンド行がある場合、ステップは適切なコマンドを実行して、結果の
ファイルが戻るのを待機します。
JDFジョブチケットとともにジョブを実行依頼する場合、アプリケーションはジョブ
チケットの値 (RICOH ProcessDirectorがサポートしない場合でも)を使用できます。ア
プリケーションがジョブチケットの値を更新する場合、新しい値は RICOH
ProcessDirectorに反映されます。
RICOH ProcessDirectorは、他のプログラムをワークフローに組み込みやすくする機能
を提供します。
RICOH ProcessDirector機能 関連プログラム
Avanti Slingshot Connect Avanti Slingshot

Quadient Inspire接続 Quadient Inspire Designer

Marcom Central Connect MarcomCentral
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RICOH ProcessDirector機能 関連プログラム
PitStop Connect Enfocus PitStopサーバー10以上

Ultimate Impostrip® Connect Ultimate Impostrip®

RICOH ProcessDirectorは、Postal Enablement機能も提供します。Postal Enablement
機能によって、選択した外部郵便ソフトウェアに接続できます。郵便ソフトウェアの
例として、TEC Mailing Solutions MailPreparerや Bell and Howell BCC Mail Managerが
挙げられます。

3. REST APIによりRICOH ProcessDirectorへアクセスします。
RICOH ProcessDirectorで提供されている REST APIを使用して、アプリケーション用
のWebサービスと統合できます。この REST APIでは、Webサービスを使用して、要
求の作成やコマンドの発行を実行できます。
Webサービスによる要求の作成の例として、システム内のオブジェクトの状況、プロ
パティー値、およびログファイルの検索が挙げられます。例えば、システム内の多様
なジョブに関して同じ情報を収集してレポート内で使用したり別のユーザーインター
フェースで表示したりする場合、Webサービス要求を作成してその情報を取得できま
す。
Webサービスによるコマンドの発行の例として、入力装置の接続と切断、オブジェク
トの使用可能化と使用不可化、およびオブジェクトプロパティーの設定が挙げられま
す。たとえば、入力装置を使用可能にして接続する場合、適切なコマンドを発行する
Webサービス要求を作成できます。

それぞれの目標とそれを達成する方法については、後半の章で説明します。それらの章を
読む前に、この章で説明している RICOH ProcessDirectorの基本情報を理解したことを確
認してください。

システムオブジェクト
RICOH ProcessDirectorシステムには、ハードウェア、ソフトウェア、ファイル、用紙、
およびプロセスなどを表すオブジェクトが含まれています。そのオブジェクトのプロパ
ティーを要件に合うように構成できます。
基本製品には、次のように多くのシステムオブジェクトがあります。
• 1次サーバー

RICOH ProcessDirectorがインストールされているシステム。このシステムには、内部
データベース、Webサーバー、印刷ドライバー、ヘルプシステム、メッセージログな
ど多くの製品コンポーネントが保持されます。

• 2次サーバー
1次サーバーと接続できるその他のLinuxシステム。2次サーバーは、リソース集中プロ
セスのステップの負荷を分散して処理速度を改善するために使用できます。
また、2次サーバーを使用して、別のコンピューターで実行しているアプリケーション
にアクセスできます。
2次サーバーは、RICOH ProcessDirector for Linuxとのみ同時に使用できます。

• アプリケーションサーバー
アプリケーションサーバーは、1次サーバーが使用するデータベースを共有し、ジョブ
を効率的に処理するために 1次サーバーと連携します。アプリケーションサーバー

1概要



1

15

は、Windowsコンピューターにインストールされます。Windows上のアプリケーショ
ンを必要とするステップを実行し、入力装置、Ricoh PDFプリンター、カスタム PDF
プリンター、RICOH TotalFlowプリンター、Kodakプリンター、Xeroxプリンター、お
よびパススループリンターの親サーバーとしても使用されます。その他のステップ
（PPrriinnttJJoobbssなど）は実行できず、他の種類のプリンターの親サーバーとしても使用
できません。
アプリケーションサーバーは、RICOH ProcessDirector for Linuxとだけ使用できます。

• ステップテンプレート
ステップテンプレートとは、RICOH ProcessDirectorシステムにおける処理の基本構成
要素です。それぞれのステップテンプレートには、特定のアクションを実行するコー
ドが含まれます。ジョブプロパティーの設定、データストリーム間の変換、指定期間
のジョブの保存、などです。
ステップテンプレートは、ワークフローに追加されると 1つのステップとしてインス
タンス化されます。

• ワークフロー
ワークフローはステップの集合で、印刷プロバイダーの要件に合わせて配置および構
成されています。印刷ジョブは、エラーにならずにワークフローを完了するか、処理
パスの終了に到達するまで、ワークフローのステップからステップに移動します。1つ
のジョブが複数のワークフローで処理されることもあります。ワークフローは、線形
または条件付きになります。線形ワークフローでは、それぞれのステップが 1つのス
テップからジョブを受け取り、1つのステップに送ります。条件付きワークフローで
は、それぞれのステップが 1つ以上のステップからジョブを受け取り、1つ以上のス
テップに送ります。1つのステップが複数のステップにジョブを送るとき、そのステッ
プの間のコネクターがジョブを送るステップを制御する条件を指定します。

– ［ワークフローエディター］を使用して、以前のバージョンの RICOH
ProcessDirectorで作成したジョブタイプを編集すると、そのジョブタイプはワーク
フローになります。そうすると、［管理］ページでワークフロー→ジョブタイプ
をクリックしても開けなくなります。

• 入力装置
入力装置は入力ファイルを受け取り、それらのファイルから印刷ジョブを作成し、印
刷ジョブをワークフローに割り当て、ジョブの処理を実行依頼します。入力装置には
いくつかの種類があります。ジョブが実行依頼される方法に基づいて、入力装置の種
類を選択します。

• プリンター
プリンターとは、システムに接続されて RICOH ProcessDirectorからジョブを受け取る
ことができるプリンターハードウェアです。

オプション機能や拡張機能によって、システムに他の種類のオブジェクトを追加できま
す。
RICOH ProcessDirectorが他のアプリケーションと対話する場合の重要なオブジェクト
は、2次サーバー、アプリケーションサーバー、入力装置、およびステップテンプレート
です。
使用可能なシステムオブジェクトのリストに対しては、RICOH ProcessDirector REST API
ドキュメントの utilityセクションにある［objecttypes］ APIを使用できます。詳しくは、
P. 102「 RICOH ProcessDirector Rest APIドキュメントを使用する」を参照してください。

システムオブジェクト
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2次サーバー

２次サーバーで処理を分散させることで、RICOH ProcessDirectorシステムをより効率的に
稼働させることができます。
2次サーバーを使用することで、処理が集中するステップの一部をさまざまなワークフ
ローで実行でき、1次サーバーが過負荷になるのを防ぐことができます。1次サーバーは 2
次サーバーと連動し、システム全体のすべてのジョブの移動を調整します。2次サーバー
には、システム情報を保管するための独自の組み込みデータベースはありません。すべて
のサーバーは、1次コンピューターにインストールされたデータベースを使用します。
2次サーバーは、入力装置、ステップ、プリンターなど、すべてのタイプのRICOH
ProcessDirectorオブジェクトを管理できます。また、外部ステップによってRICOH
ProcessDirectorがアクセスする外部プログラムを実行することもできます。外部プログラ
ムは、追加の処理や特殊なタイプの処理を行うことができます。
多くのプリンターが設置され、大量のジョブが処理されるインストール環境では、2次
サーバーをシステムに追加することで、ジョブのスループットを向上させることができま
す。スループットが向上するのは、各サーバーが監視および制御するプリンターやジョブ
の数が少なくなるためです。

アプリケーションサーバー

アプリケーションサーバーは、RICOH ProcessDirectorと通信するように構成された
Windowsシステムです。ワークフローでWindows上で実行されるアプリケーションによる
処理が必要な場合は、RICOH ProcessDirectorアプリケーションサーバーコードをWindows
コンピューターにインストールすることでそれらのアプリケーションにアクセスできま
す。
アプリケーションサーバーは、Linuxを実行している 1次コンピューターで動作します。
Windowsを実行している 1次コンピューターでは動作しません。
アプリケーションサーバーは、1次サーバーが使用するデータベースを共有し、ジョブを
効率的に処理するために 1次サーバーと連携します。アプリケーションサーバーは
Windowsコンピューターにのみインストールできるため、Windowsのアプリケーション
を必要とするステップのみを実行できます。それ以外のステップ (［PrintJobs］など)は実
行できません。
アプリケーションサーバーは、RICOH PDFプリンター、カスタム PDFプリンター、およ
びパススループリンターの親サーバーになることができます。それ以外のプリンターの親
サーバーになることはできません。
これらのオペレーティングシステムには、アプリケーションサーバーをインストールする
ことができます。
• Windows 10 ProまたはEnterprise 64-bit

• Windows 11 Pro

• Windows Server 2019 64ビット
• Windows Server 2022 64ビット

1概要
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入力装置

入力装置は入力ファイルを受け取り、ジョブを作成し、そのジョブを処理するためにワー
クフローに割り当てます。
RICOH ProcessDirectorには、次の入力装置のタイプがあります。
• ホットフォルダー入力装置は、システムがモニターするディレクトリーです。印刷
ジョブがホットフォルダーにコピーまたは送信されると、システムはこれを検知し、
処理を開始します。

• ラインプリンターデーモン（LPD）入力装置は、LPDプロトコルを使用して実行依頼さ
れるジョブを受信します。LPD入力装置は、制御ファイル、receive_lpd_jobtype.
cfgまたはreceive_lpd_pdf_jobtype.cfgを指定し、そのジョブのLPD制御ファイ
ルパラメーターをテキストベースのジョブプロパティーファイルに変換します。

• REST Webサービスの入力装置は、REST（Representational State Transfer）Webサービ
スを呼び出して、サードパーティーアプリケーションからXMLまたはJSONファイルを
取得します。入力装置は、XMLまたはJSONファイル全体を含むジョブを作成したり、
XPathまたはJSONPath式を使用してファイルをチェックしたりできます。入力装置が
式に指定されたXMLエレメントまたはJSONオブジェクトを検索する場合、この装置は
ファイル全体を含む1つのジョブを作成できます。また、別の方法として、それぞれ
ファイルの一部を含めて1つ以上のジョブを作成できます。この装置タイプは、Web
Services Enablement機能がインストールされている場合にのみ使用可能になります。

• SOAP Webサービスの入力装置は、SOAP（Simple Object Access Protocol）Webサー
ビスを呼び出して、サードパーティーアプリケーションからXMLファイルを取得しま
す。入力装置は、XMLファイル全体を含むジョブを作成したり、XPath式を使用して
ファイルをチェックしたりできます。入力装置が式に指定されたXMLエレメントを検
索する場合、この装置はファイル全体を含む1つのジョブを作成できます。また、別の
方法として、それぞれファイルの一部を含めて1つ以上のジョブを作成できます。この
装置タイプは、Web Services Enablement機能がインストールされている場合にのみ使
用可能になります。

AFP Support機能は、Download入力装置を提供します。これらの入力装置はDownload for
z/OSまたはAFP Download Plusからデータセットを受け取ります。ジョブの実行依頼につ
いては、「Print Services Facility for z/OS: Download for z/OS」 (S550-0429)または「Print
Services Facility for z/OS: AFP Download Plus」 (S550-0433)を参照してください。

ホットフォルダー入力装置

ホットフォルダー入力装置は、1次または2次サーバー上のディレクトリーであり、システ
ムが入力ファイルを監視している場所です。
入力ファイルをホットフォルダーに移動するには、コピーコマンド、ファイル転送プロト
コル（FTP）、セキュアコピープロトコル（SCP）など、指定した場所にファイルを転送
する任意の方法を使用できます。
RICOH ProcessDirectorでは、いくつかのホットフォルダー入力装置が事前定義され、ご使
用の環境に合わせてコピーおよび変更できます。

システムオブジェクト
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LPD入力装置

LPD入力装置は、LPRコマンドを使用して実行依頼されたジョブを受信します。LPD入力
装置は、制御ファイル、receive_lpd_jobtype.cfgまたはreceive_lpd_pdf_
jobtype.cfgを指定し、そのジョブのLPD制御ファイルパラメーターをテキストベース
のジョブプロパティーファイルに変換します。
RICOH ProcessDirectorには、使用可能ないくつかの定義済みLPD入力装置が用意されてい
ます。

Download入力装置

Download入力装置はDownload for z/OS®またはAFP Download Plusからジョブを受け取り
ます。Download入力装置は制御ファイルを指定して、ジョブのJCLパラメーターを、ワー
クフローが使用するRICOH ProcessDirector property name=valueフォーマットのジョブプ
ロパティーファイルに変更します。
AFP Support機能には、使用可能ないくつかの定義済みDownload入力装置が用意されてい
ます。

ステップテンプレート

ステップテンプレートは、処理コードの独立したまとまりです。入力ファイルに対して実
行する必要がある処理に基づいて、ワークフローに組み込むことができます。
RICOH ProcessDirectorには多くのステップテンプレートがあり、ワークフローに組み込む
ことができます。また、オプション機能も追加できます。そのようなステップテンプレー
トをそのまま使用することも、コピーして環境に合わせて動作するように変更することも
できます。

一部のステップテンプレートはコピーできませんが、そのプロパティーを編集することは
できます。
独自のステップテンプレートを作成してワークフローに組み込むことは、できません。し
かし、スクリプトや他のプログラムを作成してコマンド行から呼び出せるようにした場合
は、RunExternalProgramステップテンプレートを使用してそれにアクセスできます。
他のアプリケーションと対話するために、次のステップテンプレートは特に重要です。
• SSeettJJoobbTTyyppeeステップテンプレート
入力装置はSetJobTypeステップを使用して、印刷ジョブを処理するためにどのワーク
フローを使用するかを判断します。SetJobTypeステップテンプレートは、次のとおり
です。
– SSeettJJoobbTTyyppeeFFrroommFFiilleeNNaammee
パターンマッチング文字列を使用して、入力ファイル名の一部（ファイル拡張子な
ど）からワークフローを設定します。例えば、ファイル拡張子が..AAFFPPのすべての
ジョブをワークフローAAFFPPに送ったり、ファイル拡張子が..ppddffのすべてのジョブ

1概要
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をワークフローppddffに送ることができます。このステップはまた、ジョブと一緒に
実行依頼されたオプションの指定変更ファイルを、［SetJobPropsFromTextFile］ス
テップがジョブプロパティーを設定するために使用するテキストベースの jobID.
overrides.textファイルに変換できます。

– SSeettJJoobbTTyyppeeFFrroommRRuulleess
制御ファイルを使用して、入力ファイルに付随する指定変更ファイルのパラメー
ターの値に基づいてワークフローを選択します。このステップはまた、ジョブと一
緒に実行依頼されたオプションの指定変更ファイルを、
［SetJobPropsFromTextFile］ステップがジョブプロパティーを設定するために使用
するテキストベースに変換できます。

印刷システム管理者は、印刷実行依頼アプリケーションの出力とこれらのステップの
値を調整することがあります。

• SSuubbmmiittIInnppuuttFFiilleessステップテンプレート
入力装置はSSuubbmmiittIInnppuuttFFiilleessステップを使用して、印刷ジョブをワークフローの
最初のステップに送ります。指定されたバッチ方式にしたがって、親ジョブと子ジョ
ブとして、入力ファイルのグループを実行依頼します。入力ファイルが1つだけの場合
は、親ジョブのない、子ワークフローの単一ジョブとして実行依頼します。

• SSeettJJoobbPPrrooppssFFrroommTTeexxttFFiilleeステップテンプレート
SSeettJJoobbPPrrooppssFFrroommTTeexxttFFiilleeステップは、通常はワークフローの最初のステップで
す。入力ファイルに付随するテキストファイルを使用してジョブプロパティーを設定
します。テキストファイルには、設定するプロパティーが指定されています。テキス
トファイルの値は、それ以前に設定された値を指定変更します。オプションのjobID.
overrides.textファイルを処理した後、ステップはオプションのJDF（Job
Definition Format）のジョブチケットファイル、jobID.overrides.jdfを探索し、そ
のファイルを使用して、さらにジョブのプロパティーを設定します。

• 外外部部スステテッッププ
外部ステップは、データストリーム変換、アドレスのクリア、組み付けなどの処理の
ために印刷ジョブをRICOH ProcessDirector外部のアプリケーションに送ります。外部
ステップテンプレートは、次のとおりです。
– RRuunnEExxtteerrnnaallPPrrooggrraamm
コマンド行インターフェースを使用して印刷ジョブを外部プログラムに実行依頼し
ます。

– RRuunnHHoottFFoollddeerrAApppplliiccaattiioonn
他のアプリケーションが監視しているホットフォルダーに印刷ジョブを配置しま
す。そのアプリケーションは、印刷ジョブを取得し、その構成設定に従って処理
し、出力フォルダーに配置します。RICOH ProcessDirectorは、出力フォルダーを監
視し、準備ができたらジョブを取得します。

RICOH ProcessDirectorのWebサービス
RICOH ProcessDirectorは、REST (Representational State Transfer)ソフトウェアアーキテ
クチャー原理を使用するWebサービスを提供するので、他のアプリケーションからその
機能を使用できます。
RESTfulなWebサービスは、要求の送信と結果の受信に HTTP (Hypertext Transfer Protocol)
を使用します。各Webサービスには、それぞれに関連付けられた URI (Universal Resource
Indicator)があります。要求を作成する際、URIを変更して、対象のオブジェクトまたは行

RICOH ProcessDirectorのWebサービス
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うアクションに関する具体的な情報を持たせます。URIの変更は、プリンターオブジェク
トの名称をURIに挿入するなどの簡単な場合もあれば、Extensible markup language (xml)
を使用して、オブジェクトを検索する際の基準と返ってきたときのソート法を記述するな
どの非常に複雑な場合もあります。XMLエレメントをコーディングして要求に含める場
合、URIに追加する前に URL (Universal Resource Locator)でエンコードする必要がありま
す。
RICOH ProcessDirectorを使用すれば、Webサービスを使用して印刷ジョブやシステムの
他のオブジェクトについての情報を要求できます。また、Webサービスを使用してプロパ
ティーを設定し、オブジェクトの使用可能化と使用不可化、プロパティーの変更、プリン
ターの開始と停止などのアクションを実行することもできます。

使用上の注意

RICOH ProcessDirectorで用意されているWebサービスは、特定の規則に従います。Web
サービスをアプリケーションに組み込むときには、以下の使用上の注意を参照し、インプ
リメンテーションが正しく機能することを確認します。
• 他のWebサービスを使用できるようにするには、PPOOSSTT //uusseerrss//llooggiinn//Webサー
ビスを使用して接続を確立し、証明書トークンを RICOH ProcessDirectorサーバーから
受け取る必要があります。他のすべてのWebサービスでは、URIの要求ヘッダーに証
明書トークンを含める必要があります。含めない場合、即時に 401 Unauthorized HTTP
エラーを受け取ります。

• アクションと URIは固定の文字列であるため、他の言語に変換することはできませ
ん。例えば、""ttookkeenn::""はすべての言語で同じです。

• 取り出されたレコードセットは、サービスの呼び出し間で異なる場合があります (特に
ソートまたはフィルター機能を使用する場合)。同一要求があとに続いても同じレコー
ドになるとは限りません。

• SSL (Secure Sockets Layer)または TLS (Transport Layer Security)のサポートをアクティ
ブにすると、RICOH ProcessDirectorは、Webサービスなどのすべての HTTP通信に
SSLプロトコルを使用します。SSLまたは TLSのサポートがアクティブな場合、SSL
または TLSをサポートするWebサービスクライアントを使用してWebサービスを起
動する必要があります。

• RICOH ProcessDirector Webサービスが返すのは、JavaScript Object Notation (JSON)
データのみです。XMLはサポートされていません。

1概要
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2.他のアプリケーションからジョブを実行依頼する
•ホットフォルダー入力装置
•LPD入力装置

ご使用のアプリケーションが文書構成またはジョブ実行依頼のツールの場合、ホットフォ
ルダーまたはLPD入力装置を使用して印刷ジョブをRICOH ProcessDirectorに取得して、処
理および印刷できます。
アプリケーションでREST Webサービスを使用できる場合は、［submitFile］ユーティリ
ティを使用して、ファイルをワークフローまたはホットフォルダーに実行依頼できます。
このインプリメンテーションについて詳しくは、P. 105「Webサービスを使用してジョブ
の実行依頼を準備する」を参照してください。
入力測地の主要な機能は、次のとおりです。
• システムにジョブを受け入れる。
• ジョブをワークフローに割り当てる。
• ジョブをワークフローの最初のステップに送って処理を開始する。
ホットフォルダー入力装置は、JDFジョブチケットとともに実行依頼されたものなど、さ
まざまな印刷ジョブを受け取ります。LPD入力装置は、ラインプリンター (LPR)コマンド
を使用して実行依頼された印刷ジョブを受け取ります。

どちらのタイプの入力装置も、印刷ジョブを受け取ったときには実行依頼したアプリケー
ションに情報を返しません。例えば、ホットフォルダー入力装置に印刷ジョブを送った場
合、そのホットフォルダーは、実行依頼したアプリケーションにジョブの進行を監視でき
るようにジョブ番号を送り返しません。

ホットフォルダー入力装置
ホットフォルダー入力装置は、単一ファイルを含む印刷ジョブ、複数ファイルのジョブ
JDFジョブチケットを含むジョブを受けいれます。
ホットフォルダーを構成するときは、それによって処理されることになるジョブのタイプ
を判断する必要があります。次に、ジョブが正しいホットフォルダーに実行依頼されて正
しく処理されることを確認する必要があります。そうしないと、印刷ジョブは、ワークフ
ローによる処理が開始されないうちにエラーになります。
入力ファイルは、個別に、またはグループとして処理されます。入力ファイルをグループ
として処理するために、バッチを作成できます。バッチ方式によっては、入力ファイルと
ともに追加のサポートファイルが実行依頼される必要があります。
図P. 22「ホットフォルダー入力装置の処理」に、ホットフォルダー入力装置がジョブを
処理する方法を示します。入力装置は、バッチ方式の値に基づいてジョブに作用し、その
ジョブを実行依頼ステップに渡します。
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ホットフォルダー入力装置の処理

許可
ホットフォルダーにジョブを実行依頼するユーザーはすべて（ジョブを実行依頼するアプ
リケーションを実行しているユーザーIDも含む）、そのフォルダーに対する適切な権限を
持つ必要があります。ユーザーが正しい権限を持っていることを確認する簡単な方法は、
RICOH ProcessDirectorのインストール時に作成されるRICOH ProcessDirectorグループ
（デフォルトはaaiiwwggrrpp11）に、すべての実行依頼者を追加することです。

バッチ方式

ホットフォルダーおよびSFTP入力装置がジョブを実行依頼する方式は、入力装置の［バッ
チ方式］プロパティーによって決まります。
デフォルトでは、［なし］以外のバッチ方式を使用した場合、入力装置は親子構造を持っ
たグループとしてジョブを作成します。親ジョブにはデータは含まれず、他のジョブ同士
の関係を維持するコンテナになります。それらは、子ジョブです。バッチ方式によってグ
ループに含まれる各入力ファイルは、子ジョブになります。
［なし］、［JDF］、［リスト］以外の全てのバッチ方式の場合、RICOH ProcessDirector
for Windowsは、ファイルの最終修正日時の順序で子ジョブを処理します。Windowsの
［［更新日］］の値は、［［実行依頼時刻］］ジョブプロパティーの値として表示されま
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す。入力装置がファイルを受信したときには［更新日］の値は変更されないため、2010年
に作成され2011年に実行依頼されたファイルの［実行依頼時刻］は2010と表示されます。

• 入力装置の［.zipファイルの作成］プロパティーを［はい］に設定してある場合、その
入力装置は親子構造のジョブのグループを作成しません。代わりに、入力装置はすべ
ての入力ファイルを 1つのグループに集めて、ZIPファイルに格納します。このZIP
ファイルが、単一のジョブとして実行依頼されます。別のステップでZIPファイル形式
のファイルを処理する場合を除いて、このワークフローには、ファイルを解凍するス
テップを組み込む必要があります。

• ［バッチ方式］が［JDF］または［パターン］以外の場合は、入力装置の［全てのバッ
チ処理］アクションで、入力装置にある全ての入力ファイルを実行依頼できます。
［全てバッチ処理］アクションは、［ポーリング間隔］に到達するのを待たずにジョ
ブを作成します。

バッチ

バッチ方式が［バッチ］の場合、入力装置は（オペレーターの選択に基づいて）ファイル
をグループとして実行依頼します。
［［ババッッチチ］］バッチ方式では、入力装置はジョブを即時に実行依頼することができません。
入力装置はファイルを受信しますが、オペレーターがデータファイルを選択して［バッチ
の作成］をクリックするまで、何もしません。入力装置は全てのデータファイルの名前を
含むリストファイルを作成して、ジョブを実行依頼します。
［バッチ］バッチ方式を使用する場合、次のように入力装置プロパティーを設定します。
• ［ワークフロー］：ParentNoPrint

• ［子ワークフロー］：ジョブのデータファイルに適したワークフローです。
• ［実行依頼ステップ］：SubmitInputFiles

• ［.zipファイルの作成］：このプロパティーが［はい］の場合、［データパターン］プ
ロパティーに設定された値と一致するすべての入力ファイルが含まれるZIPファイルが
生成され、1つのジョブとして実行依頼されます。この値が［［いいえ］］の場合、す
べての入力ファイルが子ジョブとして実行依頼されます。

• ［データパターン］：印刷ファイルのファイル名と部分的にでも一致するパターンで
す。ホットフォルダーおよびSFTP入力装置の場合、デフォルト値は.*$の正規表現で
す。このパターンは、すべてのファイル名と一致します。

JDF

バッチ方式が［JDF］の場合、ホットフォルダー入力装置またはSFTP入力装置は（ジョブ
チケットの内容に基づいて）1つまたは複数のファイルをグループとして実行依頼しま
す。
ホットフォルダーまたはSFTP入力装置は、そのジョブを構成するすべてのファイルのリス
トが含まれているジョブチケットを検索します。ホットフォルダーまたはSFTP入力装置が
ジョブチケットを見つけたときは、そのチケットを読み取って全てのファイルを検索し、

ホットフォルダー入力装置
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全てのファイルを見つけるとすぐにそれを単一のジョブとして実行依頼します。ジョブチ
ケットで指定された順序にしたがって、各ファイルが印刷します。
ジョブチケットのファイル名は、［JDFパターン］プロパティーで指定されたパターンと
一致する必要があります。デフォルトのパターンは、拡張子が .jdfのファイルと一致し
ます。
ジョブチケットのファイルのリストは、たとえば次のようになります。
myfile1.pdf
myfile2.pdf
myfile3.pdf
another.pdf

また、ジョブチケットにはジョブのプロパティーを設定するための情報が含まれることが
あります。
［［JJDDFF］］バッチ方式を使用する場合、次のように入力装置プロパティーを設定します。
• ［ワークフロー］：ParentNoPrint

• ［子ワークフロー］：ジョブの印刷ファイルに適したワークフローです。
• ［実行依頼ステップ］：SubmitInputFiles

• ［.zipファイルの作成］：このプロパティーが［はい］の場合、［データパターン］プ
ロパティーに設定された値と一致するすべての入力ファイルが含まれるZIPファイルが
生成され、1つのジョブとして実行依頼されます。この値が［［いいえ］］の場合、す
べての入力ファイルが子ジョブとして実行依頼されます。ジョブチケットが異なる入
力ファイルに対して別々の設定を指定していて、［.zipファイルの作成］プロパティー
が［はい］の場合、ジョブチケットの最初の入力ファイル名に対する設定がすべての
入力ファイルに使用されます。

• ［JDFパターン］：ジョブチケットのファイル名と部分的にでも一致するパターンで
す。
HotFolderJDF以外のすべての入力装置に対して、デフォルト値はヌルです。
HotFolderJDFの場合、この値は正規表現 .*¥jdf$になります。

• ［データパターン］：印刷ファイルのファイル名と部分的にでも一致するパターンで
す。ホットフォルダーまたはSFTP入力装置の場合、デフォルト値は.*$の正規表現で
す。このパターンは、すべてのファイル名と一致します。

リスト

バッチ処理方式がLLiissttの場合、ホットフォルダーまたはSFTP入力装置は、（入力装置が
受信したリストファイルの内容に基づいて）1つまたは複数のファイルをグループとして
実行依頼します。
ホットフォルダーまたはSFTP入力装置は、そのジョブを構成するすべてのファイルのリス
トが含まれているテキストベースのリリスストトフファァイイルルを検索します。ホットフォルダーまた
はSFTP入力装置がリストファイルを見つけたときは、そのリストを読み取ってすべての
ファイルを検索し、すべてのファイルを見つけるとすぐにそれを単一のジョブとして実行
依頼します。リストファイルで指定された順序にしたがって、各ファイルが印刷します。
リストファイルは以下の基準を満たしている必要があります。

2他のアプリケーションからジョブを実行依頼する
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• ファイル名は、［リストパターン］プロパティーで指定されたパターンと一致する必
要があります。デフォルトのパターンは、拡張子が.lstのファイルと一致します。

• 印刷ジョブのそれぞれのファイルは、リストファイルの別の行で指定する必要があり
ます。

• リストファイルのリストに含まれるファイル名は、パス情報を含まないファイル名だ
けで、すべてのファイルが同じディレクトリーにある必要があります。

リスト・ファイルの内容は次のようになります。
afpinput1.afp
afpinput2.afp
afpinput3.afp
inputfile.afp

［［リリスストト］］バッチ方式を使用する場合、次のように入力装置プロパティーを設定します。
• ［ワークフロー］：ParentNoPrint

• ［子ワークフロー］：ジョブの印刷ファイルに適したワークフローです。
• ［実行依頼ステップ］：SubmitInputFiles

• ［.zipファイルの作成］：このプロパティーが［はい］の場合、［データパターン］プ
ロパティーに設定された値と一致するすべての入力ファイルが含まれるZIPファイルが
生成され、1つのジョブとして実行依頼されます。この値が［［いいえ］］の場合、す
べての入力ファイルが子ジョブとして実行依頼されます。

• ［リストパターン］：リストファイルのファイル名と部分的にでも一致するパターン
です。
デフォルトでは、この値は正規表現 .*lst$になります。

• ［データパターン］：印刷ファイルのファイル名と部分的にでも一致するパターンで
す。ホットフォルダーまたはSFTP入力装置の場合、デフォルト値は.*$の正規表現で
す。このパターンは、すべてのファイル名と一致します。
ある印刷ファイルがリストファイルに含まれていて、そのファイル名が［［データパ
ターン］］の値と一致しない場合、入力装置はそのファイルを印刷ファイルとは識別
しません。リストに含まれる印刷ファイルが不足していると判断されるため、入力装
置は不足ファイルを待機して、ジョブを作成しません。

• ［指定変更パターン］:指定変更ファイルを使用する場合、指定変更ファイルのファイ
ル名と部分的にでも一致するパターンです。

なし

バッチ方式が［なし］の場合、ホットフォルダーまたはSFTP入力装置は、各ファイルを
別々の印刷ジョブとして実行依頼します。

番号

バッチ方式が［番号］の場合、ホットフォルダーまたはSFTP入力装置は指定された個数の
ファイルをグループとして実行依頼します。ホットフォルダーまたはSFTP入力装置の
［データパターン］プロパティーと一致するファイルだけが対象として数えられ、実行依
頼されます。

ホットフォルダー入力装置
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ホットフォルダーまたはSFTP入力装置はファイル名を解析し、［データパターン］プロパ
ティーの値と一致するかどうか判別します。名前がパターンと一致する場合、ホットフォ
ルダーまたはSFTP入力装置はそのファイルを数えます。それらのファイルの数が［バッチ
対象のファイル数］プロパティーに設定された値になると、ホットフォルダーまたはSFTP
入力装置はそれらのファイルを単一のグループとして実行依頼します。

• RICOH ProcessDirector for Windowsはファイルの最終修正日時の順序で子ジョブを処理
します。Windowsの［更新日］の値は、［実行依頼時刻］ジョブプロパティーの値と
して表示されます。ファイルが入力装置に配置されたときには更更新新日日の値は変更され
ないため、2010年に作成され2011年に実行依頼されたファイルの［実行依頼時刻］は
2010と表示されます。

［［番番号号］］バッチ方式を使用する場合、次のように入力装置プロパティーを設定します。
• ［ワークフロー］：ParentNoPrint

• ［子ワークフロー］：ジョブの印刷ファイルに適したワークフローです。
• ［実行依頼ステップ］：SubmitInputFiles

• ［.zipファイルの作成］：このプロパティーが［はい］の場合、［データパターン］プ
ロパティーに設定された値と一致するすべての入力ファイルが含まれるZIPファイルが
生成され、1つのジョブとして実行依頼されます。この値が［［いいえ］］の場合、す
べての入力ファイルが子ジョブとして実行依頼されます。

• ［バッチ対象のファイル数］：このファイル数になるまで待機して、ホットフォル
ダーまたはSFTP入力装置はそれらを単一のグループとして実行依頼します。

• ［データパターン］：印刷ファイルのファイル名と部分的にでも一致するパターンで
す。ホットフォルダーまたはSFTP入力装置の場合、デフォルト値は.*$の正規表現で
す。このパターンは、すべてのファイル名と一致します。

セット数

バッチ方式が［セット数］の場合、ホットフォルダーまたはSFTP入力装置は、ファイルの
特定セット数を受信した後にジョブを実行依頼します。完全なファイルセットのみがカウ
ントされ、実行依頼されます。
次のすべての条件を満たすセットが完全と判断されます。
• ［データパターン］プロパティー値に一致するファイルが存在する。
• ［指定変更パターン］プロパティーまたは［JDFパターン］プロパティーに値が入力
されている場合、これらの値の一方または両方に一致するファイルが存在する。

• ［ファイルパターン］として指定された項目がある場合、それぞれの値に一致する
ファイルが存在する。

完全セットの数が［バッチ対象のファイル数］プロパティーに設定された値に達すると、
ホットフォルダーまたはSFTP入力装置は1セットを1個の子ジョブとするセットのグルー
プを実行依頼します。［.zipファイルの作成］プロパティーが［はい］の場合、全セット
の全ファイルを含む 1個のジョブが ZIPファイル形式で実行依頼されます。
［セット数］バッチ方式を使用する場合、入力装置プロパティーを次のように設定しま
す。

2他のアプリケーションからジョブを実行依頼する
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• ［ワークフロー］：ParentNoPrint

• ［子ワークフロー］：ジョブの印刷ファイルに適したワークフローです。
• ［実行依頼ステップ］：SubmitInputFiles

• ［.zipファイルの作成］：このプロパティーが［はい］の場合、すべてのファイルが
ZIPファイルとしてまとめられ、1つのジョブとして実行依頼されます。この値が［い
いえ］の場合、各セットは子ジョブとして実行依頼されます。

• ［バッチ対象のファイル数］：このファイル数になるまで待機して、ホットフォル
ダーまたはSFTP入力装置はそれらを単一のグループとして実行依頼します。

• ［データパターン］：印刷ファイルのファイル名と部分的にでも一致するパターンで
す。ホットフォルダーまたはSFTP入力装置の場合、デフォルト値は.*$の正規表現で
す。このパターンは、すべてのファイル名と一致します。

• ［ファイルパターン］：セットに含める必要があるファイルを定義するパターンコレ
クションです。

• ［JDFパターン］：ジョブ定義フォーマット（JDF）ジョブチケットを識別するために
使用する、1つ以上のパターンマッチングストリングです。このプロパティーに値が指
定されている場合、セットが完全になるには、JDFジョブチケットが必要になりま
す。

• ［指定変更パターン］：ジョブプロパティー値を含むファイルを識別するために使用
する、1つ以上のパターンマッチングストリングです。

ページ数

バッチ処理方法が［Pages］の場合、ホットフォルダーまたは SFTP入力装置は（入力装
置がに受信したファイルのページ数に基づいて）PDFファイルをグループとして実行依頼
します。この方式は、PDFファイルに対してのみ有効です。
ホットフォルダーまたはSFTP入力装置は、PDFファイルが到着するとそれを確認し、含ま
れているページ数を判断します。ホットフォルダーまたはSFTP入力装置は、現在そこに含
まれているPDFページ数の合計を維持します。そのPDFページ数の合計が［バッチ対象の
ページ数］プロパティーに設定された値以上になると、ホットフォルダーまたはSFTP入力
装置はそれらのファイルのグループを実行依頼します。

• RICOH ProcessDirector for Windowsはファイルの最終修正日時の順序で子ジョブを処理
します。Windowsの［更新日］の値は、［実行依頼時刻］ジョブプロパティーの値と
して表示されます。ファイルが入力装置に配置されたときには更更新新日日の値は変更され
ないため、2010年に作成され2011年に実行依頼されたファイルの［実行依頼時刻］は
2010と表示されます。

ページ数の合計が［［バッチ対象のページ数］］プロパティーに設定された値を超えた場
合、その超過した PDFファイルは、［［バッチ対象のページ数を超える］］プロパ
ティーが［［はい］］に設定されている場合にのみグループに含まれます。［バッチ対象
のページ数を超える］プロパティーが［いいえ］の場合、このPDFはホットフォルダーま
たはSTFP入力装置に残り、次のバッチの最初のページになります。
単一のファイルのページ数が［［バッチ対象のページ数］］プロパティーより大きく、
［［バッチ対象のページ数を超える］］プロパティーが［［はい］］の場合、そのファイ
ルは、既に待機していた他の PDFファイルも含まれたバッチとして、またはそのファイ
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ル 1つだけが含まれたバッチとして、印刷のために実行依頼されます。しかし、［［バッ
チ対象のページ数を超える］］プロパティーが［［いいえ］］の場合は、そのファイルは
実行依頼されません。ホットフォルダーまたはSFTP入力装置の処理は停止します。その入
力ファイルを削除するか、［バッチ対象のページ数］プロパティーをそのファイルのペー
ジ数以上に増やすか、［バッチ対象のページ数を超える］プロパティーを［はい］に変更
すると、そのファイルを実行依頼できるようになります。

• ［ページ数］バッチ方式では、暗号化またはパスワード保護された PDFファイルをサ
ポートしていません。暗号化またはパスワード保護された PDFファイルを［ページ
数］バッチ方式を使用するホットフォルダーまたはSFTP入力装置に送信すると、ファ
イルを開いてページ数をカウントできないため、RICOH ProcessDirectorからエラー
メッセージが表示されます。

［［ペペーージジ数数］］バッチ方式を使用する場合、次のように入力装置プロパティーを設定しま
す。
• ［ワークフロー］：ParentNoPrint

• ［子ワークフロー］：ジョブの印刷ファイルに適したワークフローです。
• ［実行依頼ステップ］：SubmitInputFiles

• ［.zipファイルの作成］：このプロパティーが［はい］の場合、［データパターン］プ
ロパティーに設定された値と一致するすべての入力ファイルが含まれるZIPファイルが
生成され、1つのジョブとして実行依頼されます。この値が［［いいえ］］の場合、す
べての入力ファイルが子ジョブとして実行依頼されます。

• ［バッチ対象のページ数］：このページ数になるまで待機して、ホットフォルダーま
たはSFTP入力装置はそれらを単一のグループとして実行依頼します。

• ［バッチ対象のページ数を超える］：このプロパティーが［はい］の場合、あるPDF
ファイルに含まれるページ数によってホットフォルダーまたはSFTP入力装置内の合計
ページ数が［バッチ対象のページ数］プロパティーの値を超えると、そのPDFファイ
ルは他のファイルとともに実行依頼されます。このプロパティーが［いいえ］の場
合、このファイルは次のバッチの最初のページとしてホットフォルダーまたはSFTP入
力装置に保持されます。

• ［データパターン］: PDFファイル名と一致するパターンで、.*pdf$、.*PDF$など
です。

セット内のページ数

バッチ処理方法が［セット内のページ数］の場合、指定されたページ数がある PDFファ
イルのセットが入力装置によって受信されると、ホットフォルダーまたは SFTP入力装置
はジョブを実行依頼します。この方式は、PDFファイルに対してのみ有効です。
次のすべての条件を満たすセットが完全と判断されます。
• ［データパターン］プロパティー値に一致するファイルが存在する。
• ［指定変更パターン］プロパティーまたは［JDFパターン］プロパティーに値が入力
されている場合、これらの値の一方または両方に一致するファイルが存在する。

• ［ファイルパターン］として指定された項目がある場合、それぞれの値に一致する
ファイルが存在する。

2他のアプリケーションからジョブを実行依頼する
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ホットフォルダーまたはSFTP入力装置は、PDFファイルが到着するとそれを確認し、含ま
れているページ数を判断します。ホットフォルダーまたはSFTP入力装置は、現在そこに含
まれている完全セット内のPDFページ数の合計を維持します。完全セット内のPDFページ
数の合計が［バッチ対象のページ数］プロパティーに設定されている値以上になると、
ホットフォルダーまたはSFTP入力装置は1セットを1個の子ジョブとするセットのグルー
プを実行依頼します。［.zipファイルの作成］プロパティーが［はい］の場合、全セット
の全ファイルを含む 1個のジョブが ZIPファイル形式で実行依頼されます。
ページ数の合計が［バッチ対象のページ数］プロパティーに設定されている値を超える
PDFファイルを含むセットは、［バッチ対象のページ数を超える］プロパティーが［は
い］に設定されている場合にのみグループに含まれます。［バッチ対象のページ数を超え
る］プロパティーが［いいえ］の場合、このセットはホットフォルダーまたはSFTP入力装
置に残り、次のバッチの最初のセットになります。
単一のセットのページ数が［バッチ対象のページ数］プロパティーより大きく、［バッチ
対象のページ数を超える］プロパティーが［はい］の場合、そのセットは、すでに待機し
ていた他のセットも含まれるバッチとして、またはデータファイル 1つだけを含むバッチ
として、印刷が実行依頼されます。［バッチ対象のページ数を超える］プロパティーが
［いいえ］の場合、そのセットは実行依頼できません。ホットフォルダーまたはSFTP入力
装置の処理は停止します。その入力ファイルを削除するか、［バッチ対象のページ数］プ
ロパティーをそのセットのページ数以上に増やすか、［バッチ対象のページ数を超える］
プロパティーを［はい］に変更すると、そのセットを実行依頼できるようになります。

• ［セット内のページ数］バッチ方式では、暗号化またはパスワード保護された PDF
ファイルがあるセットをサポートしていません。暗号化またはパスワード保護された
PDFファイルがあるセットを［セット内のページ数］バッチ方式を使用するホット
フォルダーまたはSFTP入力装置に送信すると、ファイルを開いてページ数をカウント
できないため、RICOH ProcessDirectorからエラーメッセージが表示されます。

［セット内のページ数］バッチ方式を使用する場合、入力装置プロパティーを次のように
設定します。
• ［ワークフロー］：ParentNoPrint

• ［子ワークフロー］：ジョブの印刷ファイルに適したワークフローです。
• ［実行依頼ステップ］：SubmitInputFiles

• ［.zipファイルの作成］：このプロパティーが［はい］の場合、すべてのファイルが
ZIPファイルとしてまとめられ、1つのジョブとして実行依頼されます。この値が［い
いえ］の場合、各セットは子ジョブとして実行依頼されます。

• ［バッチ対象のページ数］：このページ数になるまで待機して、ホットフォルダーま
たはSFTP入力装置はそれらを単一のグループとして実行依頼します。

• ［バッチ対象のページ数を超える］：このプロパティーが［はい］の場合、あるPDF
ファイルに含まれるページ数によってホットフォルダーまたはSFTP入力装置内の合計
ページ数が［バッチ対象のページ数］プロパティーの値を超えると、そのPDFファイ
ルは他のファイルとともに実行依頼されます。このプロパティーが［いいえ］の場
合、このファイルは次のバッチの最初のページとしてホットフォルダーまたはSFTP入
力装置に保持されます。

• ［データパターン］：PDFファイル名と一致するパターンで、.*pdf$、.*PDF$など
です。
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• ［ファイルパターン］：セットに含める必要があるファイルを定義するパターンコレ
クションです。

• ［JDFパターン］：ジョブ定義フォーマット（JDF）ジョブチケットを識別するために
使用する、1つ以上のパターンマッチングストリングです。このプロパティーに値が指
定されている場合、セットが完全になるには、JDFジョブチケットが必要になりま
す。

• ［指定変更パターン］：ジョブプロパティー値を含むファイルを識別するために使用
する、1つ以上のパターンマッチングストリングです。

パターン

バッチ方式が［パターン］の場合、ホットフォルダーまたはSFTP入力装置は、必要な1つ
の印刷ファイルとそれに関連するすべてのファイルがそろうとすぐに、それらをそのジョ
ブのスプールファイルディレクトリーにコピーします。そのすべてのファイルは、
［［データパターン］］プロパティー、および入力装置のプロパティーノートブックの
［［バッチ］］タブの各プロパティーに設定されている値と一致する必要があります。
［［パパタターーンン］］バッチ方式を使用する場合、次のように入力装置プロパティーを設定しま
す。
• ［ワークフロー］：ParentNoPrint

• ［子ワークフロー］：ジョブの印刷ファイルに適したワークフローです。
• ［実行依頼ステップ］：SubmitInputFiles

• ［.zipファイルの作成］：No

例えば、JDFジョブチケットとともに 1つのジョブの指定変更ファイルとデータファイル
を送信することがあります。ジョブチケットの入力ファイル名の末尾が.jdf、スプール
ファイルの使用状況が「指定変更」、スプールファイルのタイプが「jdf」の場合、これら
3つのパターンを相互に関連付けることができます。RICOH ProcessDirectorの正規表現構
文を使用すると、ホットフォルダーまたはSFTP入力装置が認識して、新しいジョブを作成
するときにそれに含める入力ファイル名のパターンを定義します。この表には、パターン
マッチングを使用してまとめて処理できるファイルの簡単な例を示します。

2他のアプリケーションからジョブを実行依頼する
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データ
パター
ン

ファイル
パターン

ファイル
の使用状
況

ファイル形
式

スプール
ファイル
タイプ

一致する
ファイル名
の例

スプールファイ
ル名の例 注

.*$ .*jdf$ overrides その他 jdf ab-
c000317.
jdf

/aiw/aiw1/
spool/
default/
10000143/
10000143.
overrides.
jdf

JDFジョブ
チケット

.*$ .*oth$ overrides その他 txt ab-
c00317.
oth

/aiw/aiw1/
spool/
default/
10000143/
10000143.
overrides.
txt

指定変更
ファイル

.*$ .*pdf$ 印刷する データ pdf ab-
c00317.
pdf

/aiw/aiw1/
spool/
default/
10000143/
1000143.
print.pdf

PDFファイ
ル

［データパターン］プロパティーと［ファイルパターン］プロパティーを使用して、ファ
イル名とファイルタイプを正確に一致させることができます。［データパターン］フィー
ルドの一部をファイルパターンの一部として使用する場合は、［データパターン］の表現
の利用部分を括弧で囲み、［ファイルパターン］フィールド内ではバックスラッシュと1
つの数字で後方参照を表現します。次の表では、後方参照を使用したパターンマッチング
の結果を示します。

タブ フィールド 値 説明
バッチ データパター

ン
(.*)¥.pdf 式 (.*)は、拡張子を除いたデータファイル名への後方

参照を定義します。データファイル名がこのパターン
と一致すると、(.*)と一致するすべての文字が後方参
照 \1に代入されます。

バッチ ファイルパ
ターン

¥1¥.jdf データファイル名は一致しますが、拡張子は .jdfで
す。Job1.pdfと Job1.jdfが一致すると見なされてジョ
ブに含まれますが、Job2.jdfは一致しません。

もっと複雑な例では、次のようになります。
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タブ フィールド 値 説明
バッチ データパター

ン
(abc)(def)¥.
pdf,.*-(12)-.*
¥.pdf

データファイルは、カンマで区切られた 2つのパター
ンの 1つと一致する必要があります。

データパターン1：¥1 = abc and ¥2 = def

表現（abc）と（def）は、データファイル名への後方
参照を定義します。拡張子は.pdfにする必要がありま
す。

パターン 1と一致するデータファイルは、abcdef.
pdfです。

データパターン 2: ¥1 = 12

表現（12）は、12月に対するデータファイルを要求す
る後方参照です（データファイルの日付形式が
year-month-dayと想定します）。拡張子は.pdf
にする必要があります。

パターン 2と一致するデータファイルは、2011-12-
02.pdfです。

バッチ 指定変更パ
ターン

¥1¥.oth
パターン 1と一致するには、指定変更ファイルで名前
が abc.othである必要があります。

バッチ ファイルパ
ターン

2011-(¥1)¥.jdf
ファイル 2011-12.jdfが、データパターン 2と一致
します。

ファイルの使
用状況

overrides

ファイル形式 jdf

必須 はい

シーケンス 1

バッチ ファイルパ
ターン

¥2¥1¥.jdf
ファイル defabc.jdfが、データパターン 1と一致
します。

ファイルの使
用状況

overrides

ファイル形式 jdf

必須 はい

シーケンス 2

バッチ ファイルパ
ターン

¥1¥.txt
ファイル 12.txtが、データパターン 2と一致しま
す。

ファイルの使
用状況

ファイル

ファイル形式 txt

必須 いいえ

シーケンス 3

［バッチ］タブを編集するには、次の手順に従います。
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• ファイルパターンを追加するには、［［バッチ］］タブのフィールドに値を入力し、
［追加］をクリックします。フィールドに値を入力して［保存］をクリックします。

• ファイルパターンを削除するには、そのファイルパターンのチェックボックスを選択
して［除去］をクリックします。

• ファイルパターンを編集するには、そのファイルパターンのチェックボックスを選択
して［編集］をクリックします。ファイルパターンの入力フィールドに値が表示され
るので、必要に応じて変更し、［保存］をクリックします。

• 同じファイルパターンを 2つ作成した場合、またはあるパターンのファイルのタイプ
と使用状況が別のパターンのファイルのタイプと使用状況と一致する場合は、警告
メッセージが表示されますが、そのパターンを追加することはできます。［シーケン
ス］プロパティーの値に基づいた最初のファイルパターンが処理されます。

• 変更をキャンセルするには、［キャンセル］をクリックします。システムは、保存さ
れていない最後の変更をキャンセルします。

［［バッチ］］タブでパターンをセットアップするときは、これらの情報を忘れないでく
ださい。
• パターンのセットアップでは、指定したパターンにはファイルが 1つだけ一致するよ
うに、特に必須フィールドを慎重に定義することをお勧めします。1つのパターンに複
数のファイルが一致するように指定することはできません。必要な1つのファイルがパ
ターンと一致するとすぐに、システムは要件が満たされたと考えるため、それぞれの
定義されたパターンの要求に対して少なくとも1つのファイルがホットフォルダーまた
はSFTP入力装置にそろった時点でジョブの処理を開始します。

• そのページから移動する前に、忘れずに［OK］をクリックして変更を保存してくださ
い。変更を保存しないでそのページから移動すると、その変更は破棄されます。

• その表で指定した規則は、順番に (上から下に)処理されます。表の中に矛盾する行が
ある場合、順番が先にあるパターンが使用されます。

• ［パターン］バッチ方式を使用するとき、［拡張］タブのフィールドには次のガイド
ラインを使用してください。
– ［バッチ］タブではなく［拡張］タブの［［指定変更パターン］］フィールドを使
用します。

– ［拡張］タブの［［JDFパターン］］フィールドは使用しません。それらのパター
ンは［バッチ］タブで定義します。

時刻によるセット

バッチ方式が［時刻によるセット］の場合、ホットフォルダーまたはSFTP入力装置は、指
定された期間内に到着したファイルの完全セットを含むジョブを実行依頼します。この期
間は、［バッチ開始日］、［バッチ開始時刻］、［バッチ間隔］、および［バッチ日］ま
たは［頻度］の各プロパティーの設定値によって決まります。
次のすべての条件を満たすセットが完全と判断されます。
• ［データパターン］プロパティー値に一致するファイルが存在する。
• ［指定変更パターン］プロパティーまたは［JDFパターン］プロパティーに値が入力
されている場合、これらの値の一方または両方に一致するファイルが存在する。
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• ［ファイルパターン］として指定された項目がある場合、それぞれの値に一致する
ファイルが存在する。

ホットフォルダーまたはSFTP入力装置は、［バッチ開始日］プロパティーと［バッチ開始
時刻］プロパティーで指定された日時になるまで待機します。その後、指定の時刻または
間隔で、1つまたは複数の完全セットの入力ファイルを実行依頼します。時刻または間隔
は、［バッチ間隔］プロパティーと、［バッチ日］プロパティーまたは［頻度］プロパ
ティーで設定します。ホットフォルダーまたはSFTP入力装置は、1セットを1個の子ジョ
ブとするセットのグループを実行依頼します。［.zipファイルの作成］プロパティーが
［はい］の場合、全セットの全ファイルを含む 1個のジョブが ZIPファイル形式で実行依
頼されます。ファイルは、［最終変更日時］のタイムスタンプが示す順序で印刷されま
す。

• ［バッチ開始日］プロパティーと［バッチ開始時刻］プロパティーに設定された最初
の日時より前にホットフォルダーまたはSFTP入力装置にファイルの完全セットが存在
した場合、それらのセットも入力装置から実行依頼される最初のバッチに含まれま
す。

• ［［バッチ開始時刻］］プロパティーでは、ブラウザーの時間帯を使用します。その
値は、ユーザーインターフェースにアクセスするために使用するコンピュータの時間
帯に基づいて表示されますが、汎用形式で保存されます。ホットフォルダーまたは
SFTP入力装置は親サーバーの時間帯に基づいて汎用の時刻形式を解釈し、指定された
時刻にバッチを作成します。

［時刻によるセット］バッチ方式を使用する場合、入力装置プロパティーを次のように設
定します。
• ［ワークフロー］：ParentNoPrint

• ［子ワークフロー］：ジョブの印刷ファイルに適したワークフローです。
• ［実行依頼ステップ］：SubmitInputFiles

• ［.zipファイルの作成］：このプロパティーが［はい］の場合、すべてのファイルが
ZIPファイルとしてまとめられ、1つのジョブとして実行依頼されます。この値が［い
いえ］の場合、各セットは子ジョブとして実行依頼されます。

• ［バッチ開始日］：入力装置が［時刻によるセット］バッチ方式の使用を開始する日
付です。

• ［バッチ開始時刻］：入力装置が［時刻によるセット］バッチ方式の使用を開始する
時刻です。

• ［バッチ間隔］：ファイルのグループを実行依頼する日時と頻度を判断するための時
間間隔です。

• ［バッチ日］または［頻度］：［バッチ間隔］プロパティーとともに使用され、ファ
イルのグループを実行依頼する日時と頻度の正確な値を指定します。

• ［データパターン］：印刷ファイルのファイル名と部分的にでも一致するパターンで
す。ホットフォルダーまたはSFTP入力装置の場合、デフォルト値は.*$の正規表現で
す。このパターンは、すべてのファイル名と一致します。

• ［ファイルパターン］：セットに含める必要があるファイルを定義するパターンコレ
クションです。

2他のアプリケーションからジョブを実行依頼する
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• ［JDFパターン］：ジョブ定義フォーマット（JDF）ジョブチケットを識別するために
使用する、1つ以上のパターンマッチングストリングです。このプロパティーに値が指
定されている場合、セットが完全になるには、JDFジョブチケットが必要になりま
す。

• ［指定変更パターン］：ジョブプロパティー値を含むファイルを識別するために使用
する、1つ以上のパターンマッチングストリングです。

時刻

バッチ方式が［時刻］の場合、ホットフォルダーまたはSFTP入力装置は、1つまたは複数
のファイルをグループとして実行依頼します。［［データパターン］］プロパティーと一
致して、［［バッチ開始日］］、［［バッチ開始時刻］］、［［バッチ間隔］］、および
［［バッチ日］］または［［頻度］］の各プロパティーに設定された値で判別される期間
内に到着したファイルだけが、実行依頼されます。
ホットフォルダーまたはSFTP入力装置は、［バッチ開始日］プロパティーと［バッチ開始
時刻］プロパティーで指定された日時になるまで待機します。その後、指定の時刻または
間隔で、1つまたは複数のグループの入力ファイルを実行依頼します。時刻または間隔
は、［バッチ間隔］プロパティーと、［バッチ日］プロパティーまたは［頻度］プロパ
ティーで設定します。ファイルは、［最終変更日時］のタイムスタンプが示す順序で印刷
されます。

• RICOH ProcessDirector for Windowsはファイルの最終修正日時の順序で子ジョブを処理
します。Windowsの［更新日］の値は、［実行依頼時刻］ジョブプロパティーの値と
して表示されます。ファイルが入力装置に配置されたときには更更新新日日の値は変更され
ないため、2010年に作成され2011年に実行依頼されたファイルの［実行依頼時刻］は
2010と表示されます。

• ［バッチ開始日］プロパティーと［バッチ開始時刻］プロパティーに設定された最初
の日時より前にホットフォルダーまたはSFTP入力装置にファイルが存在する場合、そ
れらのファイルも入力装置が実行依頼する最初のバッチに含まれます。

• ［［バッチ開始時刻］］プロパティーでは、ブラウザーの時間帯を使用します。その
値は、ユーザーインターフェースにアクセスするために使用するコンピュータの時間
帯に基づいて表示されますが、汎用形式で保存されます。ホットフォルダーまたは
SFTP入力装置は親サーバーの時間帯に基づいて汎用の時刻形式を解釈し、指定された
時刻にバッチを作成します。

［［時時刻刻］］バッチ方式を使用する場合、次のように入力装置プロパティーを設定します。
• ［ワークフロー］：ParentNoPrint

• ［子ワークフロー］：ジョブの印刷ファイルに適したワークフローです。
• ［実行依頼ステップ］：SubmitInputFiles

• ［.zipファイルの作成］：このプロパティーが［はい］の場合、［データパターン］プ
ロパティーに設定された値と一致するすべての入力ファイルが含まれるZIPファイルが
生成され、1つのジョブとして実行依頼されます。この値が［［いいえ］］の場合、す
べての入力ファイルが子ジョブとして実行依頼されます。

ホットフォルダー入力装置
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• ［バッチ開始日］：入力装置が［時刻］バッチ方式の使用を開始する日付です。
• ［バッチ開始時刻］：入力装置が［時刻］バッチ方式の使用を開始する時刻です。
• ［バッチ間隔］：ファイルのグループを実行依頼する日時と頻度を判断するための時
間間隔です。

• ［バッチ日］または［頻度］：［バッチ間隔］プロパティーとともに使用され、ファ
イルのグループを実行依頼する日時と頻度の正確な値を指定します。

• ［データパターン］：印刷ファイルのファイル名と部分的にでも一致するパターンで
す。ホットフォルダーまたはSFTP入力装置の場合、デフォルト値は.*$の正規表現で
す。このパターンは、すべてのファイル名と一致します。

バッチジョブ用のファイル

ホットフォルダー入力装置は、各ファイルを別々の印刷ジョブとして実行依頼すること
も、ファイルをまとめてグループ化してババッッチチジジョョブブという大きなジョブを作成すること
もできます。最も単純なバッチジョブには、印刷ファイルのみが含まれます。より複雑な
バッチジョブには、印刷ファイルの場所を示すファイルと、ジョブプロパティーを設定す
るファイルが含まれます。

指定変更ファイル

ワークフローを作成するとき、多くのジョブプロパティーにデフォルト値を設定できま
す。しかし、そのようなデフォルト値がすべてのジョブに適しているわけではありませ
ん。印刷ジョブとともに異なる値を送信する場合、指定変更ファイルを使用できます。
指指定定変変更更フファァイイルルは、ジョブプロパティーのプロパティー名と値のペアを含むテキスト
ファイルで、印刷ファイルとともに実行依頼されます。ワークフローにジョブが送信され
ると、［SetJobPropsFromTextFile］ステップは指定変更ファイルの情報を使用してデフォ
ルト値を置換します。
指定変更ファイルは以下の基準を満たしている必要があります。
• 指定変更ファイルは印刷ファイルの後後ででホットフォルダーまたはSFTP入力装置に到着
する必要があります。

• ジョブ内の印刷ファイルごとに別々の指定変更ファイルを作成する必要があります。
• ファイル名は、［指定変更パターン］プロパティーで指定されたパターンと一致する
必要があります。デフォルトのパターンは、拡張子が ..ootthhのファイルと一致しま
す。

• それぞれのプロパティーと値のペアは、別の行で指定する必要があります。
• ホットフォルダーまたはSFTP入力装置の場合、各ペアはデータベースプロパティー名
＝値の形式で表現する必要があります。等号(=)の前後には空白を入れません。

Download入力装置に使用する指定変更ファイルはフォーマットが異なり、また AFP
サポート機能がインストールされている必要があります。

指定変更ファイルは、次のいずれかのフォーマットで指定します。

2他のアプリケーションからジョブを実行依頼する
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• プロパティーに RICOH ProcessDirectorのデータベース名を使用し、プロパティーと値
をそれぞれ別の行にリストします。例:

Job.Duplex=Yes
Job.CustomerName=BankName
Job.Location=Boulder
• AFPサポート機能がインストールされており、指定変更が Download入力装置から JCL
フォーマットで到着する場合、receive_jcl_jobtype.cfgファイルが、JCL
フォーマットを解釈するように構成されます。メインフレームプログラムは、指定変
更ファイルを JCLフォーマットで作成します。

1つまたは複数の印刷ファイルとそれに伴う指定変更ファイルを同じジョブで実行依頼す
るには、［リスト］バッチ方式を使用してジョブとともにリストファイルを実行依頼する
必要があります。そのリストファイルには、各印刷ファイルと指定変更ファイルの名前が
含まれ、印刷ファイルは関連する指定変更ファイルの前にリストされる必要があります。
そのリストファイルは次のようになります。
input1.pdf
values.oth
input2.pdf
morevalues.oth
input3.pdf
values3.oth
inputfile.pdf
inputfile.oth

プロパティーに RICOH ProcessDirectorのデータベース名を使用し、プロパティーと値を
それぞれ別の行にリストします。例:

Job.Duplex=Yes
Job.CustomerName=BankName

JDFジョブチケット

JDFジョブチケットを使用してジョブを実行依頼すると、ホットフォルダー入力装置がそ
のジョブチケットを読み取り、その内容を使用してが印刷ファイルを見つけてジョブのプ
ロパティーを設定します。ジョブは、全ての印刷ファイルが見つかった後で作成されま
す。
図P. 38「 JDFジョブチケットによるホットフォルダー入力装置の処理」に、ホットフォル
ダー入力装置が、JDFジョブチケットで実行依頼されたジョブを処理する方法を示しま
す。入力装置はジョブファイルを受け入れ、そのバッチ方式に基づいて処理し、それを
SubmitInputFilesステップに送ります。

ホットフォルダー入力装置
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JDFジョブチケットによるホットフォルダー入力装置の処理

JDFジョブチケットからジョブプロパティーを設定する

RICOH ProcessDirectorは、JDFジョブチケット内でサポートする値を使用してジョブプロ
パティーを設定します。
RICOH ProcessDirectorは、そのシステムが要求するJDF Specificationで定義されている機
能（JDF IDP ICS（Integrated Digital Printing Interoperability Conformance Specification：統
合化デジタル印刷の相互運用と適合の仕様）と関連するアプリケーションノートのサブ
セットなど）をサポートします。IDP ICSは、統合デジタルプリンターのためのJDFの複合
デジタル印刷処理に基づいています。
RICOH ProcessDirectorは、JDFジョブチケットで使用可能な全ての値をサポートしている
わけではありません。RICOH ProcessDirectorが値を使用してジョブプロパティーを設定で
きない場合は、サポートされていない値をジョブチケットから削除します。

.lst .pdf

.jdf

.pdf

.pdf

.jdf

.jdf
.jdf

SetJobPropsFromTextFile ステップ

JDF リスト パターン

フォルダー場所で受信したファイルで
、ジョブチケットにリストされている
すべてのファイルを確認
 マッピングファイルを使用して、不足
しているファイルを検索およびコピー  

copy、ftp、または
scpコマンドを使用
してホットフォル
ダーに移動したフ

ファイルを受信し、バッチメ
ソッドに基づいて動作：

リストファイ
ル内のすべて
のファイルを

必要なパターン
のそれぞれに一
致するファイル
を待機 

実行依頼ステップ：SubmitInputFiles

1次サーバー

他のファイルシステ

ワークフロ

マッピングファイ

.pdf.pdf.pdf

.mjm

.pdf .jdf

.jmf

ジョブを作成して、ワークフローの最初の
ステップに送信

JDF ジョブチケットを持つジョブ
のホットフォルダー入力装置
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• ［IdentifyPDFDocuments］ステップは複数セットのPDFファイルとジョブチケットを受
信できます。このステップは、これらを1つのPDFファイルと1つのジョブチケットに
結合します。ステップが結合されたジョブチケットを作成する場合、ステップは
RICOH ProcessDirectorがサポートする値のみを含めます。ステップは、結合された
ジョブチケットにはサポートされない値を含めません。［IdentifyPDFDOcuments］ス
テップは、PDF文書サポート機能により提供されます。

JDFジョブチケットの値によって更新可能なジョブプロパティーのリストについては、P.
195「ジョブチケットで設定可能なジョブプロパティー」を参照してください。
このプロパティー値が設定されると、RICOH ProcessDirectorはジョブチケットをジョブ
ファイルとともに格納します。あるステップでジョブチケットが要求された場合、RICOH
ProcessDirectorはそのデータベース内の最新のジョブプロパティー値でジョブチケットを
更新し、ジョブチケットをそのステップで呼び出されたアプリケーションに送ります。ア
プリケーションがJDFジョブチケットを返すと、RICOH ProcessDirectorでサポートされる
ジョブプロパティー値が変更されている場合に、これを更新します。これらはRICOH
ProcessDirectorのジョブプロパティーノートブックで確認できます。
次のように、［メディア］プロパティーの値は［メディアマッチング］の設定に依存する
ため、特殊なケースです。
• ［メディアマッチング］が［メディア製品 IDまたはメディア名を使用する］に設定さ
れている場合、RICOH ProcessDirectorでは、ジョブの［メディア］プロパティーの値
として、次のいずれかのメディア名が使用されます。
– ジョブチケットで指定された製品 IDと一致するメディアオブジェクトの名前。
– ジョブチケットで指定されたメディアの名前。
RICOH ProcessDirectorは最初に、ジョブチケットがメディア製品 IDを指定している
かどうかをチェックします。存在する場合、RICOH ProcessDirectorは、同じ製品 IDを
持つシステムメディアオブジェクトを検索します。RICOH ProcessDirectorが一致する
ものを見つけた場合、一致するメディアオブジェクトの名前をジョブの［メディア］
プロパティーに保存します。RICOH ProcessDirectorが一致するものを見つけられな
かった場合、JDFジョブチケットで指定されたメディア名を持つメディアオブジェク
トを検索します。RICOH ProcessDirectorが一致するものを見つけた場合、一致するメ
ディアオブジェクトの名前をジョブの［メディア］プロパティーに保存します。

• ［メディアマッチング］が［以下で選択したプロパティーを使用する］に設定されて
いる場合、RICOH ProcessDirectorでは、ジョブチケットにリストされているメディア
プロパティー（サイズなど）を使用して、既存のシステムメディアオブジェクトを検
索し、一致するオブジェクトを検索します。適切なメディアオブジェクトを見つける
と、そのオブジェクトの名前がジョブの［メディア］プロパティーの値として設定さ
れます。
ご使用のインストールの要件に基づいて、［メディアマッチング］に使用されるプロ
パティーを選択できます。
複数のメディアオブジェクトが一致する場合、RICOH ProcessDirectorは、ジョブチ
ケットの他のメディアプロパティー（メディアの名前など）に基づいて、最も一致す
るものを決定します。システムが最適なものを判断できないか、一致するメディアオ
ブジェクトがない場合、そのジョブはエラー状態になります。そのジョブで［メディ
アの修正］アクションを使用してメディアを選択すると、ジョブをエラー状態から脱
出させられます。
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ジョブチケットがメディアとステープルの値を指定している場合、ジョブプロパティー
ノートブックでそれらの値を表示して変更できます。［スケジューリング］タブの［メ
ディアが必要］プロパティーに、そのジョブまたはすべてのページ例外のメディア値がリ
ストされます。［ステープルが必要］プロパティーに、ステープルが必要かどうかが表示
されます。［スケジューリング］タブの［メディア］と［ステープル］に、ジョブの値を
設定できます。ページ例外アクションを使用して、［ページ例外］タブのページ値を変更
できます。
ジョブチケットで面例外の値を指定した場合は、ジョブで［ページ例外］アクションを使
用して値を表示できます。［面ページ例外］は変更できません。
使用可能なパンチやステープルのオプションは、プリンターによって異なります。RICOH
ProcessDirectorプリンターがパンチまたはステープルを実行できるように構成できます
が、それらのパンチやステープルに対するフィニッシングパターンを構成することはでき
ません。そのため、RICOH ProcessDirectorが、要求されたパンチやステープルのパター
ンをサポートしないプリンターにジョブをスケジュールすることがあります。この場合プ
リンターは、指定したパターンに最も近いパターンのパンチまたはステープルを適用しま
す。

JDFジョブチケットを表示する

JDFジョブチケットの一部の値はRICOH ProcessDirectorのユーザーインターフェースでは
表示されませんが、ワークフローはこれらの値を使用するアプリケーションを呼び出す可
能性があります。そのため、JDFジョブチケットを表示する必要があるかもしれません。
JDFジョブチケットを表示するには、以下の操作を行います。
1. ジョブのスプールファイルディレクトリーにあるJDFジョブチケットを検索します。
スプールファイルディレクトリー名は/aiw/aiw1/spool/default/JobNumber
（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1¥spool¥default¥JobNumber（Windows）です。
JDFジョブチケットの名前はJobNumber.filename.jdfです。
JDFジョブチケットが指定変更ファイルまたはアプリケーションによって変更されて
いる場合、別のファイル名でJDFジョブチケットを検索する可能性があります。最後
に変更された日でどのJDFジョブチケットが一番最新かがわかります。

2. テキストエディターまたはWebブラウザーを使用してJDFジョブチケットを表示しま
す。
JDFジョブチケットはXML形式です。

RICOH ProcessDirectorはユーザーインターフェースおよびJDFジョブチケットを常
に同期化し続けるわけではありませんが、ジョブチケットの要求を受け取ったとき
のみ、ジョブチケットの値を更新します。ジョブチケットを見ると、リスト化され
た一部の値がRICOH ProcessDirectorジョブプロパティーの値に一致しない場合があ
ります。

ファイルを検索する

JDFジョブチケットによってジョブを実行依頼するアプリケーションは、そのジョブチ
ケットとともにファイルを送信することも、それらのファイルをネットワーク上の別の場
所に置いたままにすることもできます。ジョブチケットは、そのジョブに含まれるファイ
ルをリストするためには、必要ありません。しかし、ジョブチケットがファイルをリスト
する場合は、相対パス名と絶対パス名のどちらかを使用します。

2他のアプリケーションからジョブを実行依頼する
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RICOH ProcessDirectorがどのようにファイルを検索するかにかかわらず、ファイルをホッ
トフォルダー入力装置のフフォォルルダダーー位位置置プロパティーで指定された場所にコピーし（それ
以前にコピーされていない場合）、ジョブの処理を開始します。RICOH ProcessDirectorで
は、JDFジョブチケットで送信されるジョブで使用されているすべてのファイルが自動的
に削除されるわけではありません。［フォルダー位置］のファイルを削除するだけです。
［フォルダー位置］のサブフォルダー、または別のファイルシステムのフォルダーにある
ファイルを削除しません。システム保守の一部として、これらの場所に残されたファイル
を計画的に削除する必要があります。

JDFではファイルをリストしない
ジョブチケットでファイルがリストされない場合、RICOH ProcessDirectorはジョブチケッ
トと、ホットフォルダー入力装置のフフォォルルダダーー位位置置プロパティーで指定された場所のすべ
ての印刷ファイルを受信することを想定します。いずれかのファイルが不足している場
合、RICOH ProcessDirectorは待機し続けます。
この場合、［［リリスストト］］バッチ方式を使用して、そのジョブに伴うリストファイルを実行依
頼します。

相対パス名を使用したファイルのリスト
ジョブチケットが相対ファイル名を使用してファイルをリストする場合、RICOH
ProcessDirectorはすべての印刷ファイルがフォルダー位置のサブフォルダーにあると想定
します。並列するフォルダーや別のファイルシステムにある場合は処理できません。例え
ば、ジョブチケットにファイルパスprintfiles/test.pdfが含まれる場合、次の場所
にファイルがあるとホットフォルダーは想定します。[フォルダー位置]/printfiles/
test.pdf

• 相対パス名は、次の形式で指定します。
dir/filename
filename
• 次の形式はサポートされていますが、推奨しません。
file://dir/filename
file://dir\filename
dir\filename
file://./dir/filename
file://.\dir\filename
./dir/filename
.\dir\filename

絶対パス名を使用したファイルのリスト
ジョブチケットが絶対パス名を使用してファイルをリストする場合、RICOH
ProcessDirector1次サーバーからアクセス可能なネットワーク上の任意の場所にファイル
を保存できます。RICOH ProcessDirectorは、絶対パス文とマッピングファイルを組み合わ
せてファイルを検索します。ママッッピピンンググフファァイイルルは、ジョブチケット内のファイルパス
とマウントされたファイルシステムのファイルパスを照合するファイルです。このマッピ
ングファイルは、1次サーバーに保管されます。マッピングファイルには、必要とされる
だけのファイルパスのリストが含まれるため、1次サーバーにはマッピングファイルが1つ
しか必要ありません。

ホットフォルダー入力装置
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RICOH ProcessDirectorが絶対パスを使用してジョブチケットにリストされたファイルを検
索する場合は、すべてが見つかるまで、マッピングファイルにリストされたそれぞれの場
所が検索されます。Ifファイルが見つからないままでマッピングファイルの最後の場所ま
で検索し終えた場合は、［フォルダー位置］で受信したファイルを検索します。それでも
見つからないファイルがある場合は、次のポーリング間隔まで待機して再度検索します。
• 絶対パス名は、次の形式で指定します。

Linuxの場合:

file://hostname/drive:/dir/filename
Windowsの場合:

file:///drive:/dir/filename
ドライブ名を使用しないシステム上のファイルの場合、drive:を省略してください。

• 次の形式はサポートされていますが、推奨しません。
file:///drive:\dir\filename
file://drive:/dir/filename
file://drive:\dir\filename
drive:\dir\filename
drive:/dir/filename
• 次の形式は、サポートされていません。
file://IP_address/drive:/dir/filename
file://localhost/drive:/dir/filename

• ファイルパスに同一のディレクトリー名で形式の異なるものが含まれる場合、ファイ
ルシステムのマッピングファイルが必要です。例えば、ジョブチケットの指定が
file:¥¥¥C:¥myfiles¥testfiles¥test1.pdfで、実際のファイルパスが/
myfiles/testfiles/test1.pdfの場合は、ファイルシステムのマッピングファイ
ルを作成し、そのファイルパスをWindowsからLinuxフォーマットに変換する必要があ
ります。

• ファイルパスに同一のディレクトリー名でドライブの異なるものが含まれる場合、
ファイルシステムのマッピングファイルが必要です。例えば、ジョブチケットの指定
がfile:¥¥¥D:¥myfiles¥testfiles¥test1.pdfで、実際のファイルパスがfile:
¥¥¥C:¥myfiles¥testfiles¥test1.pdfの場合、ファイルパスをDドライブからC
ドライブに変更するには、ファイルシステムのマッピングファイルを作成する必要が
あります。マッピングは次のとおりです。

D:¥;C:¥

マッピングファイルを使用して入力ファイルを検索する

JDF（Job Definition Format）のジョブチケットを使用してホットフォルダー装置にジョブ
を実行依頼する場合は、すべての入力ファイルをホットフォルダーにコピーする必要はあ
りません。ジョブチケットがホットフォルダーに配置されると、RICOH ProcessDirectorは
それを読み取って、リストに含まれる入力ファイルを検索します。
ジョブチケットのファイルパスが、マウントされているファイルシステムのディレクト
リー名と一致しない場合、RICOH ProcessDirectorは、ファイルシステムマッピングファイ
ルを使用して入力ファイルを検索します。

2他のアプリケーションからジョブを実行依頼する



2

43

RICOH ProcessDirectorには、サンプルのファイルシステムマッピングファイルsystem_
map.cfgが/aiw/aiw1/samples/config/（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1¥samples
¥config¥（Windows）に用意されています。必要に応じて、このファイルをコピー、編
集できます。このファイルは、/aiw/aiw1/control_files/config/（Linux）または
C:¥aiw¥aiw1¥control_files¥config¥（Windows）ディレクトリーにコピーした後
でカスタマイズします。サンプルファイルのコメントには、ファイル形式が説明されてい
ます。
ファイルシステムマッピングファイルを指定するには、次の手順に従います。
1. ［管理］タブをクリックします。
2. 左側にある設定→システムをクリックします。
3. ［ファイルシステムマッピングファイル］フィールドに、マッピングファイルのファ
イルパスを入力します。

4. ［SAVE］をクリックします。
システムを再始動する必要はありません。

リストファイル

リストファイルを使用すると、JDFジョブチケットを使用して、または使用しないで、複
数のファイルを処理したり、ファイルとともに指定変更ファイルを処理したりできます。
リストファイルをジョブチケットとともに使用するには、下記の制限事項が適用されま
す。
• ファイルはジョブチケットとともに実行依頼される必要があります。印刷ファイルを
別のシステム上に置いてマッピングファイルによってアクセスすることはできませ
ん。

• すべてのファイルは［フォルダー位置］の直下に (サブフォルダーではなく)実行依頼
される必要があります。

リストファイルを使用する場合は、リリスストトバッチ方式を使用する必要があります。
リストファイルの使用方法は、以下のとおりです。
• ジョブチケットにすべての入力ファイルの名前が含まれていない場合、リストファイ
ルにジョブチケットファイルの名前とともに入力ファイル名を含めることができま
す。すべてのファイルが存在する場合、そのジョブは実行依頼されます。

• 汎用のジョブチケットを作成し、実際のファイル名の代わりのプレースホルダーを使
用すると、さまざまなジョブにそのチケットを再利用できます。そのジョブで使用す
るファイルを特定する名前をリストファイルに含めます。リストファイル内のファイ
ル名の順序は、ジョブチケットのプレースホルダーのファイル名と一致する必要があ
ります。リストファイルの最初のファイルは、ジョブチケットのリストの最初のプ
レースホルダーファイル名と一致する必要があります。
たとえば、それぞれ 4つのファイル (表紙、見返し、本文、裏表紙)を含むさまざまな
ブックレットを印刷するアプリケーションがある場合、次の順序で 4つのファイルを
印刷するジョブ・チケットを作成できます。

frontcover.pdf
flyleaf.pdf

ホットフォルダー入力装置
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bookletbody.pdf
backcover.pdf

この場合、ジョブチケットに含まれるのはファイル名だけで、パス情報は含まれませ
ん。.

それぞれのブックレットに対して、ファイルを特定するリストファイルを作成し、以
下のように各ファイルを同じ順序で指定します。
– ブックレット 1のリスト・ファイルの内容は、以下のようになります。

booklet1fc.pdf
booklet1fl.pdf
booklet1body.pdf
booklet1bc.pdf

– ブックレット2のリストファイルの内容は、以下のようになります。
booklet2fc.pdf
booklet2fl.pdf
booklet2body.pdf
booklet2bc.pdf
• 入力ファイルおよびそれに関連付けられている指定変更ファイルの名前が含まれてい
るリストファイルを作成します。この指定変更ファイルの名前は、リスト内で関連付
けられている入力ファイルの直後に配置する必要があります。入力ファイルおよび指
定変更ファイルの名前には大/小文字の区別があり、ファイル名はそれぞれ別の行で指
定する必要があります。ファイル名にディレクトリー情報を入れないでください。た
とえば、リスト・ファイルには以下の情報を入れることができます。

input1.pdf
prop1.oth
input2.pdf
prop.oth
input3.pdf
duplex.oth
input4.pdf
inputfiles.oth

ワークフローを割り当てる

入力ファイルが RICOH ProcessDirectorシステムに送られたときに入力装置が行う最初の
アクションの 1つは、ワークフローをジョブに割り当てることです。入力装置がワークフ
ローを割り当てると、ジョブは処理ステップ内の移動を開始できます。入力装置がワーク
フローを割り当てる方法はいくつかあります。インストール済み環境の要件に適合する方
法を構成する必要があります。
ワークフローを割り当てるには、次のいずれかの方法を使用します。
• ワークフローをジョブに割り当てる最も簡単な方法は、入力装置の［子ワークフ
ロー］プロパティーを使用することです。入力装置で［子ワークフロー］を設定する
と、その入力装置が処理するすべてのジョブにそのワークフローが割り当てられま

2他のアプリケーションからジョブを実行依頼する
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す。RICOH ProcessDirectorに用意された入力装置はすべて、この方法を使用して、受
信するデータセットまたは入力ファイルのワークフローを割り当てます。

– 複数の入力ファイルから構成されているジョブは、それらをグループ化している親
ジョブの子ジョブとして処理されます。親ジョブは入力装置の［ワークフロー］プ
ロパティーによって設定されたワークフローを使用し、子ジョブは入力装置の［子
ワークフロー］プロパティーによって設定されたワークフローを使用します。

• 入力装置の［子ワークフロー初期化ステップ］を使用して、ジョブのワークフローを
設定できます。この方法を選択すると、入力装置に到着したすべてのジョブが、指定
された初期化ステップを通過します。この初期化ステップによってワークフローが割
り当てられます。ジョブに複数の入力ファイルがある場合は、［ワークフロー初期化
ステップ］プロパティーも設定してください。親ジョブは、その初期化ステップを通
過して、ワークフローを割り当てます。RICOH ProcessDirectorには、ワークフロー初
期化ステップに使用できる次のステップテンプレートが用意されています。
– ［SetJobTypeFromRules］ステップテンプレートは、入力装置がワークフローの決
定に使用できる制御ファイルを指示します。この制御ファイルには、ジョブが実行
依頼されるときにジョブに付随するジョブパラメーター (LPR制御ファイルパラ
メーターなど)と、それぞれに対応する RICOH ProcessDirectorプロパティーがリス
トされています。たとえば、制御ファイルを編集して、コピー LPRパラメーターの
値を［子ワークフロー］プロパティーの値にマッピングすることができます。入力
装置の［子ワークフロー構文解析規則］プロパティーで入力装置が使用する制御
ファイルを指定します。

– ［SetJobTypeFromFileName］ステップテンプレートは、入力ファイルのファイル
名を構文解析して、割り当てるワークフローを決定します。このステップを使用す
るには、特定のタイプの入力ファイル名に常に現れるテキストを指定し、ワークフ
ローにマッピングします。ワークフローに使用するストリングを定義するには、
［子ワークフローパターン］プロパティーを使用します。
指定した拡張子に対応する名前のワークフローを作成して使用可能にしたことを確
認してください。これらのストリングでは、大文字と小文字が区別されます。

• 入力装置には、［子ワークフロー］と［子ワークフロー初期化ステップ］の両方のプ
ロパティーを設定できます。［子ワークフロー初期化ステップ］プロパティーが設定
されると、ステップはこの方法を使用してワークフローを設定しようと試みます。初
期化ステップでワークフローを設定できない場合、入力装置は、［子ワークフロー］
プロパティーが指定するワークフローを割り当てます。プロパティーに値がない場
合、RICOH ProcessDirectorはエラーメッセージを表示します。また、入力装置には、
［ワークフロー］と［ワークフロー初期化ステップ］の両方のプロパティーを設定し
て、親ジョブのワークフローを割り当てることができます。RICOH ProcessDirectorに
は、同じ割り当て階層を使用します。

プリンターホットフォルダーにファイルをコピーするワークフローを定義す
る

PDFやPostScriptの形式、またはJDFジョブチケットで印刷ジョブを受け入れるワークフ
ローを定義し、プリンターに関連付けられたホットフォルダーにコピーすることができま
す。

ホットフォルダー入力装置
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プリンターホットフォルダーにファイルをコピーするワークフローを定義するには、次の
手順に従います。
1. ［ワークフロー］タブをクリックします。
2. ［PDF］ワークフローを右クリックして、［コピー］を選択します。
3. ワークフローのコピーに名前を付け、必要なその他の値を入力または編集して、
［続行］をクリックします。

4. ［PrintJobs］ステップを右クリックして、［削除］を選択します。
5. このワークフローにPostScriptジョブを送信する予定の場合は、［CountPages］ス
テップと［CreatePageRanges］ステップを削除します。

6. ［CopyToFolder］ステップを［印刷］フェーズに追加します。
7. ［CopyToFolder］ステップを［RetainCompletedJobs］ステップに接続します。

1. ［CopyToFolder］ステップの端にポインターを置きます。強調表示されたセク
ション（ ）をクリックしたままにして、コネクターを表示します。

2. コネクターを［RetainCompletedJobs］ステップにドラッグします。
8. ［CopyToFolder］ステップを左側のステップ（PDFワークフローの場合は
［CreatePageRanges］、PostScriptの場合は［RunExternalProgram］）に接続しま
す。

9. ［CopyToFolder］ステップを右クリックして、［プロパティー］を選択します。
10. ［外部］をクリックします。
11. ［外部コマンド］プロパティーのコンテンツを削除し、次のいずれかのコマンドに

置き換えます。
印刷ファイルをコピーするには、以下の操作を行います。
• Linux：cp ${getCurrentFile(${Job.InputDatastream})}

destinationHotFolder/${Job.ID}
• Windows：copy ${getCurrentFile(${Job.InputDatastream})}

destinationHotFolder¥${Job.ID}

JDFジョブチケットをコピーするには、以下の操作を行います。
• Linux：cp ${getFileName(overrides,jdf,read)}

destinationHotFolder/${Job.ID}
• Windows：copy ${getFileName(overrides,jdf,read)}

destinationHotFolder¥${Job.ID}
このテキストで、destinationHotFolderを、プリンターがホットフォルダーと
して使用するディレクトリー名に置き換えます。

12. ［OK］をクリックします。
13. ワークフローを保存します。
同一の物理プリンターを表すためにAFPプリンター装置も定義する場合は、AFPプリン
ター装置に次のプロパティーを設定します。
• ［共用プリンター接続］プロパティーを［［はい］］に設定します。

2他のアプリケーションからジョブを実行依頼する
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• ［IPDSプリンター接続タイマー］プロパティーの値を［非アクティブタイマー］プロ
パティーより小さく設定します。［IPDSプリンター接続タイマー］プロパティーが
［非アクティブタイマー］プロパティーより大きい場合、RICOH ProcessDirectorは、
ホットフォルダーとプリンターを共有する前にプリンター接続を解除します。

パススループリンターに印刷するワークフローを定義する

ワークフローを定義し、そのワークフローで、PDFまたはPostScript形式の印刷ジョブを受
け入れて、その印刷ジョブをパススループリンターに送信することができます。
パススループリンターに印刷するワークフローを定義するには、次の手順に従います。
1. ［ワークフロー］タブをクリックします。
2. ［PDF］ワークフローを右クリックして、［コピー］を選択します。
3. ワークフローのコピーに名前を付け、必要なその他の値を入力または編集して、
［続行］をクリックします。

4. 新しいワークフローでPDFジョブを処理しない場合は、［CreatePageRanges］ス
テップを右クリックして［削除］を選択します。
新しいワークフローでPDFジョブを処理する場合は、このステップを削除しないで
ください。このステップは、PDFジョブ内の特定の範囲のページを再印刷するのに
必要です。

5. ［RunExternalProgram］ステップを［PrintJobs］ステップに接続します。
6. ［PrintJobs］ステップを右クリックして、［プロパティー］を選択します。
7. ［スケジューリング］タブで、印刷するパススループリンターのスケジューリング
プロパティーに適合するように、［製本］、［折りオプション］、［要求された位
置］、［メディア］、［出力ビン］、［パンチ］［ステープル］の各プロパティー
の値を変更します。AFPサポート機能がインストールされている場合は、［ジョブク
ラス］、［ジョブ用紙］、［ジョブ宛先］の各プロパティーの値も同様に変更しま
す。その他のスケジューリングプロパティーは、構成ファイルで定義できます。

8. ワークフローがPDFファイルを処理し、このワークフローにジョブを割り当てる
ホットフォルダーの［.zipファイルの作成］プロパティーが［はい］に設定されてい
る場合は、ワークフロー内でPDF入力を待つ最初のステップ
（［CreatePageRanges］や［PrintJobs］など）の前に、［BuildPDFFromZIP］ス
テップテンプレートに基づくステップを追加します。

9. ［OK］をクリックします。
10. ワークフローを保存します。

バッチジョブを処理するようにホットフォルダー入力装置を設定する

バッチジョブを処理するようにホットフォルダーの入力装置をセットアップするには、適
切なバッチ方式を使用して入力ファイルを認識するように構成する必要があります。

ホットフォルダー入力装置
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• たとえば、いくつかのファイルを受信した、指定された時間になった、予想される
ファイルのリストが到着したなどの条件が考えられます。場合によっては、その条件
を満たす前、および現在のポーリング間隔が終了する前に、入力ファイルの実行依頼
が必要になることがあります。
たとえば、シフトの終了まで1時間あるときに、3857の入力ファイルが待機していると
します。入力装置は、［番号］バッチ方式を使用していて、待機している入力ファイ
ルの数が5000に達しているときに、ジョブを実行依頼します。入力装置の［全てバッ
チ処理］アクションを使用すれば、さらにファイルが追加されるのを待たずに、これ
らの3857ファイルをすぐに実行依頼できます。
［全てバッチ処理］アクションは、［JDF］または［パターン］バッチ方式では使用で
きません。

バッチジョブを処理するようにホットフォルダー入力装置をセットアップするには、次の
手順に従います。
1. JDFジョブチケット、リストファイル、指定変更ファイルなど、処理に必要なファ
イルを作成して保存するか、これらのファイルが処理で必要に応じて生成されるこ
とを確認します。

2. RICOH ProcessDirectorにログインします。
3. ［入力装置］ポートレットで、バッチジョブの処理に使用する入力装置を検索しま
す。

4. 入力装置を右クリックして、［プロパティー］を選択します。
5. 左側にある［すべてのタブを表示］をクリックして、ノートブックを完全に開きま
す。

6. どのバッチ方式の場合でも、次のように入力装置プロパティーを設定する必要があ
ります。
ワークフロー
［ParentNoPrint］

［子ワークフロー］
ジョブの印刷ファイルに適したワークフローです。

• ［［リスト］］バッチ方式を使用する場合、ジョブが正しい順序で印刷され
るようにするには、［WaitForGroup］ステップテンプレートに基づくステッ
プが［PrintJobs］ステップの前にあるワークフローを選択してください。

• 指定変更ファイルを使用する場合、［SetJobPropsFromTextFile］ステップテ
ンプレートに基づくステップを含むワークフローを選択してください。

データパターン
データファイルのどの文字列と入力装置に到着する他のファイルの名前と照合す
るかを定義するパターンマッチングストリングです。複数のデータパターンを指
定した場合、いずれかのパターンと一致したときにそのファイルが一致したと見
なされます。データパターンは正規表現です。

実行依頼ステップ

2他のアプリケーションからジョブを実行依頼する



2

49

［SubmitInputFiles］
7. 使用するバッチ方式に従って、次の入力装置プロパティーを設定します。

JDF

JDFパターン
ジョブチケットの名前と部分的にでも一致するパターンです。
HotFolderJDF以外のすべての入力装置に対して、デフォルト値はヌルで
す。HotFolderJDFの場合、この値は正規表現 .*¥jdf$になります。

リスト
リストパターン
リストファイルのファイル名と部分的にでも一致するパターンです。デ
フォルトでは、この値は正規表現 .*lst$になります。

指定変更パターン (オプション)
指定変更ファイルのファイル名と部分的にでも一致するパターンです。

.zipファイルの作成
このプロパティーが［はい］の場合、［データパターン］プロパティーの
設定値と一致し、なおかつ、リストファイルに含まれているすべての入力
ファイルから .zipファイルが生成され、1つのジョブとして実行依頼され
ます。このプロパティーが［いいえ］の場合、すべての入力ファイルが子
ジョブとして実行依頼されます。

ファイル数とセット数
バッチ対象のファイル数
入力装置は、このファイル数または完全セット数になるまで待機して、そ
れらを単一のグループとして実行依頼します。

.zipファイルの作成
このプロパティーが［はい］の場合、［データパターン］プロパティーに
設定された値と一致するすべての入力ファイルが含まれる .zipファイルが
生成され、1つのジョブとして実行依頼されます。このプロパティーが
［いいえ］の場合、すべての入力ファイルが子ジョブとして実行依頼され
ます。このプロパティーは、［セット数］バッチ方式では使用できませ
ん。

ページ数とセット内のページ数
バッチ対象のページ数を超える

• ［はい］の場合: 1つのPDFファイル、またはPDFファイルの完全セット
に含まれるページ数によって入力装置内の合計ページ数が［バッチ対
象のページ数］の値を超えると、そのファイルまたはセットは他の
ファイルとともに実行依頼されます。

• ［いいえ］の場合:このファイルまたはセットは入力装置に残り、次の
バッチの最初のページになります。

バッチ対象のページ数

ホットフォルダー入力装置



2

50

入力装置は、このページ数になるまで待機して、ファイルまたは完全セッ
トを単一のグループとして実行依頼します。

.zipファイルの作成
このプロパティーが［はい］の場合、［データパターン］プロパティーに
設定された値と一致するすべての入力ファイルが含まれる .zipファイルが
生成され、1つのジョブとして実行依頼されます。このプロパティーが
［いいえ］の場合、すべての入力ファイルが子ジョブとして実行依頼され
ます。このプロパティーは、［セット内のページ数］バッチ方式では使用
できません。

時刻と時刻によるセット
バッチ開始日
入力装置でこのバッチ方式の使用を開始する日付です。

バッチ開始時刻
入力装置でこのバッチ方式の使用を開始する時刻です。

バッチ間隔
入力装置がジョブを実行依頼する日時または頻度を判断するための時間間
隔です。

バッチ日または頻度
［バッチ間隔］プロパティーとともに使用して、ジョブを実行依頼する日
時または頻度の正確な値を指定します。

.zipファイルの作成
このプロパティーが［はい］の場合、［データパターン］プロパティーに
設定された値と一致するすべての入力ファイルが含まれる .zipファイルが
生成され、1つのジョブとして実行依頼されます。このプロパティーが
［いいえ］の場合、すべての入力ファイルが子ジョブとして実行依頼され
ます。このプロパティーは、［時刻によるセット］バッチ方式では使用で
きません。

パターン
データパターン
データファイルのどの文字列と入力装置に到着する他のファイルの名前と
照合するかを定義するパターンマッチングストリングです。複数のデータ
パターンを指定した場合、いずれかのパターンと一致したときにそのファ
イルが一致したと見なされます。データパターンは正規表現です。

ファイルパターン (入力ファイルのタイプごとに 1つの値)
特定のタイプの入力ファイルを定義するパターンマッチングストリングで
す。例えば、ジョブチケットの場合は .*jdf$です。

スプールファイル使用法 (入力ファイルのタイプごとに 1つの値)
入力ファイルの使用目的を識別する値です (ジョブチケットの場合は
ticket、印刷ファイルの場合は print、など)。

スプールファイルタイプ (入力ファイルのタイプごとに 1つの値)

2他のアプリケーションからジョブを実行依頼する
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入力ファイルのファイル拡張子。
必須ファイルパターン (入力ファイルのタイプごとに 1つの値)
そのジョブにこのタイプの入力ファイルが含まれるかどうかを示します。
必要なすべてのファイルがそろうと、ジョブは処理を開始します。入力装
置に必要なファイルがそろう前にオプションのファイルが全て存在してい
ることを確認してください。そうしないと、オプションのファイルがジョ
ブに含まれなくなります。

ファイルパターンシーケンス (入力ファイルのタイプごとに 1つの値)
2つ以上の［ファイルパターン］の値が同じ場合、または 2つ以上の
［ファイルパターン］プロパティーが同じ［スプールファイル使用法］お
よび［スプールファイルタイプ］の値と関連付けられている場合、値の
セットが適用される順序です。

8. ［OK］をクリックします。
入力装置が使用可能で接続されている場合は、確認ウインドウに、その入力装置を
使用不可にして切断するかどうかを確認するメッセージが表示されます。変更を保
存するには、入力装置を使用不可にして切断する必要があります。

9. 入力装置を使用するには、その装置を選択して［使用可能にして接続］をクリック
します。

特定のバッチ方式を使用するように入力装置を構成したら、実行依頼する入力ファイル
が、選択したバッチ方式に適切であることを確認します。識別されない入力ファイルは、
入力装置のステージング位置に残り、その状態は［待ち］のままです。

JDFジョブチケットを使用するように構成する

JDFチケットによってジョブを実行依頼する前に、ジョブを受け取る入力装置を構成する
必要があります。また、ジョブが割り当てられるワークフローも構成する必要がありま
す。Ricoh PDFプリンターとして定義されたプリンターは、パススループリンターまたは
カスタム PDFプリンターとして定義されたプリンターよりも適切に JDFチケットで PDF
ジョブを管理できます。
PDFを受け入れる Kodakプリンターの場合は、一部の JDF情報を製造元が推奨する KDK
データストリームでプリンターに送信できます。これには、Kodakのカットシートサポー
ト機能が必要です。
PDFを受け入れる Xeroxプリンターの場合は、一部の JDF情報を製造元が推奨する XPIF
または XRXデータストリームで送信できます。これには、Xeroxのカットシートサポート
機能が必要です。
この手順を開始する前に、提供されるワークフローのいずれかに、必要とするステップの
一部またはすべてが含まれているかどうか確認してください。適切なワークフローが見つ
かった場合は、それをコピーして、要件に合うように修正します。このワークフローに
は、［SetJobPropsFromTextFile］ステップテンプレートに基づくステップが組み込まれて
いる必要があります。

ホットフォルダー入力装置
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• このステップテンプレートは、オプションの jobID.overrides.jdfファイルを使
用して、ジョブに追加プロパティーを設定できます。

さらに RICOH ProcessDirectorが提供するホットフォルダー入力装置を使用できるかどう
か、またはインストールにカスタマイズされた入力装置が必要であるかどうかを判断しま
す。 RICOH ProcessDirectorは複数のホットフォルダー入力装置を提供しており、小さな
変更のみでそのまま使用したり、コピーしてカスタマイズされたホットフォルダー入力装
置を作成したりすることができます。
最後に、使用するバッチ方式を決定します。［JDF］、［リスト］、および［パターン］
バッチ方式は、すべてJDFジョブチケットを使用するジョブに適しています。
JDFジョブチケットを使用するように構成するには、次の手順に従います。
1. JDFジョブチケットを使用して実行依頼されるジョブで実行する処理ステップを含
むワークフローをコピーして、次のように変更します。
1. ［ワークフロー］タブをクリックします。
2. コピーするワークフローを右クリックして、［コピー］を選択します。
3. ワークフローのコピーに名前を付け、必要なその他の値を入力または編集して、
［続行］をクリックします。

4. 各ステップを右クリックして、［プロパティー］を選択します。必要に応じて、
プロパティーを変更します。

5. ［有効/無効］スイッチ（ ）をオンの位置に変更し、ワークフローを保存して
有効にします。

6. 追加のワークフローを作成する場合は、上記のステップを繰り返します。
2. RICOH ProcessDirectorシステムで、JDFジョブチケットに対する正しいワークフ
ローを割り当てるように入力装置を構成します。提供されている HotFolderJDF入力
装置をコピーしてその名前を変更し、以下のステップで説明されている設定を確認
または更新します。
1. ［管理］タブをクリックします。
2. 左のペインで装置→入力装置をクリックします。
3. HotFolderJDF入力装置を右クリックして、［コピー］を選択します。
4. 左のペインで、［すべてを表示］をクリックして、この入力装置のプロパティー
を全て表示します。

5. 次のプロパティーの値を確認または更新します。
［ワークフロー］
［ParentNoPrint］

［子ワークフロー］
ジョブのデータファイルに適したワークフローです。

2他のアプリケーションからジョブを実行依頼する
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• ［［リスト］］バッチ方式を使用する場合は、［WaitForGroup］ステップ
テンプレートに基づくステップが［PrintJobs］ステップの前にあるワーク
フローを選択してください。これらのステップによって、ジョブが正しい
順序で印刷されます。

• 指定変更ファイルを使用する場合、［SetJobPropsFromTextFile］ステップ
テンプレートに基づくステップを含むワークフローを選択してください。

［データパターン］
1つ以上のパターンマッチングストリングです。ホットフォルダーに到着する
他のファイルの名前と照合する、データファイルの名前の文字列を定義しま
す。複数のデータパターンを指定した場合、いずれかのパターンと一致した
ときにそのファイルが一致したと見なされます。データパターンは正規表現
です。
［.zipファイルの作成］プロパティーが［はい］の場合、データパターンと一
致するファイルだけが .zipファイルに含まれます。

［実行依頼ステップ］
［SubmitInputFiles］

6. 使用するバッチ方式に従って、次のプロパティーの値を確認または更新します。

プロパティー
バッチ方式が［JDF］
の場合の値

バッチ方式が［リス
ト］の場合の値

バッチ方式が［パ
ターン］の場合の値

［JDFパターン］ ジョブチケットの名
前と部分的にでも一
致するパターンで
す。HotFolderJDFの
場合、デフォルト値
は正規表現 .*¥jdf$
です。

［リストパターン］ リストファイルの
ファイル名と部分的
にでも一致するパ
ターンです。デフォ
ルトでは、この値は
正規表現 .*lst$に
なります。

［指定変更パター
ン］

指定変更ファイルの
ファイル名と部分的
にでも一致するパ
ターンです。一部の
提供されたホット
フォルダー入力装置
の場合、この値は正
規表現 .*oth$で
す。

指定変更ファイルの
ファイル名と部分的
にでも一致するパ
ターンです。一部の
提供されたホット
フォルダー入力装置
の場合、この値は正
規表現 .*oth$で
す。

［.zipファイルの作
成］

• ［はい］:［デー
タパターン］プロ
パティーに設定さ
れた値と一致する
すべての入力ファ
イルが含まれた .

• ［はい］:［デー
タパターン］プロ
パティーに設定さ
れた値と一致する
すべての入力ファ
イルが含まれた .

［いいえ］

ホットフォルダー入力装置
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プロパティー
バッチ方式が［JDF］
の場合の値

バッチ方式が［リス
ト］の場合の値

バッチ方式が［パ
ターン］の場合の値

zipファイルが生
成され、1つの
ジョブとして実行
依頼されます。
ジョブチケットが
異なる入力ファイ
ルに対して別々の
設定を指定してい
て、［.zipファイ
ルの作成］プロパ
ティーが［はい］
の場合、ジョブチ
ケットの最初の入
力ファイル名に対
する設定がすべて
の入力ファイルに
使用されます。

• ［いいえ］:すべ
ての入力ファイル
が子ジョブとして
実行依頼されま
す。

zipファイルが生
成され、1つの
ジョブとして実行
依頼されます。
ジョブチケットが
異なる入力ファイ
ルに対して別々の
設定を指定してい
て、［.zipファイ
ルの作成］プロパ
ティーが［はい］
の場合、ジョブチ
ケットの最初の入
力ファイル名に対
する設定がすべて
の入力ファイルに
使用されます。

• ［いいえ］:すべ
ての入力ファイル
が子ジョブとして
実行依頼されま
す。

［ファイルパター
ン］ (入力ファイルの
それぞれのタイプに
対して 1つの値)

特定のタイプの入力
ファイルを定義する
パターンマッチング
ストリングです (ジョ
ブチケットの場合は .
*jdf$、印刷ファイ
ルの場合は .*pdf$、
など)。

［スプールファイル
使用法］ (入力ファイ
ルのそれぞれのタイ
プに対して 1つの値)

入力ファイルの使用
目的を識別する値で
す (ジョブチケットの
場合は ticket、印刷
ファイルの場合は
print、など)。

［スプールファイル
タイプ］ (入力ファイ
ルのそれぞれのタイ
プに対して 1つの値)

入力ファイルのファ
イル拡張子。
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プロパティー
バッチ方式が［JDF］
の場合の値

バッチ方式が［リス
ト］の場合の値

バッチ方式が［パ
ターン］の場合の値

［必須ファイルパ
ターン］ (入力ファイ
ルのそれぞれのタイ
プに対して 1つの値)

そのジョブにこのタ
イプの入力ファイル
が含まれるかどうか
を示します。

［ファイルパターン
シーケンス］ (入力
ファイルのそれぞれ
のタイプに対して 1
つの値)

2つ以上の［ファイル
パターン］の値が同
じ場合、または 2つ
以上の［ファイルパ
ターン］プロパ
ティーが同じ［ス
プールファイル使用
法］および［スプー
ルファイルタイプ］
の値と関連付けられ
ている場合、値の
セットが適用される
順序です。

3. 新しい入力装置が接続され、使用可能になっていることを確認します。
4. 新しい入力装置にジョブを実行依頼します。エラーが発生した場合、RICOH

ProcessDirectorまたはそれから呼び出されるすべてのアプリケーションのメッセー
ジに示されるエラーを訂正してください。

LPD入力装置
ご使用のアプリケーションがジョブを実行依頼するためにllpprrクライアント、またはLPD
プロトコルを使用する別のコマンドを使用する場合、そのジョブはLPD入力装置に送られ
る必要があります。コマンドではターゲットプリンターの名前として、その入力装置の名
前を使用します。

一部のllpprrコマンドではプリンター名が切り捨てられるため、LPD入力装置の名前を8文字
以内にすることをお勧めします。
一般的に、LPDプロトコルで提供される機能は、他のジョブ実行依頼の方法より制限され
ます。しかし、一部のlprクライアントには他の方法より多くのオプションがあります。ア
プリケーションが使用するllpprrクライアントの機能についてよく理解したうえで、入力装
置の構成を始めてください。
P. 56「 LPD入力装置の処理」に、LPデーモンとLPD入力装置が印刷ジョブを処理する方
法を示します。入力ファイルは、LPDプロトコルを使用して実行依頼されます。LPデーモ
ンはそれらのファイルを受信して、指定変更ファイル、リストファイルトリガーファイル
を1つずつ作成します。デーモンはすべてのファイルをLPD入力装置に送信し、それらの
ファイルはそこで実行依頼ステップに渡されます。

LPD入力装置
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LPD入力装置の処理

Linux 1次サーバーと2次サーバーでは、RICOH ProcessDirectorが固有のLPDをインストー
ルして使用します。
そのため、他のLPDがインストールされている場合はすべてシャットダウンして、RICOH
ProcessDirectorLPDだけが実行するようにする必要があります。RICOH
ProcessDirectorLPDはポート515を使用してジョブを受信します。それ以外のプロセスは、
そのポートを使用できません。

許可
ホスト名またはIPアドレスによって、LPD入力装置にジョブを実行依頼する許可を持つシ
ステムに、制限できます。ご使用のRICOH ProcessDirectorシステムにLinux 1次または2次
サーバーが組み込まれている場合は、許可ユーザーとしてRICOH ProcessDirectorにログイ
ンして［LPDジョブを実行依頼できるホスト］システムプロパティーを更新することで、
リストを設定します。

LPDのオプション
一般的には、指定可能なパラメーターの数はlprクライアントのほうが少ないです。しか
し、ご使用のクライアントが--ooオプションを受け入れる場合、RICOH ProcessDirectorプ
ロパティーにマップされる値を実行依頼できます。
LinuxのLPD入力装置は、--ooオプションで実行依頼されたステートメントを読み取り、そ
れらを指定変更ファイルに直接コピーします。ワークフローの後で、制御ファイルのマッ
ピングに基づいて、1つのステップが指定変更ファイルを解釈します。/aiw/aiw1/
samples/rules/（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1¥samples¥rules¥（Windows）には、
RICOH ProcessDirectorのサンプル制御ファイルreceive_lpd_overrides.cfgが用意さ
れています。必要な場合はファイルをコピーして、異なる値を割り当てるように更新でき
ます。ファイルを変更するには、/aiw/aiw1/control_files/rules/（Linux）または

LPDプロトコルを使用
して送信されたファイ

ファイルを受

ジョブを作成
して、ワーク
フローの最初
のステップに

コマンドで設定さ
れたオプションの
指定変更ファイル
を作成、印刷ファ
イル名および指定
変更ファイル名の
リストファイルを
作成、トリガーフ
ァイルを作成

LPD 入力装置LPデーモン

ワークフロ

SetJobPropsFromTextFile ステッ

実行依頼ステップ

.ps

.pdf

.ps

.pdf

.pdf

.pdf
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C:¥aiw¥aiw1¥control_files¥rules¥（Windows）にファイルをコピーして、その
ディレクトリーで変更します。

• 更新によって/aiw/aiw1/samples/（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1¥samples
¥（Windows）ディレクトリー内のファイルが上書きされることがありますが、/aiw/
aiw1/control_files（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1¥control_files
（Windows）ディレクトリー内のファイルは上書きされません。サンプルファイルを/
aiw/aiw1/control_files（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1¥control_files
（Windows）ディレクトリーにコピーして、コピーされたファイルですべての変更を
行うことをお勧めします。

例えば、LinuxサーバーのLPD入力装置にジョブを実行依頼する場合は、次のコマンドを使
用できます。
lpr -S morris -P LPDPDF -O outbin=3 /aiw/aiw1/testfiles/Demo.pdf
LPD入力装置は次のような指定変更ファイルを作成しますが、必要な値のいくつかはコマ
ンドによって、他はデフォルト値によって設定します。
orighost=prtroom2.ricoh.com
origuser=root
bannername=/aiw/aiw1/testfiles/Demo.pdf
bannerclass=9.17.160.63
printbanner=Yes
origname=/aiw/aiw1/testfiles/Demo.pdf
outbin=3

デフォルトの制御ファイル（receive_lpd_pdf_jobtype.cfg）を使用する入力装置に
ジョブを実行依頼する場合、値は次のようにプロパティーにマップされます。
• Job.Info.NodeID=prtroom2.ricoh.com

• Job.Host.UserID=root

• Job.Name=/aiw/aiw1/testfiles/Demo.pdf

• Job.OutputBin=3

bbaannnneerrccllaassssとpprriinnttbbaannnneerrの値は、デフォルトの制御ファイルに含まれないため、
マップされません。

処理の流れ
LPD入力装置には常に次の設定があって、変更できません。
• ババッッチチ方方式式：リスト
• 完完了了方方法法：トリガー
• デデーータタパパタターーンン： .*\.prt$

lpデーモンは、受信したすべての印刷ファイルに接尾部..pprrttを追加するため、このパ
ターンは常に一致します。ご使用の印刷ファイルにこれらの文字が含まれる必要はあ
りません。

• リリスストトパパタターーンン：*list\.lst$

• 指指定定変変更更パパタターーンン：.*other\.oth$

• トトリリガガーーパパタターーンン：.*\.trg$

LPD入力装置
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ジョブがLPD入力装置に実行依頼されると、LPDはその印刷ファイルとコマンドに設定さ
れたすべてのオプション（フラグ）を受信します。LPDはジョブに対する指定変更ファイ
ルを作成、後のステップで解釈されるような形式でオプションを書き込みます。lprコマン
ドが--ooオプションをサポートして追加のジョブプロパティーが組み込まれる場合、それら
のプロパティーも指定変更ファイルに書き込まれます。そのファイルは、拡張子..ootthhが
追加されて保存されます。
LPDは、ジョブのリストファイルも作成します。リストファイルには印刷ファイル（複数
のファイルが実行依頼された場合はそのすべて）と指定変更ファイルの名前が含まれ、拡
張子は..llssttです。印刷ファイルの名前は受信した順序でリストファイルに追加されま
す。一部のlprクライアントはコマンドにリストされている順序でファイルを送信します
が、すべてのクライアントがそうするわけではありません。ファイルが順不同で到着する
こともあります。
LPDが指定変更ファイルとリストファイルの作成を終了すると、トリガーファイルを作成
します。トリガーファイルにはデータは含まれず、存在することで、入力ファイルの処理
準備ができていることを入力装置に示します。入力装置の［［完完了了方方法法］］が［［トトリリガガーー］］
に設定されている場合、その入力装置に設定されている［［トトリリガガーーパパタターーンン］］の1つと一
致するファイルを検出するまで待機します。
入力装置がトリガーファイルを検出すると、ジョブを処理するためにワークフローの最初
のステップに実行依頼します。そのステップは、SSeettJJoobbPPrrooppssFFrroommTTeexxttFFiilleeステッ
プテンプレートに基づきます。このステップは、入力ファイルが子子ワワーーククフフロローー構構文文解解
析析規規則則プロパティーで指定した制御ファイルを使用して、指定変更ファイルを解釈して
ジョブプロパティーに値を割り当てます。デフォルトの制御ファイルは、receive_lpd_
jobtype.cfgまたはreceive_lpd_pdf_jobtype.cfgです。

LPDプロトコルを使用するよう構成する

ユーザーがラインプリンターデーモン (LPD)プロトコルを使用してRICOH ProcessDirector
システムにジョブを実行依頼できるようにするには、管理者がRICOH ProcessDirectorシス
テムで構成タスクを実行し、ジョブを受け取る入力装置を構成して、ジョブが割り当てら
れるワークフローを構成し、LPDプロトコルでジョブをRICOH ProcessDirectorに実行依頼
できるホストを定義しておく必要があります。また管理者は、これらのホストに対してい
くつかの構成タスクを実行する必要がある場合もあります。
この手順を開始する前に、提供されているワークフローを検討してください。ワークフ
ローに組み込みたいステップの一部またはすべてが含まれているワークフローが見つかっ
た場合は、そのワークフローをコピーして、要件に合うように変更することができます。
さらに、RICOH ProcessDirectorで提供されるLPD入力装置のいずれかを使用できるかどう
か、そのインストールにカスタマイズされた入力装置が必要かどうかを判断します。
RICOH ProcessDirectorでは、LPD入力装置を提供しており、これにわずかな変更を加えて
そのまま使用したり、これをコピーしてカスタマイズされたLPD入力装置を作成したりで
きます。
では、LPD入力装置が提供されています。
1. RICOH ProcessDirectorに属していないLPDデーモンまたは処理（例えば、Common

UNIX印刷システム[CUPS] LPDデーモン）が入力装置の親サーバーと同じシステムで
実行されている場合は、それらを停止します。

2他のアプリケーションからジョブを実行依頼する
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• SUSE Linuxでは、YaSTを開始し、システム→ネットワークサービスをクリック
してLPDサービスを検索します。

• Red Hat 6.7から最新の6.Xまででは、システム→管理→サービスを選択してLPD
サービスを検索します。

• Red Hat 7.1から最新の7.Xまででは、アプリケーション→ユーティリ
ティー→ターミナルを選択し、次のコマンドを使用します。 systemctl
list-units –type service –all
LPDサービスを停止するには、次のコマンドを使用します。 systemctl stop
<LPDサービス>

• Windowsの場合にLPDサービスまたはTCP/IPプリントサーバーを停止するには、
コントロールパネルに移動して、［サービス］をダブルクリックします。サービ
スを選択し、［停止］をクリックします。他のLPDプロセスを停止するには、ご
使用のLPD製品の使用説明書を参照してください。

• CUPSをアンインストールしないでください。
2. 入力装置の親サーバーがLinuxコンピューターまたはWindows 1次コンピューターで
定義されている場合は、システム設定を更新し、LPDプロトコルを使用してジョブを
実行依頼できるホストを指定します。
1. ［管理］タブをクリックします。
2. 左側にある設定→システムをクリックします。
3. ［LPDジョブを実行依頼できるホスト］フィールドで、許可されているホスト名
またはIPアドレスを入力します。
ホスト名とIPアドレスはセミコロンで区切ってください。

• ホスト名およびIPアドレスではワイルドカードを使用できます（例えば、*.
acmeproducts.comや192.*）。*という値は、すべてのホストがジョブの
実行依頼を許可されていることを意味します。数字、小数点ワイルドカード
しか含まれていない値は、IPアドレスと比較されます。ワイルドカードと少な
くとも1つの英字が含まれている値はホスト名と比較されます。値が空の場合
は、ホストはジョブの実行依頼を許可されていないことを意味します。

• デフォルト値は［*］です。
• 基本製品がLinuxにインストールされている場合は、1次コンピューターから

LPD入力装置にジョブを実行依頼することはできません。
• 待機時間が長い場合やジョブが見つからない場合、LPDホストエントリーをIP
アドレスまたは完全修飾ホスト名（*.acmeproducts.comの代わりに
hostserver.co.acmeproducts.comなど）に設定します。

4. ［保存］をクリックします。
3. LPDジョブの実行依頼を許可した各システムで、印刷コマンドでサーバー名を指定で
きるかどうかを判別します。指定できない場合、次のいずれかのステップを実行し
て、入力装置にジョブを送信する印刷キューをシステムに作成します。

LPD入力装置



2

60

• Windowsの一部のバージョンの基本オペレーティングシステムに付属し、その他
のバージョンではオプション機能として使用可能なLPRクライアントでは、サー
バー名を指定できます。このLPRクライアントまたは同等のクライアントを使用
するのであれば、Windowsに印刷キューを作成する必要はありません。

4. SLES 12.0で印刷キューを作成するには、次の手順に従います。
1. rootユーザーとしてログインします。
2. YaSTを開始します。
3. ハードウェア→プリンターをクリックします。［プリンター構成］が強調表示
された状態で、［追加］をクリックします。［接続ウィザード］をクリックし、
［ラインプリンターデーモン（LPD）プロトコル］を選択します。

4. ［IPアドレスまたはホスト名］フィールドに、LPD入力装置が定義されているシ
ステムのホスト名またはIPアドレスを入力します。

5. ［キュー名］フィールドにLPD入力装置の名前を入力し、［OK］をクリックしま
す。

6. ［任意の名前の設定］フィールドにLPD入力装置の名前を入力します。この名前
は、このLinuxシステム上で固有でなければなりません。LPD入力装置名は大文字
と小文字が区別されますが、Linuxでは、大文字と小文字の違いを除けば同じ名前
となるLPD入力装置名を複数定義することはできません。例えば、あるLPD入力
装置にHotFolderLPDという名前を付けた場合は、別のプリンターには
hotfolderlpdという名前を付けることはできません。

7. ［OK］をクリックします。
5. Red Hat 6.7から最新の6.Xまでで印刷キューを作成するには、次の手順に従います。

1. rootユーザーとしてオペレーティングシステムにログインします。
2. Gnomeデスクトップから、アプリケーション→システムツール→ターミナルを
クリックします。

3. ターミナルウィンドウで、system-config-printerと入力します。
4. ［新規］ドロップダウンメニューの［プリンター］を選択します。
5. ［ネットワークプリンター］をクリックし、［LPD/LPRホストまたはプリン
ター］を選択します。

6. ［ホスト名］フィールドに、LPD入力装置が定義されているシステムのホスト名
またはIPアドレスを入力します。

7. ［キュー］フィールドにLPD入力装置の名前を入力し、［進む］をクリックしま
す。

8. ［新規プリンター］ウィンドウで［進む］をクリックします。
9. ［進む］をもう一度クリックします。
10. ［プリンター名］フィールドにLPD入力装置の名前を入力します。
11. ［適用］をクリックします。

6. Red Hat 7.1から最新の7.Xまでで印刷キューを作成するには、次の手順に従います。
1. rootユーザーとしてオペレーティングシステムにログインします。
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2. Gnomeデスクトップから、アプリケーション→ユーティリティ→ターミナルを
クリックします。

3. ターミナルウィンドウで、system-config-printerと入力します。
4. ［追加］ドロップダウンメニューの［プリンター］を選択します。
5. ［ネットワークプリンター］をクリックし、［LPD/LPRホストまたはプリン
ター］を選択します。

6. ［ホスト名］フィールドに、LPD入力装置が定義されているシステムのホスト名
またはIPアドレスを入力します。

7. ［キュー］フィールドにLPD入力装置の名前を入力し、［進む］をクリックしま
す。

8. ［新規プリンター］ウィンドウで［進む］をクリックします。
9. ［進む］をもう一度クリックします。
10. ［プリンター名］フィールドにLPD入力装置の名前を入力します。
11. ［適用］をクリックします。

7. LPDプロトコルを介して実行依頼されるジョブに実行する処理ステップを含むワーク
フローを、RICOH ProcessDirectorシステムでコピーして変更します。
1つ以上のワークフローをコピーして変更するには、次の手順に従います。
1. ［ワークフロー］タブをクリックします。
2. コピーするワークフローを右クリックして、［コピー］をクリックします。
3. ワークフローのコピーに名前を付け、必要なその他の値を入力または編集して、
［続行］をクリックします。

4. 各ステップを右クリックして、［プロパティー］を選択します。必要に応じて、
プロパティーを変更します。
［SetJobPropsFromTextFile］ステップの［ジョブ名］プロパティーから${Job.
InputFile}を削除します。

5. AFPサポート機能がインストールされており、このワークフローを使用して処理
されるジョブに必要なAFPリソース（フォント、オーバーレイ、ページセグメン
トなど）を入力ファイルとともにインラインで送信しない場合は、そのリソース
がRICOH ProcessDirectorシステムで使用できることを確認します。/aiw/aiw1/
resources（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1¥resources（Windows）のすべての
コンポーネントで使用できるように、これらのリソースを/usr/lpp/psf/
reslib（Linux）またはC:¥Program Files (x86)¥Ricoh¥PSF¥reslib
（Windows）またはRICOH ProcessDirectorに移動しておくことをお勧めします。
上記のディレクトリーを使用できない場合は、ワークフローのいずれかのステッ
プで、リソースを保持するディレクトリーを指すように［AFPリソースパス］プ
ロパティーを設定できます。

• ［AFPリソースパス］は、［EnableRepositioning］、［PrintJobs］、
［ConvertLineDataJobIntoAFP］など、さまざまなステップテンプレートでデ
フォルトジョブプロパティーとして設定できます。値はステップの1つで設定
すれば十分です。残りのステップはその値を継承します。

LPD入力装置
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6. ワークフローを使用するには、保存して［有効/無効］スイッチ（ ）をオンの
位置に変更します。

7. 追加のワークフローを作成する場合は、上記の手順を繰り返します。
8. 受信する入力ファイルに正しいワークフローが割り当てられるように、RICOH

ProcessDirectorシステムで入力装置を構成します。提供されているLPD入力装置の1
つをコピーしてその名前を変更し、下の説明にある設定値を確認または更新するこ
とをお勧めします。
1. ［管理］タブをクリックします。
2. 左のペインで装置→入力装置をクリックします。
3. コピーする入力装置を右クリックして、［コピー］を選択します。

• 新しい入力装置のタイプは、コピー元の入力装置と同じになります。例え
ば、ホットフォルダーをコピーして新しいLPD入力装置を作成することはでき
ません。

4. 左側にある［すべてのタブを表示］をクリックして、この入力装置のプロパ
ティーをすべて表示します。

5. 次のプロパティーの値を確認または更新します。
入力装置名
入力装置の名前にはスペースを含めないでください。LPRクライアントは、ス
ペースが含まれている名前を処理できません。
入力装置の名前の文字数を8文字に制限することをお勧めします。使用する印
刷コマンドによっては、入力装置と同じ名前で送信システム上の印刷キュー
を作成する必要がある場合があります。一部のシステムでは、印刷キュー名
は8文字に切り捨てられます。

フォルダー位置
許可されているホストからジョブを受け取る1次コンピューター上のディレク
トリー。ここでリストするディレクトリーのサイズが、ファイルシステムを
埋め尽くすことなく、LPRクライアントが送信するデータの量を処理できるだ
けの大きさになるように、ファイルシステムがセットアップされていること
を確認してください。

ステージング位置
入力ファイルがジョブとして実行依頼される前に、RICOH ProcessDirectorが
入力ファイルを移動するディレクトリー。ここでリストするディレクトリー
のサイズが、ファイルシステムを埋め尽くすことなく、LPRクライアントが送
信するデータの量を処理できるだけの大きさになるように、ファイルシステ
ムがセットアップされていることを確認してください。入力ファイルの2つの
コピーが常にシステムに存在している場合があります。 1つは［フォルダー位
置］ディレクトリーにあり、もう1つは［ステージング位置］ディレクトリー
にあります。

親サーバー
ファイルを受信する RICOH ProcessDirectorサーバー。例えば、実行依頼者
は［lpr］コマンドまたは［lprafp］コマンドでこのサーバー名を指定します。
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ここで指定されたサーバーはLPDプロトコルを介してジョブを受け入れるよう
構成する必要があります。

6. 1つ以上の入力ファイルと一緒にワークフローをジョブに割り当てるには、次の
手順に従います。

• 親サーバーがLinuxの入力装置では、複数の子を持つ親ジョブは作成できませ
ん。この場合、入力ファイルごとに、1つの親ジョブと1つの子ジョブが作成
されます。

1. ［実行依頼ステップ］プロパティーを［SubmitInputFiles］に設定し、［ワー
クフロー］プロパティーを［ParentNoPrint］に設定します。

2. どのようにして入力装置で単一ジョブまたは子ジョブごとにワークフローを
割り当てるかを決定します。次のいずれかを選択できます。
• ［子ワークフロー初期化ステップ］プロパティーを
［SetJobTypeFromRules］に設定し、［子ワークフロー構文解析規則］プ
ロパティーを使用して、印刷コマンドのオプションの値からワークフロー
を設定できる制御ファイルの名前を指定します。
RICOH ProcessDirectorには、ワークフローを設定するために使用される2
つのサンプル制御ファイルが用意されています。receive_lpd_
jobtype.cfgおよびreceive_lpd_pdf_jobtype.cfgというサンプル
制御ファイルが/aiw/aiw1/samples/rules/（Linux）またはC:¥aiw
¥aiw1¥samples¥rules¥（Windows）ディレクトリーにインストールさ
れています。いずれかのファイルを/aiw/aiw1/control_files/
rules/（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1¥control_files¥rules
¥（Windows）ディレクトリーにコピーして要件に合わせて変更できま
す。その後に、目的のファイルを指すように［子ワークフロー構文解析規
則］プロパティーの値を更新できます。

• ［子ワークフロー初期化ステップ］プロパティーを
［SetJobTypeFromFileName］に設定し、［子ワークフローパターン］プ
ロパティーを使用して、RICOH ProcessDirectorが入力ファイル名の中で検
索し、ワークフロー名として使用する必要がある文字列を指定します。こ
の方法を使用する場合、対応する名前を持つワークフローが存在すること
を確認してください。

9. 前のステップで作成した制御ファイルで、印刷コマンドのオプション値に基づいて
［メディア］や［ジョブサイズ］などのジョブスケジューリングプロパティーが設
定されている場合は、対応するスケジューリングプロパティーがRICOH
ProcessDirectorのターゲットプリンターに設定されていることを確認します。これ
らのスケジューリングプロパティーが一致しない場合、ターゲットプリンターに
ジョブをスケジュールすることはできません。

10. LPD入力装置が接続され、使用可能になっていることを確認します。

• LPD入力装置の場合、［lpq］コマンドに対する応答において、状況情報は返され
ません。

11. 許可したホストシステムから、いくつかのテストジョブを実行依頼します。エラー
が発生した場合は、ホストシステムまたはRICOH ProcessDirectorからのメッセージ
に示されているエラーを修正します。

LPD入力装置
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LPDプロトコルを使用した印刷コマンド

LPDプロトコルにより、llpprrと呼ばれる印刷コマンドが定義されます。llpprrコマンドま
たは LPDプロトコルを使用する別のコマンドを使用して、 LPD入力装置にジョブを実行
依頼します。
構文および使用可能なオプションは、ある印刷コマンドと他のコマンドとの間、さらにあ
るバージョンの llpprrと別のバージョンとの間で異なります。そのため、システムに適合
した印刷コマンドの例を採用する必要があります。
さらに、送信システムを構成して、印刷コマンドが提供していないオプションを補正する
必要があります。例えば、印刷コマンドにプリントサーバーを指定するオプションがない
場合は、LPD入力装置と同じ名前の送信システム上でリモート印刷キューを作成する必要
があります。
ここでは、いくつかの共通の LPD印刷コマンドが示されています。これらのコマンドの詳
細情報については、オペレーティングシステムまたは製品の資料を参照してください。

Linux印刷コマンド

コマンド名 入手先
プリンターオプ
ション

サーバーオプショ
ン

ジョブプロパ
ティーオプション

llpprr ネイティブ --PP なし 変更

LPRクライアントに
は、--ooコマンドで
ジョブオプション
を送信できるもの
もあります。これ
を実行できるか判
別するには、ご使
用の LPRクライア
ントの資料を参照
してください。

llpprraaffpp Ricoh Production
PrintWebサイトか
らダウンロードす
る（InfoPrint
Manager for
Windowsのダウン
ロード）

--pp --ss --oo

llpprraaffppオプショ
ンを使用してジョ
ブを実行依頼し、-
oフラグでオプ
ションをインク
ルードする場合、
オプションには半
角文字のみを使用
する必要がありま
す。オプションに
全角文字を使用す
ると、RICOH
ProcessDirectorでは
文字を読み取るこ
とができず、
llpprraaffpp要求は拒
否されます。

2他のアプリケーションからジョブを実行依頼する
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AIX印刷コマンド

コマンド名 入手先
プリンターオプ
ション

サーバーオプショ
ン

ジョブプロパ
ティーオプション

llpprr ネイティブ --PP なし なし
eennqq ネイティブ --PP なし --oo

llpp ネイティブ --dd なし --oo

llpprraaffpp InfoPrint Manager
for AIXの場合は、
Ricoh Production
PrintWebサイトか
ら最新バージョン
をダウンロードし
ます（InfoPrint
Manager for
Windowsのダウン
ロード）。

--pp --ss --oo

llpprraaffppオプショ
ンを使用してジョ
ブを実行依頼し、-
oフラグでオプ
ションをインク
ルードする場合、
オプションには半
角文字のみを使用
する必要がありま
す。オプションに
全角文字を使用す
ると、RICOH
ProcessDirectorでは
文字を読み取るこ
とができず、
llpprraaffpp要求は拒
否されます。

qqpprrtt ネイティブ --PP なし なし
qqpprrtt InfoPrint Manager

for AIX
--PP なし --oo

LPD入力装置
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Windows印刷コマンド

コマンド名 入手先
プリンターオプ
ション

サーバーオプショ
ン

ジョブプロパ
ティーオプション

llpprr ネイティブ --PP --SS なし

Windows llpprrコマ
ンドには--ooオプ
ションがあります
が、これはジョブ
プロパティーでは
なく、ファイルタ
イプを示します。

llpprraaffpp Ricoh Production
PrintWebサイトか
らダウンロードす
る（InfoPrint
Manager for
Windowsのダウン
ロード）

--pp --ss --oo

llpprraaffppオプショ
ンを使用してジョ
ブを実行依頼し、-
oフラグでオプ
ションをインク
ルードする場合、
オプションには半
角文字のみを使用
する必要がありま
す。オプションに
全角文字を使用す
ると、RICOH
ProcessDirectorでは
文字を読み取るこ
とができず、
llpprraaffpp要求は拒
否されます。

例
このコマンドはreport.pdfと呼ばれるファイルを、Windowsシステムからmorrisと呼ば
れるサーバー上で定義されているLPDAFPというLPD入力装置に実行依頼して、次の2つの
コピーを実行依頼します。
lpr -S morris -P LPDPDF -# 2 report.pdf

いずれのコマンドでも、AIXシステムからのreport.afpファイルが、morrisサーバー上で
定義されているLPDAFPと呼ばれるLPD入力装置に実行依頼されます。AIX llpprrコマンドを
使用するには、ジョブの送信元AIXシステムで、最初にLPDAFPのリモート印刷キューを定
義する必要があります。
lpr -P LPDAFP -C A report.afp
lprafp -smorris -pLPDAFP -oclass=A report.afp

LPDプロトコルによるジョブの実行依頼を制限する

同じ親サーバーを持つすべての入力装置にLPDプロトコルでジョブを実行依頼できるホス
トを制限できます。デフォルトでは、すべてのシステムからの入力が許可されます。

2他のアプリケーションからジョブを実行依頼する
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LPDプロトコルの使用を制限するには
1. ［管理］タブをクリックします。
2. 左のペインで、設定→システムをクリックします。
3. ［LPDジョブを実行依頼できるホスト］フィールドに、許可されているホスト名また
はIPアドレスのリストをセミコロンで区切って入力します。
ゼロ個以上の文字を表すには、アスタリスク（*）を使用できます。数字（0～9）、
小数点（.）、アスタリスク（*）のみを含む値は、着信接続のIPアドレスと比較され
ます。1つ以上の英字（A-Z、a-z）が含まれている値は、着信接続のホスト名である
と判断されます。
リストの値**は、すべてのホストがジョブの実行依頼を許可されていることを意味し
ます。リストの値が空であれば、ジョブの実行依頼を許可されているホストはあり
ません。

4. ［保存］をクリックします。

LPD入力装置
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3.ワークフローに機能を追加する
•外部プログラムを設定する
•外部ステップ
•外部ステップ用にステップテンプレートを設定する
•外部ステップ用にワークフローをセットアップする

RICOH ProcessDirectorワークフローを構成して、印刷ジョブを他のアプリケーションに
送って追加処理し、それをシステムに送り返すようにできます。他のアプリケーション
は、1次サーバーと同じサーバー上、2次サーバー上、またはアプリケーションサーバー上
で実行できます。
アプリケーションが提供する処理が印刷ワークフローに組み込み可能な場合（アドレスの
クリアや組み付けなど）、RICOH ProcessDirectorからアプリケーションに印刷ジョブを送
り、アプリケーションの完了を待機し、RICOH ProcessDirectorで処理を続行するためのス
テップを作成できます。RICOH ProcessDirectorの使用説明書では、これらのステップを外外
部部スステテッッププと呼びます。
条件付きワークフローでは、外部ステップは複数のステップから入力を受け取り、その入
力に基づいて異なるプログラムを実行します。［PDFProduction］サンプルワークフロー
では、外部ステップはジョブのページ数に基づいて異なるプロパティーを受け取ります。
外部ステップは、複数の場所に結果を書き込み、複数のステップに出力を送ることができ
ます。例えば、外部ステップは、外部プログラムによって計算された値に基づいて、3つ
の異なるステップにジョブを送ることができます。外部ステップは条件付きワークフロー
の分岐を終了できます。
RICOH ProcessDirectorには、外部ステップに対するさまざまなステップテンプレートが含
まれています。
• RRuunnEExxtteerrnnaallPPrrooggrraamm
コマンド行インターフェースを使用して印刷ジョブを外部プログラムに実行依頼しま
す。

• RRuunnHHoottFFoollddeerrAApppplliiccaattiioonn
他のアプリケーションが監視しているホットフォルダーに印刷ジョブを配置します。
そのアプリケーションは、印刷ジョブを取得し、その構成設定に従って処理し、出力
フォルダーに配置します。RICOH ProcessDirectorは、出力フォルダーを監視し、準備
ができたらジョブを取得します。

どのステップテンプレートを使用するかの選択は、第1に外部アプリケーションがジョブ
を受け入れる方法に依存します。アプリケーションがコマンド行インターフェースの場
合、ワークフローはRRuunnEExxtteerrnnaallPPrrooggrraammを組み込めます。アプリケーションが入力
のホットフォルダーを監視している場合は、ワークフローは
RRuunnHHoottFFoollddeerrAApppplliiccaattiioonnを組み込めます。アプリケーションに両方のインター
フェースがある場合は、使用するステップを自分で決めることができます。
RICOH ProcessDirectorは、外部プログラムと統合されるオプション機能を提供します。こ
れらの機能には、ユーザーが使用できる追加のステップテンプレートが含まれています。
• Quadient Inspire接続

– ［ComposePDF］
Quadient Inspire Designerを使用して、WFDファイルと1つ以上のRAWデータファイ
ルから新しいPDFファイルを作成します。このステップは、新しいファイルが返さ
れるまで待機します。
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– ［ComposeAFP］
Quadient Inspire Designerを使用して、WFDファイルと1つ以上のRAWデータファイ
ルから新しいAFPファイルを作成します。このステップは、新しいファイルが返さ
れるまで待機します。CCoommppoosseeAAFFPPは、Quadient Inspire接続機能およびAFP
Support機能がインストールされている場合に使用可能になります。

• MarcomCentral Connect

– ［ApplyXSLTransform］
MarcomCentral形式の情報をRICOH ProcessDirectorジョブプロパティーに変換しま
す。

– ［CallSOAPService］
MarcomCentral［ジョブチケット］Webサービスを呼び出して、各注文のジョブチ
ケットを取得します。

– ［CreateJobsFromXML］
MarcomCentral Webサービスによって返された情報を使用して、各ジョブチケット
のジョブを作成します。このステップは、［MarcomProcessJobTicket］ワークフ
ローにジョブを実行依頼します。

• Pitstop接続
– ［RunPitStopOnJob］
アクションリストまたはPDFプロファイルとともにPDF印刷ジョブをPitStop Server
に実行依頼します。RICOH ProcessDirectorは、PitStop Serverがジョブを処理し、返
すのを待ってから、ワークフローの次のステップに進みます。

• Postal Enablement

– ［SetPostalJobProps］
郵便ソフトウェアで必要なジョブプロパティーを設定し、外部文書プロパティー
ファイルに含まれる郵便物情報をどのように処理するかを決定できます。

– ［BuildExternalDocPropsFile］
文書プロパティーファイルから文書データを抽出して、外部プログラムに送信する
必要のある文書データと見出しを含むファイルを作成できます。作成したファイル
は、外部文書プロパティーファイルと呼ばれます。

– ［MapExternalResultsFiletoDocProps］
外部結果ファイルから選択した文書プロパティーを変更済み結果ファイルに含まれ
る文書プロパティーにマッピングします。外部結果ファイルは、外部プログラムに
よって作成されます。

– ［UpdateDocPropsFromExternalResultsFile］
変更済み結果ファイル内のプロパティーは、ジョブの文書プロパティーファイルに
マージされます。

• Ultimate Impostrip® Connect

– ［RunImpostripOnJob］
正しく構成されている場合、ジョブで適切な面付け機能を実行するように設定され
たUltimate Impostrip®入力ホットフォルダーに、PDF印刷ジョブを実行依頼します。

3ワークフローに機能を追加する
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RICOH ProcessDirectorは、Ultimate Impostrip®サーバーが更新されたジョブを返す
のを待ってから、ワークフローの次のステップによる処理に進みます。

使用するステップを決めるときには、次のことを考慮します。
• RRuunnEExxtteerrnnaallPPrrooggrraamm

– コマンドを記述して必要なオプションをすべて指定する必要があります。アプリ
ケーションを実行するためのコマンド記述に慣れていない場合や、コマンドの構文
がわからない場合、このステップを利用すると構成が困難になります。

外部プログラムがstdoutまたはstderrorに書き込んだすべての出力は、RICOH
ProcessDirectorジョブログに表示されます。stdoutにすべての出力を書き込むプロ
グラムやシステムコマンドを実行するコマンドを使用する場合、出力を別の場所に
リダイレクトできるように、外部プログラムを呼び出すスクリプトを使用すること
をお勧めします。

– 他のアプリケーションに送られるコードページと言語を指定できます。
– 印刷ジョブをエラーにすることなくプログラムが提供できる戻りコードを指定でき
ます。

– 外部アプリケーションが使用できる処理パラメーター（プログラムが受け入れる場
合）が含まれる、制御ファイルを使用できます。

• RRuunnHHoottFFoollddeerrAApppplliiccaattiioonn

– 他のアプリケーションに1つ以上のファイルを送信できます。
– 送信フォルダーおよび検索フォルダーを正しく構成する必要があります。送信する
ファイルのファイル名が検索パターンに一致しない限り、送信フォルダーと検索
フォルダーを同じにできます。［検索パターン］は、返されたジョブを特定するた
めのパターンマッチング文字列です。
例えば、外部アプリケーションがファイルをPostScriptからPDFに変換する場合は、
検索パターンで拡張子.PDFのファイルが検索されます。ステップはprintfile.
psをディレクトリーにコピーしますが、検索パターンはprintfile.PDFを検索す
るため、コピーされたファイルが変換済みファイルと混同されることはありませ
ん。
しかし、プリフライトアプリケーションにPDFファイルを送信するためにホット
フォルダーを使用すると、そのアプリケーションは別のPDFファイルを送り返すた
め、同じ名前になる可能性があります。その場合は、送信フォルダーと検索フォル
ダーを別の場所にする必要があります。

– 有効な戻りコードを指定するためのオプションは、ありません。
外部アプリケーションが予期されたファイルを返した場合、ステップはファイルを
取得して、エラーをチェックしないで次のステップに処理を移動します。その結
果、エラーがあるファイルを出力ディレクトリーにコピーしないように、他のアプ
リケーションを構成する必要があります。ホットフォルダーがタイムアウトするよ
うに設定されている場合、ジョブは最終的にはエラー状態になって問題を解決する
ことがます。ホットフォルダーが無期限に待機するように構成されている場合、
ジョブはオペレーターが介入するまで待機し続けます。

一部の環境では、ステップが連携するように構成できます。例えば、FTPまたはSCPを使
用して入力ファイルを他のプログラムに転送する場合、RRuunnEExxtteerrnnaallPPrrooggrraammに基づ
くステップを作成してファイルを転送できます。次に、RRuunnHHoottFFoollddeerrAApppplliiccaattiioonn

LPD入力装置
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に基づくステップを追加して、［［送送信信フフォォルルダダーー］］プロパティーを空白のままにしま
す。ステップは、外部送信用ホットフォルダーにはファイルを送信しませんが、結果ファ
イルを検索するために検索フォルダーをポーリングします。

処理フロー：RunExternalProgram

RRuunnEExxtteerrnnaallPPrrooggrraammステップテンプレートに基づくステップは、ジョブのスプール
ディレクトリーのファイルにアクセスできます。入力装置が入力ファイルからジョブを作
成するとき、ジョブのために固有のスプールディレクトリーも作成します。スプールディ
レクトリーには入力ファイルと、ジョブに関する情報を提供するその他のファイルのコ
ピーが入ります。外部ステップは、スプールディレクトリーにある既存のファイルを更新
したり、新しいファイルをディレクトリーに書き込んだりするプログラムを呼び出すこと
ができます。
RRuunnEExxtteerrnnaallPPrrooggrraammステップテンプレートに基づくステップを作成するときは、次
のプロパティーに対する値を含めることができます。
• Job.External.Command

• 外部制御ファイルテンプレート
• 外部プログラムコードページ
• 外部プログラム言語
• 有効な戻りコード
次の図に、RunExternalProgramStepステップがジョブを処理する方法を示します。このス
テップはコマンドのメソッドとシンボルを解決し、必要な場合は制御ファイルを作成し、
コマンドを実行し、他のプログラムが処理を完了したときに戻りコードを受け取り、その
プログラムが指定変更ファイルを送り返した場合はジョブプロパティーを更新します。次
に、ジョブは次のステップに移動します。

3ワークフローに機能を追加する
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RunExternalStepステップテンプレートの処理

ジョブがRRuunnEExxtteerrnnaallPPrrooggrraammステップに入ると、そのステップは［［外外部部ココママンンドド］］
プロパティーで提供されたコマンドを実行しようとします。コマンドにRICOH
ProcessDirectorシンボル表記で記述された部分が含まれている場合、このステップはその
コマンドを発行する前にすべての参照を解決します。
• コマンドには、次の2つのファイル名が含まれます。入力ファイル名（他のプログラム
が取得するファイル）と出力ファイル名（他のプログラムがRICOH ProcessDirectorに
返すファイル）です。ステップは、RICOH ProcessDirectorのメソッドggeettFFiilleeNNaammee
(())を使用してこれらの名前を生成する必要があります。コマンド内で実際のファイル
名を使用する代わりに、このメソッドはファイル名のシンボルとして使用されます。
たとえば、入力ファイル名は${getFileName(print,pdf,read)}という記号で表
され、出力ファイル名は${getFileName(print,pdf,write)}という記号で表され
ます。このメソッドを使用すると、アプリケーションは正しいファイルを検索して返
すことができるようになります。

• コマンドにはRICOH ProcessDirectorプロパティーに対するシンボルを含めることがで
きます。その場合、それらのプロパティー値がコマンドに取り込まれます。
たとえば、他のアプリケーションがジョブ名を確認する必要がある場合、シンボル
${Job.Name}を含むことができます。ステップは［［ジョブ名］］プロパティーの値
を見つけて、それをコマンドに取り込みます。

• アプリケーションは、パラメーターまたは制御ファイルのプロパティー値を受け入れ
ます。
その場合、制御ファイルの名前を作成するgetControlFileName()メソッドがコマンド
に含まれます。ステップは［［外部制御ファイルテンプレート］］プロパティーにリ
ストされた制御ファイルテンプレートを使用して、制御ファイルの内容をビルドし、
ファイル名をコマンドに挿入します。

RunExternalProgramstep

外部制御ファイルテンプレート

以下の名前のファイルを作成 
jobid.controlfilename. control.text
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外部プログラム

戻りコード
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指定されている場合）を使用してジョブ
を処理します。

指定した名前の出力ファイルを作成し、
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ファイルを作成して、プロパティー値を
RunExternalProgramステップに戻し、
同じ場所に書き込む場合があります。
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• アプリケーションは、JDFジョブチケットの値を受け入れることもあります。
その場合は、JDFジョブチケットの名前を生成するgetFileName()メソッドがコマンド
に含まれます。この構文の例は、${getFileName(overrides,jdf,read)}のよう
になります。

すべてのシンボルが解決された後で、コマンドが実行します。
外部アプリケーションはそれ自体の処理を実行し、出力ファイルを正しい場所にコピー
し、戻りコードを返します。出力ファイルには、次のようなものが含まれます。
• 変更された印刷ファイルで、コマンドに含まれたgetFileName()シンボルの値に基づ
いて名前が付けられたもの

• プロパティー値をRICOH ProcessDirectorに戻すためのファイル
RICOH ProcessDirectorは、次のような方法で外部プログラムからプロパティー値を受
け入れます。
– RICOH ProcessDirectorの属性と値のペアのリストを含むjobid.overrides.txt
または.textというファイルによる

– ファイル名に属性と値のペアを含む空のファイルによる（コマンドの出力パラメー
ターのプロパティー値のペアがファイルに含まれる場合はスプールファイルの場所
に作成される）

このステップは、そのステップの［［有効な戻りコード］］プロパティーにリストされた
値と戻りコードを比較します。リストされたコードの1つと一致する場合、処理は続行し
ます。一致しない場合は、ジョブはエラー状態になります。
このステップは、プロパティー値を保有するファイルを検索します。ファイルを検出した
場合は、そのファイル（またはファイル名）を読み取って、プロパティー値を更新しま
す。その後、ステップは処理を完了します。ジョブを他のステップに渡すか、ワークフ
ローの分岐を終了します。

処理フロー：RunHotFolderApplication

このステップを作成するとき、次のプロパティーに対する値を含めることができます。
• ファイルサイズ検査カウント
• 送信するファイル
• ポーリング間隔
• 検索フォルダー
• 検索パターン
• 検索済みファイル
• 送信フォルダー
• タイムアウト間隔
次の図に、RunHotFolderApplicationステップがジョブを処理する方法を示します。このス
テップは、送信するファイルの名前のメソッドおよびシンボルを解決し、送信場所にファ
イルをコピーし、外部プログラムがファイルを処理するのを待機します。このステップ
は、検索場所でファイルを監視して、その場所に完全にコピーされたときにファイルを取
得します。次に、ジョブは次のステップに移動します。
このステップは、1つ以上のファイルを持つジョブを処理します。

3ワークフローに機能を追加する
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RunHotFolderApplicationステップテンプレートの処理

ジョブがこのステップに入ると、［［送信するファイル］］プロパティーの値を解決し
て、そのファイルをスプールディレクトリー内で検索します。このステップは、［［送信
フォルダー］］プロパティーで指定された場所に印刷ファイルをコピーします。他のアプ
リケーションがこの場所からファイルを取得することを期待します。
ファイルがコピーされると、［［検索フォルダー］］プロパティーのリストにあるディレ
クトリーの監視を開始します。このステップは、そのフォルダーで［［検索パターン］］
に指定されたパターンを一致する名前のファイルを検索します。その基準と一致するファ
イルが存在しない場合、ステップは［［ポーリング間隔］］プロパティーに指定された時
間待機して、再度チェックします。
指定された時間が経過するまで、ファイルのチェックを継続します。この時間の長さは、
［［タイムアウト間隔］］プロパティーの値で決定されます。タイムアウト間隔は、印刷
ファイルが［［送信フォルダー］］にコピーされてからの時間で計算されます。変更され
たファイルがタイムアウト間隔が経過するまでに［［検索フォルダー］］に存在しない場
合、ジョブはエラー状態になります。
ステップがそのディレクトリーで予期したファイルを初めて検出したときは、ファイルの
サイズを記録しますが、それ以外は何もしません。ステップは、処理を続行する前に、
ファイル全体が他のアプリケーションから転送されたことを確認する必要があります。
ポーリング間隔が経過すると、ステップは再度チェックし、ファイルを見つけ、ファイル
のサイズを前回のチェックと比較します。
• ファイルが前回より大きくなっている場合、ステップは待機を続けて、再度ポーリン
グ間隔が経過したときに再度サイズをチェックします。

• ファイルのサイズが前回と同じ場合、ファイルサイズが変化していないと注記され、
「2回にわたってサイズは同じでした」のように表示されます。
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ステップは、［［ファイルサイズ検査カウント］］の値を確認します。ファイルサイ
ズが同じになった回数がこの値に達すると、ファイルが完全にコピーされたとステッ
プがみなすようになります。ファイルサイズが同じだった回数がファイルサイズ検査
カウントと等しくなった場合、そのステップはファイルが完了したとみなします。

ファイルが完了すると、ステップは［［検索済みファイル］］プロパティーの値に基づい
てそのファイルの名前を変更し、ジョブのスプールディレクトリーにコピーします。その
後、ステップは処理を完了します。ジョブを他のステップに渡すか、ワークフローの分岐
を終了します。

RICOH ProcessDirectorは、特定の外部プログラムとのインターフェースとして機能する、
個別に販売されている機能を提供します。具体例としては、Avanti Slingshot接続、
Quadient Inspire接続、PitStop接続、Ultimate Impostrip®接続が挙げられます。Postal
Enablementは、複数の外部プログラムと連携します。
• Avanti Slingshot Connectは、Avanti Slingshot Management Information Systemとのイン
ターフェースとして機能します。

• PitStop Connectは、Enfocus PitStop Server 10以上とのインターフェースとして機能し
ます。

• Postal Enablementは、Bell and Howell BCC Mail ManagerやTEC Mailing Solutions
MailPreparerなど、郵便最適化ソフトウェアとのインターフェースとして機能します。

• Quadient Inspire接続は、Quadient Inspire Designerバージョン8以上とのインター
フェースとして機能します。

• Ultimate Impostrip®接続は、Windows上のUltimate Impostrip®自動化またはスケーラブル
とのインターフェースを提供します。

RICOH ProcessDirectorは、これらの機能とともに外部プログラムソフトウェアを提供する
わけではありません。

外部プログラムを設定する
外部ステップ用の構成タスクを開始する前に、外部ステップが呼び出す外部プログラムを
セットアップする必要があります。
外部プログラム、さらに可能な場合は、アプリケーション/2次サーバーソフトウェアをイ
ンストールしてから、この手順を開始してください。
基本製品またはアプリケーション/2次サーバーおよび他アプリケーションをインストール
するときは、以下の点に留意してください。
• RICOH ProcessDirectorソフトウェアをLinuxシステムにインストールする際に、インス
トールプログラムはRICOH ProcessDirectorシステムユーザー（aaiiww11がデフォルト）を
作成します。Linuxシステムで実行される外部プログラムの動作を検証する場合は、
RICOH ProcessDirectorシステムユーザーを使用して検証テストを実行してください。

• RICOH ProcessDirectorは、Windowsアプリケーションサーバー上ではRICOH
ProcessDirectorのシステムユーザーアカウントを自動的に作成しません。インストー
ルプログラムは、RICOH ProcessDirectorユーザーとして使用するユーザーアカウント
名の入力を求めるプロンプトを出します。Windowsアプリケーションサーバーでは、
RICOH ProcessDirectorユーザーのユーザーアカウントから、外部プログラムの動作を
検証してください。

3ワークフローに機能を追加する
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• RICOH ProcessDirector1次コンピューターがLinuxシステムの場合、RICOH
ProcessDirectorシステムユーザーおよび他アプリケーションで使用されるユーザー
に、使用するディレクトリーおよびファイルシステムに対する適切な権限が与えられ
ていることを確認してください。

• RICOH ProcessDirector1次コンピューターがWindowsシステムで、マッピングされた
ネットワークドライブに他のアプリケーションが存在する場合、RICOH
ProcessDirectorが始動したら必ずmountDrives.batファイルを編集してネットワー
クドライブをマッピングします。ファイルは c:¥aiw¥aiw1¥bin¥ディレクトリーに
あります。

• Linux 1次コンピューター上のRICOH ProcessDirectorシステムユーザーまたはWindows
1次コンピューター上のRICOH ProcessDirectorが他のアプリケーションを実行できるこ
とを確認してください。次のいずれかの方法を使用します。
– 作成するコマンドに、アプリケーションへの絶対パスを含めます。
– Windows 1次コンピューターのPATH環境変数にアプリケーションを追加するか、

Linux 1次コンピューターでRICOH ProcessDirectorシステムユーザーを追加します。
この方法が最も効果を発揮するのは、他アプリケーションが 1次サーバーと同じシ
ステムで実行される場合です。アプリケーションがアプリケーション/2次サーバー
で実行される場合は、この方法を使用するには他アプリケーションがインストール
されているディレクトリーをマウントする必要があります。

– Linux 1次コンピューターで、他アプリケーションへのシンボリックリンクを作成し
て、そのリンクを/aiw/aiw1/binに保存します。
そのディレクトリーにシンボルリンクを保存することには、いくつかの重要な利点
があります。RICOH ProcessDirectorは、RICOH ProcessDirectorシステムユーザー
を作成する際に、そのディレクトリーをPATH環境変数に付加するため、PATHを別
途編集することなくアプリケーションが認識できるようになります。このディレク
トリーは、サービス適用時に削除されることはありません。ただし、このディレク
トリー内のファイルが更新される可能性はあります。リンクファイルに影響が及ぶ
ことはありません。
さらに、このディレクトリーにはアプリケーションおよび 2次サーバーからアクセ
スできます。したがって、/aiwファイルシステム内にある場合、シンボリックリ
ンクを使用して外部アプリケーションを検出できます。外部アプリケーションは、
Linux 1次コンピューターとWindowsアプリケーションサーバーのどちらでも、実行
することができません。

外部プログラムをセットアップするには、次の手順に従います。
1. 外部プログラムがスタンドアロンプログラムとして正常に実行されることを、プロ
グラムの資料を参照しながら検証します。

2. RRuunnEExxtteerrnnaallPPrrooggrraammを使用する予定の場合は、次の手順に従います。
1. アプリケーションがLinuxコンピューターで実行される場合、RICOH

ProcessDirectorシステムユーザーとしてログインします。Windowsコンピュー
ターで実行される場合、管理者としてログインします。

2. プログラムをコマンドラインから呼び出して入力ファイルを渡すためのコマンド
を作成します。
ステップテンプレートを構成するときにモデルとして使用できるように、正常に
動作するコマンドを記録してください。

3. オオププシショョンン：：ステップで使用する制御ファイルテンプレートを作成します。

外部プログラムを設定する
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外部プログラムに必要なプロパティー値を、印刷ファイルに付随するパラメー
ターファイルから読み取らせる場合は、このファイルを
RRuunnEExxtteerrnnaallPPrrooggrraammステップで作成できます。このステップでのファイル
生成には、制御ファイルテンプレートが使用されます。制御ファイルテンプレー
トを作成するには、次の手順に従います。
1. アプリケーションで使用可能なパラメーターファイルのコピーを作成しま
す。

2. ファイル内のすべてのプロパティー値を、プロパティーの RICOH
ProcessDirectorシンボル表記で置き換えます。プロパティー値がジョブ内の
ファイルの名前の場合は、ファイル名を決定するための適切なRICOH
ProcessDirectorメソッド呼び出しで置き換えてください。
このステップが実際に処理されるときに、テンプレートのすべての参照が解
決され、現在のジョブの値が代入されてパラメーターファイルが作成されま
す。

3. 制御ファイルテンプレートを /aiw/aiw1/ (Linux)または C:¥aiw¥aiw1¥
(Windows)共有ファイルシステム (RICOH ProcessDirector)内のディレクト
リーにコピーします。
外部プログラム用のサンプル制御ファイルテンプレートは、/aiw/aiw1/
samples/external_programs/（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1¥samples
¥external_programs¥（Windows）にインストールされています。これら
のファイルを /aiw/aiw1/control_files/external_programs/
（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1¥control_files¥external_programs
¥（Windows）ディレクトリーにコピーしてカスタマイズしたり、独自の制御
ファイルを /aiw/aiw1/control_files/external_programs/（Linux）
またはC:¥aiw¥aiw1¥control_files¥external_programs
¥（Windows）ディレクトリーに追加したりできます。制御ファイルテンプ
レートのディレクトリー位置を書き留めておきます。

4. Linuxシステムでは、制御ファイルテンプレートのファイル許可で、他のクラ
スのシステムユーザーによるアクセスが許可されていることを確認します。
例えば、制御ファイルテンプレートの許可を 666666に設定してください。

5. 外部コマンドが、予期されているとおりのパラメーターで制御ファイルを渡
すことを確認します (例えば、追加のジョブ･プロパティーを組み込むための
-oオプション)。

4. オオププシショョンン：： Linuxシステムでは、アプリケーションへのシンボリックリンクを1
次コンピューター上で作成します。
1. RICOH ProcessDirector基本製品が稼働しているシステムに、RICOH

ProcessDirectorシステムユーザーとしてログインします。
2. stopaiw コマンドを使用して、1次サーバーを停止します。
3. 次のコマンドを使用してシンボリックリンクを作成します。

ln -s application_file /aiw/aiw1/bin/link_file
application_fileをアプリケーションの実行可能ファイルへの絶対パスで
置き換え、link_fileは、作成するシンボリックリンクファイルの名前で置
き換えてください。実行可能ファイルは、/aiwファイルシステム内に存在す
る必要があります。

4. startaiw コマンドを使用して 1次サーバーを始動します。

3ワークフローに機能を追加する
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3. RRuunnHHoottFFoollddeerrAApppplliiccaattiioonnを使用する予定の場合は、次の手順に従います。
1. 1次コンピューターにログオンします。Linuxシステムで、RICOH ProcessDirector
システムユーザーとしてログインします。

2. サンプルの印刷ファイルを、アプリケーションの入力フォルダーにコピーまたは
転送します。

3. 他アプリケーションによってこのファイルの処理が開始されたことを確認しま
す。

4. 作成されるファイルの出力フォルダーを監視します。出力ファイルが作成された
ら、別のディレクトリーにコピーするか転送してから、ファイルが正しいことを
検証します。

5. 他アプリケーションのログファイルが保管されているディレクトリーにナビゲー
トし、ログファイルを開いて表示できることを確認します。

外部ステップ

外部コマンド

RRuunnEExxtteerrnnaallPPrrooggrraammステップテンプレートを使用する場合、ステップテンプレート
の作成を始める前に、使用するコマンドについて理解してください。RICOH
ProcessDirectorシンボル表記を使用する外部コマンドの例を次に示します。
新新ししいい印印刷刷フファァイイルルをを宛宛先先ににココピピーーすするる
次の例では、Linux ccppコマンドが、ソースファイルが宛先ファイルよりも新しい場合にの
み、ジョブのスプールディレクトリーからJobNumber.print.pdfファイルをコピーし
ます。
cp -u ${getAbsoluteFileName(print, pdf, read)} /tmp/jobarchives

$${{ggeettAAbbssoolluutteeFFiilleeNNaammee((pprriinntt,, ppddff,, rreeaadd))}}は、スプールディレクトリーにあ
るPDF印刷ファイルの名前を返すRICOH ProcessDirectorシンボル式です。PDF印刷ファイ
ルがスプールディレクトリーにない場合は、外部プログラムの実行時にエラーが発生しま
す。
印印刷刷フファァイイルルをを更更新新ししててそそれれををススププーールルデディィレレククトトリリーーにに書書きき込込むむ
次の例では、外部プログラムmmyypprrooggrraammがスプールディレクトリーからJobNumber.
print.pdfファイルを読み取り、リダイレクトを使用してファイルの更新バージョンを
スプールディレクトリーに書き込みます。
myprogram -i ${getFileName(print, pdf, read)} >
${getFileName(print, pdf, write)}

$${{ggeettFFiilleeNNaammee((pprriinntt,, ppddff,, rreeaadd))}}は、スプールディレクトリーにあるPDF印刷
ファイルの名前を返すRICOH ProcessDirectorシンボル式です。外部プログラムの実行時に
スプールディレクトリーにPDF印刷ファイルがない場合、RICOH ProcessDirectorはジョブ
の入力ファイル名JobNumber.print.unknownを返します。そのファイルがスプール
ディレクトリー内にない場合、エラーが発生します。
印印刷刷ジジョョブブのの指指定定変変更更フファァイイルルをを読読みみ取取っってて統統計計フファァイイルルををススププーールルデディィレレククトトリリーー
にに書書きき込込むむ
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次の例では、外部プログラムaauuddiittssttaattiissttiiccssがスプールディレクトリーから
JobNumber.overrides.textファイルを読み取り、新しい統計ファイルJobNumber.
statistics.textをスプールディレクトリーに書き込みます。
auditstatistics inputfile=${getFileName(overrides, text, read)}
outputfile=${getFileName(statistics, text, write)}

個個別別ののフファァイイルルをを使使用用ししててププロロパパテティィーー値値をを印印刷刷フファァイイルルととととももにに外外部部ププロロググララムムにに
渡渡すす
この例では、Linux ccppコマンドが、既存のRICOH ProcessDirector制御ファイルに対応する
CSVファイルを生成します。制御ファイルは、9個のRICOH ProcessDirectorジョブプロパ
ティーに対するシンボルをリストします。
cp ${getControlFileName()} /aiw/aiw1/samples/${Job.ID}.info.csv

$${{ggeettCCoonnttrroollFFiilleeNNaammee(())}}は、RICOH ProcessDirector解決された制御ファイルの名
前を返すシンボル式です。RICOH ProcessDirectorは、指定した制御ファイルテンプレート
から制御ファイルを生成します。
制御ファイルはggeettCChhiillddFFiilleeNNaammeeメソッドを使用して子ファイルの名前を返すこと
により、外部プログラムがファイルをスプールディレクトリーのcchhiillddrreennサブディレク
トリーに書き込むことができるようにします。外部プログラムは子ジョブファイルのファ
イル名を、次の形式で書き込む必要があります。

JobNumber.UsageType.DataType.n,Job.JobType=JobTypeName
JobTypeNameは、子ジョブが必要とするワークフローの名前です。ワークフローは、存
在していて使用可能になっている必要があります。
RRuunnEExxtteerrnnaallPPrrooggrraammステップテンプレートに基づくステップを［［ジジョョブブタタイイププ］］プ
ロパティーノートブックを使用するワークフローに追加すると、ジョブのデフォルト設定
で［［受受信信］］と表示されているプロパティーが、ステップの追加先である実際のフェーズを
反映するように変わります。
完完全全パパスス名名をを使使用用ししててココママンンドドをを呼呼びび出出すす
この例では、完全パス名を使用してユーザーに提供された外部プログラムmmyyttrraannssffoorrmm
を呼び出してファイルをPDF形式に変換します。mmyyttrraannssffoorrmmは入力ファイルと出力
ファイルの名前を制御ファイルから読み取ります。
/opt/myprograms/bin/mytransform -c ${getControlFileName()}

印印刷刷フファァイイルルををWWiinnddoowwssシシスステテムムににアアーーカカイイブブすするる
次の例では、外部プログラムがWindows ccooppyyコマンドを使用して、スプールディレクト
リーからのJobNumber.print.pdfファイルのコピーをWindowsシステム上のアーカイブ
ディレクトリーに書き込みます。
copy ${getAbsoluteFileName(print,pdf,read)} d:¥archive¥pdf

3ワークフローに機能を追加する



3

81

• WindowsシステムディレクトリーにRICOH ProcessDirectorがインストールされ、
Windowsアプリケーションサーバーが1次サーバーと接続されている必要があります。

• Windowsディレクトリーは、ディレクトリー名のネイティブWindows形式を使用して
指定します。

• 必要に応じて、Windows Services for UNIX（SFU）コマンドの代わりにネイティブ
Windowsコマンドを使用します。例えば、cpコマンドの代わりにcopyコマンドを使用
してください。すべてのSFUコマンドがWindowsシステムで使用できるわけではありま
せん。

• コマンドによっては、Windowsシステム上のディレクトリーがなくてもよい場合があ
ります。このコマンドにより、Windowsシステム上にディレクトリーが作成されま
す。

• ステップテンプレートがWindowsアプリケーションサーバー上でのみ実行されるよう
に調整されていることを確認します。Linuxではディレクトリー名の形式が異なるた
め、このステップテンプレートに基づくステップをRICOH ProcessDirectorがWindows
以外のシステムで実行しようとすると失敗します。

RICOH ProcessDirectorメソッドの使用

RICOH ProcessDirectorは、ジョブの作成時に、スプールディレクトリーも作成します。
スプールディレクトリーには入力ファイルと、ジョブに関する情報を提供するその他の
ファイルのコピーが入ります。ステップとコマンドは、処理中にスプールディレクトリー
内のさまざまなファイルにアクセスし、これらを使用できます。また、外部プログラム
は、既存のスプールファイルを更新し、新しいファイルをディレクトリーに書き込むこと
ができます。
RICOH ProcessDirectorは、ジョブのスプールディレクトリーでファイルの読み取りや書
き込みを実行するために、以下のメソッドを提供しています。
• ggeettFFiilleeNNaammee
• ggeettAAbbssoolluutteeFFiilleeNNaammee
• ggeettCCuurrrreennttFFiillee
• ggeettCCuurrrreennttAAFFPPFFiillee
• ggeettCCoonnttrroollFFiilleeNNaammee
• ggeettCChhiillddFFiilleeNNaammee
• ggeettCChhiillddFFiilleeSStteemm

スプールディレクトリー名

RICOH ProcessDirectorがジョブ用に作成するデフォルトのスプールディレクトリーは/
aiw/aiw1/spool/default/JobNumber（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1¥spool
¥default¥JobNumber（Windows）です。
例:
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• /aiw/aiw1/spool/default/10000006 (Linux)

• C:¥aiw¥aiw1¥spool¥default¥10000006（Windows）
子ジョブ用に作成されるデフォルトのスプールディレクトリーは/aiw/aiw1/spool/
default/JobNumber.Number (Linux)またはC:¥aiw¥aiw1¥spool¥default
¥JobNumber.Number (Windows)です。例:

• /aiw/aiw1/spool/default/10000006.4 (Linux)

• C:¥aiw¥aiw1¥spool¥default¥10000006.4 (Windows)

RICOH ProcessDirectorメッセージおよびジョブのプロパティーノートブックは、スプール
ディレクトリーをルルーートトフファァイイルルパパススとして参照します。
RICOH ProcessDirectorは、常にデフォルトのスプールディレクトリーの名前にこれらの命
名規則を使用します。承認されたユーザーは、デフォルトの命名規則を変更できません。
追加のスプールディレクトリーを作成できます。追加のスプールディレクトリー名の形式
は、/aiw/aiw1/spool/SpoolName/JobNumber（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1
¥spool¥SpoolName¥JobNumber（Windows）と/aiw/aiw1/spool/SpoolName/
JobNumber.Number (Linux)またはC:¥aiw¥aiw1¥spool¥SpoolName¥JobNumber.
Number (Windows)です。SpoolNameは、許可ユーザーが定義したサブディレクトリー名
です。

スプールファイル名

RICOH ProcessDirectorはジョブを処理するとき、そのジョブ用のスプールファイルを生
成します。RICOH ProcessDirectorスプールファイル名のフォーマットは次のとおりで
す。
構文 1、親ジョブまたはスタンドアロンジョブ:

JobNumber.Usagetype.Datatype

構文 2、子ジョブ:

JobNumber.Usagetype.Datatype.ChildGroupID

ここで、
UUssaaggeettyyppee
ジョブ中のスプールファイルの目的または役割を記述します。使用タイプキーワード
には大/小文字の区別があります。RICOH ProcessDirectorには、ここにリストされてい
るキーワード以外の使用タイプキーワードもありますが、外部プログラムによる読み
取りまたは書き込みの対象となるスプールファイルの使用タイプキーワードは次のと
おりです。

aiwlist
ジョブの入力ファイルとその実行依頼タイプごとに 1つの項目が入っていま
す。ジョブによって異なりますが、RICOH ProcessDirectorは 1つ以上の入力
ファイルを生成しているか、または初期ジョブデータが入っている入力ファイ
ルを伴っている場合があります。aaiiwwlliissttファイルは問題判別に役立ちます。
次の例は、RICOH ProcessDirectorが 1つ以上の入力ファイルを生成するときの
ファイルの内容を示しています。最初の列の情報は実行依頼タイプです。
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LLiinnuuxx::
Data;/aiw/aiw1/System/hf/PDF/Staged/
sample.PRD.AIW_TS.2006-04-27-08.57.31.476
Other;/aiw/aiw1/System/hf/PDF/Staged/
sample.JCL.AIW_TS.2006-04-27-08.57.31.593
List;/aiw/aiw1/System/hf/PDF/Staged/
sample.lst.AIW_TS.2006-04-27-08.57.31.534
AIWList;/aiw/aiw1/System/hf/PDF/Staged/
AIWList.AIW_TS.2006-04-27-08.57.31.794

WWiinnddoowwss::
Data;C:¥aiw¥aiw1¥System¥hf¥PDF¥Staged¥
sample.PRD.AIW_TS.2006-04-27-08.57.31.476
Other;C:\aiw\aiw1\System\hf\PDF\Staged\
sample.JCL.AIW_TS.2006-04-27-08.57.31.593
List;C:\aiw\aiw1\System\hf\PDF\Staged\
sample.lst.AIW_TS.2006-04-27-08.57.31.534
AIWList;C:\aiw\aiw1\System\hf\PDF\Staged\
AIWList.AIW_TS.2006-04-27-08.57.31.794

制御
RICOH ProcessDirectorが生成する特殊な制御ファイルです。これには、ジョブ
の入力ファイルに付随する制御ファイルテンプレートで指定された処理パラ
メーターが含まれます。RICOH ProcessDirectorは、ジョブの［外部制御ファイ
ルテンプレート］プロパティーで指定されたファイルから制御ファイルを生成
します。制御ファイルを作成するとき、RICOH ProcessDirector固有の項目を制
御ファイルテンプレートから解決します。例えば、PDFワークフローは準備
フェーズで RunExternalProgramステップを実行します。RunExternalProgramス
テップは、この［外部コマンド］プロパティーを指定します。
/aiw/aiw1/bin/copy_files.pl ${getControlFileName()} /aiw/
aiw1/samples/${Job.ID}.info.csv
RunExternalProgramステップは、この［外部制御ファイルテンプレート］プロ
パティーを指定します。
/aiw/aiw1/control_files/external_programs/job_info.cfg (Linux)

C:¥aiw¥aiw1¥control_files¥external_programs¥job_info.cfg
(Windows)

［job_info.cfg］制御ファイルテンプレートには、次の情報が入っています。
Job.ID,Job.Name,Job.JobType,Job.SubmitTime,Job.RequestedPrinter,
Job.InputFile.Size,Job.JobSize,Job.TotalPages,Job.TotalSheets

${Job.ID},${Job.Name},${Job.JobType},${Job.SubmitTime},
${Job.RequestedPrinter},${Job.InputFile.Size},${Job.JobSize},
${Job.TotalPages},${Job.TotalSheets}

RICOH ProcessDirectorがこのテンプレートから制御ファイルを作成するとき
に、${Job.ID}、${Job.Name}、${Job.JobType}、${Job.
SubmitTime}、${Job.RequestedPrinter}、${Job.InputFile.
Size}、${Job.JobSize}、${Job.TotalPages}、および ${Job.
TotalSheets}の各シンボルの値を実際の RICOH ProcessDirectorジョブプロ
パティーに解決します。例：

${Job.ID}=10000001
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${Job.Name}=Demo.pdf
${Job.JobType}=PDF
${Job.SubmitTime}=10:02.35
${Job.RequestedPrinter}=Sample
${Job.InputFile.Size}=2608549
${Job.JobSize}=26
${Job.TotalPages}=26
${Job.TotalSheets}=26

• RICOH ProcessDirectorによって作成されるすべてのジョブに、そのスプー
ルディレクトリー内の制御ファイルが関連付けられているわけではありませ
ん。

overrides
ジョブの入力ファイルに付随するジョブ固有のパラメーターのコピーが含まれ
ます。RICOH ProcessDirectorは、制御ファイルとともにこれらのパラメーター
を使用して、ジョブのジョブプロパティーを設定できます。
たとえば、AFPサポート機能がインストールされている場合、RICOH
ProcessDirectorが Download for z/OSまたはAFP Download Plusから受信する
ジョブには、Downloadデーモンが生成するdatasetname.JCLファイルが含ま
れています。これらのファイルには、JCLパラメーターに指定された値を表す
情報があります。次の例は、パラメーターの JCL値が入っている指定変更ファ
イルの内容を示しています。

"-odatat=line -ofileformat=record -occ=yes -occtype=a -ochars=GF10
-opagedef=P1A 06462 -of=F1A10110 -ocop=001 -odatac=block -ojobn=PAYROLL
-ous=ADMIN1 -ono=BLD PDEVL -opr=KÿSMITH -opa=forms=STD,class=C,
destination=CHI3,jobid=JOB 02357,OUTGRP=NEXT"

制御ファイル (RICOH ProcessDirectorが提供する /aiw/aiw1/samples/
rules/（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1¥samples¥rules¥（Windows）の
receive_jcl_jobtype.cfgなど)は指定変更ファイルを処理できます。

• RICOH ProcessDirectorによって作成されるすべてのジョブに、そのスプー
ルディレクトリー内の指定変更ファイルが関連付けられているわけではあり
ません。

印刷する
ジョブのデータが入っている印刷ファイル。このデータは、RICOH
ProcessDirectorが受信した入力ファイルのフォーマットと一致する場合もあれ
ば、異なるフォーマットである場合もあります。フォーマットは、ジョブに対
して実行された処理によって異なります。たとえば、入力ファイルは処理中に
PostScriptに変換される場合があります。

RICOH ProcessDirectorで使用される使用タイプキーワードに加えて、許可ユーザー
は、RICOH ProcessDirectorメソッドを使用してスプールディレクトリー内のファイル
を操作するとき、独自の使用タイプキーワードを指定できます。ただし、外部プログ
ラムによってスプールディレクトリーに書き込まれたファイルが RICOH
ProcessDirectorでさらに処理される場合は、ユーザー定義キーワードを RICOH
ProcessDirectorキーワードの変形にすることはできません。例えば、PPRRIINNTTまたは
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PPrriinnttという使用タイプを使用しないでください。RICOH ProcessDirectorは pprriinntt
のみ認識します。

DDaattaattyyppee
スプールファイルの内容またはデータストリームタイプを記述します。特定のジョブ
のスプールディレクトリーに特定のデータタイプのスプールファイルが入るかどうか
は、ジョブに対して実行された処理によって異なります。データタイプキーワードで
は大/小文字が区別されます。RICOH ProcessDirectorには、次のキーワードが用意され
ています。

afp
AFP (Advanced Function Presentation)フォーマット。スプールファイルにはジョ
ブ印刷データが入っています。

gif
グラフィック交換形式 (GIF)スプールファイルにはイメージデータが入っていま
す。

jdf

ジョブ定義フォーマット (JDF)。スプールファイルには、ジョブチケットからの
ジョブ固有パラメーターが入っています。

jpeg
Joint Photographic Experts Group (JPEG)フォーマット。スプールファイルには
イメージデータが入っています。

json
JavaScript Object Notation (JSON)形式。

linedata
行データフォーマットまたは混合モードフォーマット。スプールファイルには
ジョブ入力データが入っています。

mjm
Portable Document Format (PDF)、Job Definition Format (JDF)、Job Messaging
Format (JMF)形式のデータを使用する Multipurpose Internet Mail Extensions
(MIME)パッケージ。スプールファイルには、ジョブチケットからのジョブ入力
データとジョブ固有パラメーターが入っています。

pcl

Printer control language (PCL)フォーマット。スプールファイルにはジョブ入力
データが入っています。

pdf

Portable Document Format (PDF)。スプールファイルにはジョブ入力データが
入っています。

ps

PostScriptフォーマット。スプールファイルにはジョブ入力データが入っていま
す。

外部ステップ



3

86

テキスト
データストリームはプレーンテキストファイルです。スプールファイルには、
処理パラメーターや外部プログラムによって作成された情報など、非ジョブ
データを入れることができます。

tiff
Tagged Image File Format (TIFF)。スプールファイルにはイメージデータが入っ
ています。

xml
Extended Markup Language (XML)形式。スプールファイルには、詳細に構造化
された XMLが入っています。

zip

1つ以上のファイルのデータ圧縮およびアーカイブフォーマットです。スプール
ファイルには、zipファイル内のファイルの形式に応じて、ジョブ入力データ、
イメージデータ、または非ジョブデータを入れることができます。

不明
データストリームのフォーマットは不明です。これは、ジョブのオリジナル入
力ファイルのコピーであるスプールファイルに、RICOH ProcessDirectorが最初
から設定しているデータタイプキーワードです。詳しくは、［［入力データス
トリーム］］ジョブプロパティーの説明を参照してください。データタイプ
キーワードが uunnkknnoowwnnであるファイルは、RICOH ProcessDirectorによって
ジョブが作成された後、少しの間だけスプールディレクトリーに残っている場
合があります。

RICOH ProcessDirectorで使用されるデータタイプキーワードに加えて、許可ユーザー
は、RICOH ProcessDirectorメソッドを使用して、外部プログラムでスプールディレク
トリーにファイルを書き込むとき、独自のデータタイプキーワードを指定できます。
ただし、外部プログラムによってスプールディレクトリーに書き込まれたファイルが
RICOH ProcessDirectorでさらに処理される場合は、データタイプのユーザー定義キー
ワードを RICOH ProcessDirectorキーワードの変形にすることはできません。例えば、
PPDDFFまたは PPddffというデータタイプは使用しないでください。RICOH ProcessDirector
は ppddffのみ認識します。

CChhiillddGGrroouuppIIDD
外部プログラムによって作成された子ジョブに関連するすべてのファイルを識別して
グループ化するために、RICOH ProcessDirectorが使用する固有の数値。子グループ ID
キーワードは、データタイプキーワードに追加されます。親ジョブまたは単一のジョ
ブには、子グループ IDキーワードはありません。

getFileNameおよびgetAbsoluteFileNameの構文

ggeettFFiilleeNNaammeeおよび ggeettAAbbssoolluutteeFFiilleeNNaammeeメソッドを使用して、スプールディレ
クトリーにある特定のファイルの名前を返すことができます。RICOH ProcessDirectorは
ジョブごとに固有のジョブ番号を割り当て、ファイル名にそのジョブ番号を使用するた
め、役に立ちます。2つのメソッドの主な違いは、明確に要求したファイルが存在しない
場合に ggeettAAbbssoolluutteeFFiilleeNNaammeeは失敗すること、ggeettFFiilleeNNaammeeは代替スプールファ
イルの名前を返すことができることです。
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RICOH ProcessDirectorggeettFFiilleeNNaammeeメソッドまたはggeettAAbbssoolluutteeFFiilleeNNaammeeメソッ
ドを使用するには、シンボル表記を使用して、RICOH ProcessDirectorシンボル式としてこ
れらのメソッドを参照してください。次のいずれかの構文を使用します。
構文 1、単一検索:

${getFileName(UsageKeyword, DatatypeKeyword, FileaccessKeyword)}

${getAbsoluteFileName(UsageKeyword, DatatypeKeyword, FileaccessKeyword)}

構文 2、反復検索:

${getFileName(UsageKeyword, (DatatypeKeyword1, DatatypeKeyword2...),
FileaccessKeyword)}

${getAbsoluteFileName(UsageKeyword, (DatatypeKeyword1,
DatatypeKeyword2...), FileaccessKeyword)}

ここで、
UsageKeyword
スプールファイルの使用タイプを識別する、大/小文字の区別があるキーワード。許可
ユーザーが指定できる値は、スプールファイル名の使用タイプ部分に指定できる値と
同じです。たとえば、aaiiwwlliisstt、ccoonnttrrooll、oovveerrrriiddeess、pprriinnttなどのRICOH
ProcessDirector提供のキーワードを指定できます。また、独自のユーザー定義キー
ワードを指定することもできます。

DatatypeKeywordまたは (DatatypeKeyword1, DatatypeKeyword2...)
スプールファイルのデータタイプを指定する、大/小文字の区別があるキーワード。許
可ユーザーが指定できる値は、スプールファイルのデータタイプ部分に指定できる値
と同じです。たとえば、 RICOH ProcessDirector提供のキーワード（jjddff、ppddff、また
はggiiff）を指定できます。また、独自のユーザー定義キーワードを指定することもで
きます。
最初のタイプのスプールファイルが見つからなくても、 RICOH ProcessDirectorに別の
スプールファイルの検索を続行させたい場合は、複数のデータタイプキーワードを指
定できます。キーワードは、コンマで区切り、括弧で囲んでください。例:

${getFileName(UsageKeyword, (print, pdf), FileaccessKeyword)}
この例では、まず ggeettFFiilleeNNaammeeメソッドは、データタイプ pprriinnttのスプールファ
イルを探します。一致するファイル名が見つからない場合、データタイプ ppddffのス
プールファイルを探します。一致するスプールファイル名が見つからない場合は、
データタイプが［［不不明明］］のスプールファイルを探します。このスプールファイルが存
在しない場合、 RICOH ProcessDirectorはエラーメッセージを出します。

処理において、ファイルの名前をRICOH ProcessDirectorが解決しようと試みる時点
で、メソッドがファイルを検索するかどうかが決定されます。ワークフローで
SSeettJJoobbPPrrooppssFFrroommTTeexxttFFiilleeステップが組み込まれている場合、ggeettFFiilleeNNaammee
メソッドの代わりに ggeettAAbbssoolluutteeFFiilleeNNaammeeメソッドを使用してください。
SSeettJJoobbPPrrooppssFFrroommTTeexxttFFiilleeステップは、入力装置がジョブを作成した後、すぐに
ggeettFFiilleeNNaammeeメソッドが提示するファイル名を解決しようと試みます。処理におい
て、この時点ですべてのスプールファイルを使用できるわけではありません。RICOH
ProcessDirectorは、ジョブを作成した後、すぐにggeettAAbbssoolluutteeFFiilleeNNaammeeメソッド
が提示するファイル名を解決しようとしません。
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また、複数のデータタイプ値を ggeettAAbbssoolluutteeFFiilleeNNaammeeメソッドで指定することも
できます。例:

${getAbsoluteFileName(UsageKeyword, (pdf, postscript, text),
FileaccessKeyword)}

ggeettAAbbssoolluutteeFFiilleeNNaammeeメソッドは ggeettFFiilleeNNaammeeメソッドと同じ方法でスプー
ルファイルを探しますが、1つだけ例外があります。指定されているどのデータタイプ
のスプールファイルも存在しない場合、デフォルトでは、ggeettAAbbssoolluutteeFFiilleeNNaammee
メソッドはデータタイプ uunnkknnoowwnnのスプールファイルを探しません。

FileaccessKeyword
読読みみ込込みみまたは書書きき込込みみのいずれかのファイルアクセス権のキーワードにより、外部
プログラムがファイルをスプールディレクトリーから読み込むかどうか、またはファ
イルをスプールディレクトリーに書き込むかどうかを指定します。RICOH
ProcessDirectorは、外部プログラムがファイルを読み込みまたは書き込みするかどう
かに応じて、スプールディレクトリーのサブディレクトリーにファイルを作成しま
す。

checkpointsサブディレクトリー
外部プログラムが書き込み操作によってファイルを変更した場合、RICOH
ProcessDirectorはファイルのオリジナルバージョンをこのサブディレクトリー
に移動します。その後で許可ユーザーから再処理アクションが要求された場
合、RICOH ProcessDirectorはcheckpointsサブディレクトリーからオリジナル
のスプールファイルを復元できます。これで、外部プログラムは、最初にファ
イルを処理したときと同じ入力を書き込み操作で使用できます。

tmpサブディレクトリー
外部プログラムが新しいファイルを作成した場合、RICOH ProcessDirectorは外
部プログラムを呼び出した外部ステップが終了するまで、そのファイルをこの
サブディレクトリーに保管します。ステップが完了すると、RICOH
ProcessDirectorは、その新しいファイルをスプールディレクトリーに移動しま
す。

子ジョブを作成する外部プログラムは、それらをジョブのスプールディレクトリーの
childrenサブディレクトリーに書き込む必要があります。外部プログラムが作成する
子ジョブのファイル名は、次の形式である必要があります。

JobNumber.Usagetype.Datatype,ChildGroupID,Job.JobType=JobType
ChildGroupIDは、単一の子ジョブに関連付けられているすべてのファイルで同じで
ある必要があります。外部プログラムが複数の子ジョブを生成する場合は、新しい子
ジョブに関連付けられたファイルセットごとに ChildGroupIDを増やす必要がありま
す。
外部プログラムはファイル名に ,,JJoobb..JJoobbTTyyppee==を追加します。これは、ワークフ
ロープロパティーのデータベース名です。JJoobbTTyyppee値は、子ジョブが必要とするワーク
フローの名前です。このワークフローは、存在していて使用可能になっていなければ
なりません。

getFileNameおよび getAbsoluteFileNameの読み取りの例
これらの例はすべて、スプールディレクトリーを使用しています。
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• /aiw/aiw1/spool/default/10000006 (Linux)

• C:¥aiw¥aiw1¥spool¥default¥10000006（Windows）
スプールディレクトリーには、次のスプールファイルが含まれます。
10000006.banner_attributes.text
10000006.control.text
10000006.overrides.text
10000006.print.pdf
10000006.print.unknown
10000006.resources.pdf
10000006.resources.log
10000006.resources.outlines

これらの例は、［［入力データストリーム］］ジョブプロパティーの値が、どのような方
法でも (例えば、ワークフローのジョブデフォルトまたは検出ステップによって)設定され
なかったことが前提となっています。そのため、データタイプ uunnkknnoowwnnのスプールファ
イルがスプールディレクトリーに存在しています。
• 外部プログラムがファイルに対して読み取り操作を実行できるよう、ジョブの制御
ファイルのパスと名前/aiw/aiw1/spool/default/10000006/10000006.
control.text（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1¥spool¥default¥10000006
¥10000006.control.text (Windows)を返すには、次のようにします。

${getFileName(control, text, read)}

${getAbsoluteFileName(control, text, read)}
• 外部プログラムがファイルに対して読み取り操作を実行できるよう、ジョブの入力
ファイルのパスと名前/aiw/aiw1/spool/10000006/10000006.print.unknown
（Linux）または C:¥aiw¥aiw1¥spool¥10000006¥10000006.print.unknown
(Windows)を返すには、次のようにします。

${getFileName(print, unknown, read)}

${getAbsoluteFileName(print, unknown, read)}

この例では、スプールディレクトリーを使用します。
• /aiw/aiw1/spool/default/10000009 (Linux)

• C:¥aiw¥aiw1¥spool¥default¥10000009（Windows）
スプールディレクトリーには、次のスプールファイルが含まれます。
10000009.banner_attributes.text
10000009.control.text
10000009.overrides.text
10000009.print.ps
10000009.resources.pdf
10000009.resources.log
10000009.resources.outlines

この例では、入力データストリームのタイプが検出され、10000009.print.psはオリ
ジナルの入力ファイルのコピーです。サポートされているいずれかの PostScript形式の入
力ファイルを検索するには、次のようにします。
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${getFileName(print, (pdf, ps), read)}

${getAbsoluteFileName(print, (pdf, ps), read)}

どちらのメソッドも、まず名前 10000009.print.pdfのスプールファイルを探します。
ただし、このファイルは存在しないため、メソッドは引き続き名前 10000009.print.
psのスプールファイルを探します。
getFileNameおよび getAbsoluteFileNameの書き込みの例
これらの例はすべて、スプールディレクトリーを使用しています。
• /aiw/aiw1/spool/default/10000006 (Linux)

• C:¥aiw¥aiw1¥spool¥default¥10000006（Windows）
• 新しい統計レコードファイルをスプールディレクトリーに書き込む、外部プログラム
による書き込み操作をセットアップするには、次のようにします。

${getFileName(statistics, record, write)}

${getAbsoluteFileName(statistics, record, write)}
RICOH ProcessDirectorには、パスおよびファイル名/aiw/aiw1/spool/default/
10000006/10000006.statistics.record（Linux）およびC:¥aiw¥aiw1¥spool
¥default¥10000006¥10000006.statistics.record（Windows）の外部プログ
ラムが用意されています。

• スプールディレクトリー内の AFP印刷ファイルを更新する、外部プログラムによる書
き込み操作をセットアップするには、次のようにします。

${getFileName(print, pdf, write)}

${getAbsoluteFileName(print, pdf, write)}
RICOH ProcessDirectorは、ジョブのスプールディレクトリーの checkpointサブ
ディレクトリーに、10000006.print.pdfという名前のファイル (存在する場合)を
チェックポイント指定します。
また、RICOH ProcessDirectorには、パスおよびファイル名/aiw/aiw1/spool/
default/10000006/tmp/10000006.print.pdf (Linux)およびC:¥aiw¥aiw1
¥spool¥default¥10000006¥tmp¥10000006.print.pdf (Windows)の外部プログ
ラムが用意されています。
– プログラムが失敗した場合、外部プログラムがRICOH ProcessDirectorがtmpサブ
ディレクトリーに移動したファイルに書き込んだため、ジョブのスプールディレク
トリーは変更されません。RICOH ProcessDirectorは、外部プログラムを呼び出す外
部ステップが正常に完了した場合にのみ、ファイルをスプールディレクトリーに移
動します。

– プログラムが成功した場合、RICOH ProcessDirectorは、ファイルをtmpサブディレ
クトリーからスプールディレクトリーに移動します。その名前のファイルがスプー
ルディレクトリー内にすでに存在する場合、RICOH ProcessDirectorはそのファイル
をチェックポイントサブディレクトリーに移動してから、新たに作成したファイル
をtmpからジョブのスプールディレクトリーに移動します。
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getCurrentFileの構文

［getCurrentAFPFile］メソッドは、印刷ファイルの名前を返します。このファイルはジョ
ブのスプールディレクトリーにあります。元の印刷ファイルから選択されたページ範囲が
含まれているファイルが存在する場合は、そのファイルの名前を返します。それ以外の場
合は、元の印刷ファイルの名前を返します。再印刷ではしばしばあることなので、ジョブ
全体でもジョブのサブセットでと同様に同じコマンドが動作できるようにすると、便利で
す。
許可ユーザーは常に、このメソッドを次のフォーマットで指指定定ででききまますす。
${getCurrentFile(datatype)}

ここで、
ddaattaattyyppee
印刷ファイルのデータストリームです。AFPを指定できます。その場合、このメソッ
ドは［getCurrentAFPFile］メソッドと同じになります。このパラメーターには、
${Job.InputDataStream}のようなシンボル表記も使用できます。

getCurrentFileの例
UNIXベースのシステムで llpprrを使用してパススループリンターにジョブを実行依頼する
には、次のように、［［プリンターコマンド］］プロパティーの値としてこのコマンドを
使用できます。
lpr -Pmyprinter ${getCurrentFile(${Job.InputDataStream})}

最初にジョブがプリンターに送信されると、ジョブ全体が印刷されます。再度、サブセッ
トのページを印刷するためにそのジョブが処理されると、サブセットだけが印刷されま
す。

getCurrentAFPFileの構文

［getCurrentAFPFile］メソッドは、AFP印刷ファイルの名前を返します。このファイルは
ジョブのスプールディレクトリーにあります。元の印刷ファイルから選択されたページ範
囲が含まれているファイルが存在する場合は、そのファイルの名前を返します。それ以外
の場合は、元の印刷ファイルの名前を返します。これは、元のジョブのサブセットが含ま
れている可能性のある、再印刷ジョブの処理を行うときに便利です。
このメソッドはパラメーターを使用しません。許可ユーザーは常に、このメソッドを次の
フォーマットで指定する必要があります。
${getCurrentAFPFile()}
getCurrentAFPFileの例
あるワークフローに、印刷フェーズの外部ステップが含まれています。このステップは、
PrintJobsステップの前です。指定されるプロパティーと値は次のとおりです。
外部コマンド [Prepare][RunExternalProgram]
値：iittmm__ddrriivveerr --CC $${{ggeettCCoonnttrroollFFiilleeNNaammee(())}} --FF""--iittmm__iinn__ffiilleess
$${{ggeettCCuurrrreennttAAFFPPFFiillee(())}} --iittmm__oouutt__ffiilleess $${{ggeettFFiilleeNNaammee((pprriinntt,,
ppddff,,wwrriittee))}}""
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このタイプのジョブを初めて印刷するときは、RICOH ProcessDirectorは印刷ファイルを
tmpサブディレクトリーに 10000004.print.afpとしてコピーします。外部コマンドに
よって、AFPファイルは印刷用PDFに変換されます。
ジョブを再印刷すると、オペレーターは元の印刷ファイルからページ範囲を選択します。
RICOH ProcessDirectorは、選択したページのみを10000004.print_range.afpとして
tmpサブディレクトリーにコピーします。外部コマンドによって 10000004.print_
range.afpが PDFフォーマットに変換されます。

getControlFileNameの構文

ggeettCCoonnttrroollFFiilleeNNaammeeメソッドは、ジョブの解決済み制御ファイルの名前を返しま
す。
このメソッドはパラメーターを使用しません。このメソッドを次のフォーマットで指定し
てください。
${getControlFileName()}
getControlFileNameの例
この例では、次のスプールディレクトリーを使用します。
• /aiw/aiw1/spool/default/10000003 (Linux)

• C:¥aiw¥aiw1¥spool¥default¥10000003 (Windows)

ggeettCCoonnttrroollFFiilleeNNaammeeメソッドを使用したときにRICOH ProcessDirectorがファイルを
作成し、値を生成する方法について説明します。
ワークフローには、これらのプロパティーと値を指定する外部ステップが準備フェーズに
あります。
外部制御ファイルテンプレート [Prepare][ConvertLineDataIntoAFP]
値:

• /aiw/aiw1/control_files/external_programs/job_info.cfg (Linux)

• C:¥aiw¥aiw1¥control_files¥external_programs¥job_info.cfg
(Windows)

外部コマンド [Prepare][RunExternalProgram]
値:

• cp ${getControlFileName()} /aiw/aiw1/samples/${Job.ID}.info.csv
(Linux)

• copy ${getControlFileName()} C:¥aiw¥aiw1¥samples¥${Job.ID}.
info.csv (Windows)

RICOH ProcessDirectorは、外部ステップを実行する直前に、外部制御ファイルテンプレー
トをスプールディレクトリーのtmpサブディレクトリーにコピーし、制御ファイルテンプ
レートに含まれるすべてのシンボルを解決します。これは、RICOH ProcessDirectorが結果
である制御ファイルを作成するために使用する手順です。たとえば、次のファイルを生成
します。たとえば、Linuxでこのファイルを生成します。
/aiw/aiw1/spool/default/10000003/tmp/job_info.control.text
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Windowsの場合は次のファイルが生成されます。
C:¥aiw¥aiw1¥spool¥default¥10000003¥tmp¥job_info.control.text

RICOH ProcessDirectorがワークフローを使用して初期プロパティー値を設定するジョブを
作成する際に、ggeettCCoonnttrroollFFiilleeNNaammeeメソッドによって返された値を使用して外部コ
マンドを次のように解決します。コマンドは以下の通りです。
cp /aiw/aiw1/spool/default/10000003/tmp/job_info.control.text /aiw/
aiw1/samples/10000003.info.csv

または、Windowsの場合は次のように解決します。
copy C:¥aiw¥aiw1¥spool¥default¥10000003¥tmp¥job_info.control.text C:
¥aiw¥aiw1¥samples¥10000003.info.csv

getChildFileNameの構文

外部プログラムが子ジョブと関連ファイルを1つだけ作成する場合、
ggeettCChhiillddFFiilleeNNaammeeメソッドを使用できます。このメソッドは子ジョブのファイル名を
返します。外部プログラムが子ジョブのデータの書き込みを開始する時、
ggeettCChhiillddFFiilleeNNaammeeメソッドが返す名前でデータをファイルに書き込みます。
RICOH ProcessDirectorggeettCChhiillddFFiilleeSStteemmメソッドを使用するには、シンボル表記を
使用して、RICOH ProcessDirectorシンボル式としてこのメソッドを参照します。次の構文
を使用します。
${getChildFileName(UsageKeyword, DatatypeKeyword, ChildGroupID)}

ここで、
UsageKeyword
スプールファイルの使用タイプを識別する、大/小文字の区別があるキーワード。
getChildFileNameメソッドでの UUssaaggeeKKeeyywwoorrddの使用法は、このトピックでス
プールファイル、ggeettFFiilleeNNaammeeメソッド、および ggeettAAbbssoolluutteeFFiilleeNNaammeeメソッ
ドについて前述した使用法と同じです。

DatatypeKeyword
スプールファイルのデータタイプを識別する、大/小文字の区別があるキーワード。
getChildFileNameメソッドでの DDaattaattyyppeeKKeeyywwoorrddの使用法は、このトピックで
スプールファイル、ggeettFFiilleeNNaammeeメソッド、および ggeettAAbbssoolluutteeFFiilleeNNaammeeメ
ソッドについて前述した使用法と同じです。

ChildGroupID
RICOH ProcessDirectorが同じ子ジョブに属するファイルを特定するために使用する固
有の数値通常、外部プログラムが単一の子ジョブを生成するには、値は11に設定されま
す。

getChildFileStemの構文

外部プログラムが複数の子ジョブを作成する場合、または外部プログラムが生成する子
ジョブの数が分からない場合は、ggeettCChhiillddFFiilleeSStteemmメソッドを使用できます。この
メソッドは、外部プログラムが、必要な数の子ジョブファイル名を生成するために使用で
きる、ルート子ジョブファイル名を生成します。
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RICOH ProcessDirector ggeettCChhiillddFFiilleeSStteemmメソッドを使用するには、シンボル表記を
使用して、RICOH ProcessDirectorシンボル式としてこのメソッドを参照します。次の構
文を使用します。
${getChildFileStem(UsageKeyword, DatatypeKeyword)}

ここで、
UsageKeyword
スプールファイルの使用タイプを識別する、大/小文字の区別があるキーワード。
getChildFileStemメソッドでの UUssaaggeeKKeeyywwoorrddの使用法は、このトピックでス
プールファイル、ggeettFFiilleeNNaammeeメソッド、および ggeettAAbbssoolluutteeFFiilleeNNaammeeメ
ソッドについて前述した使用法と同じです。

DatatypeKeyword
スプールファイルのデータタイプを識別する、大/小文字の区別があるキーワード。
getChildFileStemメソッドでの DDaattaattyyppeeKKeeyywwoorrddの使用法は、このトピックで
スプールファイル、ggeettFFiilleeNNaammeeメソッド、および ggeettAAbbssoolluutteeFFiilleeNNaammeeメ
ソッドについて前述した使用法と同じです。

外部ステップ用にステップテンプレートを設定する
外部プログラムを呼び出すコマンドを含むステップテンプレートを作成できます。次に、
外部プログラムがインストールされているLinuxまたはWindowsシステムで実行されるよう
に、ステップテンプレートを調整します。

コマンド行または制御ファイルを使用する外部ステップ用にステップテンプ
レートをセットアップする

このプロセスは、RICOH ProcessDirectorと外部プログラムの間で、コマンド行または制御
ファイルを使用してパラメーターをやり取りする外部ステップのステップテンプレートを
セットアップする場合に使用します。

• ジョブごとに外部プログラムの要件が異なる場合、ステップテンプレートを設定する
必要はありません。［RunExternalProgram］ステップ・テンプレートを使用してス
テップをワークフローに追加し、そのステップの［「外部コマンド」］、［「有効な
戻りコード」］、および［「外部プログラム言語」］プロパティーを更新しますが、
これについては後で説明します。

ステップテンプレートを外部ステップ用にセットアップするには、次の手順に従います。
1. ［ワークフロー］タブをクリックします。
2. 左ペインで、［ステップテンプレート］をクリックします。
3. RRuunnEExxtteerrnnaallPPrrooggrraammステップテンプレート横のチェックボックスを選択しま
す。

4. ［コピー］をクリックします。
5. 新しいステップテンプレートの名前と説明を指定します。
6. ［外部］タブをクリックします。

3ワークフローに機能を追加する
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7. ［外部コマンド］プロパティーを更新します。
この値は、外部プログラムを実行するためにRICOH ProcessDirectorが発行する、実
際のコマンドとコマンド行パラメーターです。コマンド文字列にはRICOH
ProcessDirectorシンボル表記を使用できます。

8. 外部プログラムで使用するための制御ファイルテンプレートを作成した場合は、
［外部制御ファイルテンプレート］プロパティーを更新します。制御ファイルテン
プレートのディレクトリー位置と名前の値を設定してください。外部プログラムが
そのパラメーターをコマンド行引数でのみ受け取る場合は、このプロパティーの値
をすべて削除してください。

9. ［有効な戻りコード］プロパティーを更新します。
有効な戻りコードは、ユーザー処置を必要としない外部プログラムからの戻りコー
ドを意味します。複数の戻りコード番号をコンマで区切ります。外部プログラムが
この値に含まれていない値を戻す場合、RICOH ProcessDirectorはジョブをエラー状
態にします。また、メッセージをジョブのログに書き込み、外部プログラムが報告
した問題について警告します。
たとえば、［有効な戻りコード］プロパティーの値が00,,44の場合、外部プログラム
が戻りコード1166で終了すると、RICOH ProcessDirectorから次のようなメッセージが
表示されます。
AIWI6073E External step cp /aiw/aiw1/spool/default/10000016/
10000016.print.unknown /archive/directoryが戻りコード 16で終了しま
したが、このコードはエラーとして定義されています。

10. インストール済み環境に特定の言語要件がある場合は、外部プログラムに対して、
サポートしている言語でメッセージを返すように指示することもできます。［外部
プログラム言語］プロパティーのドロップダウンリストには、RICOH
ProcessDirectorがサポートしている言語がリストされます。

11. ［OK］をクリックします。
12. 新しいステップテンプレートを選択し、［使用可能］をクリックします。

ホットフォルダーを使用する外部ステップ用にステップテンプレートをセッ
トアップする

ホットフォルダーを使用して、入出力をRICOH ProcessDirectorと外部プログラムの間で受
け渡す外部ステップ用のステップテンプレートをセットアップする場合に、このプロセス
を使用します。
ステップテンプレートを外部ステップ用にセットアップするには、次の手順に従います。
1. ［ワークフロー］タブをクリックします。
2. 左のペインで、［ステップテンプレート］をクリックします。
3. ［RunHotFolderApplication］ステップテンプレートを右クリックして、［コピー］を
選択します。

4. 新しいステップテンプレートの名前と説明を指定します。
5. ［ホットフォルダー］をクリックします。

外部ステップ用にステップテンプレートを設定する



3

96

6. ［［送信フォルダー］］プロパティーを更新します。
このプロパティーの値は、外部プログラム用の入力ホットフォルダーの名前です。
RICOH ProcessDirectorは、外部プログラムに実行依頼するために、ジョブをこの
フォルダーに入れます。

• 値は存在するフォルダーの名前でなければなりません。RICOH ProcessDirector
は、フォルダーを作成しません。

• このフォルダーは、RICOH ProcessDirectorと外部プログラムの両方からアクセス
できる必要があります。次の場所に置くことができます。
– RICOH ProcessDirectorファイル共用システム、/aiw/aiw1/ (Linux)または

C:¥aiw¥aiw1¥ (Windows)内の、1次サーバーがインストールされているコン
ピューター上。

– ファイル共用ソフトウェア（Sambaなど）を使用して共用されるファイルシ
ステム内。

• フォルダーがWindowsシステム上にある場合でも、パスはLinuxの形式で指定しま
す。例えば、フォルダーがC:Sendingにある場合、/Sendingと入力します。

• この値がヌルの場合、ファイルはコピーされず、ステップは待機します。
7. ［［送信するファイル］］プロパティーを更新します。
このプロパティーの値は、RICOH ProcessDirectorが外部プログラムに送信するファ
イルの名前に解決するシンボル式です。

• デフォルト値はgetAbsoluteFileName(print, pdf, read)です。これは、
スプールディレクトリーにあるAFP印刷ファイルの名前を返します。PDF印刷
ファイルがスプールディレクトリーにない場合は、外部プログラムの実行時にエ
ラーが発生します。

8. ［［検索フォルダー］］プロパティーを更新します。
このプロパティーの値は、外部プログラム用の出力ホットフォルダーの名前です。
外部プログラムがジョブを処理した後で、RICOH ProcessDirectorは、このフォル
ダーからジョブを取得します。

3ワークフローに機能を追加する



3

97

• 値はすでに存在するフォルダーの名前でなければなりません。RICOH
ProcessDirectorは、フォルダーを作成しません。

• このフォルダーは、RICOH ProcessDirectorと外部プログラムの両方からアクセス
できる必要があります。次の場所に置くことができます。
– RICOH ProcessDirectorファイル共用システム、/aiw/aiw1/ (Linux)または

C:¥aiw¥aiw1¥ (Windows)内の、1次サーバーがインストールされているコン
ピューター上。

– ファイル共用ソフトウェア（Sambaなど）を使用して共用されるファイルシ
ステム内。

• フォルダーがWindowsシステム上にある場合でも、パスはLinuxの形式で指定しま
す。例えば、フォルダーがC:Retrievalにある場合、/Retrievalと入力しま
す。

• ［検索フォルダーのクリーンアップ］プロパティーを［いいえ］に設定すると、
ステップが取得するファイルは、ジョブがステップに到達したときに検索フォル
ダーに入れることができます。このステップでは、ファイルを取得してから、
［送信するファイル］プロパティーで指定されたファイルを送信フォルダーに入
れます。このステップでは、ジョブと取得したファイルを、ワークフローの次の
ステップに送信します。このステップでは、新しいファイルが検索フォルダーに
入るまでは待機しません。

9. ［［検索パターン］］プロパティーを更新します。
このプロパティーの値は、RICOH ProcessDirectorが外部プログラムの出力ホット
フォルダーから取得する出力ファイルを特定するために使用するパターンマッチン
グ文字列です。
例えば、値${Job.ID}.*は、ファイル名がジョブIDと同じであるファイルに、ファ
イル拡張子が付いたすべてのファイルと一致します。

10. ［［検索済みファイル］］プロパティーを更新します。
このプロパティーの値は、RICOH ProcessDirectorが検索済みファイルの名前変更に
使用する名前に解決するシンボル式です。

11. ［検索フォルダーのクリーンアップ］プロパティーを更新します。
ジョブがこのステップに入ると、この値は、ファイル名が［検索パターン］と一致
する検索フォルダー内のファイルを削除するかどうかをRICOH ProcessDirectorに指
示します。

12. ［［アプリケーションログファイル］］プロパティーを更新します。
このプロパティーの値は、外部プログラムがログファイルを書き込むフォルダーで
す。この値は空白にすることができます。

13. ［［ポーリング間隔］］プロパティーを更新します。
このプロパティーの値は、RICOH ProcessDirectorが出力ホットフォルダーを調べて
完了したジョブを検査する間隔（秒単位）です。

14. ［［ファイルサイズ検査カウント］］プロパティーを更新します。

外部ステップ用にステップテンプレートを設定する
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このプロパティーの値は、RICOH ProcessDirectorが出力ホットフォルダーをポーリ
ングし、ファイルのサイズが変更されていないことを検出する回数です。 RICOH
ProcessDirectorはファイルが完成したと判断します。

15. ［［タイムアウト間隔］］プロパティーを更新します。
このプロパティーの値は、外部プログラムの出力ホットフォルダーからジョブを取
得するための時間制限（分単位）です。ジョブが受信されていないか、時間制限に
達したときに完了していない場合、ジョブはエラーになります。

• タイムアウト間隔は、ポーリング間隔とファイル検査カウントを掛けたものより
も長くします。

• タイムアウト間隔が0の場合、RICOH ProcessDirectorは永久に待機します。
16. ［OK］をクリックします。
17. ［調整］タブで設定を更新し、外部プログラムがインストールされているコン

ピューターでステップを実行します。
手順については、P. 98「ステップテンプレートを調整する」を参照してください。

18. 新しいステップテンプレートを選択し、［使用可能］をクリックします。

ステップテンプレートを調整する

ステップテンプレートを調整すると、ステップの処理に必要となるシステムリソースの量
を指定できます。またそのステップテンプレートから作成されたステップを実行可能なコ
ンピューターを指定することもできます。
RICOH ProcessDirectorから他のコンピューター上のアプリケーションにアクセスするため
のステップテンプレートは、それらのアプリケーションがインストールされているサー
バー上で実行されるように調整する必要があります。
［RunExternalProgram］および［RunHotFolderApplication］ステップテンプレート（およ
びそれらのコピー）は、1次サーバー、アプリケーションサーバー、または2次サーバーで
実行されるように調整できます。
RICOH ProcessDirector 1次コンピューターがLinuxシステムの場合、一部の機能でインス
トールされたステップテンプレートは、アプリケーションサーバー上で実行されるように
調整する必要があります。次のステップテンプレート（およびそれらのコピー）は、アプ
リケーションサーバー上で実行されるように調整する必要があります。
• RunPitStopOnJob

文書処理機能を含む機能によってインストールされたステップテンプレートは、1次サー
バーでのみ実行できます。環境にRICOH ProcessDirectorアプリケーションサーバーまたは
2次サーバーがある場合は、1次サーバーでのみ実行されるように、これらのステップテン
プレートを調節してください。
• CreateInserterReprints

• CreateJobsFromDocuments

• CreateReprints

3ワークフローに機能を追加する
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• GroupDocuments

• InsertJobs

• ReadBarcodeData

• ReadDocumentsFromDatabase

• ReadDocumentsFromParent

• SendInserterControlFile

• SetDocPropsFromConditions

• SetInsertProperties

• SetJobPropsFromOriginal

• UpdateDocumentsInDatabase

• WaitForDocumentCompletion

• WriteDocumentsToDatabase

• WriteInserterControlFile

• WritePropsToReportsDatabase

ステップテンプレートを調整するには、次の手順に従います。
1. ［ワークフロー］タブをクリックします。
2. 左ペインで、［ステップテンプレート］をクリックします。
3. 調整するステップテンプレートの名前をクリックします。
4. ［調整］タブをクリックします。
5. ［同時ステップ制限］セクションで、ステップテンプレートから作成された同時実
行可能なステップ数の制限を設定する場所を指定します。

6. ［OK］をクリックします。

外部ステップ用にワークフローをセットアップする
外部プログラムを呼び出すためのステップテンプレートを作成し、その外部プログラムが
インストールされているサーバーで実行するようにステップテンプレートを調整した後
で、そのステップテンプレートに基づいたステップをワークフローに追加します。次に
ワークフローを入力装置に割り当てるか、または別のメソッドを使用してワークフローを
特定のジョブに割り当てます。
ワークフローを外部ステップ用にセットアップするには、次の手順に従います。
1. ［ワークフロー］タブをクリックします。
2. 既存のワークフローのコピーを使用できるか、または新しいワークフローが必要か
を判別します。次のいずれかを行ってください。
• いずれかのワークフローを右クリックして、［コピー］を選択します。ワークフ
ローのコピーに名前を付け、必要なその他の値を入力または編集して、［続行］
をクリックします。

• ［追加］をクリックし、新しいワークフローの名前と説明を指定します。
3. 外部ステップを追加するには、次の手順に従います。

外部ステップ用にワークフローをセットアップする
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1. ワークフローエディターで、ウィンドウの右上隅にある［ステップテンプレー
ト］をクリックします。

2. 外部ステップをクリックして、ワークフローエディターにドラッグします。必要
な場所にそのステップを配置します。

3. オオププシショョンン：：ステップの名前を変更する場合は、ステップを右クリックしま
す。［プロパティー］を選択し、［一般］をクリックします。［ステップ名］プ
ロパティーに、新しいステップの名前を入力し、［OK］をクリックします。

4. 必要に応じて処理動作のプロパティーを編集します。
5. ステップを他のステップに接続します。
外部ステップは条件付きの処理を使用して、ジョブを複数のステップから受け取
り、複数のステップに送ることができます。条件を伴う規則をコネクターに設定
し、［AssignJobValues］ステップテンプレートに基づいたステップを追加すること
でワークフローのさまざまな分岐に対してジョブプロパティーを設定できます。

6. 必要に応じて、ワークフローの他のステップを追加または更新します。ワークフ
ローには、外部プログラムを呼び出す複数のステップを入れることができます。

7. ワークフローを保存し、使用可能にします。
8. 外部プログラムをテストします。

3ワークフローに機能を追加する
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4. Webサービスを使用する
•RICOH ProcessDirector Rest APIドキュメントを使用する
•Webサービスを使用してジョブの実行依頼を準備する

アプリケーションがRICOH ProcessDirectorシステムに関する情報を表示するためのイン
ターフェースが異なる場合や追加処理のためにRICOH ProcessDirectorから情報を抽出する
必要がある場合は、Webサービスを使用してさまざまな種類の情報を要求し、システムオ
ブジェクトを管理できます。

Webサービス要求を受信するためにRICOH ProcessDirectorを準備する
Webサービス要求を実行依頼する前に、使用するWebサービスのRICOH ProcessDirector
ユーザーとパスワードを作成する必要があります。Webサービスで指定される操作を行う
ために、RICOH ProcessDirectorでのユーザーIDの権限レベルが適切であることを確認して
ください。この章の例に対しては、オオペペレレーータターー権限で十分です。認証のためにライト
ウェイトディレクトリーアクセスプロトコル（LDAP）を使用している場合は、Webサー
ビスで使用するためにLDAP内にユーザーを作成します。LDAPユーザーは、RICOH
ProcessDirectorで適切な権限レベルが与えられているグループに属している必要がありま
す。
すべてのユーザーは最初にログインしたときにパスワードを変更する必要があるため、作
成したユーザーIDでRICOH ProcessDirectorユーザーインターフェースにログインして、パ
スワードを変更します。指定した期間が過ぎるとパスワードが期限切れになるように設定
した場合、必要に応じてログインしてこのパスワードを変更する必要があります。

Webサービス要求を準備する
要求を作成するときは、次の点に注意してください。
• Webサービスユーザーは、アクションを実行する前にログインする必要があります。

Webサービス要求を実行依頼するには、最初に［GET /users/login］Webサービスを使
用してWebサービスユーザーとしてRICOH ProcessDirectorにログインして、証明書
トークンを受け取る必要があります。それ以降、［POST /users/logout/{name}］Web
サービスを実行依頼するまでのすべてのWebサービス要求のヘッダーに、そのトーク
ンを組み込む必要があります。

• プロパティー名は、ユーザーインターフェース形式ではなく、データベース形式で記
述する必要があります。
要求にプロパティー名を組み込むときは、データベースプロパティー名を使用する必
要があります。例えば、［GET /objects/{objectType}］を使用してジョブのククララススの値
を検索する場合、要求に［attribute］値としてJob.Classを組み込みます。データ
ベースプロパティー名は、各プロパティーのフィールドヘルプ、製品のヘルプシステ
ム、一部のWebサービスから受信した結果、P. 137「データベースプロパティー名」
で使用可能です。

• プロパティー値は、ユーザーインターフェース形式ではなく、データベース形式で記
述する必要があります。
照会に値を組み込むときは、それが有効な値であることを確認する必要があります。
通常、数値フィールドには数値が必要で、テキストフィールドにはテキスト値が必要
になります。しかし、一部のプロパティーには制限された値のリストがあります。
ドロップダウンリストが提供されるプロパティーでは、その決まった値だけを受け入
れます。さらに、そのようなリストに表示される値は、データベースに保存されてい
る値と常に同じではありません。例えば、ユーザーインターフェースで、スステテーーププルル
プロパティーの値は次のとおりです。
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– 2、左
– 2、右
– 左上
– 左上垂直
– 左下
しかし、データベースの値は次のようになります。
– 2_at_left

– 2_at_right

– Top_left

– Top_left_vertical

– Bottom_left

Webサービス要求では、データベースの値を使用する必要があります。プロパティー
のデータベース値は、製品のヘルプシステムとP. 137「データベースプロパティー
名」で使用可能です。

• 定位置ジョブのプロパティーには、プロパティー名の後に、フェーズ、ステップワー
クフローの名前をこの順序で含める必要があります。3つの名前のそれぞれを大括弧で
囲みます。
このJSON文字列の例では、Linuxシステム上の制御ファイルを、［PDF制御ファイルの
識別］のジョブプロパティー（データベース名［Job.IdentifyPDFControlFile］）の値と
して指定しています。
"Job.IdentifyPDFControlFile[Prepare][IdentifyPDFDocuments]
[PullPDFSample]":"/aiw/aiw1/testfiles/PullPDF.ctl"
ジョブプロパティーは、［PullPDFSample］ワークフローの［準備］フェーズの
［IdentifyPDFDocuments］ステップにあります。

RICOH ProcessDirector Rest APIドキュメントを使用
する
RICOH ProcessDirectorはWebサービス統合用に REST APIを提供するこれらの APIには
対話式のドキュメントが用意されており、使用可能な各 APIのライブテスト機能や情報を
提供します。
REST APIドキュメントには、アプリケーションで RICOH ProcessDirectorへの組み込みに
使用できるさまざまな APIが含まれています。REST APIドキュメントとテスト用インター
フェースを使用して、パラメーター設定をテストできます。このインターフェースを使用
してWebサービスをテストするときには、RICOH ProcessDirector 1次サーバーにアクセ
スします。オブジェクトの作成、削除、および使用可能化などのアクションは 1次サー
バー上で実行されて、RICOH ProcessDirectorユーザーインターフェースに反映されま
す。このため、テスト専用のオブジェクトを作成することをお勧めします。
これらのステップは、REST APIによってオブジェクトのログファイルを要求する方法を示
します。これらのステップでは、RICOH ProcessDirectorにログインし、サンプルプリン
ターのログファイルを要求して、ログアウトします。

4 Webサービスを使用する
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1. Webブラウザーを開いて、RICOH ProcessDirectorのホスト名または IPアドレスを
アドレスバーに入力します。REST APIドキュメントにアクセスするには、ホスト名
または IPアドレスの末尾に/restapi/を追加します。例: http://
hostname:15080/restapi/

2. ［users］セクションで［POST /users/login］を見つけます。
3. ［Try it Out］をクリックします。
4. RICOH ProcessDirector資格情報を入力して RICOH ProcessDirectorにログインしま
す。
• ［名前］パラメーターには、RICOH ProcessDirectorユーザー名を入力します。
• ［pwd］パラメーターには、RICOH ProcessDirectorユーザー名と関連付けられて
いるパスワードを入力します。

5. ［実行］をクリックします。
REST APIドキュメントはユーザー入力値を使用して、build a Curlコマンドと要求
URLを構築します。さらに、要求を要求 URLに実行依頼して、ユーザーのログイン
を実行します。
RICOH ProcessDirectorは、ログインに成功したかどうかを示す応答を送信します。
この応答には、トークンや、このユーザー IDに許可されているアクションなどの追
加情報が含まれます。

6. ［Response Body］ボックスで、トークン値を見つけてコピーします。

7. ［objects］セクションで［POST /objects/log/{objectType}/{name}］を見つけるまで
スクロールダウンします。

8. ［Try it Out］をクリックします。

RICOH ProcessDirector Rest APIドキュメントを使用する
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9. 次のパラメーターを入力して、サンプルプリンターのログメッセージを取得しま
す。
1. ［token］パラメーターには、上の手順でコピーしたトークンを貼り付けます。
2. ［objectType］パラメーターには、Printerと入力します。

objectTypeの値は大/小文字の区別があります。Webサービス［POST /util/
objecttypes］を使用して、システムで使用可能なオブジェクトタイプのリストを
取得します。Webサービス［POST /util/objecttypes］は、［util］セクションにあ
ります。

3. ［name］パラメーターには、Sampleと入力します。
10. ［実行］をクリックします。

サンプルプリンターのログエントリーは、［Response Body］ボックスに返されま
す。
Curlおよび要求 URLの値も返されます。

11. ［users］セクションで［POST /users/logout/{name}］を見つけます。
12. ［Try it Out］をクリックします。
13. RICOH ProcessDirectorからログアウトします。

• ［token］パラメーターには、上の手順でコピーしたトークンを貼り付けます。
• ［名前］パラメーターには、RICOH ProcessDirectorユーザー名を入力します。

14. ［実行］をクリックします。
RICOH ProcessDirectorからログアウトしました。

値の例は、特定の APIに含まれています。値の例を使用すると、サンプルコードを更新し
て、テスト用に変更できます。
これらのステップは、REST APIを使用してホットフォルダーを接続する方法を、値の例を
用いて示します。これらのステップでは、RICOH ProcessDirectorにログインし、
［HotFolderPDF］からのファイルを受け入れるように入力装置を設定して、ログアウト
します。
15. 上記のようにREST APIインターフェースを開きます。
16. ［users］セクションで［POST /users/login］を見つけます。
17. ［Try it Out］をクリックします。
18. RICOH ProcessDirector資格情報を入力して RICOH ProcessDirectorにログインしま

す。
• ［名前］パラメーターには、ユーザー名を入力します。
• ［pwd］パラメーターには、ユーザー名と関連付けられているパスワードを入力
します。

19. ［実行］をクリックします。
20. ［Response Body］ボックスで、トークン値を見つけてコピーします。
21. ［objects］セクションで［POST /objects/{objectType}/connect］を見つけるまでス

クロールダウンします。
22. ［Try it Out］をクリックします。
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23. これらのパラメーターを入力して、［HotFolderPDF］を接続します。
1. ［token］パラメーターには、上の手順でコピーしたトークンを貼り付けます。
2. ［objectType］パラメーターには、InputDeviceと入力します。

objectTypeの値は大/小文字の区別があります。Webサービス［POST /util/
objecttypes］を使用して、システムで使用可能なオブジェクトタイプのリストを
取得します。Webサービス［POST /util/objecttypes］は、［util］セクションにあ
ります。

3. bodyパラメーターには、［Edit Value］をクリックします。例文がコードボック
スに表示されます。"string"という単語を"HotFolderPDF"で置き換えます。
オブジェクトの名前は二重引用符で囲んでください。

24. ［実行］をクリックします。
HotFolderPDFのプロパティーおよび設定は、［Response Body］ボックスに返され
ます。［Response Code］および［Response Headers］も返されます。

25. ［users］セクションで［POST /users/logout/{name}］を見つけます。
26. ［Try it Out］をクリックします。
27. RICOH ProcessDirectorからログアウトします。

• ［token］パラメーターには、上の手順でコピーしたトークンを貼り付けます。
• ［名前］パラメーターには、RICOH ProcessDirectorユーザー名を入力します。

28. ［実行］をクリックします。
RICOH ProcessDirectorからログアウトしました。

Webサービスを使用してジョブの実行依頼を準備する
RICOH ProcessDirectorは、ジョブの実行依頼に使用できるREST Webサービスユーティリ
ティーを提供します。REST Webサービスを使用するようにアプリケーションを設定でき
る場合、［submitFile］ユーティリティを使用して、ワークフローまたはホットフォル
ダーにファイルを実行依頼できます。
Webサービスを呼び出す場合、Webサービスアプリケーションの要件に応じて［Curl］コ
マンドまたは［要求URL］が必要です。正しい構文を判別するには、RICOH
ProcessDirector REST APIドキュメントを参照してください。
Webサービスを使用してジョブの実行依頼を準備するには、次の手順に従います。
1. 処理するファイルのRICOH ProcessDirectorでの受信方法を決定します。
ホットフォルダー入力装置を使用してファイルをRICOH ProcessDirectorに実行依頼
することも、ワークフローに直接実行依頼することもできます。
• ジョブごとに1つの入力ファイルしかない場合、またはRICOH ProcessDirectorで
バッチ機能を使用する必要がない場合は、ワークフローに直接ファイルを実行依
頼してください。

• RICOH ProcessDirectorでバッチ機能を使用する場合は、ホットフォルダーにファ
イルを実行依頼してください。Webサービスでは、一度に1つのファイルのみを
実行依頼できます。ジョブにジョブチケット、リストファイル、またはその他の
リソースを含む複数の入力ファイルがある場合は、ファイルごとにWebサービス
を呼び出す必要があります。
ワークフローまたはホットフォルダーの名前をメモします。

Webサービスを使用してジョブの実行依頼を準備する
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2. Webサービスアプリケーションを評価し、アプリケーションがRICOH
ProcessDirectorにファイルを実行依頼するために必要な情報を確認します。
RICOH ProcessDirectorREST APIドキュメントは、［Curl］コマンドと［要求URL］
の両方を提供しています。Webサービスアプリケーションの要件に応じて、どちら
かを使用できます。

3. ［submitFile］ユーティリティーのためにRICOH ProcessDirectorREST APIドキュメン
トを使用し、Webサービスの呼び出しを作成して、ファイルを実行依頼します。
Webブラウザーを開いて、RICOH ProcessDirectorのホスト名または IPアドレスをア
ドレスバーに入力します。REST APIドキュメントにアクセスするには、ホスト名ま
たは IPアドレスの末尾に/restapi/を追加します。例：http://
hostname:15080/restapi/。
［util］セクションを開き、［POST /util/ submitFile/{objectType}/{name}］を見つけ
ます。

4. 前のステップで作成したコマンドまたはURLを使用してWebサービスアプリケーショ
ンを更新します。アプリケーションを使用してファイルをRICOH ProcessDirectorに
実行依頼します。

5. ファイルを正しくRICOH ProcessDirectorに実行依頼するようにWebサービスアプリ
ケーションが設定されていることを確認します。
• ホットフォルダーに実行依頼する場合は、ファイルがホットフォルダー内のフォ
ルダー位置にあることを確認します。実際にジョブを実行依頼することなく、
ファイルが正しいディレクトリーで受信されることを確認する場合は、ホット
フォルダーを接続して無効にします。入力装置でジョブを実行依頼する場合は、
アプリケーションがファイルを実行依頼するときに両方とも有効になっており、
接続されていることを確認します。

• ワークフローに実行依頼する場合は、実行依頼したファイルでジョブが作成され
ることを確認します。ファイルを実行依頼するときにワークフローが有効になっ
ていることを確認します。

4 Webサービスを使用する



5

107

5. RICOH ProcessDirectorシンボル表記

式でRICOH ProcessDirectorシンボルの表記を使用して、RICOH ProcessDirectorがジョブ
プロパティーの値を設定するために評価する情報源を記述することができます。

シンボルの構文
RICOH ProcessDirectorでは、これはシンボル式で使用できるシンボルの基本構文です。
${Name}

NameはRICOH ProcessDirectorのデータベースプロパティー名またはジョブで渡されるパ
ラメーターです。 RICOH ProcessDirectorは、JCLのパラメーターおよび値を解析する規則
ファイルなどの制御ファイルを使用して、ジョブで渡されるパラメーターを評価します。
また、NameをRICOH ProcessDirectorメソッド（［getFileName］、
［getAbsoluteFileName］、［getControlFileName］、［getChildFileName］など）にする
こともできます。Nameの値には大/小文字の区別があります。

例
${Get*Method}
このシンボルにより、RICOH ProcessDirectorは内部メソッドを呼び出し、評価された
値を返します。どのようにRICOH ProcessDirectorがこのタイプのシンボルを使用する
かを調べるには、PDFワークフローの準備フェーズ内の［RunExternalProgram］ステッ
プを参照してください。［RunExternalProgram］ステップは、この［外部コマンド］
プロパティーを指定します。
• Linux: cp ${getControlFileName()} /aiw/aiw1/samples/${Job.ID}.

info.csv
• Windows: copy ${getControlFileName()} C:¥aiw¥aiw1¥samples¥${Job.

ID}.info.csv
${getControlFileName()}シンボルは、外部制御ファイルテンプレートをspool
ディレクトリのtmpサブディレクトリーにコピーし、制御ファイルに含まれるすべての
シンボルを解決するようにRICOH ProcessDirectorに命令します。
PDFワークフローの準備フェーズ内の［RunExternalProgram］ステップは、この［外
部制御ファイルテンプレー」］プロパティーを指定します。
• Linux: /aiw/aiw1/control_files/external_programs/job_info.cfg
• Windows: C:¥aiw¥aiw1¥control_files¥external_programs¥job_info.

cfg
RICOH ProcessDirectorがワークフローを使用して初期プロパティー値を設定するジョ
ブを作成する際に、［getControlFileName］メソッドによって返された値を使用して外
部コマンドを次のように解決します。
• Linux: cp /aiw/aiw1/spool/default/10000003/tmp/job_info.control.

text /aiw/aiw1/samples/10000003.info.csv
• Windows: copy C:¥aiw¥aiw1¥spool¥default¥10000003¥tmp¥job_info.

control.text C:¥aiw¥aiw1¥samples¥10000003.info.csv

${Job.PPrrooppeerrttyyNNaammee}
このシンボルにより、RICOH ProcessDirectorは特定のRICOH ProcessDirectorジョブプ
ロパティーの値についてDB2データベースを照会します。
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どのようにRICOH ProcessDirectorがこのタイプのシンボルを使用できるかを調べるに
は、［job_info.cfg］制御ファイルテンプレートの内容を参照してください。この制御
ファイルテンプレートは、/aiw/aiw1/control_files/external_programs
(Linux)または C:¥aiw¥aiw1¥control_files¥external_programs (Windows)に
あります。
RICOH ProcessDirectorがこのテンプレートから制御ファイルを作成すると、${Job.
ID}、${Job.Name}、${Job.JobType}、${Job.SubmitTime}、${Job.
RequestedPrinter}、${Job.InputFile.Size}、${Job.JobSize}、${Job.
TotalPages}、および${Job.TotalSheets}の各シンボルの値を実際のRICOH
ProcessDirectorジョブプロパティーに解決します。例：

${Job.ID}=10000001
${Job.Name}=Demo.pdf
${Job.JobType}=PDF
${Job.SubmitTime}=10:02.35
${Job.RequestedPrinter}=Sample
${Job.InputFile.Size}=2608549
${Job.JobSize}=26
${Job.TotalPages}=26
${Job.TotalSheets}=26

• また、RICOH ProcessDirectorが評価するシンボル式で、任意のシステムプロパ
ティーを使用することもできます。たとえば、［${WorkflowSystem.Transform.
Server.Address}］などです。

${Math}
このシンボルがある場合、RICOH ProcessDirectorは、2つの値（ジョブプロパティーま
たは数字）の加算、減算、乗算、または係数の計算を実行できます。また、指定され
た範囲で乱数を生成することもできます。
このシンボル式の構文は、次のとおりです。
${Math(value1,operator,value2)}

• value1およびvalue2は、シンボル表記に含まれるジョブプロパティー（${Job.
CurrentTime}、など）、または数字です。そのシンボル式を使用するプロパティー
が浮動小数点値をサポートする場合は、数字に2.45などの小数も含めることができ
ます。

• operatorは、+、-、*、またはmodです（それぞれ加算、減算、乗算、係数を表
します）。

たとえば、現在の時刻に 5分を追加し、それを［Job.Info.Attr2］プロパティーに保存す
るには、${Math(${Job.CurrentTime}, +, 5)}を使用します。
この式のvalueフィールドには、整数、数値、またはタイムスタンプ値を使用するプ
ロパティーのみ使用できます。シンボル式をサポートするプロパティーのみ、この式
を使用して設定できます。
どちらか一方のvalueがタイムスタンプ値のプロパティーの場合、サポートされる演
算子は＋と－のみで、もう一方の値は整数である必要があります。整数値の単位は、
分です。

5 RICOH ProcessDirectorシンボル表記
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一部のプロパティーにタイムスタンプ値が設定されているように見える場合がありま
すが（Job.TimeSubmittedなど）、それらは文字列として定義されているため、Mathシ
ンボルの式で値として使用することはできません。Mathシンボルは、ワークフロービ
ルダー内でステップテンプレート（［AssignJobValues］ステップテンプレートなど）
のフィールド、およびジョブプロパティーのノートブックのフィールドに入力できま
す。
係数の場合、value1は0以上の整数にする必要があり、value2は1以上の整数にする
必要があります。
乱数生成の場合、このシンボルの構文は次のようになります。

${Math(rand, value1, value2)}
たとえば、1から10までの乱数を生成するには、${Math(rand, 1, 10)}を使用しま
す。

• value1およびvalue2は、シンボル表記でのジョブプロパティー（${Job.Copies}
など）、または数字です。

• value1とvalue2はゼロ以上の整数である必要があります。
• 返される結果はvalue1とvalue2の間の整数（指定値も含む）です。
• 生成される乱数は、暗号論的な乱数ではありません。

${RRuulleessFFiilleePPaarraammeetteerr}
このシンボルはRICOH ProcessDirectorに、入力ファイルに付随するパラメーターファ
イルを照会させます。別のプログラムや製品に固有のパラメーター値を照会します。
たとえば、LPDPDF入力装置は、入力ファイルを受け取ったとき、［receive_lpd_pdf_
jobtype.cfg］制御ファイルを使用して、入力ファイルに付随するパラメーターを解析
します。
［receive_lpd_pdf_jobtype.cfg］制御ファイルは、次のディレクトリーにあります。
• Linux: /aiw/aiw1/control_files/rules
• Windows: C:¥aiw¥aiw1¥control_files¥rules
(Linux)

(Windows)

［receive_lpd_pdf_jobtype.cfg］制御ファイルには、以下の情報を入れることができま
す。

orighost=mywindowshost
origuser=annsmith
origname=TestPDF.pdf
これらのパラメーター値のシンボルは、以下のとおりです。

${ORIGHOST}
${ORIGUSER}
${ORIGNAME}
どのようにRICOH ProcessDirectorがこのタイプのシンボルを使用できるかを調べるに
は、このディレクトリーのreceive_lpd_pdf_jobtype.cfgファイルを参照してく
ださい。

Webサービスを使用してジョブの実行依頼を準備する
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• Linux: /aiw/aiw1/samples/rules
• Windows: C:¥AIW¥AIW1¥samples¥rules

• このインプリメンテーションについて詳しくは、P. 115「 RICOH ProcessDirector制
御ファイルの構文」を参照してください。

シンボル式の使用上の注意
RICOH ProcessDirectorシンボル式を使用するとき、次の使用上の制限事項が適用されま
す。
サポートされるオブジェクト

RICOH ProcessDirectorは、ジョブプロパティーの値を設定するシンボル式の使用のみ
をサポートしています。入力装置やプリンターなどの他のオブジェクトタイプのプロ
パティー値を設定するシンボル式を使用することはできません。値を設定するため
RICOH ProcessDirectorが評価するシンボル式には、$${{JJoobb..IInnppuuttFFiillee}}、
$${{PPrriinntteerr..MMooddeell}}、および$${{ggeettCCoonnttrroollFFiilleeNNaammee(())}}などの、別のジョブ
プロパティー、1次サーバープロパティー、またはメソッド呼び出しにできます。ただ
し、特定のシンボル式には、ジョブプロパティーとシステムプロパティーまたはメ
ソッド呼び出しの両方を同時に組み込むことはできません。

• システムプロパティーの値を変更すると、ジョブプロパティーの多くのシンボル式
が影響を受ける可能性があります。RICOH ProcessDirectorはすべてのシンボル式を
同時に更新するため、操作が完了するまで長い時間がかかる場合があります。

除外されるプロパティー
RICOH ProcessDirectorは、シンボル式による［Job.Class］プロパティーの値の設定を
サポートしていません。

RICOH ProcessDirectorユーザーインターフェースの外観
RICOH ProcessDirectorインターフェースの［管理］ページで、ワークフローおよびス
テップテンプレートにシンボル式を指定できます。
これらのオブジェクトのプロパティーノートブックを表示する場合、シンボル式は常
に、$${{JJoobb..IInnppuuttFFiillee}}などの公式のフォーマットでジジョョブブ名名プロパティーの値と
して表示されます。シンボル式を指定するステップとともにワークフローを使用する
ジョブのプロパティーノートブックでは、影響を受けるジョブプロパティーに、公式
から評価された値が表示されます。たとえば、［ジョブ名］プロパティーの値は、
reports.pdfなどの入力ファイルの実際の名前です。

複数レベルの公式
公式の評価は、関連する公式のグループに拡張することができます。例:

Job.Name=${Job.Description}

Job.Description=${Job.CustomerName}

Job.CustomerName=${Job.Locations}

この場合、［Job.Locations］ジョブプロパティーに値があると、RICOH
ProcessDirectorは［Job.CustomerName］プロパティーの値を設定します。これによ

5 RICOH ProcessDirectorシンボル表記
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り、 RICOH ProcessDirectorは［Job.Description］プロパティーの値を設定してから、
［Job.Name］プロパティーの値を設定できます。

循環式
循環式は、プロパティーがシンボル式から値を受け取る公式で、別の関連プロパ
ティーの値を提供するために使用されます。例:

Job.Name=${Job.Description}

Job.Description=${Job.CustomerName}

Job.CustomerName=${Job.Name}

RICOH ProcessDirectorはこの使用をサポートしていないため、エラーメッセージを出
します。

複数レベルの公式の最大の深さ
循環式の例では、公式の深さは 3でした。 RICOH ProcessDirectorは、99までの深さの
関連する式をサポートしています。99を超える深さの公式が検出されると、エラー
メッセージが出されます。

シンボル式で定位置プロパティーを使用し、非定位置ジョブプロパティーの値を設定
定位置プロパティーとは、複数のフェーズおよびステップで使用でき、それぞれの位
置で異なる値をとりうるプロパティーです。例えば、管理者は、
［RunExternalProgram］ステップの［有効な戻りコード］ジョブプロパティーをワー
クフロー内の複数のフェーズおよびステップに置き、それぞれが異なる値になるよ
う、ワークフローを構成することができます。フェーズおよびステップの名前はジョ
ブプロパティーノートブックのセクションの名前で、各インスタンスに対する個別の
プロパティーの名前と値がそれ自体のセクションに表示されます。RICOH
ProcessDirectorでは、非定位置プロパティーの値を設定するシンボル式で定位置プロ
パティーを使用することはできません。これは、定位置プロパティーのどのオカレン
スを使用するかを指定するメカニズムがないためです。

シンボル式で定位置プロパティーを使用し、他の定位置ジョブプロパティーの値を設定
定位置プロパティーは他の定位置プロパティーを指定するシンボル式を使用できま
す。RICOH ProcessDirectorは、要求側の定位置プロパティーが指定している同じ
フェーズおよびステップで、シンボル式で評価する定位置プロパティーの値を探しま
す。

シンボル式によって設定されるプロパティー値の優先順位
同じプロパティーの値を指定するメソッドが複数存在する場合、RICOH
ProcessDirectorは常に、シンボル式が指定する値を使用します。プロパティー値のシ
ンボル式が存在する場合、RICOH ProcessDirectorは以下を行います。
• 制御ファイルに指定されている値をすべて廃棄します。
例えば、ワークフローがジジョョブブ名名プロパティーの値として$${{JJoobb..IInnppuuttFFiillee}}
を指定していると仮定した場合、/aiw/aiw1/control_files/rules/（Linux）
またはC:¥aiw¥aiw1¥control_files¥rules¥（Windows） receive_lpd_
pdf_jobtype.cfgなどの制御ファイルはDEFINE ${Job.Name} AS "${ORIGHOST}"を指
定します。

RICOH ProcessDirectorは、ジジョョブブ名名プロパティーの値をジョブのORIGHOSTパラ
メーターが指定する値ではなく、ジョブの入力ファイルの名前に設定します。

Webサービスを使用してジョブの実行依頼を準備する
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• ワークフローがシンボル式でデフォルト設定する、ジョブプロパティーのジョブプ
ロパティーノートブックで明示的に指定された値をすべて廃棄します。シンボル式
をワークフローから削除し、明示的に指定された値を使用するよう、ジョブを再処
理する必要があります。

シンボル式の検査
RICOH ProcessDirectorはシンボル式の構文および内容を検証し、エラー条件に関する
メッセージを出します。たとえば、JJoobb..DDeessccrriippttiioonn==$${{JJoobb..CCuussttoommeerrNNaammeeお
よびJJoobb..DDeessccrriippttiioonn==$${{JJoobb..XXYYZZ}}はどちらもエラーになります。前者は閉じ括
弧がないための構文エラーで、後者はジョブプロパティー名が不明です。

5 RICOH ProcessDirectorシンボル表記
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6.ジョブチケットのファイルシステムマッピングファ
イル

/aiw/aiw1/samples/config/（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1¥samples¥config
¥（Windows）にある、サンプルのsystem_map.cfgは、JDFジョブチケットのファイル
パスを、マウントされているファイルシステムのファイルパスに変換します。必要に応じ
て、このファイルを/aiw/aiw1/control_files/config/（Linux）またはC:¥aiw
¥aiw1¥control_files¥config¥（Windows）ディレクトリーにコピーして編集できま
す。
ファイルシステムマッピングファイルの各行は、次のフォーマットです。
client_file_path;host_file_path

cclliieenntt__ffiillee__ppaatthh
クライアントファイルパスは、ジョブチケットに表示されるファイルパスです。ファ
イルパスには、円記号 (￥)またはスラッシュ文字 (/)が最低 1個含まれます。ドライブ
名を示すワイルドカードとして、アスタリスク (*)を含めることができます。

hhoosstt__ffiillee__ppaatthh
ホストファイルパスは、RICOH ProcessDirectorサーバーが入力ファイルを探せるファ
イルパスです。ファイルパスには、円記号 (￥)またはスラッシュ文字 (/)が最低 1個含
まれます。ワイルドカードは使用できません。

Linuxの場合、この行は、WindowsのファイルパスをLinuxのファイルパスに変換します。
*:¥;/
例
ファイルシステムマッピングファイルに次の行が含まれているとします。
C:¥production¥siteA;/BankFiles/prod
*:\production\siteA\test;/BankFiles/test

ジョブチケットは、C:¥production¥siteA¥test¥justAtest.pdfというファイルを
参照します。RICOH ProcessDirectorは、Linux上の次のディレクトリーでjustAtest.pdf
を検索します。
1. /BankFiles/prod/test/
2. /BankFiles/test/
3. /production/siteA/test
4. ホットフォルダー入力装置のステージング位置
Windowsの場合、次のディレクトリーで検索します。
1. D:¥BankFiles¥prod¥test¥
2. D:¥BankFiles¥test
3. ホットフォルダー入力装置のステージング位置
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7. RICOH ProcessDirector制御ファイルの構文
•規則用
•パススループリンター用
•アーカイブ機能用

さまざまなプロパティー値を設定して渡すために、RICOH ProcessDirectorのさまざまな部
分で、制御ファイルまたは制御ファイルテンプレートの情報が使用されます。RICOH
ProcessDirectorに用意されている制御ファイルおよび制御ファイルテンプレートをコピー
し、インストール済み環境の要件に合わせて変更できます。

規則用のサンプル制御ファイル
RICOH ProcessDirectorには、JCLパラメーター、LPD制御ファイルパラメーター、または
JDF値を解析して、ワークフローの設定およびジョブプロパティー値の設定を行う、規則
用のサンプル制御ファイルが用意されています。
規則用のサンプル制御ファイル (receive_jcl_jobtype.cfg、receive_lpd_
jobtype.cfg、receive_lpd_pdf_jobtype.cfg、および receive_text_
jobtype.cfg)は/aiw/aiw1/samples/rules/（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1
¥samples¥rules¥（Windows）ディレクトリーにインストールされています。
ユーザー固有の制御ファイルを作成するには、サンプルファイルのうちの 1つを /aiw/
aiw1/control_files/rules/（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1¥control_files
¥rules¥（Windows）ディレクトリーにコピーして名前を変更し、必要に応じて編集し
ます。

• 更新によって/aiw/aiw1/samples/（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1¥samples
¥（Windows）ディレクトリー内のファイルが上書きされることがありますが、/aiw/
aiw1/control_files（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1¥control_files
（Windows）ディレクトリー内のファイルは上書きされません。サンプルファイルを/
aiw/aiw1/control_files（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1¥control_files
（Windows）ディレクトリーにコピーして、コピーされたファイルですべての変更を
行うことをお勧めします。

receive_jcl_jobtype.cfg

サンプル receive_jcl_jobtype.cfgファイルは、Download for z/OSおよび AFP
Download Plusから受信したジョブに対して、ワークフローおよびジョブプロパティーを
設定します。
AFP Support機能には receive_jcl_jobtype.cfgファイルがあります。
RICOH ProcessDirectorはこの制御ファイルを使用して、RICOH ProcessDirectorが
Download入力装置から受信した、PRDデータセットを持つ JCLファイルを解釈できま
す。たとえば、JCLファイルには以下の情報を入れることができます。
"-odatat=af -oburst=no -occ=yes -occtype=m -ocop=1 -odatac=unblock
-ofileformat=stream -of=F1HPSTP1 -ojobn=HPUNCH05 -ono=BLDPDEV9
-opr=HPUNCH -ous=WAITE
-opa=class=B,dest=LOCAL,forms=STD,jobid=JOB00105"



7

116

制御ファイルを使用するには、入力装置の［［子子ワワーーククフフロローー初初期期化化スステテッッププ］］プロパ
ティーの値を SSeettJJoobbTTyyppeeFFrroommRRuulleessまたは SSeettJJoobbTTyyppeeFFrroommFFiilleeNNaammeeに設定
し、［［子子ワワーーククフフロローー構構文文解解析析規規則則］］プロパティーの値を制御ファイルのパスとファイ
ル名に設定します。SSeettJJoobbTTyyppeeFFrroommRRuulleessステップでは、制御ファイルを使用して、
ジョブのワークフローの設定およびジョブと共に実行依頼されたオプションの指定変更
ファイルをRICOH ProcessDirectorプロパティー名=値形式のジョブプロパティー設定用
ファイルへの変換のどちらか一方またはその両方を行います。
SSeettJJoobbTTyyppeeFFrroommFFiilleeNNaammeeステップでは、制御ファイルを使用してジョブプロパ
ティーを設定します。制御ファイル内の情報はすべて大/小文字が区別されます。

ジョブプロパティーノートブックで、制御ファイルを使用して読み取り専用のジョブプロ
パティーを設定することはできません。
制御ファイルには、次のセクションが含まれます。
CONFIGURATIONセクション
これはグローバル設定セクションで、RICOH ProcessDirectorが JCLファイルをどのよ
うに解釈するかを定義する、以下のキーワードから構成されています。

FILE_MODE
このキーワードは、RICOH ProcessDirectorによる JCLファイルの処理方法を制
御します。値 ""FFIILLEE""は、ファイル内のすべての情報を 1つのレコードとして
扱うように RICOH ProcessDirectorに指示します。このモードでは、RICOH
ProcessDirectorは検索および置換アクションを実行できます。JCLファイルを
処理する制御ファイルの場合は、必ず ""FFIILLEE""値を使用してください。値の二
重引用符は必須です。

ATTRIBUTE_PATTERN
このキーワードは、RICOH ProcessDirectorがプロパティーの名前をどのように
認識するかを定義する正規表現を指定します。RICOH ProcessDirectorで用意さ
れている値は ""¥¥$$¥¥¥¥{{JJoobb..**¥¥¥¥}}""です。式を区切るために二重引用符が使用
され、式の中の特殊文字の前にエスケープ文字として円記号（）が使用されま
す。
「「""¥¥$$¥¥¥¥{{JJoobb..**¥¥¥¥}}」」値は、ジジョョブブでで始始ままるる文文字字列列ととししててププロロパパテティィ名名をを
認認識識すするるよよううにに指指示示ししまますす。。そそのの後後にに00個個以以上上のの文文字字がが続続ききまますす。。RRIICCOOHH
PPrroocceessssDDiirreeccttoorr .. RICOH ProcessDirectorジョブのプロパティ名は、この
規則に一致します（JJoobb..DDuupplleexxや JJoobb..PPrriinntt..
CCuummuullaattiivveeSShheeeettssSSttaacckkeeddなど。）

KEYWORD_CASE
このキーワードは、JCLファイルパラメーター名の中の文字が大文字か小文字
か定義します。送信システムでの設定によっては、パラメーターがすべて大文
字、またはすべて小文字で受け渡されることがあります。インストール済み環
境の要件に応じて、値 ""UUPPPPEERR""または ""LLOOWWEERR""を使用してください。

NORMALIZER_PROGRAM
このキーワードは、JCLファイルを変更するプログラムの名前を指定して、こ
のファイルで定義されるすべてのロパティーの形式が""kkeeyywwoorrdd==vvaalluuee""にな
るようにします。RICOH ProcessDirectorには、さまざまなスタイルのJCLパラ

7 RICOH ProcessDirector制御ファイルの構文
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メーターを""kkeeyywwoorrdd==vvaalluuee""形式に変更するためのnnoorrmmaalliizzee__jjccll..ppll
プログラムが用意されています。
たとえば、このJCL文字列

"-odatat=af -oburst=no -opa=class=B,dest=LOCAL,forms=STD,jobid=JOB00105"

を考えてみると、 RICOH ProcessDirectorが制御ファイルで指定された
nnoorrmmaalliizzee__jjccll..ppllプログラムを使用すると、JCL文字列が次の値に置き換
えられます。

datat=af,burst=no,class=B,dest=LOCAL,forms=STD,jobid=JOB00105,
CCOONNFFIIGGUURRAATTIIOONNセクションの開始と終了の区切りには、CCOONNFFIIGGUURRAATTIIOONNおよび
EENNDDCCOONNFFIIGGUURRAATTIIOONNを指定します。

REPLACEセクション
このセクションでは、sedコマンドを使用して、JCLファイルのストリングを置換しま
す。NORMALIZER_PROGRAMキーワードで定義されているプログラムが JCLファイ
ルを変換するため、サンプルファイルではコメント化されています。
たとえば、次のステートメントは、-opa= (先頭のスペースに注意)をすべてコンマで置
換します。

#s! -opa=!,!
RREEPPLLAACCEEセクションの開始と終了の区切りには、RREEPPLLAACCEEおよび EENNDDRREEPPLLAACCEEを
指定します。

PATTERN KEY_VALUEセクション
このセクションは、RICOH ProcessDirectorがキーワードおよび値をどのように検出
し、これらを正規表現グループを使用してどのようにトークンに変換するかを記述し
ます。RICOH ProcessDirectorで用意されているこのセクションは、次のとおりです。

PATTERN KEY_VALUE
"(.*?)=(.*?),"
ENDPATTERN
パターンは二重引用符で区切られ、等号の左側のパターンがキーワードを表します。
右側のパターンは値を表します。このパターンは、キーワードと値のペアのコンマ区
切りリストを作成します。

DEFINEステートメントセクション
このセクションでは、シンボル式を使用して、ジョブと一緒に渡された JCLファイル
のパラメーターの値から、RICOH ProcessDirectorワークフローおよびジョブプロパ
ティーを設定します。このセクションに組み込むことができるDDEEFFIINNEEステートメント
のタイプの例は次のようになります。

DEFINE ${Job.JobType} AS "BILLS" WHEN (${DEST} == "LOCAL")
DEFINE ${Job.Class} AS "${CLASS}"
DEFINE ${Job.InputDatastream} AS "AFP" WHEN (${DATAT} == "af")
DEFINE ${Job.Destination} AS "${DEST}"
DEFINE ${Job.RequestedPrinter} AS "${DEST}"
DEFINE ${Job.Customer} AS "XYZ" WHEN (${CLASS} == "Z") FINALLY QUIT
最初の DDEEFFIINNEEステートメントは条件ステートメントです。この例で、RICOH
ProcessDirectorは、JJoobb..JJoobbTTyyppeeプロパティーの値を BILLSに設定します。これ

規則用のサンプル制御ファイル
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は、JCLファイルからの DDEESSTTパラメーターの値が LOCALの場合に当てはまります。
DDEESSTTパラメーターが別の値の場合、RICOH ProcessDirectorは制御ファイルからワー
クフローを設定しません。この場合、Download入力装置に割り当てられたワークフ
ローを使用するなど、別の方法を使用してワークフローが設定されます。
2番目の DDEEFFIINNEEステートメントは条件のないステートメントです。この例で、
RICOH ProcessDirectorは JJoobb..CCllaassssジョブプロパティーの値を、ジョブと一緒に渡
された CCLLAASSSSパラメーターの値に設定します。このため、RICOH ProcessDirectorが
受け取ったオリジナルの JCLストリングが -opa=class=Bを含む場合、RICOH
ProcessDirectorは JJoobb..CCllaassssプロパティーの値を Bに設定します。
3番目の DDEEFFIINNEEステートメントは条件ステートメントです。この例で、RICOH
ProcessDirectorは、JJoobb..IInnppuuttDDaattaaSSttrreeaammプロパティーの値を AFPに設定しま
す。これは、JCLからの DDAATTAATTパラメーターの値が afの場合に当てはまります。
DDAATTAATTパラメーターの値がこれ以外である場合、RICOH ProcessDirectorは JJoobb..
IInnppuuttDDaattaaSSttrreeaammプロパティーの値を設定しません。
4番目と 5番目の DDEEFFIINNEEステートメントは、条件のないステートメントで、2つの
異なるジョブプロパティーの値を、同じパラメーターの値に設定します。
最後の DDEEFFIINNEEステートメントは条件ステートメントです。このステートメントは、
RICOH ProcessDirectorに制御ファイルからの DEFINEステートメントの読み取りを停
止させることができます。ステートメントに定義された条件が真である場合、RICOH
ProcessDirectorは制御ファイルの読み取りを停止します。条件がfalseの場合、RICOH
ProcessDirectorはFFIINNAALLLLYY QQUUIITTステートメント以降のすべてのDDEEFFIINNEEステートメ
ントの評価を続行します。

receive_lpd_jobtype.cfg

サンプル receive_lpd_jobtype.cfgファイルは、LPDプロトコルで受信した AFP
ジョブに対して、ワークフローおよびジョブプロパティーを設定します。
AFP Support機能には receive_lpd_jobtype.cfgファイルがあります。
RICOH ProcessDirectorはこの制御ファイルを使用して、LPD印刷プロトコルから受信し
た AFP印刷ジョブを持つ LPD制御ファイルを解釈します。LPD制御ファイルのフォー
マットは、送信ホストのオペレーティングシステムによって異なります。たとえば、
Windowsから受信したLPD制御ファイルに、次の情報が含まれていることがあります。
orighost=mywindowshost
origuser=annsmith
origname=TestPDF.pdf

制御ファイルを使用するには、入力装置の［［子ワークフロー初期化ステップ］］プロパ
ティーの値を［SetJobTypeFromRules］または［SetJobTypeFromFileName］に設定し、
［［子ワークフロー構文解析規則］］プロパティーの値を制御ファイルのパスとファイル
名に設定します。［SetJobTypeFromRules］ステップでは、制御ファイルを使用して、
ジョブのワークフローの設定およびジョブと共に実行依頼されたオプションの指定変更
ファイルをRICOH ProcessDirectorプロパティー名=値形式のジョブプロパティー設定用
ファイルへの変換のどちらか一方またはその両方を行います。
［SetJobTypeFromFileName］ステップでは、制御ファイルを使用してジョブプロパ
ティーを設定します。制御ファイル内の情報はすべて大/小文字が区別されます。

7 RICOH ProcessDirector制御ファイルの構文
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ジョブプロパティーノートブックで、制御ファイルを使用して読み取り専用のジョブプロ
パティーを設定することはできません。
制御ファイルには、次のセクションが含まれます。
CONFIGURATIONセクション
これはグローバル設定セクションで、RICOH ProcessDirectorが LPD制御ファイルパラ
メーターをどのように解釈するかを定義する、次のキーワードから構成されていま
す。

FILE_MODE
このキーワードは、RICOH ProcessDirectorによる LPD制御ファイルの処理方法
を制御します。値 ""FFIILLEE""は、ファイル内のすべての情報を 1つのレコードと
して扱うように RICOH ProcessDirectorに指示します。このモードでは、RICOH
ProcessDirectorは検索および置換アクションを実行できます。値の二重引用符
は必須です。
ファイルモードの値が ""RREECCOORRDD""であれば、RICOH ProcessDirectorはファイ
ル内の情報をレコード単位で読み取ります。値の二重引用符は必須です。

ATTRIBUTE_PATTERN
このキーワードは、RICOH ProcessDirectorがプロパティーの名前をどのように
認識するかを定義する正規表現を指定します。RICOH ProcessDirectorで用意さ
れている値は ""¥¥$$¥¥¥¥{{JJoobb..**¥¥¥¥}}""です。式を区切るために二重引用符が使用
され、式の中の特殊文字の前にエスケープ文字として円記号（）が使用されま
す。
「「""¥¥$$¥¥¥¥{{JJoobb..**¥¥¥¥}}」」値は、ジジョョブブでで始始ままるる文文字字列列ととししててププロロパパテティィ名名をを
認認識識すするるよよううにに指指示示ししまますす。。そそのの後後にに00個個以以上上のの文文字字がが続続ききまますす。。RRIICCOOHH
PPrroocceessssDDiirreeccttoorr .. RICOH ProcessDirectorジョブのプロパティ名は、この
規則に一致します（JJoobb..DDuupplleexxや JJoobb..PPrriinntt..
CCuummuullaattiivveeSShheeeettssSSttaacckkeeddなど。）

KEYWORD_CASE
このキーワードは、LPD制御ファイルパラメーター名の中の文字が大文字か小
文字か定義します。送信システムでの設定によっては、パラメーターがすべて
大文字、またはすべて小文字で受け渡されることがあります。インストール済
み環境の要件に応じて、値 ""UUPPPPEERR""または ""LLOOWWEERR""を使用してください。

CCOONNFFIIGGUURRAATTIIOONNセクションの開始と終了の区切りには、CCOONNFFIIGGUURRAATTIIOONNおよび
EENNDDCCOONNFFIIGGUURRAATTIIOONNを指定します。

REPLACEセクション
このセクションでは sedコマンドを使用して、LPD制御ファイル内のストリングを置
換します。これはサンプルファイルではコメント化されています。おそらくこれを使
用する必要はありません。
RREEPPLLAACCEEセクションの開始と終了の区切りには、RREEPPLLAACCEEおよび EENNDDRREEPPLLAACCEEを
指定します。

PATTERN KEY_VALUEセクション

規則用のサンプル制御ファイル
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このセクションは、RICOH ProcessDirectorがキーワードおよび値をどのように検出
し、これらを正規表現グループを使用してどのようにトークンに変換するかを記述し
ます。RICOH ProcessDirectorで用意されているこのセクションは、次のとおりです。

PATTERN KEY_VALUE
"(.*?)=(.*?),"
ENDPATTERN
パターンは二重引用符で区切られ、等号の左側のパターンがキーワードを表します。
右側のパターンは値を表します。このパターンは、キーワードと値のペアのコンマ区
切りリストを作成します。

DEFINEステートメントセクション
このセクションでは、シンボル式を使用して、ジョブと一緒に渡された LPD制御ファ
イルの値から RICOH ProcessDirectorワークフローおよびジョブプロパティーを設定し
ます。このセクションに組み込むことができる DDEEFFIINNEEステートメントのタイプの例:

Linuxの場合の例:

DEFINE ${Job.JobType} AS "PDF" WHEN (${ORIGHOST} == "mywindowshost")
DEFINE ${Job.Name} AS "${ORIGNAME}"
DEFINE ${Job.Host.UserID} AS "${ORIGUSER}"
DEFINE ${Job.InputDatastream} AS "PDF" WHEN
(${ORIGHOST} == "mywindowshost")
DEFINE ${Job.Customer} AS "XYZ" WHEN
(${ORIGUSER} == "xyzadmin") FINALLY QUIT

［DEFINE ${Job.JobType}］ステートメントは条件ステートメントです。この例で、
RICOH ProcessDirectorは、［Job.JobType］プロパティーの値を PDFに設定します。
これは、LPD制御ファイルからの［ORIGHOST］パラメーターの値が mywindowshost
の場合に当てはまります。［ORIGHOST］パラメーターが別の値の場合、RICOH
ProcessDirectorは制御ファイルからワークフローを設定しません。この場合、LPD入
力装置に割り当てられたワークフローを使用するなど、別の方法を使用してワークフ
ローが設定されます。
［DEFINE ${Job.Name}］ステートメントによって、［Job.Name］プロパティーの値
が元の入力ファイルの名前に設定されます。
［DEFINE ${Job.Host.UserID}］ステートメントは条件のないステートメントです。こ
の例で、RICOH ProcessDirectorは、［Job.Host.UserID］ジョブプロパティーの値を、
LPD制御ファイルの［ORIGUSER］パラメーターの値に設定します。このため、
RICOH ProcessDirectorが受け取ったオリジナルの LPD制御ファイルが origuser=
annsmithを含む場合、RICOH ProcessDirectorは、［Job.Host.UserID］プロパティー
の値を annsmithに設定します。
［DEFINE ${Job.InputDatastream}］ステートメントは条件ステートメントです。この
例で、RICOH ProcessDirectorは、［Job.InputDataStream］ジョブプロパティーの値を
PDFに設定します。これは、LPD制御ファイルからの［ORIGHOST］パラメーターの
値が mywindowshostの場合に当てはまります。［ORIGHOST］パラメーターの値がこ
れ以外である場合、RICOH ProcessDirectorは［Job.InputDataStream］プロパティー
の値を設定しません。
［DEFINE ${Job.Customer}］ステートメントは条件ステートメントです。このステー
トメントは、RICOH ProcessDirectorに制御ファイルからの［DEFINE］ステートメン
トの読み取りを停止させることができます。ステートメントに定義された条件が真で
ある場合、RICOH ProcessDirectorは制御ファイルの読み取りを停止します。条件が
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falseの場合、RICOH ProcessDirectorは［FINALLY QUIT］ステートメント以降のすべて
の［DEFINE］ステートメントの評価を続行します。

receive_lpd_pdf_jobtype.cfg

サンプル receive_lpd_pdf_jobtype.cfgファイルは、LPDプロトコルで受信した
PDFジョブに対して、ワークフローおよびジョブプロパティーを設定します。
RICOH ProcessDirectorはこの制御ファイルを使用して、LPD印刷プロトコルから受信した
PDF印刷ジョブを持つLPD制御ファイルを解釈します。LPD制御ファイルのフォーマット
は、送信ホストのオペレーティングシステムによって異なります。たとえば、Windowsか
ら受信したLPD制御ファイルに、次の情報が含まれていることがあります。
orighost=mywindowshost
origuser=annsmith
origname=TestPDF.pdf

制御ファイルを使用するには、入力装置の［［子子ワワーーククフフロローー初初期期化化スステテッッププ］］プロパ
ティーの値を SSeettJJoobbTTyyppeeFFrroommRRuulleessまたは SSeettJJoobbTTyyppeeFFrroommFFiilleeNNaammeeに設定
し、［［子子ワワーーククフフロローー構構文文解解析析規規則則］］プロパティーの値を制御ファイルのパスとファイ
ル名に設定します。SSeettJJoobbTTyyppeeFFrroommRRuulleessステップでは、制御ファイルを使用して、
ジョブのワークフローの設定およびジョブと共に実行依頼されたオプションの指定変更
ファイルをRICOH ProcessDirectorプロパティー名=値形式のジョブプロパティー設定用
ファイルへの変換のどちらか一方またはその両方を行います。
SSeettJJoobbTTyyppeeFFrroommFFiilleeNNaammeeステップでは、制御ファイルを使用してジョブプロパ
ティーを設定します。制御ファイル内の情報はすべて大/小文字が区別されます。

• ジョブプロパティーノートブックで、制御ファイルを使用して読み取り専用のジョブ
プロパティーを設定することはできません。

制御ファイルには、次のセクションが含まれます。
CONFIGURATIONセクション
これはグローバル設定セクションで、RICOH ProcessDirectorが LPD制御ファイルパラ
メーターをどのように解釈するかを定義する、次のキーワードから構成されていま
す。

FILE_MODE
このキーワードは、RICOH ProcessDirectorによる LPD制御ファイルの処理方法
を制御します。値 ""FFIILLEE""は、ファイル内のすべての情報を 1つのレコードと
して扱うように RICOH ProcessDirectorに指示します。このモードでは、RICOH
ProcessDirectorは検索および置換アクションを実行できます。値の二重引用符
は必須です。
ファイルモードの値が ""RREECCOORRDD""であれば、RICOH ProcessDirectorはファイ
ル内の情報をレコード単位で読み取ります。値の二重引用符は必須です。

ATTRIBUTE_PATTERN
このキーワードは、RICOH ProcessDirectorがプロパティーの名前をどのように
認識するかを定義する正規表現を指定します。RICOH ProcessDirectorで用意さ
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れている値は ""¥¥$$¥¥¥¥{{JJoobb..**¥¥¥¥}}""です。式を区切るために二重引用符が使用
され、式の中の特殊文字の前にエスケープ文字として円記号（）が使用されま
す。
「「""¥¥$$¥¥¥¥{{JJoobb..**¥¥¥¥}}」」値は、ジジョョブブでで始始ままるる文文字字列列ととししててププロロパパテティィ名名をを
認認識識すするるよよううにに指指示示ししまますす。。そそのの後後にに00個個以以上上のの文文字字がが続続ききまますす。。RRIICCOOHH
PPrroocceessssDDiirreeccttoorr .. RICOH ProcessDirectorジョブのプロパティ名は、この
規則に一致します（JJoobb..DDuupplleexxや JJoobb..PPrriinntt..
CCuummuullaattiivveeSShheeeettssSSttaacckkeeddなど。）

KEYWORD_CASE
このキーワードは、LPD制御ファイルパラメーター名の中の文字が大文字か小
文字か定義します。送信システムでの設定によっては、パラメーターがすべて
大文字、またはすべて小文字で受け渡されることがあります。インストール済
み環境の要件に応じて、値 ""UUPPPPEERR""または ""LLOOWWEERR""を使用してください。

CCOONNFFIIGGUURRAATTIIOONNセクションの開始と終了の区切りには、CCOONNFFIIGGUURRAATTIIOONNおよび
EENNDDCCOONNFFIIGGUURRAATTIIOONNを指定します。

REPLACEセクション
このセクションでは sedコマンドを使用して、LPD制御ファイル内のストリングを置
換します。これはサンプルファイルではコメント化されています。おそらくこれを使
用する必要はありません。
RREEPPLLAACCEEセクションの開始と終了の区切りには、RREEPPLLAACCEEおよび EENNDDRREEPPLLAACCEEを
指定します。

PATTERN KEY_VALUEセクション
このセクションは、RICOH ProcessDirectorがキーワードおよび値をどのように検出
し、これらを正規表現グループを使用してどのようにトークンに変換するかを記述し
ます。RICOH ProcessDirectorで用意されているこのセクションは、次のとおりです。

PATTERN KEY_VALUE
"(.*?)=(.*?),"
ENDPATTERN
パターンは二重引用符で区切られ、等号の左側のパターンがキーワードを表します。
右側のパターンは値を表します。このパターンは、キーワードと値のペアのコンマ区
切りリストを作成します。

DEFINEステートメントセクション
このセクションでは、シンボル式を使用して、ジョブと一緒に渡された LPD制御ファ
イルの値から RICOH ProcessDirectorワークフローおよびジョブプロパティーを設定し
ます。このセクションに組み込むことができるDDEEFFIINNEEステートメントのタイプの例は
次のようになります。

DEFINE ${Job.JobType} AS "PDF" WHEN (${ORIGHOST} == "mywindowshost")
DEFINE ${Job.Name} AS "${ORIGNAME}"
DEFINE ${Job.Host.UserID} AS "${ORIGUSER}"
DEFINE ${Job.InputDatastream} AS "PDF" WHEN
(${ORIGHOST} == "mywindowshost")
DEFINE ${Job.Customer} AS "XYZ" WHEN
(${ORIGUSER} == "xyzadmin") FINALLY QUIT
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DDEEFFIINNEE $${{JJoobb..JJoobbTTyyppee}}ステートメントは条件ステートメントです。この例で、
RICOH ProcessDirectorは、JJoobb..JJoobbTTyyppeeプロパティーの値を PDFに設定します。こ
れは、LPD制御ファイルからの OORRIIGGHHOOSSTTパラメーターの値が mywindowshostの場合
に当てはまります。OORRIIGGHHOOSSTTパラメーターが別の値の場合、RICOH ProcessDirector
は制御ファイルからワークフローを設定しません。この場合、LPD入力装置に割り当
てられたワークフローを使用するなど、別の方法を使用してワークフローが設定され
ます。
DDEEFFIINNEE $${{JJoobb..NNaammee}}ステートメントによって、JJoobb..NNaammeeプロパティーの値が元
の入力ファイルの名前に設定されます。
DDEEFFIINNEE $${{JJoobb..HHoosstt..UUsseerrIIDD}}ステートメントは条件のないステートメントで
す。この例で、RICOH ProcessDirectorは、JJoobb..HHoosstt..UUsseerrIIDDジョブプロパティー
の値を、LPD制御ファイルの OORRIIGGUUSSEERRパラメーターの値に設定します。このため、
RICOH ProcessDirectorが受け取ったオリジナルの LPD制御ファイルが origuser=
annsmithを含む場合、RICOH ProcessDirectorは、JJoobb..HHoosstt..UUsseerrIIDDプロパティー
の値を annsmithに設定します。
DDEEFFIINNEE $${{JJoobb..IInnppuuttDDaattaassttrreeaamm}}ステートメントは条件ステートメントです。
この例で、RICOH ProcessDirectorは、JJoobb..IInnppuuttDDaattaaSSttrreeaammジョブプロパ
ティーの値を PDFに設定します。これは、LPD制御ファイルからの OORRIIGGHHOOSSTTパラ
メーターの値が mywindowshostの場合に当てはまります。OORRIIGGHHOOSSTTパラメーターの
値がこれ以外である場合、RICOH ProcessDirectorは JJoobb..IInnppuuttDDaattaaSSttrreeaammプロ
パティーの値を設定しません。
DDEEFFIINNEE $${{JJoobb..CCuussttoommeerr}}ステートメントは条件ステートメントです。このス
テートメントは、RICOH ProcessDirectorに制御ファイルからの DDEEFFIINNEEステートメン
トの読み取りを停止させることができます。ステートメントに定義された条件が真で
ある場合、RICOH ProcessDirectorは制御ファイルの読み取りを停止します。条件が
falseの場合、RICOH ProcessDirectorはFFIINNAALLLLYY QQUUIITTステートメント以降のすべての
DDEEFFIINNEEステートメントの評価を続行します。

receive_text_jobtype.cfg

サンプル receive_text_jobtype.cfgファイルは、テキスト指定変更ファイルから
［ワークフロー］を設定します。
RICOH ProcessDirectorで提供されるSSeettJJoobbTTyyppeeFFrroommRRuulleessステップは、 receive_
text_jobtype.cfg制御ファイルを使用して、jobID.overrides.textファイルから
ワークフローを設定できます。このステップはまた、この制御ファイルを使用して、オプ
ションのジョブ定義フォーマット (JDF)ジョブチケットファイル、jobID.overrides.
jdfを、ワークフローを設定するための jobID.overrides.textファイルで使用でき
る一時テキストベース指定変更ファイルに変換できます。
制御ファイル内の情報はすべて大/小文字が区別されます。
制御ファイルには、次のセクションが含まれます。
CONFIGURATIONセクション
これはグローバル設定セクションで、RICOH ProcessDirectorがジョブチケットパラ
メーターをどのように解釈するかを定義する、以下のキーワードから構成されていま
す。
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FILE_MODE
このキーワードは、RICOH ProcessDirectorによるジョブチケットの処理方法を
制御します。値 ""FFIILLEE""は、ファイル内のすべての情報を 1つのレコードとし
て扱うように RICOH ProcessDirectorに指示します。このモードでは、RICOH
ProcessDirectorは検索および置換アクションを実行できます。値の二重引用符
は必須です。
ファイルモードの値が ""RREECCOORRDD""であれば、RICOH ProcessDirectorはファイ
ル内の情報をレコード単位で読み取ります。値の二重引用符は必須です。

ATTRIBUTE_PATTERN
このキーワードは、RICOH ProcessDirectorがプロパティーの名前をどのように
認識するかを定義する正規表現を指定します。RICOH ProcessDirectorで用意さ
れている値は ""¥¥$$¥¥¥¥{{JJoobb..**¥¥¥¥}}""です。式を区切るために二重引用符が使用
され、式の中の特殊文字の前にエスケープ文字として円記号（）が使用されま
す。
「「""¥¥$$¥¥¥¥{{JJoobb..**¥¥¥¥}}」」値は、ジジョョブブでで始始ままるる文文字字列列ととししててププロロパパテティィ名名をを
認認識識すするるよよううにに指指示示ししまますす。。そそのの後後にに00個個以以上上のの文文字字がが続続ききまますす。。RRIICCOOHH
PPrroocceessssDDiirreeccttoorr .. RICOH ProcessDirectorジョブのプロパティ名は、この
規則に一致します（JJoobb..DDuupplleexxや JJoobb..PPrriinntt..
CCuummuullaattiivveeSShheeeettssSSttaacckkeeddなど。）

KEYWORD_CASE
このキーワードは、ジョブチケットパラメーター名の中の文字が大文字か小文
字か定義します。送信システムでの設定によっては、パラメーターがすべて大
文字、またはすべて小文字で受け渡されることがあります。インストール済み
環境の要件に応じて、値 ""UUPPPPEERR""または ""LLOOWWEERR""を使用してください。

CCOONNFFIIGGUURRAATTIIOONNセクションの開始と終了の区切りには、CCOONNFFIIGGUURRAATTIIOONNおよび
EENNDDCCOONNFFIIGGUURRAATTIIOONNを指定します。

REPLACEセクション
このセクションでは sedコマンドを使用して、ジョブチケット内のストリングを置換
します。これはサンプルファイルではコメント化されています。おそらくこれを使用
する必要はありません。
RREEPPLLAACCEEセクションの開始と終了の区切りには、RREEPPLLAACCEEおよび EENNDDRREEPPLLAACCEEを
指定します。

PATTERN KEY_VALUEセクション
このセクションは、RICOH ProcessDirectorがキーワードおよび値をどのように検出
し、これらを正規表現グループを使用してどのようにトークンに変換するかを記述し
ます。RICOH ProcessDirectorで用意されているこのセクションは、次のとおりです。

PATTERN KEY_VALUE
"(.*?)=(.*?),"
ENDPATTERN
パターンは二重引用符で区切られ、等号の左側のパターンがキーワードを表します。
右側のパターンは値を表します。このパターンは、キーワードと値のペアのコンマ区
切りリストを作成します。

DEFINEステートメントセクション
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このセクションでは、シンボル式を使用して、ジョブと一緒に渡されたジョブチケッ
トの値からRICOH ProcessDirectorワークフローを設定します。RICOH ProcessDirector
は、ワークフローの設定に一般的に次のようなタイプのDDEEFFIINNEEステートメントを使用
します。

DEFINE ${Job.JobType} AS "Transform"
DEFINE ${Job.JobType} AS "PDF" WHEN (${Job.InputDatastream} == "pdf")
最初の DDEEFFIINNEEステートメントは、デフォルトワークフローを設定します。2番目の
DDEEFFIINNEEステートメントは条件付きです。この例では、RICOH ProcessDirectorはJJoobb..
JJoobbTTyyppeeプロパティーの値をPDFに設定します。これは、テキスト指定変更ファイル
のJJoobb..IInnppuuttDDaattaassttrreeaammパラメーターの値がpdfの場合に当てはまります。JJoobb..
IInnppuuttDDaattaassttrreeaammパラメーターが他の値の場合、RICOH ProcessDirectorはデフォ
ルトワークフローを使用します。

JCLおよび LPDの jobtypeファイルで -ooutbinパラメーターを使用する

RICOH ProcessDirector付属の制御ファイル receive_jcl_jobtype.cfg、receive_
lpd_jobtype.cfg、および receive_lpd_pdf_jobtype.cfgによって、-ooutbinパ
ラメーターの値が Job.OutputBinプロパティーにマッピングされます。
JCLおよび LPDの jobtypeファイルで -ooutbinパラメーターを使用するには、次の手順に
従います。
1. 下記の表に、実際に使用するアプリケーション、プリンター、およびビンの情報を
記入してください。1つの行が 1つのビンの情報を表します。

列 1: -ooutbinパラメー
ターで使用する値 (プ
ロパティー値)

列 2:プロパティー・
ノートブックでのビン
名 (オブジェクト名、
outputBin名)

列 3:プリンターのモデ
ル (printerModel名)

列 4:プリンターのビ
ン名 (binNumber)

例: 99 例: SSttaacckkeerr99 例: IInnffooPPrriinntt 22008855 例: 99

2. 次のテキストを空のテキストファイルにコピーします。
<IPPD_UpdateData version="1.0" xmlns"xsi="http://www.w3.org/2001/
XMLSchema-instance">

<object name="Stacker9" type="OutputBin">
<property name="OutputBin.BinNumber" value="9"/>

</object>
<printerModel name="InfoPrint 2085">

<outputBin name="Stacker9" binNumber="9"/>
</printerModel>

</IPPD_UpdateData>

3. 表に記入した値を使用して、このテキストファイルを編集します。
1. <object>と <printerModel>タグのセットは、表の 1つの行につき 1セット必要
です。必要なだけこれらのタグのセットをコピーしてください。

2. 列 1の値を propertyタグの value属性に使用します。
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3. 列 2の値を objectタグおよび outputBinタグの name属性に使用します。
4. 列 3の値を printerModelタグの name属性に使用します。
5. 列 4の値を outputBinタグの binNumber属性に使用します。

4. ファイルを保管します。
5. ［管理］タブをクリックします。
6. 左のペインで、ユーティリティー→オブジェクトをインポートをクリックします。

7. をクリックして、先ほど作成したXMLファイルに移動します。［開く］をク
リックします。

8. ［インポート］をクリックします。

パススループリンター用制御ファイルテンプレートの
例
RICOH ProcessDirectorにより、パススループリンター用の制御ファイルテンプレートの例
が示されます。このテンプレートは、passthru.cfgと呼ばれ、/aiw/aiw1/samples/
passthru/（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1¥samples¥passthru¥（Windows）にインス
トールされます。
パススループリンターで指定するプリンターコマンドにより制御ファイルが使用される場
合は、RICOH ProcessDirectorが制御ファイルテンプレートから生成する制御ファイルによ
り、プリンターコマンドのオプションが指定されます。許可ユーザーは、RICOH
ProcessDirectorで用意されている制御ファイルテンプレートのサンプルをコピーして変更
できます。その後で、カスタマイズした制御ファイルテンプレートを、RICOH
ProcessDirectorからアクセス可能な任意のディレクトリーに配置します。制制御御フファァイイルル
テテンンププレレーートトプリンタープロパティーを使用して、制御ファイルテンプレートの名前と場
所を指定します。

• 更新によって/aiw/aiw1/samples/（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1¥samples
¥（Windows）ディレクトリー内のファイルが上書きされることがありますが、/aiw/
aiw1/control_files（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1¥control_files
（Windows）ディレクトリー内のファイルは上書きされません。サンプルファイルを/
aiw/aiw1/control_files（Linux）またはC:¥aiw¥aiw1¥control_files
（Windows）ディレクトリーにコピーして、コピーされたファイルですべての変更を
行うことをお勧めします。

passthru.cfg制御ファイルテンプレートはRICOH ProcessDirectorシンボル式を使用し
て、プリンターコマンドのパラメーター値を設定します。制御ファイル・テンプレート内
の項目の例を以下に示します。
JobID=${Job.ID}

JobCopies=${Job.Copies}

PrinterId=${Printer.ID}

CustomerName=${Printer.CustomerName}
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等号の左側のキーワードは、サンプル・パラメーターです。

すべてのプリンターコマンドが、制御ファイルを使用できるわけではありません。使用で
きる場合は、異なるパラメーター名を使用している可能性があります。
右側の値は、RICOH ProcessDirectorジョブプロパティーのシンボル式です。
JJoobbCCooppiieess==$${{JJoobb..CCooppiieess}}の例の場合は、RICOH ProcessDirectorにより、
JJoobbCCooppiieessパラメーターの値がJJoobb..CCooppiieessジョブプロパティーの値に設定されま
す。たとえば、ジョブがプリンターに送信されたときに保存されたオリジナルの入力ファ
イル名が必要な場合は、JJoobbIIDDパラメーターの制御ファイルテンプレート項目で、
$${{JJoobb..IIDD}}の代わりに $${{JJoobb..IInnppuuttffiillee}}を使用できます。

アーカイブ機能の制御ファイル
RICOH ProcessDirectorアーカイブ機能では、StoreInRepositoryステップの入力として、関
連プロパティーファイルと文書プロパティーファイルを使用できます。関連プロパティー
ファイルは、リポジトリーに保存する必要がある特定のプロパティーを定義します。この
プロパティーは、ジョブに関連付けられている（他のオブジェクトの）プロパティーで
す。文書プロパティーファイルは、リポジトリーに保存するプロパティー値が含まれてい
る、タブ区切りのファイルです。アーカイブ処理にはどちらのファイルも必要ありません
が、会社が必要とするワークフロージョブの実働履歴の取得に役立ちます。
アーカイブ機能を使用すると、ジョブまたは文書がリポジトリーに書き込まれたときに保
存された、ジョブまたは文書のプロパティーが含まれているファイルも生成できます。こ
のファイルは、［ExportFromRepository］ステップテンプレートによって生成され、エク
スポート結果ファイルと呼ばれます。

関連プロパティーファイルを作成する

関連プロパティーファイルを作成して、ジョブに関連付けられているが、他のオブジェク
トのプロパティーである 1つ以上のプロパティーを指定できます。［StoreInRepository］
ステップテンプレートに基づくステップが実行されると、値がジョブと文書データともに
リポジトリーに保存されます。例えば、ジョブに要求されたプリンターのモデルや、ジョ
ブの印刷に指定されたカラーを保存できます。

• 関連プロパティーファイルで定位置ジョブプロパティーを指定し、リポジトリーに値
を保存することもできます。定位置ジョブプロパティーを、［StoreInRepository］ス
テップの［保存するジョブプロパティー］プロパティーの値として選択することはで
きません。ワークフローで、定位置プロパティーの値が、同じステップテンプレート
に基づく別のステップとは異なる場合があります。

定定位位置置ジジョョブブププロロパパテティィーー
定位置ジョブプロパティーを保存するには、プロパティー、ステップがあるフェーズ、プ
ロパティーのあるステップの内部名、プロパティーのラベルを指定します。構文は次のと
おりです。
Job_property[Phase][Step_identifier]:Property_label
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この例では、Automated Verification機能があり、挿入フェーズの［ReadBarcodeData］ス
テップが、インサーターを通じてジョブの文書を追跡するのに使用するバーコードリー
ダーの名前を保存します。
関連プロパティーファイルを作成する際に、次の行をテキストエディターに入力します。
Job.TrackAndTrace.BarcodeReader[Insert][ReadBarcodeData]:Property_
label

プロパティーのラベルは Job.BarcodeReaderなどになります。
［StoreInRepository］ステップが実行されると、RICOH ProcessDirectorが次を実行しま
す。
1. ［挿入］フェーズの［ReadBarcodeData］ステップの［バーコードリーダー］ジョブ
プロパティー (データベース名［Job.TrackAndTrace.BarcodeReader］)の値を取得しま
す。
この値は［BarcodeReader1］などになります。

2. ジョブの他の情報とその文書とともに［バーコードリーダー］プロパティーの値をリ
ポジトリーに保存します。

ステップテンプレートのプロパティーが定位置にあるかどうかを確認するには、［？］ア
イコンをクリックし、ヘルプの［使用上の注意］を確認します。
ジジョョブブにに関関連連付付けけらられれたたププロロパパテティィーー
もう 1つのオブジェクトのプロパティーの値を保存するためには、そのプロパティーに関
係の連鎖を作成できるようになる必要があります。連鎖は、オブジェクトを値として指定
するジョブプロパティーで始めます。連鎖の次のプロパティーは、ジョブプロパティーで
指定されているオブジェクトのプロパティーになります。連鎖は、保存する値のプロパ
ティーで終わります。
連鎖は、オブジェクトを値として指定する任意のプロパティーで始めることができます
が、これらのジョブプロパティーでほとんどのニーズを満たします。

オブジェクト ジョブプロパ
ティーのユーザー
インターフェース
名

ジョブプロパティーのデータベース名 基本製品または機能

バーコードリー
ダー

バーコードリー
ダー

Job.TrackAndTrace.BarcodeReader 自動確認

入力装置 なし Job.SourceInputDeviceName 基本製品

インサーター インサーターコン
トローラー

Job.InserterSystem.ID インサーター

メディア メディア Job.Media 基本製品
プリンター 要求されたプリン

ター
Job.RequestedPrinter 基本製品

次の行で、関連プロパティーを指定する構文の簡単なバージョンを示します。
Property_to_store@Job_property:Property_label
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• ［PrintJobs］ステップで［いずれかのプリンター］を選択しても、Job.
RequestedPrinterデータベース名は使用できません。名前を Job.PreviousPrinterに置き
換えます。

コロンで始まり、右から左へプロパティーが読み込まれます。連鎖のプロパティーの数
は、様々です。@シンボルで、プロパティーを区切ります。コロンの右側がプロパティー
のラベルです。プロパティーのラベルは必須です。
以下の例では、プロパティーのユーザーインターフェイス名を ( )で囲んだデータベース
名とともに示します。関連プロパティーファイルを作成する際に、データベース名を使用
します。
• ［プリンターのモデル］プリンタープロパティー (データベース名［Printer.Model.

Specific］)の値を保存するとします。［要求されたプリンター］ジョブプロパティー
(データベース名［Job.RequestedPrinter］)をプリンタープロパティーに直接つなげま
す。
関連プロパティーファイルを作成する際に、次の行をテキストエディターに入力しま
す。
Printer.Model.Specific@Job.RequestedPrinter:Property_label
プロパティーのラベルは Job.PrinterModelなどになります。
［StoreInRepository］ステップが実行されると、RICOH ProcessDirectorが次を実行し
ます。
1. ［要求されたプリンター］プロパティーの値を取得します。
この値は［Printer4］などになります。

2. ［Printer.Model.Specific］プロパティーの［Printer.］部分を使用して、連鎖の次の
オブジェクトであるプリンターオブジェクトを識別します。

3. ［Printer4］の［プリンターのモデル］の値を取得します。
この値は［Ricoh Pro C901］などになります。

4. ［プリンターのモデル］プロパティーの値を、ジョブの他の情報とその文書ととも
にリポジトリーに保存します。

– ジョブプロパティーと、次のプロパティーのオブジェクト部分の間のリンクは
重要です。［要求されたプリンター］ジョブプロパティーをプリンタープロパ
ティーとリンクする必要があります。プリンタープロパティーのデータベース
名は、［Printer］で始まります。このトピックの最後で挙げる例で、中間プロ
パティーを使用して、ジョブプロパティーともう 1つのプロパティーをリンク
する方法を示します。

• この例では、Automated Verification機能があり、［バーコード形式］プロパティー
(データベース名［BarcodeReader.BarcodeFormat］)の値を保存します。［バーコード
リーダー］ジョブプロパティー (データベース名［Job.TrackAndTrace.
BarcodeReader］)を［Barcode Format］プロパティーに直接つなげることができま
す。［バーコードリーダー］プロパティーは定位置プロパティーなので、フェーズお
よびステップ IDを指定する必要があります。
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2つの異なるステップがバーコードを読み込みますが、その 2つのステップのバーコー
ドリーダーは異なるバーコード形式を使用します。挿入フェーズで
［ReadBarcodeData］ステップが使用するバーコードリーダーが必要です。
関連プロパティーファイルを作成する際に、次の行をテキストエディターに入力しま
す。
BarcodeReader.BarcodeFormat@Job.TrackAndTrace.BarcodeReader
[Insert][ReadBarcodeData]:Property_label
プロパティーのラベルは Job.BarcodeFormatなどになります。
［StoreInRepository］ステップが実行されると、RICOH ProcessDirectorが次を実行し
ます。
1. ［挿入］フェーズの［ReadBarcodeData］ステップの［バーコードリーダー］の
値を取得します。
この値は［BarcodeReader2］などになります。

2. ［BarcodeReader.BarcodeFormat］プロパティーの［BarcodeReader.］部分を使
用して、連鎖の次のオブジェクトであるバーコードリーダーオブジェクトを識別し
ます。

3. ［BarcodeReader2］の［バーコード形式］の値を取得します。
この値は［BarcodeFormat2］などになります。

4. ジョブの他の情報とその文書とともに［バーコード形式］プロパティーの値をリポ
ジトリーに保存します。

関連プロパティーファイルを作成するには、次の手順を実行します。
1. テキストエディターで新しいファイルを作成します。
2. 保存する値の最初のプロパティーに関する行を入力します。
次の構文を使用します。
Property_to_store@Intermediate_property@Job_property[Phase]
[Step_identifier]:Property_label

ここで、
• Property_to_storeは、保存するプロパティーのデータベース名です。
• Intermediate_propertyは中間プロパティーのデータベース名です。必要な
場合は、これでメディアなどの中間オブジェクト指定することで、ジョブプロパ
ティーを保存するプロパティーにリンクします。中間プロパティーを 2つ指定す
る必要がある場合は、@シンボルで区切ります。
Intermediate_propertyを使用しなくても、多くのジョブプロパティーを直
接プロパティーにリンクできます。

• Job_property[Phase][Step_identifier]が、その部分です。
– Job_propertyは、プリンターなどのオブジェクトを識別するジョブプロパ
ティーのデータベース名です。
定位置ジョブプロパティーは、［StoreInRepository］ステップで［保存する
ジョブプロパティー］の値として使用できません。これをを保存する場合
は、Job_propertyが定位置ジョブプロパティーのデータベース名です。追
加のプロパティーを指定する必要はありません。

7 RICOH ProcessDirector制御ファイルの構文



7

131

– プロパティーが定位置プロパティーの場合、Phaseがステップのあるフェー
ズの名前です。Step_identifierはプロパティーがあるステップの内部名
です。
プロパティーが定位置プロパティーでない場合は、「Phase」または
「Step_identifier」を入力しないでください。

• Property_labelは、［アーカイブ］タブの［結果］テーブルの［詳細を表
示］をクリックすると、［プロパティー］タブに表示される名前です。Job形式
をお勧めします。MyProperty.関連プロパティーファイルの各プロパティーの
プロパティーラベルは一意である必要があります。

例えば、次のように入力します。
Job.TrackAndTrace.BarcodeReader[Insert][ReadBarcodeData]:Job.
BarcodeReader

3. 2番目のプロパティーに値を保存する場合は、改行を入力してから、2番目のプロパ
ティー用に以前のステップを繰り返します。
例えば、次のように入力します。
Printer.Model.Specific@Job.RequestedPrinter:Job.PrinterModel

4. テキストファイルを保存します。
この例では、ファイルに associatedproperties.txtという名前を付けます。

5. RICOH ProcessDirectorサーバーのRICOH ProcessDirectorシステムユーザーがアクセ
スできるディレクトリー内に関連プロパティーファイルを送信します。

これで、ワークフローの［StoreInRepository］ステップの［関連プロパティーファイ
ル］プロパティーの値として、このファイルを使用できます。
［StoreInRepository］ステップが実行されると、RICOH ProcessDirectorが、関連プロパ
ティーファイルで指定されているそれぞれの保存済みプロパティーの値を (各文書とジョ
ブとともに)保存します。
• 関連プロパティーファイルの行に保存されているプロパティー値がヌルの場合、

RICOH ProcessDirectorは、そのプロパティーのヌル値を保存します。
• プロパティーで複数の選択が許可されている場合は、RICOH ProcessDirectorは、複数
の選択を縦線 (|)で区切って保存します。例えば、保存されるプロパティーの値は
［BarcodeReader1|BarcodeReader2］などになります。

• 複数の値がジョブプロパティーと関連オブジェクトプロパティーの両方に選択されて
いる場合、RICOH ProcessDirectorは、下線とジョブプロパティーの名前をプロパ
ティーのラベルに追加します。RICOH ProcessDirectorはジョブプロパティー値を個別
に保存します。例：

Job.BarcodeFormat_BarcodeReader1 Job.BarcodeFormat_BarcodeReader2
BarcodeFormat1|BarcodeFormat2 BarcodeFormat3

ユーザーは、これらのプロパティーのリポジトリーを検索できません。ジョブプロパ
ティーまたは文書プロパティーを［アーカイブ］タブで検索した後に、［結果］テーブル
の［詳細を表示］をクリックすると、RICOH ProcessDirectorが［プロパティー］タブに関
連プロパティーの値を表示します。
例例

アーカイブ機能の制御ファイル
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ジョブの印刷に要求されるプリンターのモデルを保存する
• ファイルの内容:

Printer.Model.Specific@Job.RequestedPrinter:Job.PrinterModel
• ［プリンターのモデル］プロパティーの値：

Ricoh Pro C901
• 特定のジョブとそのジョブの各文書用にリポジトリーに保存される情報:

Job.PrinterModelRicoh Pro C901
• 検索結果の［プロパティー］ノートブックに表示される情報:

Job.PrinterModel: Ricoh Pro C901

– 関連プロパティーファイルの処理中は、RICOH ProcessDirectorは Job_
property_identifying_objectプロパティーの値や Property_
identifying_intermediate_objectプロパティーを保存または表示しませ
ん。

– ［PrintJobs］ステップで［いずれかのプリンター］を選択しても、Job.
RequestedPrinterデータベース名は使用できません。名前を Job.PreviousPrinter
に置き換えます。

バーコードリーダーで使用されるバーコード形式を保存する
• ファイルの内容:

BarcodeReader.BarcodeFormat@Job.TrackAndTrace.BarcodeReader[Insert][ReadBarcodeData]:Job.BarcodeFormat
• ［ReadBarcodeData］ステップで選択されているバーコードリーダー:

– ［BarcodeReader1］
– ［BarcodeReader2］

• ［BarcodeReader1］で選択されているバーコード形式:

– ［BarcodeFormat1］
– ［BarcodeFormat2］

• ［BarcodeReader2］で選択されているバーコード形式:［BarcodeFormat3］。
• 特定のジョブとそのジョブの各文書用にリポジトリーに保存される情報:

Job.BarcodeFormat_BarcodeReader1 Job.BarcodeFormat_BarcodeReader2
BarcodeFormat1|BarcodeFormat2 BarcodeFormat3

• 検索結果の［プロパティー］ノートブックに表示される情報:
Job.BarcodeFormat_BarcodeReader1: BarcodeFormat1|BarcodeFormat2

Job.BarcodeFormat_BarcodeReader2: BarcodeFormat3

インサーターで使用される再印刷方式を保存する
• ファイルの内容:

InserterSystem.ReprintMethod@Job.InserterSystem.ID:Job.InserterReprintMethod
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• ［再印刷方式］プロパティー値 (データベース名［InserterSystem.
ReprintMethod］):

Open loop
• 特定のジョブとそのジョブの各文書用にリポジトリーに保存される情報:

Job.InserterReprintMethod
Open loop

• 検索結果の［プロパティー］ノートブックに表示される情報:
Job.InserterReprintMethod: Open loop

ジョブを受信した入力装置のフォルダー位置を保存する
• ファイルの内容:

InputDevice.FolderLocation@Job.SourceInputDeviceName:Job.InputDeviceFolder
• ［フォルダー位置］プロパティー値 (データベース名［InputDevice.

FolderLocation］):

/aiw/aiw1/System/hf/defaultPDF
• 特定のジョブとそのジョブの各文書用にリポジトリーに保存される情報:

Job.InputDeviceFolder
/aiw/aiw1/System/hf/defaultPDF

• 検索結果の［プロパティー］ノートブックに表示される情報:
Job.InputDeviceFolder: /aiw/aiw1/System/hf/defaultPDF

ジョブの印刷に要求されるメディアのカラーを保存する
• ファイルの内容:

MediaType.Color@Media.MediaTypeID@Job.Media:Job.MediaColor
• ［メディアのカラー］プロパティー値 (データベース名［MediaType.Color］):

Ricoh Pro C901
• 特定のジョブとそのジョブの各文書用にリポジトリーに保存される情報:

Job.MediaColor
Blue

• 検索結果の［プロパティー］ノートブックに表示される情報:
Job.MediaColor：青

• ［メディアのカラー］プロパティーは、［メディアの重量］ (データベース名
［MediaType.Weight］)や［メディアの詳細］ (データベース名［MediaType.
Details］)など、他のメディアタイププロパティーに置き換えることができます。
［メディアの重量］（データベース名［MediaSize.Height］）などのメディアサイ
ズプロパティーの値を保存するには、次の行を使用します。MediaSize.
Height@Media.MediaSizeID@Job.Media:Job.MediaHeight
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文書プロパティーファイル

文書プロパティーファイルには、文書プロパティーの値以外に、リポジトリーに保存する
必要があるプロパティー（RICOH ProcessDirectorに定義されていないもの）の値が含まれ
ています。このファイルには、ワークフローの一部としてリポジトリーに保存する、どち
らか一方または両方のプロパティータイプを含めることができます。プロパティーが
RICOH ProcessDirectorプロパティーとして定義されていない場合は、そのプロパティーを
使用してアーカイブからジョブまたは文書を取得することはできませんが、ジョブまたは
文書が保存されたときに指定されていたプロパティーの値は表示できます。
保存する全てのプロパティー値が［保存する文書プロパティー］リストに選択されている
場合は、通常の文書プロパティーファイルが使用されます。RICOH ProcessDirectorで認識
されていない追加のフィールドが使用されている場合は、固有の文書プロパティーファイ
ルを作成する必要があります。固有の文書プロパティーファイルは、
［StoreInRepository］ステップの［文書プロパティーファイル］プロパティーで指定され
ている必要があります。また、追加のフィールドの値が文書プロパティーファイルに確実
に保存するには、［保存する文書プロパティー］リストで［すべて］を選択する必要があ
ります。
このファイルには、通常の文書プロパティーファイルと同様に、ヘッダー行と、それに続
くタブ区切り形式の値の行が必要です。ファイル内のデータは次のように見えているかも
しれません。（わかりやすいようにエントリー間のスペースが変更されています）
Doc.Email.Address Doc.Custom1.AwardLevel Member since Anvrsry date
John_Doe@mail.com Gold 3_1999 03_15
Jane_Doe@mail.com Silver 7_2009 07_23
Bob_Smith@mail.com Tin 9_2013 09_14

エクスポート結果ファイル

エクスポート結果ファイルには、リポジトリーからコンマ区切り値 (CSV)ファイルとして
エクスポートするように選択した、文書プロパティーの値が含まれています。このファイ
ルは、ExportFromRepositoryステップによって作成されます。
エクスポートするプロパティーは、［ExportFromRepository］プロパティーノートブック
で指定されているクエリによって選択されます。クエリは、ファイルから、または［検索
基準］プロパティーの直接入力から取得できます。クエリのソースを指定するには、［基
準タイプ］プロパティーで［ファイル］または［テキスト］を選択する必要があります。
クエリは、［アーカイブ］タブの［結果］ポートレットの検索基準と同じ形式にする必要
があります。
ワークフローで複数の［ExportFromRepository］ステップが使用されている場合は、後続
の［ExportFromRepository］ステップの［エクスポート結果ファイル］プロパティーで異
なる結果ファイルを指定しない限り、追加の結果で以前の［ExportFromRepository］ス
テップからの結果が上書きされます。
エクスポート結果ファイルには、ヘッダー行と、それに続くコンマ区切り形式の値の行が
含まれています。ヘッダーと値は、全て二重引用符で囲まれています。Null値の戻りは、
二重引用符で囲まれたハイフン ("-")で示されます。ファイルのデータは次のようになりま
す。

7 RICOH ProcessDirector制御ファイルの構文
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"Doc.OriginalSequence","Doc.OriginalFirstPage","Job.TotalPages"
"1","1","4186"
"2","5","4186"
"4","13","4186"

アーカイブ機能の制御ファイル
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8.データベースプロパティー名
•ジョブ用
•ワークフロー用
•プリンター用
•メディア用
•入力装置用
•入力ファイル用
•通知用
•サーバー用
•ステップテンプレート用
•システム用
•ユーザー用
•ユーザーグループ
•位置
•セキュリティー

RICOH ProcessDirectorメッセージでは、プロパティーノートブックに表示されている
フィールド名ではなく、データベース名でプロパティーが表されている場合があります。
データベースプロパティー名の多くは、プロパティーノートブックでの名前に似ています
が、異なるフォーマットで表現されています。
RICOH ProcessDirector機能をインストールする場合は、別のデータベースプロパティー
を追加します。これらのデータベースプロパティー名のリストは、RICOH ProcessDirector
のインフォメーションセンターを参照してください。

ジョブのデータベースプロパティー名
ジョブに関する一部のメッセージでは、JJoobbで始まるデータベース名でジョブプロパ
ティーが参照されます。RICOH ProcessDirector外部プログラムに指定するシンボル式
で、ジョブプロパティーのデータベースプロパティー名を使用することができます。ま
た、RICOH ProcessDirector制御ファイルでジョブプロパティーのシンボル式を指定する
こともできます。
ユーザーインターフェースのリストに表示される値の中には、RICOH ProcessDirectorの内
部で使用される値とは異なるものがあります。Webサービスを使用して要求を行うとき
や、指定変更ファイルを使用して値を設定するときは、内部値を使用する必要がありま
す。［［内内部部値値］］列に、このようなプロパティーの内部値を示します。
［［編編集集可可能能］］列:

• はいを選択すると、ジョブが実行依頼された後で値を変更できます。
• いいえを選択すると値を変更できません。
［［ジジョョブブチチケケッットト］］列:

• はい:ジョブの実行依頼に使用されるジョブチケットにある 1つ以上の値からプロパ
ティーを設定できます。

• いいえ:ジョブチケットにある値からプロパティーを設定できません。
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ジョブプロパティー

データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値

編集
可能

ジョ
ブチ
ケッ
ト

Job.Add.
BlankPage

空白ページの追加 ZIPファイルに含まれ
ている PDFファイル
を結合するとき、
ページ数が奇数の各
PDFファイルの最後
に空白ページを追加
します。

• いいえ
• はい

はい いい
え

Job.Collate 印刷：丁合い ジョブの複数のコ
ピーを印刷するとき
に、プリンターが使
用する丁合いのタイ
プを指定します。

• 設定なし
• オフ
• 照合

はい いい
え

Job.Binding 製本 印刷するジョブに対
する製本設定を設定
します。

• なし
• 完全
• リング
• リングとパンチ

はい はい

Job.Cjfx.
FailOnMissingXpa-
th

XML：一致するエ
レメントがない場
合に停止

XPath式に一致するエ
レメントがないとき
に、
［CreateJobsFromX-
ML］ステップテンプ
レートに基づくス
テップが、ジョブを
エラー状態にするか
どうかを指定しま
す。

• いいえ
• はい

はい いい
え

Job.Cjfx.FileToSplit XML：XML入力
ファイル

［CreateJobsFromX-
ML］ステップテンプ
レートに基づくス
テップが、ジョブ作
成のために入力とし
て使用するXMLファ
イルの名前を指定し
ます。

はい いい
え

Job.Cjfx.
TypeOfJob

XML：子ジョブと
して作成

［CreateJobsFromX-
ML］ステップテンプ
レートに基づくス
テップが、子ジョブ
と元のジョブから独
立したジョブのどち
らを作成するかを指
定します。

• いいえ
• はい

はい いい
え

Job.Cjfx.Workflow XML：新規ジョブ
用のワークフロー

［CreateJobsFromX-
ML］ステップテンプ
レートに基づくス
テップが、新規XML
ジョブを実行依頼す
るワークフローを指
定します。

はい いい
え

8データベースプロパティー名
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値

編集
可能

ジョ
ブチ
ケッ
ト

Job.Cjfx.Xpath XML：ジョブ作成
用のXPath式

エレメントを識別す
るXPath式を指定しま
す。
［CreateJobsFromX-
ML］ステップテンプ
レートに基づくス
テップは、XML入力
ファイル内で一致す
るエレメントを検出
するたびに、XML
ファイルを作成して
ジョブとして実行依
頼します。

はい いい
え

Job.
CompressAllFiles

RetainCompletedJ-
obsステップテンプ
レートのプロパ
ティーノートブッ
クのジョブデフォ
ルトタブ：すべて
のファイルを圧縮

ジョブが保存される
ときに、ジョブのす
べてのスプールファ
イルおよびチェック
ポイントファイルを
圧縮するかどうかを
指定します。

はい いい
え

Job.
CompressFilePatt-
erns

CompressFilesス
テップテンプレー
トのプロパティー
ノートブックの
ジョブデフォルト
タブ：ファイルパ
ターンを圧縮

ステップで圧縮され
るジョブファイルを
指定します。

はい いい
え

Job.Copies 全般およびステー
タス：要求された
ジョブコピー

要求されたジョブコ
ピーの数が入ってい
ます。

はい はい

Job.
CopiesStacked

ステータス：ス
タック済みジョブ
コピー

印刷が完了し、プリ
ンターの出力スタッ
カーに達した現在の
ジョブコピー数が
入っています。

いい
え

いい
え

Job.
CreateJobFromFil-
es.JobType

ジョブの作成：
ワークフロー

子ジョブに使用する
ワークフローを指定
します。

はい いい
え

Job.
CreateJobFromFil-
es.JobName

ジョブの作成：
ジョブ名

子ジョブの名前を指
定します。

はい いい
え

Job.
CreateJobFromFil-
es.DestUsage

ジョブの作成：グ
ループID

宛先ファイルの役割
を指定します。

はい いい
え

Job.
CreateJobFromFil-
es.DestType

ジョブの作成：グ
ループサイズ

宛先ファイルの種類
を指定します。

はい いい
え

Job.
CreateJobFromFil-
es.Source1

ジョブの作成：最
初のソースファイ
ル

ジョブの作成に使用
する入力ファイルの

はい いい
え

ジョブのデータベースプロパティー名
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値

編集
可能

ジョ
ブチ
ケッ
ト

フルパスと名前を指
定します。

Job.
CreateJobFromFil-
es.Source2

ジョブの作成：2番
目のソースファイ
ル

ジョブの作成に使用
する入力ファイルの
フルパスと名前を指
定します。

はい いい
え

Job.
CreateJobFromFil-
es.Source3

ジョブの作成：3番
目のソースファイ
ル

ジョブの作成に使用
する入力ファイルの
フルパスと名前を指
定します。

はい いい
え

Job.
CreateJobFromFil-
es.Source4

ジョブの作成：4番
目のソースファイ
ル

ジョブの作成に使用
する入力ファイルの
フルパスと名前を指
定します。

はい いい
え

Job.
CreateJobFromFil-
es.Source5

ジョブの作成：5番
目のソースファイ
ル

ジョブの作成に使用
する入力ファイルの
フルパスと名前を指
定します。

はい いい
え

Job.
CreateJobFromFil-
es.Source6

ジョブの作成：6番
目のソースファイ
ル

ジョブの作成に使用
する入力ファイルの
フルパスと名前を指
定します。

はい いい
え

Job.
CreateJobFromFil-
es.Source7

ジョブの作成：7番
目のソースファイ
ル

ジョブの作成に使用
する入力ファイルの
フルパスと名前を指
定します。

はい いい
え

Job.
CreateJobFromFil-
es.Source8

ジョブの作成：8番
目のソースファイ
ル

ジョブの作成に使用
する入力ファイルの
フルパスと名前を指
定します。

はい いい
え

Job.CurrentPrinter ステータス：割り
当てられたプリン
ター

RICOH
ProcessDirectorがこ
のジョブを印刷する
よう割り当てたプリ
ンターの名前が入っ
ています。

いい
え

いい
え

Job.
CustomerName

スケジューリン
グ：カスタマー名

このジョブに関連付
けられたカスタマー
を識別します。

はい はい

Job.Description 全般：ジョブの説
明

ジョブを説明するテ
キストが入っていま
す。

はい はい

Job.DownloadFile ダウンロードファ
イルのURL

ダウンロードする
ファイルのURLを指定
します。

はい いい
え

Job.
DownloadFileToCr-
eate

ダウンロードした
ファイルへのパス

ファイル名とRICOH
ProcessDirectorが

はい いい
え

8データベースプロパティー名
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値

編集
可能

ジョ
ブチ
ケッ
ト

ファイルを保存する
場所を指定します。

Job.Duplex 全般：両面印刷 ジョブで両面印刷が
アクティブになって
いるかどうかと、ア
クティブになってい
る場合は両面印刷の
タイプを示します。

• いいえ
• 反転
• はい

はい はい

Job.EJB.
SMTPserver

SMTPサーバータ
イプ

このステップでシス
テムのデフォルトの
メールサーバーと代
替のメールサーバー
のどちらを使用する
かを指定します。

• システム
• 代替

はい いい
え

Job.
EmailAddressBCC

BCCアドレス Eメールの BCCの送
信先となる 1つまた
は複数のアドレスで
す。

はい いい
え

Job.
EmailAddressCC

CCアドレス Eメールの CCの送信
先となる 1つまたは
複数のアドレス。

はい いい
え

Job.
EmailAddressTo

宛先アドレス ジョブの送信先とな
る 1つまたは複数 E
メールアドレス。

はい いい
え

Job.
EmailMessage

メッセージ Eメールの本文に含め
るテキストを指定し
ます。

はい いい
え

Job.Email.
PageRange

送信するページ範
囲

印刷ファイルのどの
ページが抽出され、
別のファイルに挿入
され、Eメールに添付
されるかを示す数値
が表示されます。

はい いい
え

Job.Email.
RangeData Stream

ページ範囲のデー
タストリーム

［送信するページ範
囲］プロパティーで
指定されているペー
ジ範囲が含まれた
ファイルの作成に使
用する印刷ファイル
のデータストリーム
を指定します。

• 現在のストリーム
を使用

• AFP
• PDF

はい いい
え

Job.Email.Secure
Connection

セキュア接続 メールサーバーとの
接続に SSLと TLSの
どちらのセキュリ
ティーを使用するか
を指定します。

• なし
• SSL
• TLS

はい いい
え

Job.
EmailSendFrom

送信者アドレス この Eメールアドレ
スは、Eメールの
［From:］フィールド
で使用されます。

はい いい
え

ジョブのデータベースプロパティー名
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値

編集
可能

ジョ
ブチ
ケッ
ト

Job.EmailSubject 件名 Eメールの件名に挿入
するテキストを指定
します。

はい いい
え

Job.External.
CodePage

外部：外部プログ
ラムコードページ

制御ファイルテンプ
レートなどの、処理
のために外部コマン
ドに送信されるファ
イルの内容を書き込
むために使用する
コードページを指定
します。このコード
ページは、外部コマ
ンドが、stderrおよび
stdoutや外部コマン
ドが作成した他の
ファイルに書き込む
メッセージを読み取
るためにも使用され
ます。

• UTF-8
• ISO8859_1
• ISO8859_15
• EUC_JPEUC_JP

はい いい
え

Job.External.
Command

外部：外部コマン
ド

処理中にステップが
実行可能なコマンド
ストリングを指定し
ます。

はい いい
え

Job.External.
ControlFileTempla-
te

外部：外部制御
ファイルテンプ
レート

外部コマンドが使用
する制御ファイルテ
ンプレートのパスと
名前を指定します。

はい いい
え

Job.External.
Language

外部：外部プログ
ラム言語

メッセージをRICOH
ProcessDirectorに返
すときに、外部コマ
ンドが使用する言語
を指定します。

• de_DE
• en_US
• es_ES
• fr_FR
• it_IT
• ja_JP

はい いい
え

Job.External.
ValidRCs

外部：有効な戻り
コード

外部コマンドが出す
ことができる戻り
コード値をリストし
ます。この値は、そ
のコマンドが正常に
実行されたことを示
します。コンマで区
切ることによって、
複数の戻りコードの
値を指定できます。
例えば、0,4。

はい いい
え

Job.FileToEmail 添付 Eメールに添付し、宛
先に送信する 1つま
たは複数のファイル
の絶対パスを指定し
ます。

はい いい
え

Job.FoldOptions 折りオプション ジョブやジョブの大
きなシートの折り
方、すべてのシート

• なし
• Z折り

はい はい

8データベースプロパティー名
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値

編集
可能

ジョ
ブチ
ケッ
ト

をまとめて折るかど
うか（重ねるか照合
するか）、および
シートのおもて面を
折りの外側に向ける
か内側に向けるか、
を指定します。

• 大きな用紙の Z折
り

• 4つ折り
• 折り込み
• レター折り込み
• レター折りたたみ
• サドル
• サドルを下げる

Job.HeaderConfig ヘッダーページ構
成ファイル

RICOH
ProcessDirectorが、
ZIPファイルに含まれ
る各ファイルの前に
配置されるヘッダー
ページの内容と形式
を作成するために使
用する、構成ファイ
ルのパスと名前を指
定します。許可ユー
ザーは、RICOH
ProcessDirectorに用
意されているヘッ
ダーページの構成
ファイルのいずれか
を指定できますが、
カスタマイズした構
成ファイルを指定す
ることもできます。

はい いい
え

Job.HotFolder.
ApplicationLogFile

ホットフォル
ダー：アプリケー
ションログファイ
ル

外部プログラムがそ
のログファイルを保
管するディレクト
リー。このプロパ
ティーを指定できま
す。

はい いい
え

Job.HotFolder.
FileToSend

ホットフォル
ダー：送信する
ファイル

RICOH
ProcessDirectorで外
部プログラムに実行
依頼するために送信
フォルダーに置く
ファイルを指定しま
す。このプロパ
ティーは編集できま
す。

はい いい
え

Job.HotFolder.
FileVerificationCo-
unt

ホットフォル
ダー：ファイル検
証回数

RICOH
ProcessDirectorが検
索フォルダーをポー
リングし、検索され
たファイルが完成し
たと判断する前に検
索されたファイルの
サイズが変更されて
いないことを検出す
る回数です。

はい いい
え

ジョブのデータベースプロパティー名
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値

編集
可能

ジョ
ブチ
ケッ
ト

Job.HotFolder.
PollInterval

ホットフォル
ダー：ポーリング
間隔

検索フォルダーの
ポーリング間隔。値
の時間単位は、秒、
分、または時間で
す。

はい いい
え

Job.HotFolder.
RetrievalFolder

ホットフォル
ダー：検索フォル
ダー

外部プログラム用の
出力ホットフォル
ダーの名前です。
RICOH
ProcessDirectorは、
検索パターンを使用
して検索フォルダー
で検索ファイルを検
索します。このプロ
パティーは編集でき
ます。

はい いい
え

Job.HotFolder.
RetrievalPattern

ホットフォル
ダー：検索パター
ン

検索フォルダー内の
返されたジョブの識
別にRICOH
ProcessDirectorが使
用するパターンマッ
チング文字列です。

はい いい
え

Job.HotFolder.
RetrievedFile

ホットフォル
ダー：検索ファイ
ル

検索されたファイル
の名前変更に使用さ
れる名前。

はい いい
え

Job.HotFolder.
SendingFolder

ホットフォル
ダー：送信フォル
ダー

RICOH
ProcessDirectorで外
部プログラムに送信
するジョブファイル
を置くホットフォル
ダーを指定します。

はい いい
え

Job.HotFolder.
TimeOutInterval

ホットフォル
ダー：タイムアウ
ト間隔

検索対象ファイルが
見つからないか、不
完全である場合に、
ジョブがエラー状態
に移行するまでの時
間（分）。

はい いい
え

Job.ID ［プロパティー］
ノートブックのタ
イトルに表示され
ます。

システムでジョブを
識別する固有の番号
が入っています。

いい
え

いい
え

Job.Info.Attr1 情報：カスタム1 ジョブに関する情報
の内、会社やプロセ
スに固有であるため
に他のプロパティー
に含まれていないも
のが含まれている。

はい いい
え

Job.Info.Attr2 情報：カスタム2 ジョブに関する情報
の内、会社やプロセ
スに固有であるため
に他のプロパティー

はい いい
え

8データベースプロパティー名
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値

編集
可能

ジョ
ブチ
ケッ
ト

に含まれていないも
のが含まれている。

Job.Info.Attr3 情報：カスタム3 ジョブに関する情報
の内、会社やプロセ
スに固有であるため
に他のプロパティー
に含まれていないも
のが含まれている。

はい いい
え

Job.Info.Attr4 情報：カスタム4 ジョブに関する情報
の内、会社やプロセ
スに固有であるため
に他のプロパティー
に含まれていないも
のが含まれている。

はい いい
え

Job.Info.Attr5 情報：カスタム5 ジョブに関する情報
の内、会社やプロセ
スに固有であるため
に他のプロパティー
に含まれていないも
のが含まれている。

はい いい
え

Job.Info.Attr6 情報：カスタム6 ジョブに関する情報
の内、会社やプロセ
スに固有であるため
に他のプロパティー
に含まれていないも
のが含まれている。

はい いい
え

Job.Info.Attr7 情報：カスタム7 ジョブに関する情報
の内、会社やプロセ
スに固有であるため
に他のプロパティー
に含まれていないも
のが含まれている。

はい いい
え

Job.Info.Attr8 情報：カスタム8 ジョブに関する情報
の内、会社やプロセ
スに固有であるため
に他のプロパティー
に含まれていないも
のが含まれている。

はい いい
え

Job.Info.Attr9 情報：カスタム9 ジョブに関する情報
の内、会社やプロセ
スに固有であるため
に他のプロパティー
に含まれていないも
のが含まれている。

はい いい
え

Job.Info.Attr10 情報：カスタム10 ジョブに関する情報
の内、会社やプロセ
スに固有であるため
に他のプロパティー
に含まれていないも
のが含まれている。

はい いい
え
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値

編集
可能

ジョ
ブチ
ケッ
ト

Job.
InputDatastream

全般：入力データ
ストリーム

このジョブの入力
ファイルに入ってい
るデータの形式を指
定します。

• afp
• gif
• jdf
• jpeg
• json
• lcds
• linedata
• メタコード
• pcl
• pdf
• ps
• テキスト
• tiff
• 不明
• xml

いい
え

はい

Job.InputFile 全般：入力ファイ
ル名

RICOH
ProcessDirectorが
ジョブを作成した元
の入力ファイルの名
前が入っています。

いい
え

はい

Job.InputFile.Size 全般：入力ファイ
ルサイズ（バイ
ト）

RICOH
ProcessDirectorが
ジョブを作成するた
めに使用した元の入
力ファイルのサイズ
をバイト単位で指定
します。

いい
え

いい
え

Job.Instance 全般：親サーバー 入力ファイルの実行
依頼ステップを所有
するRICOH
ProcessDirectorサー
バーの名前が入って
います。

いい
え

いい
え

Job.JDF.JobID 全般：JDFジョブID RICOH
ProcessDirectorが
ジョブとともに受信
したJDFジョブチケッ
トに含まれるジョブ
IDの値を表示しま
す。

いい
え

はい

Job.JDF.JobPartID 全般：JDFパートID RICOH
ProcessDirectorが
ジョブとともに受信
したJDFジョブチケッ
トに含まれるジョブ
のパートIDの値を表
示します。

いい
え

はい

Job.JobSize ステータス：ジョ
ブサイズ（シート
数）

ジョブをプリンター
にスケジュールする
ときに RICOH
ProcessDirectorが使
用する計算値が入っ
ています。また、

いい
え

いい
え
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値

編集
可能

ジョ
ブチ
ケッ
ト

ワークフローが
［VerifyPrintedSheetC-
ount］ステップを使
用して、ジョブにつ
いて印刷する実際の
シート数を確認する
場合にも、このプロ
パティーの値が使用
されます。

Job.JobType 全般：ワークフ
ロー

ジョブの処理フェー
ズおよびステップを
定義するワークフ
ローの名前が入って
います。

いい
え

いい
え

Job.JobType.
History

ステータス：ワー
クフロー履歴

ジョブが通過してい
る処理フェーズおよ
びステップを定義す
るワークフローと、
ジョブを再始動でき
る位置を定義する
ワークフローのリス
トが入っています。

いい
え

いい
え

Job.Locations スケジューリン
グ：要求された位
置

ジョブをどの位置で
印刷するかを指定し
ます。

はい いい
え

Job.Media スケジューリン
グ：メディア（作
動可能 |サポート |
すべて）

ジョブに使用するメ
ディアを指定しま
す。

はい はい

Job.
MediaRequired

メディアが必要 ジョブ全体または
ページ例外に対して
指定されたメディア
オブジェクトの名前
を表示します。この
プロパティーの値は
変更できません。

いい
え

はい

Job.Name 全般：ジョブ名 ジョブの名前が入っ
ています。

はい はい

Job.OutputBin スケジューリン
グ：出力ビン（要
求 |使用可能 |す
べて）

ジョブに使用する出
力ビンを指定しま
す。

はい はい

Job.OutputFormat スケジューリン
グ：出力形式

ジョブの最初のペー
ジと最後のページの
どちらを先に印刷す
るかを指定します。
また、印刷前にジョ
ブを異なるデータス
トリームに変換する
必要があるかどうか
も指定できます。

• AtoZforAFP
• AtoZforPDF
• ZtoAforAFP
• ZtoAforPDF
• 変換

いい
え

いい
え
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値

編集
可能

ジョ
ブチ
ケッ
ト

Job.PageLength 変換：変換ページ
の長さ（単位）

変換プログラムが生
成するイメージの長
さ (インチまたはミリ
メートル)を指定しま
す。

はい いい
え

Job.PageRange 印刷：再印刷する
ページ

現在のジョブのどの
ページを再印刷する
かを指定します。

いい
え

いい
え

Job.PageWidth 変換：変換ページ
の幅（単位）

変換プログラムが生
成するイメージの幅
(インチまたはミリ
メートル)を指定しま
す。

はい いい
え

Job.PagesStacked ステータス：ス
タック済みページ

印刷されて、プリン
ターの出力スタッ
カーに到達した論理
ページ数が入ってい
ます。

いい
え

いい
え

Job.PDF.ActionList 拡張PDF：アク
ションリスト

［EnhancePDF］ス
テップテンプレート
に基づくステップ
が、PDFファイルの操
作または評価に使用
する1つ以上のアク
ションを指定しま
す。

はい いい
え

Job.
PDFCheckResult

拡張PDF：PDF結果
チェック

PDFファイルのコンテ
ンツがPDF仕様に適合
しているかどうかが
表示されます。コン
テンツを確認するに
は、［EnhancePDF］
ステップテンプレー
トを基にして、ス
テップをワークフ
ローに追加します。
そのステップに、
CheckPDFアクショ
ンで -RPDproperty
を Job.
PDFCheckResultに
設定して指定しま
す。

いい
え

いい
え

Job.PDF.
FinisherOrderCon-
figuration

PDF：フィニッ
シャーの順序

2アップ印刷で、左側
に最初のページを配
置して右側を2ページ
目にするか、その逆
にするかを指定す
る。

• LeftToRight
• RightToLeft

はい いい
え

Job.PDF.
NUpConfiguration

PDF：Nアップ 1枚の用紙に並べて印
刷するページ数を指
定する。

• 1
• 2

はい いい
え
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値

編集
可能

ジョ
ブチ
ケッ
ト

Job.PDF.
Orientation

PDF方向 ジョブの印刷に使用
する向きを指定しま
す。

• 設定なし (デフォ
ルト)

• タテ
• ヨコ

いい
え

いい
え

Job.PDF.
PageRotationFro-
mOriginal

PDF：追加のペー
ジ回転

［フィニッシャーに
入るジョブの向き］
プロパティーによっ
て指定されたページ
の回転を超えて、印
刷するページの向き
をジョブで変更する
かどうかを指定す
る。

• 0
• 90
• 180
• 270

はい いい
え

Job.PDF.
RollConfiguration

PDF：フィニッ
シャーに入るジョ
ブの向き

フィニッシャーに入
るときの印刷ジョブ
の向きを指定しま
す。

• JobEndEdgeIntoFi-
nisher

• JobStartEdgeInto-
Finisher

はい いい
え

Job.Phase ステータス：現在
のフェーズ

現在ジョブを処理し
ているRICOH
ProcessDirector
フェーズの名前が
入っています。

• 完了
• 準備
• 印刷
• 受信

いい
え

いい
え

Job.
PhaseProgress

ステータス：現行
フェーズでの進行
状況

［［ジジョョブブフフェェーーズズ］］
プロパティーが識別
するフェーズ内の
ジョブの進行状況が
入っています。

• エラー
• 手動
• ステージング
• 実行しています

いい
え

いい
え

Job.Preview.
AcceptedBy

プレビュー印刷：
承認者

プレビュー印刷を承
認したユーザーのID
を示します。

いい
え

いい
え

Job.Preview.
AutoAccept

プレビュー印刷：
プレビュー印刷を
自動的に承認する

RICOH
ProcessDirectorがプ
レビュー印刷を自動
的に承認して、ジョ
ブをワークフローの
次のステップに移動
するかどうかを指定
します。

• いいえ
• はい

はい いい
え

Job.Preview.
PageRange

プレビュー印刷：
プレビュー印刷の
ページ範囲

PreviewPrintステップ
でサンプルとして印
刷されるジョブの
ページを記述する数
値文字列を表示しま
す。

はい いい
え

Job.Preview.
Requested Printer

プレビュー印刷：
プレビュー印刷を
要求されたプリン
ター

PreviewPrintステップ
がプレビュー印刷
ジョブを送信するプ
リンターの名前を指
定します。

はい いい
え
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値

編集
可能

ジョ
ブチ
ケッ
ト

Job.Print.
AssignPrintTime

ステータス：プリ
ンターへの割り当
て

プリンターがジョブ
を受信した日時を指
定します。

日付と時刻は、UTC
（ユニバーサルタイ
ムコード）の値とし
て、 yyyy-mm-dd
hh：mm：ss.
fffffffというタイ
ムスタンプ形式で格
納されます。
• yyyyyyyyは4桁の年で
す。

• mmmmは2桁の月で
す。

• ddddは2桁の日で
す。

• hhhhは2桁の時で
す。

• mmmmは2桁の分で
す。

• ssssは2桁の秒で
す。

• ffffffffffffffffffは秒
の小数点以下の9
桁で、省略可能で
す。

いい
え

いい
え

Job.Print.
CumulativePages-
Stacked

ステータス：ス
タック済み累積
ページ

印刷され、プリン
ターの出力スタッ
カーに達した論理
ページの総数（再印
刷されたページも含
む）が入っていま
す。

いい
え

いい
え

Job.Print.
CumulativeSheets-
Stacked

ステータス：ス
タック済み累積
シート

RICOH
ProcessDirectorシス
テムでのジョブの存
続期間中に、印刷さ
れ、プリンターの出
力スタッカーに到達
した物理シートの総
数が入っています。

いい
え

いい
え

Job.Print.
EndPrintTime

ステータス：印刷
完了時刻

プリンターがジョブ
の印刷を正常に完了
した日時を示しま
す。

日付と時刻は、UTC
（ユニバーサルタイ
ムコード）の値とし
て、 yyyy-mm-dd
hh：mm：ss.
fffffffというタイ
ムスタンプ形式で格
納されます。
• yyyyyyyyは4桁の年で
す。

• mmmmは2桁の月で
す。

• ddddは2桁の日で
す。

• hhhhは2桁の時で
す。

いい
え

いい
え
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値

編集
可能

ジョ
ブチ
ケッ
ト

• mmmmは2桁の分で
す。

• ssssは2桁の秒で
す。

• ffffffffffffffffffは秒
の小数点以下の9
桁で、省略可能で
す。

Job.Print.
HeaderConfig

バナーページ：
ヘッダーページ構
成ファイル

RICOH
ProcessDirectorが
ジョブのヘッダー
ページの内容と形式
を作成するために使
用する、構成ファイ
ルのパスと名前を指
定します。

はい いい
え

Job.Print.
HeaderCopies

バナーページ：
ヘッダーのコピー

RICOH
ProcessDirectorが
ジョブ自体の印刷を
開始する前に印刷す
る必要がある、ジョ
ブヘッダーページの
コピー数が入ってい
ます。

はい いい
え

Job.Print.SpoolID 全般：スプールID RICOH
ProcessDirectorが
ジョブをプリンター
ドライバーコンポー
ネントに送信する前
に生成する、ジョブ
のスプールIDを識別
します。

いい
え

いい
え

Job.Print.
TrailerConfig

バナーページ：ト
レーラーページ構
成ファイル

RICOH
ProcessDirectorが
ジョブのトレーラー
ページの内容と形式
を作成するために使
用する、構成ファイ
ルのパスと名前を指
定します。

はい いい
え

Job.Print.
TrailerCopies

バナーページ：ト
レーラーのコピー

RICOH
ProcessDirectorが
ジョブを印刷した後
で印刷する必要があ
る、ジョブトレー
ラーページのコピー
数が入っています。

はい いい
え

Job.Priority スケジューリン
グ：ジョブの優先
順位

ジョブの印刷の優先
順位が入っていま
す。

はい はい

Job.
ProcessGroupId

全般：プロセスグ
ループID

ジョブが属している
処理グループがある

いい
え

いい
え
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値

編集
可能

ジョ
ブチ
ケッ
ト

場合に、そのグルー
プの番号を指定しま
す。

Job.
ProcessGroupOrd-
er

全般：プロセスグ
ループ配列

ジョブグループ内に
ジョブがある場合、
その位置を識別しま
す。

いい
え

いい
え

Job.Punch スケジューリン
グ：パンチ

出力に穴を開けるた
めの穴の数と位置を
指定します。

• 2_at_bottom
• 2_at_left
• 2_at_right
• 2_at_top
• 3_at_bottom
• 3_at_left
• 3_at_right
• 3_at_top
• 4_at_bottom
• 4_at_left
• 4_at_right
• 4_at_top
• Multiple_at_bottom
• Multiple_at_left
• Multiple_at_left
• Multiple_at_top

はい はい

Job.ReprintCount ステータス：再印
刷回数

ジョブが印刷のため
に再処理された回数
を表示します。

いい
え

いい
え

Job.
RequestedPrinter

スケジューリン
グ：要求されたプ
リンター

ジョブで要求された
プリンターの名前が
入っています。

はい はい

Job.Resolution 変換：変換解像度
（dpi）

標準的なTransform
Featureの場合、デー
タ変換プログラムが
生成するイメージ出
力のフルページの解
像度を指定します。
ジョブを印刷するプ
リンターのモデルに
応じて適切な値を指
定します。

はい いい
え

Job.RestartSteps ［［ジジョョブブのの再再処処
理理］］ページで
［［フフェェーーズズおおよよびび
スステテッッププ］］リスト
として表示

許可ユーザーがジョ
ブの再処理を開始す
るために選択可能な
フェーズおよび関連
ステップを表示しま
す。

いい
え

いい
え

Job.
RetainDuration

全般：保存期間
（単位）

RICOH
ProcessDirectorが完
了フェーズの
RReettaaiinnCCoommpplleettee--
ddJJoobbssステップに到
達した後でジョブを
保存する期間の長さ

はい はい
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値

編集
可能

ジョ
ブチ
ケッ
ト

（分、時、または
日）を制御します。

Job.
RetainStartTime

全般：保存開始時
刻

完了フェーズでジョ
ブの保存期間が始
まった時刻が入って
います。

日付と時刻は、UTC
（ユニバーサルタイ
ムコード）の値とし
て、 yyyy-mm-dd
hh：mm：ss.
fffffffというタイ
ムスタンプ形式で格
納されます。
• yyyyyyyyは4桁の年で
す。

• mmmmは2桁の月で
す。

• ddddは2桁の日で
す。

• hhhhは2桁の時で
す。

• mmmmは2桁の分で
す。

• ssssは2桁の秒で
す。

• ffffffffffffffffffは秒
の小数点以下の9
桁で、省略可能で
す。

いい
え

いい
え

Job.
SavedSearches

保存済みフィル
ター

以前ジョブテーブル
に保存したフィル
ターから選択できま
す。

いい
え

いい
え

Job.
SetJobOverrides

ジョブ値ファイル プロパティー値を設
定するために使用す
る構成ファイルのフ
ルパスとファイル名
を指定します。

はい いい
え

Job.
SetJobOverrides

ジョブ値ファイル プロパティー値を設
定するために使用す
る構成ファイルのフ
ルパスとファイル名
を指定します。

はい いい
え

Job.
SheetsStacked

ステータス：ス
タック済みシート

印刷され、プリン
ターの出力スタッ
カーに到達した物理
シート数が表示され
ます。

いい
え

いい
え

Job.
SnapshotJobFile.
FileToBeCopied

コピーするファイ
ルタイプ

このステップがス
プールディレクト
リーで検索し、後で
使用するためにコ
ピーするファイルの
使用タイプおよび

はい いい
え
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値

編集
可能

ジョ
ブチ
ケッ
ト

データタイプを指定
します。

Job.
SnapshotJobFile.
NewFileDescriptor

スナップショット
ファイルの記述子

このステップが、
ジョブファイルのス
ナップショットを保
存するときに、ファ
イルのジョブ IDと
データタイプの間に
挿入するテキストで
す。

はい いい
え

Job.
SourceInputDevic-
eName

全般：ソース入力
装置

ジョブが発信され
た、システムのジョ
ブの入力装置名を表
示します。

いい
え

いい
え

Job.SpoolFileStem 全般：ルートファ
イルパス

このジョブに関連す
る、すべてのファイ
ルのディレクトリー
位置を指定します。

いい
え

いい
え

Job.Staple スケジューリン
グ：ステープル

出力で使用するス
テープルの数と位置
を指定します。

• 2_at_bottom
• 2_at_center
• 2_at_left
• 2_at_right
• 2_at_top
• Bottom_left
• Bottom_right
• Top_left
• Top_left_diagonal
• Top_left_horizontal
• Top_left_vertical
• Top_right
• Top_right_diagonal
• Top_right_

horizontal
• Top_right_vertical

はい はい

Job.
StapleRequired

ステープルが必要 このジョブまたはそ
のページ例外をス
テープルする必要が
あるかどうかを表示
します。このプロパ
ティーの値は変更で
きません。

いい
え

はい

Job.State ステータス：現行
ジョブの状態

ジョブの現行の処理
状態が入っていま
す。

• 割り当て済み
• 完了
• 作成中
• エラー
• 手動、待ち
• 手動、作動
• 印刷する
• 処理中
• キュー
• リリース
• 保存

いい
え

いい
え
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値

編集
可能

ジョ
ブチ
ケッ
ト

• スプール
• 停止
• 未割り当て
• 待ち

Job.Step ステータス：現在
のステップ

ジョブを処理してい
るステップの名前が
入っています。

いい
え

いい
え

Job.StopAtPhase ステータス：
フェーズに入ると
きに停止

ジョブが特定の
フェーズの最初のス
テップに到達したと
き、RICOH
ProcessDirectorがそ
のジョブを停止する
かどうかを指定しま
す。

• 完了
• 準備
• 印刷
• 受信

はい いい
え

Job.SubmitTime スケジューリン
グ：実行依頼時刻

入力装置が入力ファ
イルを実行依頼し、
対応するRICOH
ProcessDirectorジョ
ブを作成した日時が
入っています。

日付と時刻は、UTC
（ユニバーサルタイ
ムコード）の値とし
て、 yyyy-mm-dd
hh：mm：ss.
fffffffというタイ
ムスタンプ形式で格
納されます。
• yyyyyyyyは4桁の年で
す。

• mmmmは2桁の月で
す。

• ddddは2桁の日で
す。

• hhhhは2桁の時で
す。

• mmmmは2桁の分で
す。

• ssssは2桁の秒で
す。

• ffffffffffffffffffは秒
の小数点以下の9
桁で、省略可能で
す。

いい
え

いい
え

Job.TestJob 全般：テストジョ
ブ

ジョブがテストジョ
ブであるか、実動
ジョブであるかを指
定します。

• いいえ
• はい

はい いい
え

Job.TotalPages ステータス：合計
ページ数

ジョブ内の論理ペー
ジの総数が入ってい
ます。

いい
え

いい
え

Job.TotalSheets ステータス：合計
シート数

ジョブ内の物理シー
トの総数が入ってい
ます。

いい
え

いい
え

Job.TrailerConfig トレーラーページ
構成ファイル

RICOH
ProcessDirectorが、
ZIPファイルに含まれ

はい いい
え
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値

編集
可能

ジョ
ブチ
ケッ
ト

る各ファイルの後に
配置されるトレー
ラーページの内容と
形式を作成するため
に使用する、構成
ファイルのパスと名
前を指定します。許
可ユーザーは、
RICOH
ProcessDirectorに用
意されているトレー
ラーページの構成
ファイルのいずれか
を指定できますが、
カスタマイズした構
成ファイルを指定す
ることもできます。

Job.UseProxy プロキシサーバー
を使用

［DownloadFile］ス
テップがダウンロー
ドファイルのURL解決
にプロキシサーバー
を使用するかどうか
を指定します。

• いいえ
• はい

はい いい
え

Job.Validate.FileTo ファイル構造の確
認：チェックする
ファイル

ファイル構文を
チェックすることに
よって、
［CheckFileStructur-
e］ステップに基づく
ステップが検証する
JSONまたはXMLファ
イルの完全パスと名
前を指定します。

はい いい
え

Job.Validate.
FileType

ファイル構造の確
認：ファイル形式

［CheckFileStructur-
e］ステップテンプ
レートに基づくス
テップが検証する
ファイルの形式を指
定します。

• XML
• JSON

はい いい
え

Job.Wait.Amount 待機：待機時間 次のステップに進む
までにジョブが待つ
時間を指定します。

はい いい
え

Job.Wait.
TimeOfDay

待機：待機時刻 ジョブが次のステッ
プに進むまでの特定
の時間を指定しま
す。

はい いい
え

Job.Wait.
TimeZone

待機：タイムゾー
ン

［待ち終了時刻］プ
ロパティーで使用す
る時間帯を指定しま
す。

はい いい
え

Job.Wait.WaitUntil 待機：待機ステッ
プの終了

待ち期間が終了し、
ジョブが次のステッ
プに進んだときの日

はい いい
え
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値

編集
可能

ジョ
ブチ
ケッ
ト

付と時刻を表示しま
す。

Job.Wait.
WhenToMove

待機：次の後にス
テップを完了

［待ち終了時刻］と
［待ち期間］の両方
のプロパティーに値
が設定されている場
合、プロパティーは
この2種類の時間の前
後に到達した際に
［待ち］ステップが
完了するかどうかを
指定します。

• 初回発生時
• 最終発生時

はい いい
え

Job.WaitReason ステータス：待ち
状況の理由

それ以上RICOH
ProcessDirectorが
ジョブを処理できな
くなる条件を識別し
ます。

• DeviceUnavailable
• NoMatchingDevice
• ServerUnavailable
• StepTemplateDisa-

bled

いい
え

いい
え

Job.XML.
JSONInputFile

XML：JSON入力
ファイル

XML形式に変換する
JSONファイルを指定
します。

はい いい
え

Job.XML.
XMLOutputFile

XML：XML出力
ファイル

ステップで作成され
る XMLファイルの場
所と名前を指定しま
す。

はい いい
え

Job.ZipFIle.
FilesToZip

ZIPファイル：ZIP
するファイル

ZIPファイルを作成す
るために、
［ZIPFiles］ステップ
テンプレートに基づ
くステップがコピー
するファイルのコン
マ区切りリストを指
定します。

はい いい
え

Job.ZipFIle.
ZipToSave

ZIPファイル：出力
ファイル

［ZIPFiles］ステップ
テンプレートに基づ
くステップで作成さ
れる出力ファイルの
完全パスと名前を指
定します。

はい いい
え

Job.
ZipFilesToEmail

Eメール：ZIPファ
イルの添付

Eメールに添付する前
にファイルを ZIP
ファイルにパッケー
ジ化するかどうかを
指定します。

• いいえ
• はい

はい いい
え

ワークフローのデータベースプロパティー名
ジョブに関するメッセージでは、［JobType］で始まるデータベース名でワークフロープ
ロパティーが表されている場合があります。
［［編集可能］］列:
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• はい:許可ユーザーは、ワークフローが作成された後で値を変更できます。
• いいえ:許可ユーザーは、値を変更できません。

ワークフロープロパティー

データベース名 ノートブックフィールド名 説明
編集
可能

Connector.AnyOrAllFieldHelp 次の条件のいずれかまたは
すべてを適用する

ジョブが、規則に指定された条件を
すべて満たす必要があるか、条件の
1つを満たす必要があるのかを指定
します。

はい

Connector.
ConditionPredicate

要約 ［要約］フィールドでは、条件領域
での選択内容がデータベースの照会
フォーマットで表示されます。条件
を変更すると、値も変化します。

はい

Connector.JsonRule 条件 規則に対して 1つ以上の条件を定義
できます。それぞれの条件は、ジョ
ブプロパティー、比較、および値に
よって構成されます。

はい

Connector.Order 実行順 1つのステップに対応するコネクター
が複数ある場合、RICOH
ProcessDirectorは、ジョブを次のス
テップに進めるときに使用するコネ
クターを決定する必要があります。
ジョブに使用するコネクターを選択
する際に、RICOH ProcessDirectorは
1つ目、2つ目、3つ目のように、順番
にこの値を評価します。この値に
よって、使用するコネクターが示さ
れます。

はい

Job.CurrentDay 現在の日付 この値を要求する条件が評価される
ときに、RICOH ProcessDirectorを実
行しているサーバーでの現在の曜日
を指定します。

はい

Job.CurrentTime 現在の時刻 この値を要求する条件が評価される
ときに、RICOH ProcessDirectorを実
行しているサーバーでの現在の時刻
を指定します。

はい

JobType.ChangeId 代替 ID ワークフローの代替 IDを指定しま
す。

はい

JobType.CreatedBy 作成元 ワークフローを作成した拡張機能の
IDを指定します。

いい
え

JobType.Description 説明 ワークフローを説明するテキストが
入っています。

はい

JobType.GroupName グループ名 ワークフローが属するグループの名
前を指定します。

はい

JobType.LastModified 最終変更日時 ワークフローが最後に変更された日
時。

いい
え

JobType.Location ワークフローの位置 ワークフローに関連付けられる位置
を指定します。

はい
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データベース名 ノートブックフィールド名 説明
編集
可能

JobType.ModifiedBy 変更ユーザー このワークフローを最後に変更した
ユーザーのユーザー名を指定しま
す。

いい
え

JobType.Owner 所有者 ワークフローの所有者を指定しま
す。

はい

JobType.SourceID ソース ID ワークフローの IDを指定します。 いい
え

StepChain.Color カラー ワークフローに表示されるステップ
チェーンの色を指定します。

はい

StepChain.Description ステップチェーンの説明 ステップチェーンの機能を説明しま
す。

はい

StepChain.ID ステップチェーン名 ステップチェーンの名前を指定しま
す。

いい
え

StepChain.LastModified 最終変更日時 ステップチェーンが最後に変更され
た日時。

いい
え

StepChain.ModifiedBy 変更ユーザー このステップチェーンを最後に変更
したユーザー名を指定します。

いい
え

StepChain.Owner 所有者 ステップチェーンの所有者を指定し
ます。

はい

StepChain.Usage ステップチェーンの使用 ステップチェーン内にあるステップ
のグループの使用目的を指定しま
す。

はい

プリンターのデータベースプロパティー名
プリンターに関するメッセージでは、データベース名でプロパティーが表されている場合
があります。すべてのプロパティーがすべてのタイプのプリンターに当てはまるわけでは
ありません。
ユーザーインターフェースのドロップダウンリストに表示される値の中には、RICOH
ProcessDirectorの内部で使用される値とは異なるものがあります。Webサービスを使用し
て要求を行うときや、指定変更ファイルを使用して値を設定するときは、内部値を使用す
る必要があります。［［内内部部値値］］列に、このようなプロパティーの内部値を示します。
［［編編集集可可能能］］列:

• はい:許可ユーザーは、プリンターが作成された後で値を変更できます。
• いいえ:許可ユーザーは、値を変更できません。
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プリンタープロパティー

データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値 編集可能

CustomPDFPrinter.
ImportPrinter

一般:カスタム
PDFプリンター
サーバー

カスタムPDFプリン
ターデバイスを定義
するプリンターサー
バーを選択します。

いいえ

CustomPDFPrinter.
PrinterType

一般:カスタムプ
リンタータイプ

カスタムPDFプリン
ターオブジェクトと
して定義するプリン
ターのタイプを指定
します。

はい

JdfDirectPrinter.
VPName

一般:仮想プリン
ター名

Ricoh TotalFlowプリン
ターオブジェクトに
定義する仮想プリン
ター名を指定しま
す。

はい

JdfOutputPrinter.
PrinterType

一般:プリンター
のタイプ

プリンタータイプを
指定します。

Ricoh PDFプリンター
として接続できるす
べてのプリンターの
リスト。

はい

JdfOutputPrinter.
BannerPage.Tray

バナーページバ
ナーページ給紙ト
レイ

ヘッダーページとト
レーラーページの用
紙を保持するプリン
ターの給紙トレイを
指定します。

はい

JdfOutputPrinter.
JobStatusPolling

一般:ジョブ状況
のポーリング間隔

Ricoh PDFプリンター
またはカスタムPDFプ
リンターが、ジョブ
の状況の更新を要求
する頻度を定義しま
す。

はい

JdfOutputPrinter.
MergeBanner

バナーページバ
ナーページをPDF
印刷ファイルに
マージ

ヘッダーおよびト
レーラーバナーファ
イルをPDF印刷ファイ
ルにマージするか、
別のファイルとして
プリンターに送信す
るかを指定します。

• いいえ
• はい

はい

JdfOutputPrinter.Port 一般:プリンター
ポート

プリンターの通信
ポートを指定しま
す。

はい

JdfOutputPrinter.URL 一般: Printer URL プリンターとの通信
に使用するホスト名
またはTCP/IPアドレス
を指定します。

はい

PassThroughPrinter.
CodePage

一般:コードペー
ジ

プリンターが、プリ
ンターコマンドを解
釈するのに使用する
コードページを指定
します。

はい

PassThroughPrinter.
Command

一般:プリンター
コマンド

プリンターにジョブ
を実行依頼するのに

はい
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値 編集可能

使用されるコマン
ド。

PassThroughPrinter.
ControlFileTemplate

一般:制御ファイ
ルテンプレート

プリンターコマンド
パラメーターにジョ
ブプロパティーを
マッピングする制御
ファイルテンプレー
トの絶対パス名を指
定します。

はい

PassThroughPrinter.
MergeBanner

バナーページバ
ナーページをPDF
印刷ファイルに
マージ

ヘッダーおよびト
レーラーバナーファ
イルをPDF印刷ファイ
ルにマージするか、
別のファイルとして
プリンターに送信す
るかを指定します。

• いいえ
• はい

はい

PassThroughPrinter.
ValidRCs

一般:有効な戻り
コード

ジョブが正常に印刷
されたことを示すた
め、プリンターコマ
ンドが発行すること
ができる戻りコード
値のリストが入って
います。

はい

Printer.CommunityName SNMP:コミュニ
ティー名

プリンターが属する
Simple Network
Management Protocol
（SNMP）コミュニ
ティーの名前を指定
します。

はい

Printer.CurrentJobID 状況:現行ジョブ
の番号

現在プリンターに割
り当てられている
ジョブのジョブ番号
を指定します。

いいえ

Printer.CurrentJobName 状況:現行ジョブ
の名前

現在プリンターに割
り当てられている
ジョブの名前を指定
します。

いいえ

Printer.
CurrentJobPagesStack-
ed

状況:印刷される
現行ジョブページ

現在プリンターに割
り当てられている
ジョブで印刷された
ページ数を示しま
す。

いいえ

Printer.
CurrentJobProgress

状況:印刷済みの
比率

プリンターに現在割
り当てられている
ジョブで印刷されて
いる現行ページを、
ジョブの合計ページ
数に対する割合（%）
で表示します。

いいえ

Printer.
CurrentJobTotalPages

状況:現行ジョブ
の合計ページ数

現在プリンターに割
り当てられている

いいえ
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値 編集可能

ジョブの合計ページ
数を示します。

Printer.CurrentStatus 状況:最終ステー
タスメッセージ

プリンター状況が
［［切断］］または
［［アテンションが
必要］］の場合、プ
リンターについて受
け取った最新のエ
ラーまたは警告メッ
セージが入っていま
す。それ以外の場
合、プリンターにつ
いて受け取った最新
の通知メッセージが
入っています。

いいえ

Printer.CustomerName スケジューリング:
カスタマー名

プリンターに割り当
てられたカスタマー
名を指定します。

はい

Printer.Description 一般:プリンター
の説明

プリンターオブジェ
クトを説明するテキ
ストが含まれます。

はい

Printer.Enabled 状況:使用可能状
況

RICOH
ProcessDirectorがプリ
ンターに対してジョ
ブをスケジュールで
きるかどうかを指定
します。

いいえ

Printer.
EnhancePDFFilter

一般：アクション
リスト

PDFファイルおよび
JDFファイルをRICOH
PDFまたはRICOH
TotalFlowプリンター
に送信する前に、PDF
ファイルおよびJDF
ファイルに適用でき
るアクションを指定
します。

はい

Printer.FirstSegmentSize 一般:最初のPDF
セグメントサイズ

プリンターに送信さ
れる最初のPDFジョブ
セグメントのサイズ
を、ページを単位と
して指定します。

いいえ

Printer.FoldCapable スケジューリング:
折り対応

プリンターがジョブ
に割り当てられたさ
まざまな方法でペー
ジを折ることができ
るかどうかを指定し
ます。

はい

Printer.HeaderExit バナーページヘッ
ダーページを使用
可能にする

プリンターが各ジョ
ブの開始時にヘッ
ダーページを印刷す
るかどうかを制御し
ます。

• いいえ
• はい

はい
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値 編集可能

Printer.ID プロパティーノー
トブックのタイト
ルに表示プリン
ター名

プリンターの名前が
入っています。

いいえ

Printer.Instance 一般:プリンター
サーバー

このプリンターに
ジョブを送信する
RICOH
ProcessDirectorサー
バーの名前を指定し
ます。

はい

Printer.JobSize スケジューリング:
サポートされる
ジョブサイズ

RICOH
ProcessDirectorがプリ
ンターに対してスケ
ジュールできるシー
ト内のジョブサイズ
を指定します。

はい

Printer.Language 一般:プリンター
言語

メッセージをRICOH
ProcessDirectorに返す
ときに、プリンター
ドライバーコンポー
ネントで使用する言
語を示します。

はい

Printer.LastModified 一般:最終変更日
時

プリンターが最後に
変更された日時。

いいえ

Printer.Locations スケジューリング:
プリンターの位置

プリンターの名前を
指定します。

はい

Printer.
MaxConcurrentJobs

一般:最大並行
ジョブ数

RICOH
ProcessDirectorのプリ
ンタードライバーコ
ンポーネントが同時
に制御できるジョブ
の最大数を指定しま
す。

はい

Printer.Media スケジューリング:
サポートされるメ
ディア

プリンターでサポー
トされるメディアを
指定します。

はい

Printer.MediaCatalog メディア：使用す
るメディア

プリンターに送信さ
れるジョブのメディ
ア情報がシステムメ
ディアかプリンター
メディアかを指定し
ます。

• プリンター
• システム

はい

Printer.Model 一般:プリンター
用紙タイプ

プリンターのタイ
プ、例えば、連続用
紙またはカットシー
トなどが入っていま
す。

はい

Printer.Model.Specific 一般:プリンター
モデル

プリンターの型式番
号が入っています。

はい

Printer.ModifiedBy 一般:変更ユー
ザー

このプリンターを最
後に変更したユー

いいえ
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値 編集可能

ザーのユーザー名を
指定します。

Printer.OutputBin スケジューリング:
使用可能出力ビン

プリンターに取り付
けることができる出
力ビンをリストしま
す。

はい

Printer.OutputFormat スケジューリング:
出力形式

プリンターが、ジョ
ブの最初のページと
最後のページのどち
らを先に印刷するよ
うにセットアップさ
れているかを指定し
ます。通常、仕上げ
またはその他の後処
理の要件に応じて判
断します。また、印
刷前にジョブを異な
るデータストリーム
に変換する必要があ
ることを指定するこ
ともできます。

• AtoZforAFP
• AtoZforPDF
• ZtoAforAFP
• ZtoAforPDF
• 変換

はい

Printer.
PerfectBindingCapable

スケジューリング:
完全バインド対応

プリンターが用地の
端をとじて背表紙を
接着できるかどうか
を指定します。

はい

Printer.PunchCapable スケジューリング:
パンチ対応

プリンターに接続さ
れたフィニッシャー
が出力に穴を開ける
ことができるかどう
かを指定します。

はい

Printer.Retry 接続:プリンター
接続再試行カウン
ト

プリンターへの接続
に失敗したときに、
RICOH
ProcessDirectorが接続
を試みる回数を指定
します。

はい

Printer.RetryInterval 接続:再試行間隔 プリンターへの接続
に失敗したときに、
RICOH
ProcessDirectorが接続
を試みる頻度を指定
します。

はい

Printer.
RingBindingCapable

スケジューリング:
リングバインド対
応

プリンターが用地の
端をとじてリングを
挿入できるかどうか
を指定します。

はい

Printer.S2VBarcode AFP:ジョブ後に空
白ページを送信す
る

プリンターキューに
入れられた最後の
ジョブが印刷された
と、プリンターに送
信する空白ページの
数を指定します。

はい
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値 編集可能

Printer.SegmentSize 一般: PDFセグメ
ントサイズ

プリンターに送信さ
れる PDFジョブセグ
メントのサイズを、
ページを単位として
指定します。

はい

Printer.SerialNumber 状況:シリアル番
号

プリンターのシリア
ル番号が入っていま
す。

いいえ

Printer.SNMPStatus 状況: SNMP状況 SNMPが接続されてい
るか、切断されてい
るか、または使用不
可になっているかを
示します。

いいえ

Printer.StapleCapable スケジューリング:
ステープル対応

プリンターに接続さ
れたフィニッシャー
が出力をステープル
で留めることができ
るかどうかを指定し
ます。

はい

Printer.Status 状況:プリンター
状況

プリンターの現在の
状況が入っていま
す。

いいえ

Printer.TCPIP.Address 一般:プリンター
TCP/IPアドレスま
たはホスト名

プリンターハード
ウェアのネットワー
クTCP/IPアドレスまた
は完全修飾ホスト名
のいずれかを指定し
ます。

はい

Printer.TrailerExit バナーページト
レーラーページを
使用可能にする

プリンターが各ジョ
ブの末尾にトレー
ラーページを印刷す
るかどうかを指定し
ます。

• いいえ
• はい

はい

Printer.UseSNMP SNMP: SNMPの使
用

RICOH
ProcessDirectorが
SNMPを使用してプリ
ンターをモニターす
るかどうかを指定し
ます。

はい

Printer.
UseSnmpUpdateMedia

SNMP:プリンター
からトレイ情報を
取得

RICOH
ProcessDirectorでメ
ディアを更新するた
めにSimple Network
Management Protocol
（SNMP）を使用する
かどうかを指定しま
す。

• いいえ
• はい

はい

Printer.Version 状況:バージョン SNMPによって戻され
るプリンターバー
ジョンが入っていま
す。

いいえ
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メディアのデータベースプロパティー名
メディアに関するメッセージでは、［Media］で始まるデータベース名でプロパティーが
表されている場合があります。
ユーザーインターフェースのドロップダウンリストに表示される値の中には、RICOH
ProcessDirectorの内部で使用される値とは異なるものがあります。Webサービスを使用し
て要求を行うときや、指定変更ファイルを使用して値を設定するときは、内部値を使用す
る必要があります。［［内部値］］列に、このようなプロパティーの内部値を示します。
［編集可能］列:

• ［はい］:許可ユーザーは、メディアが作成された後で値を変更できます。
• ［いいえ］:許可ユーザーは、値を変更できません。
［ジョブチケット］列:

• ［はい］:ジョブの［メディア］プロパティーを設定するために、ジョブの実行依頼に
使用されるジョブチケットにある 1つ以上の値とプロパティーが比較されます。

• ［いいえ］:プロパティーはジョブチケットにある値と比較されません。

メディアのプロパティー
データベース
名 フィールド名 説明 内部値 編集可能

ジョブチ
ケット

Media.
Description

メディアの説
明

メディアについて説明
するユーザー定義のテ
キストが入っていま
す。

はい いいえ

Media.ID プロパティー
ノートブック
のタイトルに
表示メディア
名

メディアの名前が入っ
ています。

いいえ はい

Media.
LastModified

最終変更日時 メディアが最後に変更
された日時。

いいえ いいえ

Media.
MappedMedia

マップされた
システムメ
ディア

このプリンターメディ
アにマップするシステ
ムメディアを指定しま
す。

はい はい

Media.
MappedMedi-
a.PrinterFilter

プリンター テーブル内のメディア
マッピングを表示する
プリンターを指定しま
す。

• すべて はい はい

Media.
ModifiedBy

変更ユーザー このメディアを最後に
変更したユーザーの
ユーザー名を指定しま
す。

いいえ いいえ

Media.Printer プリンター このプリンターメディ
アが関連付けられてい
るプリンターの名前を
指定します。

いいえ はい
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データベース
名 フィールド名 説明 内部値 編集可能

ジョブチ
ケット

Media.
ProductId

製品 ID メディアの製品 IDを指
定します。このプロパ
ティーは、［JDF/
PDF］の［送信する
データストリーム］の
値を持つRicoh PDFプリ
ンターに送信された
ジョブでのみ使用され
ます。

はい はい

Media.
SendName

ジョブチケッ
トでメディア
名を送信

メディア名をJDFジョ
ブチケット内のRicoh
PDFプリンターに送信
するかどうかを指定し
ます。

はい いいえ

MediaSize.
Height

メディアの高
さ

メディアの高さを指定
します。

はい はい

MediaSize.
Units

メディア単位 メディアの高さおよび
幅の計測単位を指定し
ます。

• インチ
• ミリメートル
• ポイント

はい いいえ

ジョブチ
ケットのメ
ディアの寸
法は常にポ
イント単位
です。

MediaSize.
Width

メディアの幅 メディアの幅を指定し
ます。

はい はい

MediaType.
Color

メディアのカ
ラー

メディアのカラーを指
定します。

• 青
• バフ
• ゴールデン
ロッド

• グレー
• 緑
• アイボリー
• なし
• オレンジ
• ピンク
• パープル
• レッド
• ユーザー
• 白
• 黄

はい はい

MediaType.
Details

メディアの詳
細

メディアが属する一般
カテゴリー (例えば、レ
ターヘッドまたは OHP
フィルム)を指定しま
す。

• ボンド
• カードストッ
ク

• 封筒
• ラベル
• レターヘッド
• 用紙(A)
• 特殊紙
• タブストック
• 半透明
• 透明

はい はい
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データベース
名 フィールド名 説明 内部値 編集可能

ジョブチ
ケット

MediaType.
Preprinted

メディアは事
前印刷される

メディアが事前印刷さ
れるかどうかを指定し
ます。

• いいえ
• はい

はい はい

MediaType.
Punched

メディアはプ
リパンチされ
る

メディアがプリパンチ
されるかどうかを指定
します。

• いいえ
• はい

はい はい

MediaType.
Recycled

メディアは再
生される

メディアが再生される
かどうかを指定しま
す。

• いいえ
• はい

はい はい

MediaType.
Weight

メディアの坪
量 (gsm)

メディアの重さを 1平
方メートル当たりのグ
ラム (gsm)で指定しま
す。

はい はい

入力装置のデータベースプロパティー名
入力装置に関するメッセージでは、データベース名でプロパティーが表されている場合が
あります。HHoottFFoollddeerrで始まるデータベースプロパティー名は、ホットフォルダー入力
装置に固有のものです。zzOOSSDDoowwnnllooaaddで始まるデータベースプロパティー名は、
Download入力装置に固有のものです。名前が IInnppuuttDDeevviicceeで始まるプロパティーは、
すべてのタイプの入力装置が対象です。
ユーザーインターフェースのドロップダウンリストに表示される値の中には、RICOH
ProcessDirectorの内部で使用される値とは異なるものがあります。Webサービスを使用し
て要求を行うときや、指定変更ファイルを使用して値を設定するときは、内部値を使用す
る必要があります。［［内内部部値値］］列に、このようなプロパティーの内部値を示します。
［［編編集集可可能能］］列:

• はい:許可ユーザーは、入力装置が作成された後で値を変更できます。
• いいえ:許可ユーザーは、値を変更できません。

入力装置プロパティー

データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値 編集可能

HotFolder.CodePage 一般:装置コード
ページ

入力装置が、印刷ファイ
ルに付随するファイル
(トリガーファイルやリ
ストファイルなど)の内
容を読み取るときに使用
するコードページです。

• EUC_JP
• ISO8859_1
• iso8859_15
• utf8

はい

HotFolder.SetPattern バッチ:セットの一
致するパターン

セットの作成時に入力装
置が使用するファイル名
パターンを指定します。
このパターンは正規表現
であり、セット内で一致
する必要がある、入力
ファイル名の一部を示し
ます。セットを構成する
入力ファイルは、［デー

はい
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値 編集可能

タパターン］、［JDFパ
ターン］、［指定変更パ
ターン］、［ファイルパ
ターン］の各プロパ
ティーの値によって決ま
ります。

InputDevice.
BatchingMethod

バッチ:バッチ方式 入力装置が複数の入力
ファイルまたはファイル
のセットをグループ化す
る方法、それらを 1つの
ジョブまたは親子のジョ
ブとして実行依頼する方
法を指定します。ホット
フォルダー入力装置であ
ればこの値を変更するこ
とができますが、
Download入力装置また
は LPD入力装置の場合
は変更できません。

• AutoBatch
• JDF
• ListFile
• MVSOutGrp
• なし
• PatternBas-

ed
• NumberOfF-

iles
• NumberOfP-

ages
• NumberOfS-

ets
• PagesInSets
• SetsByTime
• 時刻

はい (ホット
フォルダー)、
いいえ
(Download、
LPD)

InputDevice.Child.
InitJobTypeStep

一般:子ワークフ
ロー初期化ステップ

単一のジョブまたは子
ジョブのワークフローを
初期化したり、ジョブと
一緒に実行依頼されるオ
プションの指定変更ファ
イルをジョブプロパ
ティー設定用の
property name=value
形式のテキストファイル
に変換したりするため
に、入力装置で使用され
るステップの名前を指定
します。

はい

InputDevice.Child.
JobType

一般:子ワークフ
ロー

1つのファイルのみを含
むジョブ、または親ジョ
ブの子であるジョブに、
入力装置が割り当てる
ワークフローの名前を指
定します。

はい

InputDevice.Child.
JobType
ParsingRules

拡張:子ワークフ
ロー構文解析規則

制御ファイルのパスおよ
びファイル名が入ってい
ます。

はい

InputDevice.Child.
JobTypeFilename
Pattern

拡張:子ワークフ
ローパターン

ファイル名のどの部分が
単一ジョブおよび子ジョ
ブのワークフローに使用
される必要があるかを示
すパターンマッチングス
トリングが入っていま
す。

はい

InputDevice.
IDConvertOverrides

拡張:変換指定変更 制御ファイルが、ジョブ
と一緒に実行依頼される
指定変更ファイルを

• いいえ
• はい

はい (ホット
フォルダー)、
いいえ

入力装置のデータベースプロパティー名



8

170

データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値 編集可能

RICOH ProcessDirector
property name=value
フォーマットのジョブプ
ロパティーファイルに変
換する必要があるかどう
かを指定します。

(Download、
LPD)

InputDevice.
CreateZip

バッチ:.zipファイル
の作成

入力装置がデータファイ
ルを個別のジョブとして
実行依頼するか、それら
を.zipファイルにまとめ
て単一のジョブとして実
行依頼するかを指定しま
す。

• いいえ
• はい

はい

InputDevice.
Description

一般:入力装置の説
明

入力装置を説明するテキ
ストが入っています。

はい

InputDevice.Enabled 状況:使用可能状況 この入力装置が、対応す
るRICOH ProcessDirector
ジョブを作成するために
受信する入力ファイルを
実行依頼できるかどうか
を指定します。

• いいえ
• はい

いいえ

InputDevice.
FileCompletion

拡張:完了方法 入力ファイルの送信が完
了したことを入力装置が
どのようにして判断する
かを指定します。

• CheckOpen
• CheckSize
• なし
• トリガー

はい (ホット
フォルダー)、
いいえ
(Download、
LPD)

InputDevice.
FileDataPatterns

バッチ:データパ
ターン

入力装置が単一のジョブ
として処理するために受
け入れる必要がある入力
ファイルをRICOH
ProcessDirectorが識別す
るために使用する、パ
ターンマッチングストリ
ングが入っています。

はい (ホット
フォルダー)、
いいえ
(Download、
LPD)

InputDevice.
FileJDFPatterns

バッチ: JDFパターン RICOH ProcessDirectorが
JDF（ジョブ定義フォー
マット）ジョブチケット
を識別するために使用す
るパターンマッチングス
トリングが入っていま
す。

はい (ホット
フォルダー)、
いいえ
(Download、
LPD)

InputDevice.
FileListPatterns

バッチ:リストパ
ターン

RICOH ProcessDirectorが
リストファイルを識別す
るために使用するパター
ンマッチングストリング
が入っています。

はい (ホット
フォルダー)、
いいえ
(Download、
LPD)

InputDevice.
FileOtherPatterns

バッチ:指定変更パ
ターン

RICOH ProcessDirector
が、リストファイルおよ
びそのリストファイルが
指定する入力ファイル、
または別の単一の入力
ファイルとともに処理す
る必要があるファイルを

はい (ホット
フォルダー)、
いいえ
(Download、
LPD)
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値 編集可能

識別するために使用する
パターンマッチングスト
リングが入っています。

InputDevice.
IDFileTrigger Patterns

拡張:トリガーパ
ターン

RICOH ProcessDirectorが
トリガーファイルを識別
するために使用する、
ユーザー定義のパターン
マッチングストリングが
入っています。

はい (ホット
フォルダー)、
いいえ
(Download、
LPD)

InputDevice.
FolderLocation

一般:フォルダー位
置

入力装置が着信ジョブに
ついてモニターするディ
レクトリーの名前が入っ
ています。

はい

InputDevice.
Frequency

バッチ:バッチ間隔 入力ファイルのバッチを
実行依頼する時間間隔を
示します。

はい

InputDevice.ID プロパティーノート
ブックのタイトルに
表示

入力装置の名前が入って
います。

いいえ

InputDevice.
InitJobTypeStep

一般:ワークフロー
初期化ステップ

入力装置が受信した入力
ファイルの親ワークフ
ローを初期化したり、
ジョブと一緒に実行依頼
されるオプションの指定
変更ファイルをジョブプ
ロパティー設定用の
RICOH ProcessDirector
property name=value
形式のテキストファイル
に変換したりするため
に、入力装置で使用され
るステップの名前を指定
します。

はい

InputDevice.Instance 全般：親サーバー この入力装置のメッセー
ジを受信して記録する
RICOH ProcessDirector
サーバーの名前を指定し
ます。

はい

InputDevice.JobType 一般:ワークフロー この入力装置がジョブに
割り当てるワークフロー
の名前を指定します。

はい

InputDevice.
IDJobTypeFilename
Pattern

拡張:親ワークフ
ローパターン

ファイル名のどの部分が
親ジョブのワークフロー
に使用される必要がある
かを示すパターンマッチ
ングストリングが入って
います。

はい

InputDevice.
IDJobTypeParsing
Rules

拡張:親ワークフ
ロー構文解析規則

制御ファイルのパスおよ
びファイル名が入ってい
ます。

はい
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値 編集可能

InputDevice.
LastModified

一般:最終変更日時 入力装置が最後に変更さ
れた日時。

いいえ

InputDevice.
Locations

一般:入力装置の位
置

この入力装置に関連付け
られている位置です。

はい

InputDevice.
MaxErrors

一般:最大エラー数 RICOH ProcessDirectorが
入力装置を使用不可にす
る前に発生する可能性が
ある入力装置の通信エ
ラーの数が入っていま
す。

はい

InputDevice.
ModifiedBy

一般:変更ユーザー この入力装置を最後に変
更したユーザーのユー
ザー名を指定します。

いいえ

InputDevice.
NumberOfFiles

バッチ:バッチ対象
のファイル数

［一般］タブで番番号号バッ
チ方式を選択したとき
に、単一の実行依頼にま
とめられるファイル数を
指定します。

はい

InputDevice.
NumberOfPages

バッチ:バッチ対象
のページ数

［一般］タブでペペーージジ数数
バッチ方式を選択したと
きに、単一の実行依頼に
まとめられる PDFペー
ジ数の最大値を指定しま
す。

はい

InputDevice.
PageThreshold

バッチ:バッチ対象
のページ数を超える

ホットフォルダーが PDF
ファイルのコレクション
を実行依頼するとき、そ
こに含まれるファイルの
ページ数がババッッチチ対対象象のの
ペペーージジ数数プロパティーの
値を超えるときにその
ファイルを含めるかどう
かを指定します。

はい

InputDevice.
PollInterval

一般:一般:ポーリン
グ間隔 (単位 )

ホットフォルダー入力装
置の［フォルダー位置］
プロパティーが指定した
ディレクトリー内で
RICOH ProcessDirector
がファイルをチェックす
る時間間隔を指定しま
す。

はい

InputDevice.
ScheduleDaily

バッチ:頻度 (日) 入力装置が入力ファイル
のバッチを実行依頼する
頻度を指定します。

はい

InputDevice.
ScheduleHourly

バッチ:頻度 (時間) 入力装置が入力ファイル
のバッチを実行依頼する
頻度を指定します。

はい

InputDevice.
ScheduleMinute

バッチ:頻度 (分) 入力装置が入力ファイル
のバッチを実行依頼する
頻度を指定します。

はい
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値 編集可能

InputDevice.
ScheduleMonthly

バッチ:頻度 (月) 入力装置が入力ファイル
のバッチを実行依頼する
頻度を指定します。

はい

InputDevice.
ScheduleWeekly

バッチ:頻度 (週) 入力装置が入力ファイル
のバッチを実行依頼する
頻度を指定します。

はい

InputDevice.
StagingLocation

一般:ステージング
位置

入力装置が入力ファイル
をジョブとして実行依頼
する前に、その入力ファ
イルを移動するディレク
トリーの名前が入ってい
ます。

はい

InputDevice.StartDate バッチ:バッチ開始
日

入力装置に対して［時
刻］バッチ方式が有効に
なる日付を指定します。

はい

InputDevice.
StartDateAndTime

バッチ:バッチ開始
日時

入力装置で［時刻］また
は［時刻によるセット］
のバッチ方式を有効にす
る日時を指定します。

はい

InputDevice.Status 状況:接続状態 入力装置の現在の状況
(接続、切断、または接
続不可)をリストしま
す。

• 接続
• 切断
• UnableToC-

onnect

いいえ

InputDevice.
SubmitStep

一般:実行依頼ス
テップ

入力装置がジョブ処理の
ために入力ファイルを送
信する実行依頼ステップ
の名前が入っています。

はい

InputDevice.
WaitingFileCount

状況:待ち入力ファ
イル

入力装置が受信しても、
対応するRICOH
ProcessDirectorジョブを
作成するためにまだ実行
依頼していない入力ファ
イルの数が入っていま
す。

いいえ

InputFilePattern.
FilePattern

バッチ:ファイルパ
ターン

1つ以上のファイルのパ
ターンマッチングストリ
ングを指定します。

はい

InputFilePattern.
Required

バッチ:必須ファイ
ルパターン

ジョブを実行依頼する前
に入力ファイルのパター
ンと一致するファイルが
ホットフォルダーに存在
する必要があるかどうか
を指定します。

• いいえ
• はい

はい

InputFilePattern.
Sequence

バッチ:ファイルパ
ターンシーケンス

ファイルパターンの優先
順位を指定します。パ
ターンは、この順序で
チェックされます。

はい

InputFilePattern.
SpoolFileType

バッチ:スプール
ファイルタイプ

ファイルの内容または
データストリームタイプ
を指定します。

はい

入力装置のデータベースプロパティー名
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値 編集可能

InputFilePattern.
SpoolFileUsage

バッチ:スプール
ファイル使用法

ジョブ中のファイルの目
的または役割を指定しま
す。

はい

LPD.Codepage 一般:装置コード
ページ

制御ファイルやリスト
ファイルなど、印刷ファ
イルを伴うファイルの内
容を読み取るために LPD
入力装置が使用するコー
ドページです。

• EUC_JP
• ISO8859_1
• iso8859_15
• utf8

はい

入力ファイルのデータベースプロパティー名
入力ファイルに関するメッセージでは、IInnppuuttFFiilleeで始まるデータベース名でプロパ
ティーが表されている場合があります。
ユーザーインターフェースのドロップダウンリストに表示される値の中には、RICOH
ProcessDirectorの内部で使用される値とは異なるものがあります。Webサービスを使用し
て要求を行うときや、指定変更ファイルを使用して値を設定するときは、内部値を使用す
る必要があります。［［内内部部値値］］列に、このようなプロパティーの内部値を示します。
［［編編集集可可能能］］列:

• はいは、許可ユーザーが、入力ファイルが作成された後で値を変更できることを意味
します。

• いいえ:許可ユーザーは、値を変更できません。

入力ファイルプロパティー

データベース名
列見出し：入力ファ
イルテーブル 説明 内部値 編集可能

InputFile.JobType ワークフロー 入力ファイルをジョブ
処理のために実行依頼
するとき、入力装置が
そのファイルに割り当
てるワークフローの名
前が入っています。

いいえ

InputFile.Location 入力ファイル 入力ファイルのパスと
名前を指定します。

いいえ

InputFile.Status 状況 入力ファイルの現在の
状況が入っています。

• エラー
• 処理中
• キュー
• 待ち

いいえ

InputFile.SubmitGroup グループ リストファイルからグ
ループとして実行依頼
された入力ファイル
セットのメンバーを識
別します。

いいえ

8データベースプロパティー名
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データベース名
列見出し：入力ファ
イルテーブル 説明 内部値 編集可能

InputFile.SubmitType 実行依頼タイプ 入力ファイルの実行依
頼タイプが入っていま
す。

• aiwlist
• データ
• リスト
• その他
• トリガー

InputFile.Timestamp 受信 入力ファイルが入力装
置に到着した日時が
入っています。

日付と時刻
は、UTC（協
定世界時）の
値として、
yyyy-mm-dd
hh:mm:ss.
fffffffff
というタイム
スタンプ形式
で格納されま
す。
• yyyyyyyyは4
桁の年で
す。

• mmmmは2桁の
月です。

• ddddは2桁の
日です。

• hhhhは2桁の
時です。

• mmmmは2桁の
分です。

• ssssは2桁の
秒です。

• ffffffffffff--
ffffffは秒
の小数点
以下の9桁
で、省略
可能で
す。

いいえ

通知オブジェクトのデータベースプロパティー名
メッセージは、Notificationプロパティーを示している場合があります。
［［編集可能］］列:

• はい:許可ユーザーは値を変更できます。
• いいえ:許可ユーザーは、値を変更できません。

通知オブジェクトのデータベースプロパティー名
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ワークフロープロパティー

データベース名
ノートブック
フィールド名 説明

編集
可能

User.
EmailAddress

メールアドレス ユーザーのメールアドレスを指定します。 はい

Notification.
AnyAllCustom

次の条件のいず
れかまたはすべ
てを適用する

通知オブジェクトの条件をどのように組み合わせるかを指
定します。

はい

Notification.BCC BCCアドレス 通知メールの BCCの送信先となる 1つまたは複数のアド
レスです。この値は、Eメールの［BCC:］フィールドで使
用されます。

はい

Notification.CC CCアドレス 通知メールの CCの送信先となる 1つまたは複数のアドレ
スです。この値は、Eメールの［CC:］フィールドで使用
されます。

はい

Notification.
Condition

条件 通知オブジェクトに対して 1つまたは複数の条件を定義で
きます。条件は、指定したイベントに対して送信される通
知を制限します。それぞれの条件は、オブジェクトプロパ
ティー、比較演算子、および値によって構成されます。

はい

Notification.
Condition.
NotifyWhen

Notify when 通知オブジェクトの条件をどのように組み合わせるかを指
定します。

はい

Notification.
Description

通知の説明 説明には、通知が送信されるタイミングなどを示すことが
できます。例:「深夜以降にプリンターが無効になった場合
に、2番目のシフトのオペレーターにメールが送信されま
す。」

はい

Notification.
EmailMessage

メッセージ 通知メールの本文に記入するメッセージを指定します。
メッセージでは、プレーンテキスト、HTML、画像を使用
できます。

はい

Notification.
EmailSubject

件名 通知メールの件名に挿入するテキストを指定します。 はい

Notification.
Enabled.
Description

使用可能状況 この通知オブジェクトが通知を送信できるようにするかど
うかを指定します。

いい
え

Notification.Event イベント 通知オブジェクトに対して監視する 1つまたは複数のプロ
パティーを定義できます。それぞれのイベントは、オブ
ジェクトプロパティー、アクション、およびオプションで
値によって構成されます。ここに示すプロパティーを持つ
オブジェクトのタイプは、通知プロパティーノートブック
の［一般］タブの［イベントタイプ］プロパティーで設定
されます。

はい

Notification.
EventType

イベントタイプ 通知するために監視するオブジェクトのタイプを指定しま
す。各通知オブジェクトに対して、1つのタイプの［イベ
ントタイプ］のみを使用できます。

はい

Notification.ID 通知名 通知オブジェクトの名前を指定します。 いい
え

Notification.
JsonCondition

条件 通知オブジェクトに対して 1つまたは複数の条件を定義で
きます。条件は、指定したイベントに対して生成される通
知を制限します。

いい
え

8データベースプロパティー名
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データベース名
ノートブック
フィールド名 説明

編集
可能

Notification.
SecureConnectio-
n

セキュア接続 通知メールを送信する際に、メールサーバーとの接続に
SSLと TLSのどちらのセキュリティーを使用するかを指定
します。この機能を有効にするには、SMTPサーバーで
SSLまたは TLS接続がサポートされている必要がありま
す。

はい

Notification.
SendLog

ログの添付 特定の入力装置、ジョブ、またはプリンターのイベントが
発生したときに、入力装置、ジョブ、またはプリンターの
ログを通知メールに添付し、メールの受信者に詳細情報を
提供するかどうかを指定します。

はい

Notification.
Threshold

通知の制限 一定期間に何通の通知を送信できるようにするかを指定で
きます。例えば、2時間に［10］通のメッセージを送信で
きるように指定した場合、最初の通知が送られたあとにタ
イマーが開始されます。次の 30分以内に 9通の通知が送
信された場合は、タイマーが制限の 2時間に達するまで、
新しい通知は送信されません。

はい

Notification.To 宛先アドレス 通知の送信先となる 1つまたは複数のメールアドレス。こ
の値は、Eメールの［To:］フィールドで使用されます。

はい

Notification.Type 通知方法 通知方法を指定します。 はい
WorkflowSystem.
EmailFrom

送信者メールア
ドレス

すべての通知メールの［From:］フィールドで使用される
メールアドレス。

はい

サーバーのデータベースプロパティー名
サーバーに関するメッセージでは、IInnssttaanncceeで始まるデータベース名でプロパティーが
表されている場合があります。
ユーザーインターフェースのドロップダウンリストに表示される値の中には、RICOH
ProcessDirectorの内部で使用される値とは異なるものがあります。Webサービスを使用し
て要求を行うときや、指定変更ファイルを使用して値を設定するときは、内部値を使用す
る必要があります。［［内内部部値値］］列に、このようなプロパティーの内部値を示します。
［［編編集集可可能能］］列:

• はい:許可ユーザーは、サーバーが作成された後で値を変更できます。
• いいえ:許可ユーザーは、値を変更できません。

サーバープロパティー

データベース名
ノートブックフィールド
名 説明 内部値

編集可
能

Instance.Description サーバーの説明 RICOH ProcessDirector
サーバーを説明するユー
ザー定義のテキストが
入っています。

はい

Instance.Enabled 使用可能状況 サーバーがタスクを実行
できるかを指定します。

• いいえ
• はい

いいえ

Instance.ID プロパティーノートブッ
クのタイトルに表示：
サーバー名

サーバーの名前が入って
います。

いいえ

サーバーのデータベースプロパティー名
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データベース名
ノートブックフィールド
名 説明 内部値

編集可
能

Instance.IPAddress サーバー IPアドレスま
たはホスト名

サーバーを実行している
コンピューターのネット
ワーク IPアドレスまた
は完全修飾ホスト名のい
ずれかを指定します。

はい

Instance.
InGeneralServerPool

汎用サーバープール サーバーが汎用サーバー
か、または制限付き使用
のサーバーかを指定しま
す。

• いいえ
• はい

はい

Instance.LastModified 最終変更日時 サーバーが最後に変更さ
れた日時。

いいえ

Instance.
MaxHighUsageSteps

最大リソース集中ステッ
プカウント

サーバーが並行して実行
できるリソース集中ス
テップの数を制御しま
す。

はい

Instance.
MaxLowUsageSteps

他のステップの最大ス
テップカウント

サーバーが並行して実行
できる非リソース集中ス
テップの数を制御しま
す。

はい

Instance.ModifiedBy 変更ユーザー このサーバーを最後に変
更したユーザーのユー
ザー名を指定します。

いいえ

Instance.Status 接続状況 サーバーの現在の状況を
表示します。

• 接続
• 切断

いいえ

ステップテンプレートのデータベースプロパティー名
ステップテンプレートに関するメッセージでは、SStteeppTTeemmppllaatteeで始まるデータベース
名でプロパティーが表されている場合があります。
ユーザーインターフェースのドロップダウンリストに表示される値の中には、RICOH
ProcessDirectorの内部で使用される値とは異なるものがあります。Webサービスを使用し
て要求を行うときや、指定変更ファイルを使用して値を設定するときは、内部値を使用す
る必要があります。［［内内部部値値］］列に、このようなプロパティーの内部値を示します。
［［編編集集可可能能］］列:

• はい:許可ユーザーは、ステップテンプレートが作成された後で値を変更できます。
• いいえ:許可ユーザーは、値を変更できません。

8データベースプロパティー名
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ステップテンプレートプロパティー

データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値 編集可能

Step.Color ステップの色 ワークフロービルダーに
表示されるステップの色
を指定します。

• 赤
• オレン
ジ

• グレー
• 青
• 紫
• 設定な
し

はい

Step.Description ステップの説明 ステップの目的を説明し
ます。たとえば、ステッ
プによるジョブの処理方
法を説明します。

はい

Step.DisplayName 全般：ステップ名 ステップがワークフロー
に追加されるときに与え
られる名前です。

はい

Step.ID 全般：ステップ ID このステップの内部名を
指定します。この値は、
ステップの名前に由来し
ます。

いいえ

Step.Template.CreatedBy 全般：テンプレート
作成元

ステップテンプレートを
作成した機能または拡張
機能の名前を指定しま
す。

いいえ

StepTemplate.Color ステップの色 ワークフロービルダーに
表示されるステップの色
を指定します。

• 赤
• オレン
ジ

• グレー
• 青
• 紫
• 設定な
し

はい

StepTemplate.Description 全般：テンプレート
の説明

ステップテンプレートの
機能を説明するテキスト
が入っています。

はい

StepTemplate.Enabled 全般：使用可能状況 ステップテンプレートが
使用可能であるかどうか
を指定します。

• いいえ
• はい

いいえ

StepTemplate.
HighResourceUsage

調整プロパティー
ページ：同時ステッ
プ制限

ステップテンプレートか
ら作成された同時に実行
可能なステップ数の制限
が設定される場所を指定
します。

• ここで
設定し
た制限
を使用

• サー
バーで
設定さ
れた制
限を使
用

ここで設定
した制限を
使用

StepTemplate.ID プロパティーノート
ブックのタイトルに
表示：ステップテン
プレート名

ステップテンプレートの
名前が入っています。

いいえ

ステップテンプレートのデータベースプロパティー名
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値 編集可能

StepTemplate.LastModified 最終変更日時 ステップが最後に変更さ
れた日時。

いいえ

StepTemplate.
MaximumActiveCount

調整プロパティー
ページ：シシスステテムムでで
アアククテティィブブににすするる並並
行行スステテッッププのの数数をを制制
限限ラジオボタン

特定のタイプの RICOH
ProcessDirectorオブ
ジェクトで並行して実行
できるステップテンプ
レートおよびこのステッ
プテンプレートから作成
されるすべてのステップ
の発生回数を指定しま
す。

はい

StepTemplate.
MaximumActiveUnit

調整プロパティー
ページ：次次のの項項目目ごご
ととににドロップダウン
リスト

ステップテンプレートの
［最大アクティブカウン
ト］プロパティーの値を
適用する RICOH
ProcessDirectorオブ
ジェクトのタイプを指定
します。

• PerInp-
utDevic-
e

• PerPrin-
ter

• PerSer-
ver

• PerSys-
tem

はい

StepTemplate.ModifiedBy 変更ユーザー このステップを最後に変
更したユーザーのユー
ザー名を指定します。

いいえ

StepTemplate.ModuleType 全般：モジュールタ
イプ

ステップテンプレートの
機能のタイプを識別しま
す。

• クリー
ンアッ
プ

• InitJob-
Type

• Java
• 手動
• 印刷
• 実行依
頼

• Submit-
Child

いいえ

StepTemplate.Servers 調整プロパティー
ページ：選選択択ししたた
ササーーババーーででののみみ実実行行
ラジオボタン

ステップテンプレートか
ら作成されるすべてのス
テップを実行可能な、限
定使用サーバーおよび汎
用サーバーをすべてリス
トします。

はい

8データベースプロパティー名
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データベース名
ノートブックタブ:
フィールド名 説明 内部値 編集可能

StepTemplate.SourceID 全般：ステップテン
プレートソース ID

このステップテンプレー
トを作成するのに使用し
たステップテンプレート
の名前を指定します。

いいえ

StepTemplate.
UseGeneralServerPool

調整プロパティー
ページ：［使用する
サーバー］

そのステップテンプレー
トによって作成されたス
テップを実行可能なコン
ピューターを指定しま
す。

• 特定の
サー
バーで
実行

• 一般的
なサー
バー
プール
内の
サー
バーで
実行

一般的な
サーバー
プール内の
サーバーで
実行

システムプロパティーのデータベースプロパティー名
RICOH ProcessDirectorシステムに関するメッセージでは、［WorkflowSystem］で始まる
データベース名でプロパティーが表されている場合があります。
ユーザーインターフェースのドロップダウンリストに表示される値の中には、RICOH
ProcessDirectorの内部で使用される値とは異なるものがあります。Webサービスを使用し
て要求を行うときや、指定変更ファイルを使用して値を設定するときは、内部値を使用す
る必要があります。［［内内部部値値］］列に、このようなプロパティーの内部値を示します。
［［編編集集可可能能］］列:

• はいを選択すると値を変更できます。
• いいえを選択すると値を変更できません。

システムプロパティー

データベース名 フィールド名 説明 内部値
編集可
能

WorkflowSystem.AdLdap.
TestUserName

LDAPテストユー
ザー名

LDAP設定をテストす
るために使用する
LDAPユーザー名を指
定します。

はい

WorkflowSystem.
AltSMTPAddress

代替 SMTPサー
バー

ジョブステップで
［SMTPサーバータ
イプ］プロパティー
が［代替］に設定さ
れている場合に、
ネットワーク IPアド
レスと SMTPサー
バーの完全修飾ホス
ト名のどちらを
RICOH
ProcessDirectorでの
メール送信に使用す

はい

システムプロパティーのデータベースプロパティー名
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データベース名 フィールド名 説明 内部値
編集可
能

るのかを指定しま
す。

WorkflowSystem.
AltSMTPPassword

代替 SMTPパス
ワード

一次サーバーで代替
SMTPサーバーへの
ログインに使用され
るパスワードを指定
します。

はい

WorkflowSystem.
AltSMTPPort

代替 SMTP port 代替 SMTPサーバー
で使用される TCP/IP
ポートを指定しま
す。

はい

WorkflowSystem.
AltSMTPSSLPort

代替 SMTP SSL
ポート

代替 SMTPサーバー
で SSLセキュリ
ティーが使用されて
いる場合は、SSL接
続で使用される TCP/
IPポートを指定しま
す。

はい

WorkflowSystem.
AltSMTPTLSPort

代替 SMTP TLS
ポート

代替メールサーバー
で TLSセキュリ
ティーが使用されて
いる場合は、TLS接
続で使用される TCP/
IPポートを指定しま
す。

はい

WorkflowSystem.
AltSMTPUserName

代替 SMTPユー
ザー名

RICOH
ProcessDirectorサー
バーで代替 SMTP
サーバーへのログイ
ンに使用されるユー
ザー名を指定しま
す。

はい

WorkflowSystem.
CaptureFileName

キャプチャーファ
イル

システムデータを取
り込むときに作成さ
れたキャプチャー
ファイルの名前を指
定します。

はい

WorkflowSystem.
CaptureLevel

取り込むデータ キャプチャーファイ
ルに含める情報の量
を示します。

はい

WorkflowSystem.
CaptureServer

データの取り込み
元サーバー

キャプチャーファイ
ルを作成するときに
情報の収集元となる
サーバーを示しま
す。

はい

WorkflowSystem.Child.
MaxJobID

最大子ジョブ番号 RICOH
ProcessDirectorが子
ジョブに割り当てる
ことができる最大
ジョブ番号を指定し
ます。

はい

8データベースプロパティー名
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データベース名 フィールド名 説明 内部値
編集可
能

WorkflowSystem.Child.
MinJobID

最小子ジョブ番号 RICOH
ProcessDirectorが子
ジョブに割り当てる
ことができる最小の
ジョブ番号を指定し
ます。

はい

WorkflowSystem.
CopyTracesToTemp

取り込む前にファ
イルをバックアッ
プ

トレースファイル
を、キャプチャー
ファイルに追加する
前に一時ディレクト
リーにコピーするか
どうかを示します。

はい

WorkflowSystem.
CredentialExpiration

ログイン非アク
ティブタイマー
(分)

非アクティブユー
ザーが自動的にログ
アウトするまでの分
数を指定します。

はい

WorkflowSystem.Email.
SSLPort

Eメールの SSL
ポート

メールサーバーで
SSLセキュリティー
が使用されている場
合は、SSL接続で使
用される TCP/IPポー
トを指定します。

はい

WorkflowSystem.Email.
TLSPort

Eメールの TLS
ポート

メールサーバーで
TLSセキュリティー
が使用されている場
合は、TLS接続で使
用される TCP/IPポー
トを指定します。

はい

WorkflowSystem.
FileSystemMapping

ファイルシステム
マッピングファイ
ル

ファイルパスを
RICOH
ProcessDirectorサー
バー上のマウントポ
イントにマップする
ファイルの名前を指
定します。

はい

WorkflowSystem.
GUILoggingLevel

Webサーバーロ
グレベル

［［トトレレーーススレレベベルル］］
プロパティーに［［カカ
ススタタムム］］オプション
が選択されている場
合に、システム上で
アクティブになって
いるトレースレベル
を表示します。

はい

WorkflowSystem.
JobDisplayTag

使用するジョブ識
別子

プリンターポート
レット、プリンター
コンソール、および
PSFジョブ完了ログ
に、ジョブ名または
ジョブ番号を表示す
るかどうかを指定し
ます。

• Job.ID
• Job.Name

はい

WorkflowSystem.
LastCaptureFilename

最後のキャプ
チャーファイル名

システムデータが最
後にキャプチャーさ

いいえ

システムプロパティーのデータベースプロパティー名
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データベース名 フィールド名 説明 内部値
編集可
能

れたときに作成され
た、最後のキャプ
チャーファイルの名
前を指定します。

WorkflowSystem.
LastCaptureTimestamp

最後のキャプ
チャー完了

キャプチャーが最後
に完了した日付と時
刻。キャプチャーが
完了するたびに、
RICOH
ProcessDirectorでこ
の値が更新されま
す。

いいえ

WorkflowSystem.
LPDHostnames

LPDジョブを実行
依頼できるホスト

LPDプロトコルを使
用してジョブを
RICOH
ProcessDirectorに実
行依頼できるホスト
名または IPアドレス
を指定します。

はい

WorkflowSystem.MaxJobID 最大ジョブ番号 RICOH
ProcessDirectorが
ジョブに割り当てる
ことができる最大の
ジョブ番号を指定し
ます。

はい

WorkflowSystem.
MediaTolerance.
RecyclingPercentage

リサイクルコンテ
ンツ許容値

メディアオブジェク
トのリサイクルコン
テンツに対する受け
入れ可能な相違を指
定します。

はい

WorkflowSystem.
MediaTolerance.Size

サイズ許容値 メディアオブジェク
トのサイズに対する
受け入れ可能な相違
を指定します。

はい

WorkflowSystem.
MediaTolerance.Weight

重さ許容値 メディアオブジェク
トの重さに対する受
け入れ可能な相違を
指定します。

WorkflowSystem.
PrinterProgress

印刷進行状況バー プリンターポート
レットに印刷進行状
況バーを表示するか
どうかを指定しま
す。

• いいえ
• はい

はい

WorkflowSystem.
MaxPasswordAge

パスワードの有効
期間

期限切れになるまだ
えにパスワードを使
用できる日数を指定
します。

はい

WorkflowSystem.MinJobID 最小ジョブ番号 RICOH
ProcessDirectorが
ジョブに割り当てる
ことができる最小の

はい

8データベースプロパティー名
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データベース名 フィールド名 説明 内部値
編集可
能

ジョブ番号を指定し
ます。

WorkflowSystem.Primary.
MaxLowUsageSteps

他のステップの最
大ステップカウン
ト

1次 RICOH
ProcessDirectorサー
バーが並行して実行
できる非リソース集
中ステップの数を制
御します。

はい

WorkflowSystem.Primary.
MaxHighUsageSteps

最大リソース集中
ステップカウント

1次 RICOH
ProcessDirectorサー
バーが並行して実行
できるリソース集中
ステップの数を制御
します。

はい

WorkflowSystem.
ProxyPassword

プロキシサーバー
1のパスワード

1次サーバーでプロ
キシサーバー1へのロ
グインに使用される
パスワードを指定し
ます。

はい

WorkflowSystem.
ProxyPassword2

プロキシサーバー
2のパスワード

1次サーバーでプロ
キシサーバー 2への
ログインに使用され
るパスワードを指定
します。

はい

WorkflowSystem.ProxyPort プロキシサーバー
1のポート

RICOH
ProcessDirectorがプ
ロキシサーバー 1と
の通信に使用する
TCP/IPポートを指定
します。

はい

WorkflowSystem.
ProxyPort2

プロキシサーバー
2のポート

RICOH
ProcessDirectorがプ
ロキシサーバー2との
通信に使用するTCP/
IPポートを指定しま
す。

はい

WorkflowSystem.
ProxyServer

プロキシサーバー
1

プロキシサーバー 1
のネットワークIPア
ドレスまたは完全修
飾ホスト名のいずれ
かを指定します。
RICOH
ProcessDirectorは、
プロキシサーバーを
使用して外部Webサ
イトに接続します。

はい

WorkflowSystem.
ProxyServer2

プロキシサーバー
2

プロキシサーバー 2
のネットワークIPア
ドレスまたは完全修
飾ホスト名のいずれ
かを指定します。
RICOH
ProcessDirectorは、

はい

システムプロパティーのデータベースプロパティー名
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データベース名 フィールド名 説明 内部値
編集可
能

プロキシサーバーを
使用して外部Webサ
イトに接続します。

WorkflowSystem.ProxyUser プロキシサーバー
1のユーザー

プロキシサーバー 1
が外部Webサイトに
接続するときに
RICOH
ProcessDirectorが使
用するユーザー名を
指定します。

はい

WorkflowSystem.
ProxyUser2

プロキシサーバー
2のユーザー

プロキシサーバー2が
外部のウェブサイト
に接続する際に、
RICOH
ProcessDirectorが使
用するユーザ名を指
定します。

はい

WorkflowSystem.
RememberPrinterStatus

プリンターの使用
可能状況を記憶す
る

システムシャットダ
ウンの後、使用可能
なプリンターの状況
を RICOH
ProcessDirectorが復
元するかどうかを指
定します。

• いいえ
• はい

はい

WorkflowSystem.
RetainPollInterval

保存ポーリング間
隔 (分)

RICOH
ProcessDirectorが、
さらなるアクション
が必要かどうかを判
別するためにシステ
ムで保存されるジョ
ブをポーリングする
頻度を制御します。

はい

WorkflowSystem.
SMTPPassword

SMTPパスワード RICOH
ProcessDirectorで
SMTPサーバーへの
ログインに使用され
るパスワードを指定
します。

はい

WorkflowSystem.SMTPPort SMTPポート SMTPサーバーで使
用される TCP/IPポー
トを指定します。

はい

WorkflowSystem.
SMTPServer

SMTPサーバー RICOH
ProcessDirectorで E
メールの送信に使用
される SMTPサー
バーのネットワーク
IPアドレスまたは完
全修飾ホスト名を指
定します。

はい

WorkflowSystem.
SMTPUsername

SMTPユーザー名 RICOH
ProcessDirectorで
SMTPサーバーへの
接続に使用される

はい

8データベースプロパティー名
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データベース名 フィールド名 説明 内部値
編集可
能

ユーザー名を指定し
ます。

WorkflowSystem.
SystemIdentifier

システム ID ユーザーインター
フェースに表示され
るシステムの代替名
を指定します。

はい

WorkflowSystem.
TraceCustomTraceLevel

カスタムトレース
レベル

［［トトレレーーススレレベベルル］］
プロパティーに［［カカ
ススタタムム］］オプション
が選択されている場
合に、システム上で
アクティブになって
いるトレースレベル
を表示します。

はい

WorkflowSystem.
TraceFileCount

トレースファイル
の最大数

システムで作成可能
なトレースファイル
の最大数を示しま
す。

はい

WorkflowSystem.
TraceFileSize

最大トレースファ
イルサイズ

システムで作成され
るトレースファイル
の上限サイズ (KB単
位)を示します。

はい

WorkflowSystem.
TraceLevel

トレースレベル システムでアクティ
ブなトレースのレベ
ルを示します。

はい

ユーザーのデータベースプロパティー名
ユーザーおよびそのパスワードに関するメッセージでは、UUsseerrで始まるデータベース名
でプロパティーが表されている場合があります。
［［編編集集可可能能］］列:

• はい:ユーザーは、ユーザーが作成された後で値を変更できます。
• いいえ:ユーザーは、値を変更できません。

ユーザープロパティー
データベース名 フィールド名 説明 編集可能
User.Description ユーザーの説明 ユーザー名を説明するテキ

ストが入っています。
はい

User.Groups グループメンバーシップ ユーザーが属しているグ
ループの名前が入っていま
す。

はい

User.ID ページタイトルに表示 RICOH ProcessDirectorの許
可ユーザーのユーザー名が
入っています。

いいえ

User.LastModified 最終変更日時 ユーザーが最後に変更され
た日時。ユーザーが変更さ

いいえ

ユーザーのデータベースプロパティー名
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データベース名 フィールド名 説明 編集可能
れるたびに RICOH
ProcessDirectorはこの値を
更新します。

User.Login.Status ログイン済み ユーザーが RICOH
ProcessDirectorにログイン
しているかどうかを指定し
ます。

いいえ

User.LocationFilterPreference 表示する位置 現在、ユーザーインター
フェースのフィルターに使
用されている位置を表示し
ます。このリストで選択し
た位置にあるオブジェクト
のみが表示されます。

はい

User.LocationSettings 許可された位置 ジョブ、プリンター、入力
装置など、一部のオブジェ
クトには［位置］プロパ
ティーがあります。［許可
された位置］プロパティー
では、ユーザーがアクセス
できる位置を指定できま
す。この設定により、ユー
ザーがユーザーインター
フェースで表示できるオブ
ジェクトが決まります。
ユーザーは、［表示する位
置］プロパティーを使用し
て、ユーザーインター
フェースのフィルターに使
用する位置を選択できま
す。

はい

User.ModifiedBy 変更ユーザー この入力装置を最後に変更
したユーザーを指定しま
す。 RICOH ProcessDirector
はこのプロパティー値を保
持し、入力装置が変わるた
びにこの値を更新します。

いいえ

User.Password ユーザーパスワード ユーザーのパスワードを受
け入れます。

はい

User.PasswordConfirm 新規ユーザーパスワードを
確認する

新規ユーザーのパスワード
を指定します。［新規ユー
ザーパスワード］値と一致
している必要があります。

はい

User.PasswordLastChanged パスワードの最終変更 パスワードが最後に変更さ
れた日時を指定します。

いいえ

8データベースプロパティー名
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データベース名 フィールド名 説明 編集可能
User.PasswrodNew 新規ユーザーパスワード 新規ユーザーのパスワード

を指定します。
はい

User.StartPage 開始ページ ログイン後に RICOH
ProcessDirectorに表示され
るページを指定します。新
しいユーザーが作成される
と、この制御は［グループ
メンバーシップ］値が選択
されるまでは使用できませ
ん。

はい

ジョブのデータベースプロパティー名
セキュリティーグループに関するメッセージでは、GGrroouuppで始まるデータベース名でプロ
パティーが表されている場合があります。
編編集集可可能能列:

• はい:ユーザーは、グループが作成された後で値を変更できます。
• いいえ:ユーザーは、値を変更できません。

グループプロパティー
データベース名 フィールド名 説明 編集可能
Group.Actions 許可されたアクション このグループのユーザーに

実行が許可されているアク
ションのリストです。

はい

Group.Attributes 許可された属性 このグループのユーザーに
編集が許可されているオブ
ジェクトのリストです。

はい

Group.Description グループの説明 グループを説明するテキス
トが入っています。

はい

Group.ID ページタイトルに表示 ユーザーグループの名前。 いいえ

グループソース ID グループソース ID このグループのコピー元の
グループの名前です。

いいえ

ジョブのデータベースプロパティー名
入力ファイルに関するメッセージでは、LLooccaattiioonnで始まるデータベース名でプロパ
ティーが表されている場合があります。
編編集集可可能能列:

• はい:許可ユーザーは、位置が作成された後で値を変更できます。
• いいえ:許可ユーザーは、値を変更できません。

ジョブのデータベースプロパティー名
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Location.ID

データベース名 フィールド名 説明 編集可能
Location.Description 位置の説明 位置を説明します。たとえ

ば、プリンターの設置場所
の地名や建物の名前、建物
内のフロアなどです。

はい

Location.ID 位置の名前 位置の名前を指定します。 いいえ
Location.LastModified 最終変更日時 位置が最後に変更された日

時。
いいえ

Location.ModifiedBy 変更ユーザー この位置を最後に変更した
ユーザーのユーザー名を指
定します。

いいえ

セキュリティーのデータベースプロパティー名
セキュリティーに関するメッセージでは、プロパティーがデータベース名で表されること
があり、そのほとんどがWWoorrkkfflloowwSSyysstteemmで始まります。セキュリティーのデータベー
スプロパティー名には、LDAP（ライトウェイトディレクトリーアクセスプロトコル）の
データベースプロパティー名が含まれています。
［［編編集集可可能能］］列:

• はい：許可ユーザーは、初期セキュリティーセットアップの後で値を変更できます。
• いいえ:許可ユーザーは、値を変更できません。

セキュリティープロパティー

データベース名
ノートブックタ
ブ：フィールド名 説明 内部値

編集可
能

User.AccountStatus セキュリ
ティー→ユー
ザー：アカウント
ステータス

ユーザーアカウント
の現在の状況を表示
します。

• 活動中
• ロック済み非アク
ティブ

• ロック済みパス
ワード失敗

はい

WorkflowSystem.AdLdap.
EmailAddress

セキュリ
ティー→設
定→ LDAP：E
メール属性

RICOH
ProcessDirectorが
ユーザーのメールア
ドレスを取得する
LDAP属性を指定しま
す。

はい

WorkflowSystem.AdLdap.
GroupMap

セキュリ
ティー→設
定→ LDAP：製品
をLDAPグループ
にマップする

RICOH
ProcessDirectorのグ
ループから LDAPグ
ループへのマッピン
グを指定します。

はい

WorkflowSystem.AdLdap.
GroupSearchBase

セキュリ
ティー→設
定→ LDAP：グ
ループ検索ベース

RICOH
ProcessDirectorが、
LDAPのグループを含
む組織単位 (OU)を識
別するために検索す
る、LDAPの外部ディ

はい

8データベースプロパティー名
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データベース名
ノートブックタ
ブ：フィールド名 説明 内部値

編集可
能

レクトリーツリーの
分岐を指定します。

WorkflowSystem.AdLdap.
GroupSearchFilter

セキュリ
ティー→設
定→ LDAP：グ
ループ検索フィル
ター

特定の名前のグルー
プが LDAPグループ
の検索ベースにある
かどうかを判断する
ために RICOH
ProcessDirectorが使
用するフィルターを
指定します。

はい

WorkflowSystem.AdLdap.
GroupSearchMember

セキュリ
ティー→設
定→ LDAP：グ
ループ検索メン
バー

RICOH
ProcessDirectorが、
LDAPグループメン
バーの識別名を取得
するために使用する
LDAP属性を指定しま
す。

はい

WorkflowSystem.AdLdap.
ManagerDN

セキュリ
ティー→設
定→ LDAP：マ
ネージャー識別名

ユーザー検索のため
に LDAPサーバーに
バインドするユー
ザーの完全な識別名
(DN)を指定します。

はい

WorkflowSystem.AdLdap.
ManagerPassword

セキュリ
ティー→設
定→ LDAP：マ
ネージャー識別名
のパスワード

［マネージャー識別
名］プロパティーに
指定されているユー
ザーのパスワードを
指定します。

はい

WorkflowSystem.AdLdap.
rootDN

セキュリ
ティー→設
定→ LDAP：ルー
ト識別名

データベースの管理
制限やアクセス制御
の制約を受けない識
別名 (DN)を指定しま
す。

はい

WorkflowSystem.AdLdap.
Server

セキュリ
ティー→設
定→ LDAP：
LDAPサーバー

システムが認証に使
用する 1つまたは複
数の LDAPサーバー
のネットワーク IPア
ドレスまたは完全修
飾ホスト名のいずれ
かおよびポートを指
定します。

はい

WorkflowSystem.AdLdap.
SyncLdapGrp

セキュリ
ティー→設
定→ LDAP：
LDAPグループと
同期

RICOH
ProcessDirectorが、
ユーザーのログイン
時に、［製品から
LDAPグループのマッ
ピング］プロパ
ティーの値に基づい
て、ユーザーの製品
セキュリティーグ
ループを更新するか
どうかを指定しま
す。

• はい
• いいえ

はい

セキュリティーのデータベースプロパティー名
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データベース名
ノートブックタ
ブ：フィールド名 説明 内部値

編集可
能

WorkflowSystem.AdLdap.
UserSearchBase

セキュリ
ティー→設
定→ LDAP：ユー
ザー検索ベース

外部ディレクトリー
ツリーの中で検索す
る部分を、LDAPの
URL内のベース識別
名 (DN)から相対的に
指定します。

はい

WorkflowSystem.AdLdap.
UserSearchFilter

セキュリ
ティー→設
定→ LDAP：ユー
ザー検索フィル
ター

ユーザーの識別名
(DN)が LDAPにある
かどうかを判断する
ために RICOH
ProcessDirectorが使
用するフィルターを
指定します。

はい

WorkflowSystem.AdLdap.
YesNo

セキュリ
ティー→設
定→ LDAP：
LDAPで認証

ユーザーが、既存の
Lightweight Directory
Access Protocol
(LDAP)サーバーで定
義されているユー
ザー IDで RICOH
ProcessDirectorにロ
グインできるかを指
定します。

• はい
• いいえ

はい

WorkflowSystem.
ComplexRules

セキュリ
ティー→設
定→ LDAP：パス
ワード複雑性規則
の適用

すべてのユーザーに
複雑なパスワードを
使用させるかどうか
を指定します。

• はい
• いいえ

はい

WorkflowSystem.
InactiveLength

セキュリ
ティー→設
定→全般：アカ
ウントの非活動期
間

RICOH
ProcessDirectorで非
アクティブになって
いるユーザーアカウ
ントがシステムから
ロックアウトされる
までの日数を指定し
ます。

はい

WorkflowSystem.
LockOutLength

セキュリ
ティー→設
定→全般：ロッ
クアウト期間

ユーザーがアカウン
トログインのしきい
値を超えた場合に
RICOH
ProcessDirectorで
ユーザーがシステム
からロックアウトさ
れる期間を指定しま
す。この値の時間単
位は分、時間、また
は日にできます。値
の時間単位を選択す
るには、プロパ
ティー名の右にある
トグルコントロール
を使用します。

はい

WorkflowSystem.
MaxLoginAttempts

セキュリ
ティー→設
定→全般：アカ

ユーザーがロックア
ウトされるまでに許
可されるログイン失

はい

8データベースプロパティー名
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データベース名
ノートブックタ
ブ：フィールド名 説明 内部値

編集可
能

ウントロックアウ
トのしきい値

敗およびパスワード
変更の試行回数を指
定します。

WorkflowSystem.
MinPasswordLength

セキュリ
ティー→設
定→全般：パス
ワードの最小長

パスワードに必要な
最小文字数を指定し
ます。

はい

WorkflowSystem.
PasswordReuseCount

セキュリ
ティー→設
定→全般：パス
ワードの再利用回
数

ユーザーが、固有の
パスワードを何回入
力すれば、以前のパ
スワードを再利用で
きるかを指定しま
す。

はい

セキュリティーのデータベースプロパティー名
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9.ジョブチケットで設定可能なジョブプロパティー

ジョブをジョブチケットを使用して実行依頼すると、RICOH ProcessDirectorはジョブチ
ケットの値から、いくつかのジョブプロパティーを設定します。
ジョブプロパティーはジョブチケット内の属性にマッピングされます。ほとんどの場合、
RICOH ProcessDirectorは、ジジョョブブチチケケッットトのの属属性性列の属性値に対応する値にジョブプロ
パティーを設定します。（値は必ずしも同じとは限りません）。注注列では、このプロセス
での変形について説明します。
ジョブチケットが複数の印刷ファイルを参照する場合、RICOH ProcessDirectorは各ファ
イルの子ジョブを作成します。［［ジジョョブブ当当たたりりままたたははチチケケッットト当当たたりり］］列:

• ジジョョブブは、プロパティーが個々の印刷ファイルに適用されるジョブチケットの属性に
マッピングされ、それにより子ジョブごとに別々の値を持つことができることを意味
します。

• チチケケッットトは、プロパティーがジョブチケット全体に適用される属性にマッピングさ
れ、それによりジョブチケットについて作成されたすべてのジョブに同じ値がなけれ
ばならないことを意味します。

• ジジョョブブままたたははチチケケッットトは、プロパティーが両方のタイプの属性にマッピングされ、そ
れによりジョブチケットの属性に応じて同じ値または別の値を持つことができること
を意味します。

ジョブチケットで設定可能なジョブプロパティー

データベース
名

ノート
ブックタ
ブ:フィー
ルド名 説明

ジョブ
当たり
または
チケッ
ト当た
り JDF属性名 注

Job.Binding 製本 印刷するジョ
ブに対する製
本設定を設定
します。

ジョブ
または
チケッ
ト

job-binding

Job.Copies 全般およ
びステー
タス：要
求された
ジョブコ
ピー

要求された
ジョブコピー
の数が入って
います。

ジョブ
または
チケッ
ト

job-copies

Job.
CustomerNa-
me

スケ
ジューリ
ング：カ
スタマー
名

このジョブに
関連付けられ
たカスタマー
を識別しま
す。

ジョブ
または
チケッ
ト

job-contact-info

Job.
Description

全般：
ジョブの
説明

ジョブを説明
するテキスト
が入っていま
す。

ジョブ
または
チケッ
ト

jt-comment

Job.Duplex 全般：両
面印刷

ジョブで両面
印刷がアク
ティブになっ
ているかどう
かと、アク

ジョブ
または
チケッ
ト

job-sides
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データベース
名

ノート
ブックタ
ブ:フィー
ルド名 説明

ジョブ
当たり
または
チケッ
ト当た
り JDF属性名 注

ティブになっ
ている場合は
両面印刷のタ
イプを示しま
す。

Job.
FoldOptions

折りオプ
ション

ジョブやジョ
ブの大きな
シートの折り
方、すべての
シートをまと
めて折るかど
うか (重ねる
かソート
か)、および
シートの表面
を折りの外側
に向けるか内
側に向ける
か、を指定し
ます。

ジョブ
または
チケッ
ト

job-folding

Job.Info.
Department

情報：部
門情報

ジョブの部門
の説明が入っ
ています。

ジョブ
または
チケッ
ト

job-contact-info

Job.
InputDatastre-
am

全般：入
力データ
ストリー
ム

このジョブの
入力ファイル
に入っている
データの形式
を指定しま
す。

ジョブ document-format

Job.Line-
2AFP. CC_
TYPE

AFP：紙送
り制御タ
イプ

ジョブに存在
する紙送り制
御のタイプを
示します。

チケッ
ト

job-carriage-control-
characters

このプロパティーは、
AFPサポート機能がイ
ンストールされている
場合にのみ使用可能に
なります。

Job.Line-2AFP.
FORMDEF

AFPと印
刷：書式
定義

ジョブで使用
する書式定義
を識別しま
す。

チケッ
ト

job-form-definition このプロパティーは、
AFPサポート機能がイ
ンストールされている
場合にのみ使用可能に
なります。

Job.Line-2AFP.
PAGEDEF

AFP：ペー
ジ定義

ジョブで使用
するAFPペー
ジ定義を識別
します。

チケッ
ト

job-page-definition このプロパティーは、
AFPサポート機能がイ
ンストールされている
場合にのみ使用可能に
なります。

Job.Line-2AFP.
TRC

AFP：テー
ブル参照
文字

テーブル参照
文字がジョブ
に存在するか
どうかを示し
ます。

チケッ
ト

job-table-reference-
characters

このプロパティーは、
AFPサポート機能がイ
ンストールされている
場合にのみ使用可能に
なります。

9ジョブチケットで設定可能なジョブプロパティー
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データベース
名

ノート
ブックタ
ブ:フィー
ルド名 説明

ジョブ
当たり
または
チケッ
ト当た
り JDF属性名 注

Job.Media スケ
ジューリ
ング：メ
ディア
（作動可
能 |サ
ポート |
すべて）

ジョブに使用
するメディア
を指定しま
す。

ジョブ
または
チケッ
ト

ジョブのメディアデー
タベース名が JDFのい
くつかの job-mediaお
よび document-media
属性にマッピングされ
ます。

RICOH ProcessDirector
はメディア検出の設定
を使用して、この値の
設定方法を判別しま
す。

ジョブチケットにペー
ジレベルのメディア値
とジョブレベルのメ
ディア値を両方とも指
定されている場合、こ
のプロパティーには複
数の値が設定されま
す。しかし、ユーザー
が［メディア］プロパ
ティーの値を更新して
も、ジョブチケットに
その値が書き込まれる
ことはありません。そ
のメディアに対して使
用されるページ範囲を
指定できないためで
す。ジョブチケット内
のメディア値は、変更
されません。

Job.Name 全般：
ジョブ名

ジョブの名前
が入っていま
す。

ジョブ
または
チケッ
ト

job-name

Job.OutputBin スケ
ジューリ
ング：出
力ビン
（要求 |
使用可能 |
すべて）

ジョブに使用
する出力ビン
を指定しま
す。

ジョブ
または
チケッ
ト

document-output-bin-
name、job-output-bin-
name

Job.Print.
JogCopies

印刷：出
力コピー
の用紙揃
え

プリンターが
ジョブの出力
コピーを用紙
揃えするかど
うかを制御し
ます。

チケッ
ト

job-jog-offset

Job.Print.
Xoffset

印刷：Xオ
フセット
(単位)

用紙の原点か
ら論理ページ
の原点まで
の、xx方向
(水平方向)の
オフセット
(インチまた
はミリメート
ル)を識別し
ます。

ジョブ
または
チケッ
ト

image-shift-front-x この値は、ページの表
と裏の両方に適用され
ます。

このプロパティーは、
AFPサポート機能がイ
ンストールされている
場合にのみ使用可能に
なります。

セキュリティーのデータベースプロパティー名
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データベース
名

ノート
ブックタ
ブ:フィー
ルド名 説明

ジョブ
当たり
または
チケッ
ト当た
り JDF属性名 注

Job.Print.
Yoffset

印刷：Yオ
フセット
(単位)

用紙の原点か
ら論理ページ
の原点まで
の、yy方向
(垂直方向)の
オフセット
(インチまた
はミリメート
ル)を識別し
ます。

ジョブ
または
チケッ
ト

image-shift-front-y この値は、ページの表
と裏の両方に適用され
ます。

このプロパティーは、
AFPサポート機能がイ
ンストールされている
場合にのみ使用可能に
なります。

Job.Priority スケ
ジューリ
ング：
ジョブの
優先順位

ジョブの印刷
の優先順位が
入っていま
す。

ジョブ
または
チケッ
ト

job-priority

Job.Punch スケ
ジューリ
ング：パ
ンチ

出力に穴を開
けるための穴
の数と位置を
指定します。

ジョブ
または
チケッ
ト

document-hole-
making、job-hole-
making

Job.
RequestedPri-
nter

スケ
ジューリ
ング：要
求された
プリン
ター

ジョブで要求
されたプリン
ターの名前が
入っていま
す。

ジョブ
または
チケッ
ト

job-logical-destination-
name

Job.
RetainDuration

全般：保
存期間
（単位）

RICOH
ProcessDirec-
torが
RReettaaiinnCCoo--
mmpplleetteeddJJ--
oobbssステップ
に到達した後
でジョブを保
存する期間の
長さ (分、
時、または
日)を制御し
ます。

ジョブ
または
チケッ
ト

job-retain

Job.Staple スケ
ジューリ
ング：ス
テープル

出力で使用す
るステープル
の数と位置を
指定します。

ジョブ
または
チケッ
ト

job-stitching、
document-stitching

9ジョブチケットで設定可能なジョブプロパティー
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